
1丘成10年l()１１］［|ﾂﾞ謝丁(季Ｔｌ年↓['11発行)jlnrII節6Ｗ・ＩＳＦ8Ｎ〔)918-89[i７

｢人類と鵬鰯雫翻蝋共存鍵圏鋤て '

opulatlon＆Development
冠ハⅢ瀞,蝿一。21,曙Uｌｄ １$ i鰯

１
１

Ｉ

■



鳥

薯

■
Ｈ
Ｐ
ゲ
テ
ヰ
凹
仔
■
私
８
１
Ⅸ
で
■
■
■
■
守
口
ロ
１
１
泊
▼
垳
吊
１
口
４
．

１
㎡
Ｐ
ｒ
Ｐ
■
ｈ
印
河

ョ
：
．
：
夢
卜
自
‐
Ｊ
■

。
‐
剣
Ｕ
ｕ
Ｈ
４
１
１

・
・
…
’
１
！
，
ｉ
ｉ
Ｉ
‐
…
Ｉ
：
ｉ
１
，
６
：
…
！

。
□
。
“
Ⅵ
９

Ｊ
』
Ⅳ

銭
詫
一
一

宅
亜
「
｜

、
議

堂
“
慰
翰
割
窺
蕊
劉

！
卍

ロ
囚
門
Ｈ
Ｐ
土
も
刈
曰
Ｐ
０
胡
凸
●
６
１
Ⅱ
■

■
ｑ
ｒ
Ｅ
Ｉ
け
酔
い
Ｐ
§
ニ
ヨ
■
ｓ
●
侯
４

４
ｑ
旧
勺
１
缶
可
ｑ
柚
「
１
０
コ

鵡晦鵡加雅謝西澱鰯顛旺暇腱一挿罠鱒』…’ｉｌ」一

Ｉ

!「＞

‘ｌ

ｉＩＩ

Ｐ
が
い
丞
困

寂
汐

〆

苧》

鬘識（
〆驚
八ii;$

！

１
１

Ｍ

１

侭
田
ｉ
ｉ
５
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
」

』
ｉ
－
１
，
－

蕊

鑿離轤

ｉ
別

《》

;； .z』ご可.'１



人口と開発
秋・ＯＣＴ/1998.No.6５

鰯

'''１１

iIi
《 １

’
０

畝肋'1陥糺 （｡`ﾋﾞﾉｻﾞ…



扉・スケッチ民族踊り（タイのバンコク・ローズガーデンで）

杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉
人口と開発’目次

◇
ネ
パ
ー
ル
の
人
ロ

ー
人
口
推
移
、
構
成
、
地
域
偏
差
、
国
内
移
動
、
カ
ー
ス
ト
、
民
族
ｌ結
城

◇
ビ
ナ
ト
ゥ
ボ
噴
火
と
先
住
民
ア
エ
タ
の
そ
の
後

清
水

◇
世
界
人
ロ
の
高
齢
化
と
国
際
高
齢
者
年
一
九
九
九

・
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
開
発
と
労
働
移
動

・
東
南
ア
ジ
ア
の
保
健
医
療
部
門
と
民
営
化
の
拡
大

｡

◇
四
世
紀
に
挑
戦
す
る
世
界
人
ロ
白
書

｡ ｡ ｡ ｡ ０

結
婚
・
出
産
に
４
類
型
／
農
業
就
業
者
、
な

ぜ
か
増
加
／
三
分
の
一
が
出
生
登
録
な
し
／

世
界
人
口
、
来
年
に
は
帥
億
／
世
界
人
口
帥

億
の
時
代
へ
／
人
口
問
題
で
関
心
高
め
る

役
／
ア
ジ
ア
に
コ
メ
不
足
の
不
安
／
育
児
負

担
で
ど
う
減
ら
す
／
や
っ
と
産
声
…
少
子
化

国
際
生
命
倫
理
学
会
世
界
会
議
開
催

巻
頭
言
／
ア
ジ
ア
経
済
危
機
と
農
業
の
再
認
識

■
「
世
界
人
口
デ
ー
」
開
く

■
少
子
対
策
に
本
格
的
に
取
組
む

■
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
消
息

■
人
口
と
開
発
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
国
会
議
員
連
盟
代
表
団
が
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
訪
問

■
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
に
中
山
太
郎
氏
（
元
外
相
）

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
－
ら
む

日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
黒
田
俊
夫
４

対
策
／
食
料
自
給
率
政
策
目
標
に
／
援
助
米

備
蓄
量
に
上
限
／
森
林
熱
帯
で
減
少
顕
著
／

過
疎
地
の
集
落
人
口
減
少
／
中
国
水
害
夏
季

収
穫
ｎ
％
減
／
失
業
率
最
悪
更
新
４
．
３

％
／
中
国
・
黄
河
、
土
壌
を
流
す
／
農
工
業

用
水
を
飲
み
水
に
／
…
…
…
…
…
…
…
…
他

高
橋

降
矢

内
田

山
田
三
郎
３

史
展隆

康憲成
雄一良
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今
年
の
七
・
八
月
に
、
昨
年
度
の
通
貨

下
落
と
経
済
危
機
の
最
中
に
あ
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
タ
イ
両
国
の
首
都
と
農
村
を
訪

問
し
た
。
両
国
と
も
極
め
て
深
刻
な
経
済

危
機
に
直
面
し
て
い
る
が
、
危
機
が
及
ぼ

し
た
庶
民
へ
の
打
撃
の
程
度
に
は
大
き
な

開
き
が
認
め
ら
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
、
空
港
に
降
り

た
途
端
に
チ
ッ
プ
を
ね
だ
る
子
供
も
含
む

群
衆
に
取
り
囲
ま
れ
、
ホ
テ
ル
に
入
れ
ば

支
配
人
か
ら
危
険
だ
か
ら
街
を
出
歩
く
な

と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
帰
国
予
定
日
の

八
月
十
七
日
は
独
立
記
念
日
の
騒
乱
の
ウ

ワ
サ
も
あ
る
の
で
日
本
大
使
館
か
ら
は
前

日
の
帰
国
を
す
ら
勧
め
ら
れ
た
。
他
方
、

農
村
に
は
失
職
し
て
戻
っ
て
き
た
出
稼
ぎ

農
民
が
多
数
い
る
が
郷
里
で
も
就
業
機
会

が
少
な
く
、
農
家
の
保
有
食
料
も
僅
か
な

た
め
、
最
小
限
の
食
べ
物
を
地
元
の
店
か

ら
ツ
ケ
で
入
手
し
て
当
面
を
凌
い
で
い

る
。
肉
や
卵
は
し
ば
ら
く
食
べ
た
こ
と
が

巻
頭
言

品
価
格
の
上
昇
が
庶
民
を
直
撃
し
て
い
る
。

タ
イ
経
済
の
打
撃
も
深
刻
で
、
多
く
の

中
産
階
級
が
車
を
手
放
し
た
た
め
バ
ン
コ

ク
の
悪
名
高
い
車
の
渋
滞
が
軽
減
し
た
位

な
い
と
一
一
一
一
口
う
。
三
食
を
二
食
に
減
ら
し
た

農
家
も
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響
も
あ
っ
て
一
一
一
○
○
万
ト

ン
の
米
が
不
足
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
食

で
は
あ
る
が
、
食
料
の
値
上
が
り
は
比
較

的
小
さ
く
て
、
街
頭
の
屋
台
で
は
い
つ
も

通
り
に
人
々
が
終
日
食
事
を
楽
し
ん
で
い

る
し
、
街
を
歩
い
て
も
全
く
不
安
は
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
。
農
村
に
は
、
や
は
り
失

業
し
て
帰
村
し
た
出
稼
ぎ
者
も
い
る
が
、

タ
イ
の
農
家
に
は
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
余

裕
が
あ
っ
た
。
他
方
で
農
産
物
輸
出
増
加

に
よ
る
外
貨
獲
得
も
あ
ｑ
最
近
タ
イ
で
は

農
業
を
再
評
価
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
国
の
違
い
の
要
因
は

様
々
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の

は
経
済
危
機
に
於
け
る
農
業
の
重
要
性
で

あ
る
。
通
貨
危
機
に
引
き
続
く
経
済
危
機

と
失
業
増
加
の
中
で
、
豊
富
な
食
料
の
存

在
は
、
都
市
で
は
食
料
価
格
高
騰
を
抑
制

し
て
社
会
不
安
を
軽
減
し
、
農
村
で
は
都

市
で
失
職
し
た
出
稼
ぎ
農
民
を
一
時
的
に

農
村
に
吸
収
す
る
緩
衝
機
能
を
果
た
し
て

い
る
。
今
回
の
両
国
の
差
異
は
、
近
年
、

と
か
く
工
業
偏
重
で
注
目
が
薄
れ
が
ち
で

あ
っ
た
農
業
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る

格
好
の
教
訓
と
な
ろ
う
。
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２１世紀に挑戦する

世界人ロ白書
1998年版の意味するもの

田俊夫人口研究所名誉所長黒
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世
界
人
口
は
激
動
期
か
ら
大
転
換
期
に
突

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
人
口
爆
発
を
も
た

ら
し
た
出
生
力
は
夫
婦
あ
た
り
生
涯
出
生
児

五
人
が
三
人
以
下
に
低
下
し
た
。
先
進
国
全

体
で
は
置
換
水
準
を
割
っ
て
一
・
七
人
へ
と

激
減
し
た
。
世
界
人
口
の
八
割
を
占
め
る
途

上
国
全
体
で
は
六
・
二
人
か
ら
半
分
に
近
い

三
・
一
一
｜
人
へ
と
激
減
し
た
。
出
生
力
の
高
い

途
上
国
で
も
特
に
東
ア
ジ
ア
で
は
置
換
水
準

を
割
っ
て
二
人
以
下
に
達
し
て
い
る
国
も
増

加
し
つ
つ
あ
る
。

二
十
世
紀
後
半
の
歴
史
は
、
世
界
を
あ
げ

て
の
人
口
戦
略
史
で
あ
る
。
こ
の
出
生
力
抑

制
の
行
動
は
不
可
避
的
に
人
口
の
高
齢
化
を

ひ
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
世
界
人
口
の
全

体
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
五
○
年
の
六
十

五
歳
以
上
人
口
の
割
合
は
五
・
二
％
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
九
五
年
に
は
六
・

五
％
に
増
大
し
た
。
二
○
○
○
年
に
は
六
・

八
％
、
二
○
○
五
年
に
は
七
・
｜
％
、
二
○

二
○
年
に
八
・
九
％
、
二
○
五
○
年
に
は
一
五

二
％
と
加
速
的
に
増
大
す
る
こ
と
と
な
る
。

七
・
一
％
と
い
う
人
口
の
成
熟
期
か
ら
高

激
動
期
か
ら
転
換
期
へ

一
九
九
八
年
版
白
書
の
ト
ピ
ッ
ク
は
「
新

世
代
」
と
な
っ
て
い
る
。
出
生
力
低
下
を
主

因
と
す
る
人
口
の
年
齢
構
造
変
動
と
い
う
見

苦
し
い
課
題
を
「
新
し
い
世
代
」
と
し
た
の

は
良
い
着
想
で
あ
る
。

高
い
出
生
力
か
ら
の
低
下
傾
向
が
急
速
に

齢
期
へ
の
出
発
点
で
あ
る
。
一
五
％
は
日
本

の
現
在
の
人
口
高
齢
化
率
に
あ
た
る
。
世
界

人
口
は
二
十
一
世
紀
前
半
に
全
力
疾
走
す
る

こ
と
に
な
る
。

二
十
世
紀
後
半
の
出
生
力
変
動
を
中
心
と

す
る
人
口
激
動
期
を
経
て
、
二
十
一
世
紀
前

半
に
は
前
例
の
多
い
高
齢
化
へ
の
大
転
換
期

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
流
に
言
え

ば
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
地
球
規
模
的
現
象

で
あ
る
。
国
連
人
口
基
金
の
一
九
九
八
年
版

は
、
世
界
人
口
、
い
い
か
え
れ
ば
人
類
が
今

後
半
世
紀
に
直
面
し
、
対
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
大
な
課
題
を
と
り
あ
げ
た
、
極
め

て
異
色
の
意
味
深
い
白
書
で
あ
る
。
前
半
世

紀
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
基
本
的
な

現
象
に
対
応
す
べ
き
戦
略
、
政
策
を
率
直
に

提
言
し
て
い
る
貴
重
な
報
告
書
で
あ
る
。

人
ロ
ボ
ー
ナ
ス
と
両
刃
の
剣

ヨ
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始
ま
る
と
、
一
方
で
は
出
生
児
数
が
減
少
す

る
と
共
に
他
方
で
は
高
出
生
力
時
代
の
多
く

の
出
生
児
が
十
数
年
後
に
は
、
生
産
年
齢
人

口
に
達
す
る
。
子
供
人
口
の
減
少
と
青
年

（
十
五
歳
以
上
二
十
四
歳
）
期
の
人
口
の
激

増
が
生
ず
る
。
こ
の
二
つ
の
相
異
な
っ
た
年

齢
人
口
の
動
向
は
、
一
方
で
は
子
供
の
養
育

負
担
の
軽
減
と
、
他
方
で
は
若
い
働
き
手
の

労
働
人
口
の
増
加
と
い
う
経
済
的
、
社
会
的

発
展
の
プ
ラ
ス
要
因
の
発
生
を
白
書
で
は

「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
は
日
本
の
経
験
に
お

い
て
も
極
め
て
顕
著
で
あ
っ
て
日
本
の
高
度

経
済
成
長
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
’
九
四
七
～
四
九
年
の
三
年
間
の
出
生

ブ
ー
ム
と
そ
れ
に
続
く
出
生
力
の
異
例
的
な

短
期
間
で
の
半
減
と
い
う
事
実
は
、
当
時
の

窮
迫
し
た
家
計
負
担
を
軽
減
し
、
他
方
で
は

高
度
経
済
成
長
が
始
ま
っ
た
頃
、
も
っ
と
重

要
な
生
産
要
素
で
あ
る
大
量
の
若
年
労
働
力

人
口
は
出
生
ブ
ー
ム
人
口
の
成
長
に
よ
っ
て

充
足
さ
れ
た
。
人
口
の
年
齢
構
造
は
、
年
少

人
口
の
著
し
い
減
少
と
高
齢
人
口
の
緩
慢
増

加
に
よ
っ
て
、
従
属
人
口
指
数
は
著
し
く
低

下
し
た
。
生
産
年
齢
人
口
は
か
つ
て
の
七
○

人
口
の
年
齢
構
造
は
、
元
来
安
定
的
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
後
半
に
生
じ

た
人
口
爆
発
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
出
生
カ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
成
果
は
人
口
の
年
齢
構
造

の
著
し
い
変
化
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
文
字
通

り
革
命
的
と
い
っ
て
よ
い
。
白
書
は
世
界
人

口
に
つ
い
て
、
そ
の
変
化
を
三
つ
の
点
に
し

ぼ
っ
た
。
第
一
は
子
供
人
口
（
○
～
十
四
）

人
と
い
う
高
水
準
か
ら
四
○
人
へ
と
激
減
し

た
。
日
本
で
は
こ
の
時
期
を
黄
金
時
代
と
呼

ん
だ
。
し
か
し
、
黄
金
時
代
は
高
齢
人
口
の

増
加
に
と
も
な
っ
て
効
果
を
喪
失
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

白
書
で
は
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
効
用
を
強
調

し
な
が
ら
、
青
年
人
口
の
激
増
に
対
し
て
、

健
康
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
の
観
点

か
ら
十
分
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
の
必
要
性

と
こ
の
有
用
な
労
働
力
に
対
す
る
雇
用
機
会

を
造
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
途
上
国
に
お
け
る
人
口
ボ
ー
ナ
ス
に

は
、
ボ
ー
ナ
ス
ば
か
り
で
な
く
、
減
給
さ
え

あ
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
両
刃
の
剣
で
あ

る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

年
齢
構
造
革
命
と
い
う
転
換
期

日
本
は
少
子
化
・
高
齢
化
の
最
先
端
を
進

ん
で
い
る
。
世
界
人
口
は
二
十
一
世
紀
の
前

半
に
、
少
子
化
の
一
層
の
展
開
と
高
齢
化
に

直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
白
書
は
「
新
世

代
」
の
観
点
か
ら
二
十
一
世
紀
に
挑
戦
す
る

こ
と
を
宣
告
し
て
い
る
。
少
子
化
・
高
齢
化

の
最
先
駆
者
日
本
の
経
験
は
、
地
球
規
模
的

戦
略
の
象
徴
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

の
激
減
、
青
年
人
口
（
十
五
～
二
十
四
）
の

膨
張
、
そ
し
て
高
齢
人
口
（
六
十
五
歳
以

上
）
の
緩
慢
な
増
加
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

年
齢
別
人
口
の
変
化
も
出
生
力
の
低
下
の
速

度
、
度
合
や
死
亡
率
の
変
化
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
属
人
口
指

数
も
国
に
よ
っ
て
異
な
る
。
四
○
代
水
準
の

極
め
て
低
い
指
数
の
発
生
時
期
や
持
続
期
間

も
異
な
っ
て
く
る
。
日
本
で
は
二
十
世
紀
末

に
終
了
す
る
。
中
国
で
は
一
九
九
○
年
か
ら

二
○
三
○
年
ま
で
四
○
年
間
、
イ
ン
ド
で
は

お
く
れ
て
二
○
一
五
年
か
ら
二
○
四
○
年
ま

で
二
十
五
年
間
の
最
低
従
属
人
口
指
数
の
人

口
ボ
ー
ナ
ス
が
予
想
さ
れ
る
。
白
書
は
こ
の

ボ
ー
ナ
ス
の
活
用
を
勧
告
し
て
い
る
。

白
書
と
曰
本
の
役
割

５
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令
八
杵
苛
凶
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圧
』
噛
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韓
檸
△
亡
（
〃
」
辻
以
α
＋
八
岸
埣

口
の
盲
同
齢
化
に
つ
い
て
様
々
な
｝

、
人
口
の
高
齢
化
の
問
題
は
一
部

出
生
率
が
問
題
と
考
え
ら
れ
て
い

認
識
を
改
め
、
と
く
に
発
展
途
卜

て
理
解
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

の
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お

研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

【。

リ）ロヨ函

ロ

圃
諸
仁

し
始
砧

則
不
二
コ
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世界人口の高齢化と国際高齢者年1999

〔写真・右頁〕豪華な老人ホーム(上海市楊浦
＝ようほ＝区･社会福利院）

国
連
は
、
一
九
八
二
年
ウ
ィ
ー
ン
で
一
世

界
高
齢
化
（
者
）
問
題
会
議
」
（
三
。
円
匡
シ
、
、
‐

の
曰
亘
『
ｏ
旨
シ
血
の
旨
血
）
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
に
は
、
全
世
界
か
ら
一
二
四
か
国

も
の
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
が
参
加
し
、
そ

こ
で
発
表
さ
れ
た
各
国
報
告
は
、
老
年
人
口

の
増
加
に
よ
る
高
齢
者
問
題
が
全
世
界
的
に

拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
お
け
る
主
要
テ
ー

マ
は
、
増
加
す
る
高
齢
人
口
（
こ
の
場
合
は

六
○
歳
以
上
人
口
）
と
そ
の
高
齢
者
の
権
利

・
福
祉
で
あ
り
、
と
く
に
経
済
開
発
に
よ
っ

て
阻
害
さ
れ
が
ち
な
高
齢
者
の
人
権
や
生
活

の
保
障
に
関
し
て
多
く
の
論
議
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
会
議
は
、
そ
の
討
議
内
容
を

●吉田成良くよしだ･しげよし＞
㈱エイジング総合研究センター常任理事

踏
ま
え
て
「
高
齢
化
（
者
）
に
関
す
る
国
際

行
動
計
画
一
（
百
一
の
目
四
区
・
息
」
勺
］
自
○
壼

鈩
・
唇
・
ロ
・
ロ
シ
囚
巴
ロ
、
）
を
作
成
し
、
勧
告

と
併
せ
て
採
択
し
て
い
る
。

こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
一
九
九
二
年

に
第
二
回
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
が
、
高
齢
化
に
関
す
る
各
国
事
情
の
違

い
、
国
連
の
財
政
状
況
等
に
よ
っ
て
会
議
は

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
回
会

議
を
断
念
し
た
九
一
年
十
二
月
の
国
連
総
会

は
、
高
齢
者
の
自
立
、
社
会
参
加
、
ケ
ア
、

自
己
実
現
、
尊
厳
に
つ
い
て
社
会
的
保
証
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
各
国
政
府
に
提
唱
す
る

「
高
齢
者
の
た
め
の
国
連
原
則
」
（
ロ
ロ
：
」

ｚ
巴
一
・
コ
、
勺
弓
ご
曰
ご
］
の
の
。
【
。
」
：
吋
勺
の
局
‐

８
二
ｍ
）
を
決
議
し
た
。

そ
し
て
翌
九
二
年
十
月
の
国
連
総
会
に
お

い
て
は
、
世
界
人
口
の
高
齢
化
に
つ
い
て
討
議

を
行
い
、
「
高
齢
化
に
関
す
る
宣
一
一
一
一
コ
」
（
勺
８
‐

ｏ
』
四
日
口
ロ
○
口
目
少
、
①
曰
、
）
を
採
択
し
、

一
九
九
九
年
を
「
国
際
高
齢
者
年
」
に
指
定

（
決
議
）
し
て
い
る
。
「
高
齢
化
に
関
す
る

宣
言
」
は
、
全
世
界
で
前
例
の
な
い
高
齢
化

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
発
展
途
上

地
域
に
お
け
る
老
年
人
口
の
増
加
（
高
齢

世
界
人
口
の
高
齢
化
に
関
す
る
こ
の
よ
う

に
積
極
的
な
国
連
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
国

連
の
統
計
資
料
が
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

即
ち
、
近
年
世
界
各
国
で
急
増
し
て
い
る
老

年
人
口
増
加
の
実
状
、
そ
し
て
今
後
二
十
一

世
紀
に
か
け
て
、
老
年
人
口
が
一
九
六
○
年

化
）
は
、
先
進
地
域
が
経
験
し
た
高
齢
化
進

行
を
は
る
か
に
上
回
る
速
さ
で
進
ん
で
い
る

こ
と
に
留
意
し
、
各
国
政
府
、
非
政
府
機
関

お
よ
び
民
間
団
体
は
す
み
や
か
に
そ
の
対
応

対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
訴
え
て

い
る
。
そ
の
推
進
す
べ
き
内
容
は
、
高
齢
者

対
策
等
が
各
国
の
総
合
的
社
会
開
発
戦
略
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

政
府
、
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ
ク
タ
ー
、
民
間

団
体
等
社
会
セ
ク
タ
ー
が
こ
の
問
題
に
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。
ま

た
、
社
会
意
識
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
、

即
ち
高
齢
者
は
被
扶
養
者
と
し
て
で
は
な

く
、
社
会
の
一
員
と
し
て
権
利
も
役
割
も
あ

る
こ
と
等
の
社
会
広
報
活
動
の
展
開
、
等
々

を
提
唱
し
て
い
る
。

２
老
年
人
ロ
増
加
の
状
況

７



表１先進・発展途上地域別人ロとその割合の推移

資料：国際連合；ＴＹｈｅ生虻α"dAgeDjstrj6“o几ｑ/ZheWorZdPOpHlQZdo〃ｓ：1994による。
１）ヨーロッパ，北部アメリカ，日本，オーストラリア及びニュージーランドからなる地域。

２）先進地域以外の地域。

（資料出所：高齢社会の基礎知識）

表２先進・発展途上地域の３区分別人ロとその割合の推移

資料：国際連合；mheSbjcQ7zaAg℃、is〃Zbutio7zq/th2WorJdPQpuZaZio〃ｓ：1994による。
１）ヨーロッパ，北部アメリカ，日本，オーストラリア及びニュージーランドからなる地域。

２）先進地域以外の地域。

（資料出所：表１に同じ）

８

地域 1950年 1970年 1990年 1995年 2000年 2025年 2050年

(1,000人）

世界全域

先進地域'）

発展途上地域2）

８
８
０

４
３
１

７
５
２

９
８
Ｌ

１
０
１

５
８
７

２
Ｌ

０

１
７
’
０

４
０
３

１
６
５

７
２
４

９
０
９

６
０
６

↑
１
８

３
１
２

２
８
４

３
５
７

８
３
４

？
７
■

４
３
１

８
４
４

２
１
１

戸
ａ
１
Ｌ
’
４

６
８
８

２
９
２

４
５
８

０
１
口

６
６
９

１
６
４

７
１
５

５
Ｌ
４

１
６
５

５
３
１

０
５
５

８
５
２

５
８
７

１
１
９

０
１
■

６
１
４

１
６
５

４
０
３

３
４
９

■
９
９

４
８
５

９
３
５

２
２
０

８
Ｌ
Ⅵ

８
４
３

０
０
０

２
５
７

９
０
６

３
７
５

３
０
２

８
２
６

８
０
■

９
１
８

(％）

世界全域

先進地域
I）

発展途上地域2）

100.0

32.1

67.9

０
１
９

０
Ⅱ
２

０
２
７

１ ０
６
４

｜
■
●
、
■

０
１
８

０
２
７

１ ０
３
７

の
■
▲

０
９
０

０
１
８

１０
４
６

●
●
■

０
０
９

０
２
７

１ ０
２
８

●
■
■

０
８
１

０
１
８

１ ０
３
７

●
●
■

０
２
７

０
１
８

１

地域
1950年

O～14歳 15～64歳 65歳以上

1995年

O～14歳 15～64歳 65歳以上

(1,000人）

世界全域

先進地域
1）

発展途上地域2）

867,410

22ＬＯ５２

646,358

５
１
４

２
９
３

６
９
６

Ⅱ
９
●

２
３
８

２
２
９

５
５
９

Ｌ ３
５
８

１
９
１

７
４
２

９
３
６

２
６
６

１ ９
０
９

３
７
６

９
１
７

２
９
３

０
２
７

８
２
５

Ｄ

Ｌ
１

７
０
７

３
２
１

３
３
０

２
０
２

．
犯
宝
（
ｘ
Ｕ
（
、
Ｖ

Ｐ
【
）
帝
０
０
｛
１
０

Ｆ

３
２

371

157

214

149

108

041

(％）

世界全域

先進地域
I）

発展途上地域2）

４
３
８

ｓ
●
■

４
７
７

３
２
３

４
８
４

■
●
■

０
４
８

６
６
５

１
９
９

■
一
■
■

５
７
３

０
９
７

０
■
■

２
６
０

６
６
６

５
６
６

Ｌ
９
４

３
１
３

５
５
７

●
●
●

６
３
４

１

地域
2025年

0～14歳 15～64歳 65歳以上

2050年

0～14歳 15～64歳 65歳以上

(1,000人）

世界全域

先進地域
I〕

発展途上地域2）

０
５
５

４
２
１

７
１
６

Ｐ
７
０

５
２
３

５
１
４

０
２
８

２
Ｌ

Ｐ

２
４
９

６
１
４

２
０
２

９
Ｌ
８

２
８
４

４
７
６

５
４

８
７
２

３
６
７

３
２
０

９
９
９

９
５
４

０
４
６

８
２
５

２
６
７

７
１
５

０
９
１

凧
Ｌ
５

３
１
２

０
２
８

２
Ｌ

０

４
７
７

６
８
７

４
８
５

９
Ｐ
Ｂ

Ｆ
、
、
□
ｎ
Ｄ

Ｐ
Ｏ
ｎ
Ｖ
４
玉

ｎ
ｏ
古
Ｉ
ｎ
Ｄ

ｐ
ｇ

６
５

２
２
０

７
０
７

６
７
９

０
６
３

４
８
５

４
２
１

７
■

１
１

(％）

世界全域

先進地域'）

発展途上地域2）

８
１
１

■
■
■

４
７
６

２
１
２

５
１
９

●
■
■

５
３
５

６
６
６

８
８
０

■
□
■

９
９
８

１

７
５
２

Ｕ
Ｉ
Ｌ

２
１
２

６
７
５

●
■
●

４
８
５

６
５
６

冑
Ｉ
マ
ー
４
４

■
■
■

４
３
３

１
２
１



世界人ロの高齢化と国際高齢者年1999

代
人
口
爆
発
と
い
わ
れ
た
増
加
率
を
上
回
る

勢
い
で
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

国
連
人
口
資
料
「
ヨ
ゴ
の
の
。
×
目
」
シ
、
の

□
】
、
す
」
す
巨
匡
○
口
・
局
三
○
局
］
己
も
８
口
一
色
ご
Ｃ
ｐ

巴
置
」
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
八
○
年
代
か
ら

各
国
の
老
年
人
口
は
増
加
を
は
じ
め
て
お

り
、
今
後
一
九
九
五
年
か
ら
二
○
二
五
年
ま

で
の
三
○
年
間
、
世
界
の
六
五
歳
以
上
の
老

年
人
口
は
三
億
七
一
○
○
万
人
か
ら
八
億
九

○
○
万
人
と
約
二
・
一
八
倍
に
増
加
す
る
。

ま
た
、
そ
の
増
加
の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
の
発

展
途
上
地
域
で
生
じ
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
老
年
人
口
の
増
加
は
そ
の
後
も

続
き
、
二
十
一
世
紀
の
中
頃
に
は
一
四
億
人

を
超
え
、
世
界
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
一

四
％
を
超
え
る
。
国
連
の
専
門
家
会
議
等
で

「
高
齢
社
会
」
（
し
、
巴
、
○
日
①
ご
）
の
目
安

と
し
て
い
る
水
準
に
達
す
る
。
ち
な
み
に
一

九
九
五
年
か
ら
二
○
二
五
年
ま
で
の
年
少
人

口
の
増
加
は
約
一
・
一
四
倍
、
生
産
年
齢
人

口
の
増
加
は
約
一
・
五
三
倍
で
あ
る
。
と
く

に
年
少
人
口
は
増
加
率
が
今
後
低
下
し
は
じ

め
、
二
○
五
○
年
頃
に
は
そ
の
絶
対
数
も
減

少
傾
向
と
な
る
。
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
世
界

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
は
急
速
な
高
齢
化

社
会
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
北
欧
等
高
齢

化
先
進
諸
国
に
多
く
を
学
び
、
対
策
を
推
進

し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
世
界
的
慢
性
的
な
経
済

不
況
は
先
進
各
国
の
財
政
を
圧
迫
し
、
福
祉

財
政
は
制
約
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
需
要

が
増
大
す
る
高
齢
者
の
福
祉
医
療
に
関
連
す

る
施
策
に
つ
い
て
は
各
国
で
様
々
に
改
革
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
最
も
早
く
改
革
が
す

す
め
ら
れ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
改
革
と
し
て
の
公
的
負
担
の
削
減
で

あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
高
齢
者
の
福
祉
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
公
的
セ
ク
タ
ー
、
ポ
ラ
ン
タ

リ
ー
・
セ
ク
タ
ー
、
民
間
（
営
利
）
セ
ク

タ
ー
の
役
割
も
定
着
し
、
い
わ
ゆ
る
「
福
祉

ミ
ッ
ク
ス
」
が
地
域
自
治
体
の
責
任
で
実
施

す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
」
（
高

齢
者
福
祉
、
母
子
福
祉
、
初
等
教
育
を
主
と

し
た
地
域
計
画
函
九
三
年
よ
り
実
施
）
で
も

の
人
口
問
題
の
焦
点
は
老
年
人
口
の
爆
発
的

増
加
に
あ
る
と
言
え
る
。
（
表
ｌ
・
表
２
）

３
高
齢
化
先
進
国
の
動
向

明
示
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界

が
羨
望
し
て
い
る
福
祉
国
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
も
、
九
○
年
代
に
入
っ
て
実
施
さ
れ
た

「
エ
ー
デ
ル
改
革
」
（
高
齢
者
医
療
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
再
編
成
）
、
そ
の
後
の
在
宅
ケ

ア
重
視
に
伴
う
グ
ル
ー
プ
・
ホ
ー
ム
の
普
及

と
そ
の
運
営
に
お
け
る
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の

委
託
な
ど
、
改
革
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
家
族
手
当
（
出
産
、

育
児
休
暇
手
当
）
の
削
減
は
出
生
率
の
低
下

を
招
い
て
い
る
な
ど
、
そ
の
高
齢
社
会
の
対

応
に
は
苦
悩
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
日

本
が
導
入
す
る
介
護
保
険
制
度
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
ド
イ
ツ
も
、
介
護
保
険
制
度
そ
の
も

の
は
導
入
後
現
在
ま
で
三
年
間
の
収
支
は
黒

字
で
は
あ
る
も
の
の
、
企
業
退
職
者
の
増

大
、
失
業
率
の
高
騰
に
よ
る
各
種
保
険
制
度

に
及
ぼ
す
影
響
が
極
め
て
大
き
く
、
出
生
率

低
下
等
の
長
期
的
展
望
も
併
せ
て
、
社
会
シ

ス
テ
ム
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

と
こ
ろ
好
景
気
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
も
医
療
や
年
金
制
度
の
改
正
が
懸
案
と

な
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
先
進
諸
国
の
高
齢
化
へ
の
経
済

ｇ

的
社
会
的
対
応
は
、
昨
一
九
九
七
年
一
ハ
月
の
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先
進
国
首
脳
会
議
（
デ
ン
バ
ー
・
サ
ミ
ッ

ト
）
で
も
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
元
気
な
高
齢
人
口
の
増
大
を
重
視
し
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」
（
し
・
ば
く
の

し
”
の
曰
”
）
の
概
念
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
「
現
在
高
齢
者
と
み
な
さ
れ

て
い
る
多
く
の
高
齢
者
は
労
働
お
よ
び
そ
の

他
の
社
会
的

生
産
的
な
活

動
に
参
加
す

る
意
思
も
能

力
も
有
し
て

い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
は
被

扶
養
者
で
あ

る
と
い
う
古

い
固
定
観
念

は
棄
て
去
る

べ
き
で
あ

る
」
と
提
唱

し
て
い
る
。

平
均
寿
命

の
伸
長
、
健

康
な
高
齢
者

の
増
加
に
と

も
な
い
、
「
高
齢
者
」
の
暦
年
齢
に
よ
る
規

定
の
疑
義
、
社
会
保
障
等
の
応
能
応
益
性
な

ど
、
基
本
的
な
理
念
も
含
め
て
高
齢
者
対
策

が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
が
最
近
の
高
齢
化
先

進
国
の
実
情
で
あ
る
。
勿
論
、
検
討
さ
れ
る

の
は
、
高
齢
者
だ
け
の
対
策
で
は
な
く
、
総

合
的
福
祉
対
策
で
あ
り
、
高
齢
社
会
対
策
と

し
て
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
は
年
齢

に
関
係
な
く
支
給
さ
れ
て
い
る
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
は
全
世
代

の
総
合
的
福
祉
、
教
育
、
社
会
ケ
ア
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
、
医
療
保
険
制
度
や
年
金
制

度
が
あ
る
程
度
先
に
誕
生
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
高
齢
化
対
策
は
高
齢
者
の
福
祉
対

策
を
中
心
に
欧
米
の
事
例
を
適
宜
参
考
に
し

て
推
進
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
八
○
年
代

後
半
に
な
る
と
高
齢
化
の
進
行
も
著
し
く
な

り
、
総
合
的
高
齢
化
社
会
対
策
が
課
題
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
’
九
八
五
年
、
国

は
、
総
理
大
臣
直
属
の
長
寿
社
会
対
策
推
進

会
議
を
設
定
し
、
対
策
推
進
の
基
本
方
針

「
長
寿
社
会
対
策
大
綱
」
二
九
八
六
年
策

定
）
が
打
ち
出
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
就

労
・
所
得
、
健
康
・
福
祉
、
学
習
・
社
会
参

加
、
生
活
環
境
の
各
分
野
で
諸
施
策
が
推
進

さ
れ
て
き
て
い
る
。
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

十
か
年
戦
略
（
「
ゴ
ー
ル
ド
・
プ
ラ
ン
｜
）
は

そ
の
代
表
的
施
策
で
あ
る
。
そ
の
後
、
高
齢

化
の
さ
ら
な
る
進
行
に
鑑
み
、
議
員
立
法
に

よ
る
「
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
」
（
一
九
九

五
年
）
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
長
寿
社

会
対
策
大
綱
は
発
展
的
に
改
め
ら
れ
、
「
高

齢
社
会
対
策
大
綱
」
二
九
九
六
年
）
が
策

定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
今
後
は
、
市
場
の
国
際
化
な
ど
と

い
う
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
と
経
済
不
況
と
い
う
厳

し
い
財
政
的
制
約
の
下
で
、
こ
れ
以
上
の
メ

ガ
ト
レ
ン
ド
は
な
い
と
思
わ
れ
る
高
齢
化
の

加
速
度
的
進
行
に
対
応
し
て
対
策
を
講
じ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
そ
し
て
今
後
、

発
展
途
上
国
で
老
年
人
口
は
増
え
、
高
齢
化

社
会
が
進
行
す
る
。
と
く
に
人
口
政
策
等
に

よ
っ
て
急
速
に
出
生
率
低
下
を
実
現
し
た
地

域
ほ
ど
将
来
の
人
口
高
齢
化
が
急
速
と
な

４
東
ア
ジ
ア
の
高
齢
化

と
そ
の
研
究

１０
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表３最近の東アジア地域の年齢３区分別人口と割合
る
。
人
口
政
策
は
採
ら
な
か
っ
た
も
の
の
僅

か
一
○
年
程
の
間
に
出
生
率
を
半
減
さ
せ
た

日
本
が
そ
れ
を
証
明
し
て
お
り
、
そ
の
後
に

人
口
政
策
に
よ
っ
て
短
期
間
の
う
ち
に
人
口資料：中国統計年鑑1997年、上海統計年鑑1997年､台湾行政院統計1996年､韓国統計庁資料1996

乗日本は国勢調査1995年結果、より作成。

（資料出所：エイジング総合研究センター「東アジア地域高齢化研究」報告書1995～97年）

転
換
を
成
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
韓

国
、
そ
し
て
中
国
で
は
す
で
に
人
口
の
高
齢

化
が
日
本
と
同
様
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行

し
は
じ
め
て
い
る
。
（
表
３
．
表
４
）

国
連
の
人
口
統
計
で
は
、
一
九
九
五
年

そ
し
て
そ
の
後
に
お
い
て
も
日
本
を
除
く

上
記
の
ア
ジ
ア
諸
国
を
発
展
途
上
地
域
に

含
め
て
い
る
。
こ
の
お
お
ざ
っ
ぱ
な
区
分

に
は
多
く
の
不
都
合
が
あ
り
、
殊
に
国
連

が
世
界
人
口
の
高
齢
化
を
世
界
各
国
に
訴

表４最近の東アジア地域の出生・死亡率と平均寿命等

５．６１１－９５１６７Ｆ

、
】

【
Ｈ
】

５１６HＰ

６
月
」

Ｕ
Ｒ

え
る
に
は
、
人
口
の
発
展
段
階
に
よ
る
区
分

等
も
示
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
は
す

で
に
進
行
し
て
い
る
高
齢
化
を
直
視
し
、
将

来
推
計
等
も
行
い
、
社
会
的
対
応
を
含
め
高

齢
化
社
会
の
研
究
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
本
の
人
口
高
齢
化
の
要
因
と

そ
の
過
程
が
東
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
の
先
行
モ

デ
ル
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
こ

の
地
域
と
の
高
齢
化
研
究
交
流
は
年
々
盛
ん

ｎ
Ｊ

資料：中国統計年鑑1997年､台湾行政院統計1997年､韓国社会保健
研究院資料1996年､日本厚生省人口動態統計1997年等より。

(資料出所：表４に同じ）

に
な
っ
て
き
て
い

る
。
中
国
、
台
湾
は

も
と
よ
り
東
ア
ジ
ア

で
最
も
高
齢
化
率
の

低
い
韓
国
も
九
○
年

代
に
入
っ
て
か
ら
の

高
齢
化
研
究
は
急
速

に
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
人
口
推
計

に
お
い
て
も
、
合
計

特
殊
出
生
率
の
低
下

（
一
・
七
人
）
は
今

後
も
継
続
的
に
低
下

す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
二
十
一
世
紀
前

１Ｊ

人口（11000人）

総人口 O～14歳 15～64歳 65歳～

害1１合（％）

O～14歳 15～64歳 65歳～

中国
(1996年末）

上海（市）
(1996年末）
ロム

湾口

（1995年）

台北（市）
（1995年）

韓国
（1995年）

ソウル(市）
（1996年）

日本
（1995年）

東京（都）
（1995年）

３
８
４
３
３
７
０
４

４
５
０
３
９
１
７
７

２
６
３
６
０
２
５
７

Ｊ
ウ
９
Ｐ
‘
０
Ｊ
９

６
４
１
２
５
０
５
１

４
１
２

４
１
２
１

２
１

９

１ 釣
船
陀
一
⑫
、
ｕ
”

３
３
０

９
１
０
４

２
２
５

分
０
６

０
２
０
１

ワ
７
９
９

２
１

２
３ 、
泥
阻
一
即
肥
閖
肥

４
４
６

５
←
。
１
７

Ｊ
０
０

Ｐ
７
＄
ｊ

７
０
４

１
７
７
８

３
１
１

３
８

８ ３
８
６
７
１
８
１
１

４
１
２
１
６
６
６
３

４
８
６
２
６
４
２
５

７
Ｊ
９

０
，
ｐ

６
１
１

２
８
１

８
１

９
２
β
一
２
２
９
７

●
、
■
■

５
６
３

４
１
５
２

２
１
２

２
２
１
１

２
４
β
一
９
６
４
９

の
●
■
■

７
１
８

９
４
９
３

６
７
６

６
７
６
７

９
４
６
２
９
２
５
０

，
Ｐ
ｂ
０
■
●
●
■

６
２
７
８
５
４
４
３

１
１
１

出生率

(%o）

死亡率

(%o）

合計特殊
出生率
(人）

平均寿命(歳）

男 女

中国
(1996年末）

上海（市）
(1996年末）

台湾
（1995年）

台北（市）
（1995年）

韓国
（1995年）

日本
（1995年）

東京（都）
（1995年）

０
６
４
１
０
７
５

●
●
■
●
巳
■
■

７
５
５
２
６
９
８

１
１
１
１

６
０
６
５
４
２
７

Ｐ
●
■
■

■
●
●

６
７
５
４
５
７
６

５
０
７
２
６
２
７

９
１
７
４
７
４
０

■
■
巳
■
●
０
０

１
１
１
１
１
１
１

８
１
９
２
９
０
３

．
●
■
■
●
●
●

７
４
１
６
９
７
７

６
７
７
７
６
７
７

５
０
８
１
４
６
８

●
●
■
■
●
●
●

１
８
７
１
７
３
３

７
戸
Ｉ
７
８
７
８
８



半
に
か
け
て
韓
国
人
口
が
高
齢
化
す

る
速
度
は
日
本
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド

と
予
測
し
て
い
る
。
韓
国
は
一
九
九

九
年
国
際
高
齢
者
年
を
記
念
し
、
来

年
六
月
ソ
ウ
ル
で
「
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
老
年
学
会
」
を
開
催
す
る
。

こ
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
地
域
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
人
口
高
齢
化
の
研

究
に
お
い
て
、
各
国
各
地
域
の
人
口

事
情
、
社
会
変
化
、
高
齢
者
問
題
等

に
つ
い
て
情
報
交
流
と
共
同
研
究
を

行
う
「
東
ア
ジ
ア
の
人
口
高
齢
化
に

ョ
関
す
る
専
門
家
会
議
」
が
一
九
九
四

・
ン

騨
年
（
六
月
）
よ
り
毎
年
、
日
本
及
び

罎
各
国
各
地
域
持
ち
廻
り
で
開
催
さ
れ

団
て
い
る
。
会
議
を
構
成
す
る
主
な
メ

蔀
ン
バ
ー
は
、
部
槍
葬
、
桂
世
動
、
肖

齢鍵
振
禺
（
以
上
中
国
）
、
崔
仁
絃
（
韓

吐
国
）
、
孫
得
雄
（
台
湾
）
、
そ
し
て

、

神
岡
崎
陽
一
、
嵯
峨
座
晴
夫
、
冷
水

露
豊
、
吉
田
成
良
等
で
あ
り
、
エ
イ
ジ

は麩
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
幹
事
を

識
任
め
て
い
る
。
こ
の
会
議
で
は
毎
回

主
テ
ー
マ
が
あ
り
、
各
専
門
家
は
関

連
す
る
統
計
、
調
査
資
料
を
持
ち
寄

り
討
議
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
は
、
人

口
高
齢
化
、
家
族
形
態
変
化
、
高
齢
者
の
生

活
形
態
変
化
、
高
齢
者
の
健
康
・
介
護
・
生

活
保
障
（
高
齢
者
の
自
立
自
助
と
扶
養
）
な

ど
で
あ
っ
た
。
昨
年
か
ら
は
、
今
後
都
市
部

で
進
展
す
る
少
子
・
高
齢
化
に
焦
点
を
置

き
、
「
都
市
の
高
齢
化
と
社
会
変
化
」
を
基

本
テ
ー
マ
に
、
上
記
の
よ
う
な
各
論
に
つ
い

て
会
議
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
会
議
の
一
部

は
、
一
九
九
六
年
の
日
本
人
口
学
会
・
特
別

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
し
て
本
年
六
月
四
日
の

日
本
人
口
学
会
五
○
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
上
海
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
会

議
は
、
国
際
人
口
学
会
（
’
九
九
七
年
・
北

京
開
催
）
終
了
直
後
の
開
催
と
な
っ
た
た

め
、
人
口
学
会
に
参
加
し
た
欧
米
の
専
門
家

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
高
齢
者
の
家
族

関
係
や
自
立
自
助
（
生
き
が
い
、
社
会
的
活

動
等
）
に
関
心
を
持
つ
欧
米
専
門
家
と
の
交

流
も
行
っ
て
い
る
。
交
流
会
議
で
は
、
現
在

東
ア
ジ
ア
の
関
係
専
門
家
が
テ
ー
マ
と
し
て

い
る
も
の
が
欧
米
の
彼
等
に
も
共
通
し
た

テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
上
海
の

高
齢
者
の
社
会
的
精
神
的
生
き
が
い
活
動
の

1２
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水
準
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
話
題
に

も
な
っ
て
い
る
。
欧
米
で
は
専
門
家

ｊ龍
指
導
に
よ
る
世
代
間
交
流
活
動
が
す

癖
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
海
で
は
高

靴
齢
者
自
ら
が
そ
れ
を
臨
機
応
変
に

は
行
っ
て
い
る
。

蕊
い
ま
上
海
等
中
国
で
は
、
「
余
熱

”
を
も
っ
て
、
一
仕
事
し
よ
う
」
と
退

く劾
職
後
の
一
○
年
、
’
五
年
の
生
き
が

一
万
い
づ
く
り
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
こ

》
の
背
景
に
は
老
後
の
生
活
保
障
の
不

辮
備
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
ポ

高も
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
コ
ミ
ュ
ニ

師講
テ
ィ
ー
の
一
局
齢
者
ケ
ア
の
充
実
は
驚

く
ほ
ど
の
状
況
で
あ
り
、
年
金
制
度

も
新
年
金
（
自
己
積
立
方
式
）
と
の

組
み
合
わ
せ
が
九
四
年
か
ら
は
じ
め

ら
れ
て
い
る
（
そ
の
後
は
新
年
金
に

移
行
）
。
つ
い
先
頃
ま
で
、
高
齢
者

の
労
働
参
加
率
（
労
働
力
率
）
や
子

と
の
同
居
率
が
高
い
こ
と
で
日
本
は

先
進
諸
国
か
ら
異
端
視
さ
れ
て
き
た

が
、
最
近
で
は
日
本
そ
し
て
東
ア
ジ

ア
の
こ
う
し
た
高
齢
者
の
生
活
状
況

が
利
点
と
み
な
さ
れ
る
国
際
的
高
齢

化
事
情
で
あ
る
。

今
後
高
齢
化
が
日
本
と
同
様
の
速
さ
で
進

む
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
で
、
先
行
し
て

い
る
日
本
が
そ
の
経
験
事
例
を
提
供
す
る
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
同
時
に
日
本
が
学
ぶ
も

の
も
極
め
て
多
い
。
日
本
の
高
齢
社
会
対
応

を
推
進
す
る
上
で
必
要
な
「
日
本
型
高
齢
化

社
会
」
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
は
、
東
ア
ジ

ア
の
社
会
事
情
や
高
齢
者
等
の
意
識
・
生
活

行
動
に
裏
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
随
所
に
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

日
本
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の
社
会
形
成
や

生
活
形
態
は
こ
の
地
域
で
の
長
い
経
験
の
積

み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
、
｜
慨
に
古
い
と
断

定
で
き
な
い
優
れ
た
も
の
が
あ
る
。
と
く
に

高
齢
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
人
生
経
験
の
豊

富
な
高
齢
者
が
知
恵
を
出
せ
る
社
会
の
仕
組

み
が
東
ア
ジ
ア
に
は
あ
る
と
上
記
の
専
門
家

会
議
で
は
指
摘
も
し
て
い
る
。
今
後
世
界
の

人
口
高
齢
化
の
問
題
に
お
い
て
は
、
き
っ
と

東
ア
ジ
ア
の
経
験
や
事
例
が
世
界
の
関
心
を

集
め
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。
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・ナイトマーケット

衣類や雑貨の露天を

中心としたマーケッ

ト

比
較
的
短
期
間
に
発
展
途
上
国
を
卒
業
し

、

労
働
移
動
の
特
徴

ﾏﾚｰｼｱの経済開発と 動
●降矢 篝 《細日本家庭問題研究協会副会長》

た
マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
、
経
済
構
造
の
変

化
に
伴
う
労
働
力
の
移
動
に
は
い
く
つ
か
の

顕
著
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、

･屋台

マレーシア人の日常

生活に欠かせないの

が屋台の味

隣
接
諸
国
と
も
共
通
な
が
ら
、
経
済
発
展
に

よ
る
農
工
転
換
と
い
う
産
業
構
造
の
変
化
に

伴
う
農
工
間
労
働
力
移
動
で
あ
る
。
マ
レ
ー

シ
ア
の
工
業
化
の
程
度
を
、
産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
で
み
る
と
、
一
九
八
八
年
に
製
造
業
が

農
業
を
上
回
る
逆
転
を
み
せ
た
後
、
僅
か
十

年
で
、
前
者
の
シ
ェ
ア
は
後
者
の
そ
れ
の
三

倍
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
い
う
急
速
な
転
換

で
あ
っ
た
。

こ
の
産
業
転
換
を
就
業
構
造
面
で
み
る

と
、
ほ
ぼ
生
産
面
の
変
化
と
同
じ
時
点
で
製

造
業
の
シ
ェ
ア
は
農
業
の
そ
れ
を
上
回
り
、

最
近
時
点
で
は
製
造
業
の
シ
ェ
ア
は
農
業
の

そ
れ
の
二
倍
に
近
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い

る
。
両
産
業
の
生
産
性
の
差
に
よ
っ
て
、
生

産
と
労
働
力
の
シ
ェ
ア
の
相
対
比
が
異
な
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
農
業
の
就
業

人
口
が
九
十
年
代
中
頃
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
増

加
を
止
め
る
と
い
う
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
が
急
速
な
た
め
、
新
規
就

業
の
変
化
、
引
退
の
変
化
に
よ
る
緩
や
か
な

構
造
変
化
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
部
分
的
に
は
就
業
者
レ
ベ
ル
で
の

直
接
的
な
転
換
、
農
工
間
労
働
力
移
動
さ
え

も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
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マレーシアの経済開発と労働移動

ま
で
農
業
就
業
者
で
あ
っ
た
も
の
が
、
明
日

か
ら
工
場
労
働
者
に
な
る
と
い
う
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
数
量
的
に
は
必
ず
し
も
多
く
は
な

い
。
し
か
し
、
工
業
化
の
も
た
ら
す
都
市
化

の
現
象
に
よ
っ
て
、
流
通
、
サ
ー
ビ
ス
部
野

の
拡
大
が
み
ら
れ
、
就
業
機
会
が
広
く
提
供

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
・
非
農
間
の
就
業

転
換
は
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

農
・
非
農
転
換
は
経
済
開
発
の
路
線
に

沿
っ
て
後
退
を
み
る
こ
と
な
く
進
ん
だ
の
で

あ
る
が
、
停
滞
的
な
農
耕
社
会
を
嫌
う
若
年

世
代
の
意
識
の
面
か
ら
も
積
極
化
さ
れ
た
と

い
う
面
も
無
視
で
き
な
い
。
ル
ッ
ク
イ
ー
ス

ト
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
急
速
な
工

業
化
指
向
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
に
代
表
さ
れ
る

農
業
地
域
の
経
済
振
興
を
も
っ
て
し
て
も
止

●降矢憲一くふるやけんいち＞
1925年山梨県生まれ。東京大学経済学部

卒業･労働省、経済企画庁勤務の後日本
大学経済学部教授。現在、鮒日本家庭問
題研究協会副会長、日本学術会議福祉研
連委員。

主な著書は、「成長の軌跡一戦後曰本経
済論一」日本経済新聞社1980年

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
の
労
働
力
移
動
の

特
徴
の
二
つ
と
し
て
は
農
業
内
部
の
そ
れ
で

あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
工
業
化
が
本
格
的
に

展
開
さ
れ
る
八
○
年
代
以
前
に
お
い
て
は
貧

困
解
決
の
た
め
の
農
村
開
発
は
経
済
課
題
と

し
て
は
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
累
次

の
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
計
画
で
は
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ

（
句
の
：
田
｝
旧
目
ｇ
Ｃ
の
『
の
］
。
ご
日
の
貝
少
員
‐

百
国
ご
）
は
多
機
能
的
開
発
機
関
と
し
て
発

足
二
九
五
六
年
）
し
た
が
、
以
来
、
半
世

紀
に
近
い
期
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
農
業
地
域

の
開
発
労
働
力
市
場
に
少
な
か
ら
ぬ
寄
与
を

し
て
き
た
。

こ
の
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
展
開
に
伴
う
労
働
力

移
動
は
後
述
す
る
よ
う
に
単
に
農
業
分
野
に

止
ま
ら
な
い
影
響
を
与
え
た
と
い
う
面
で
も

マ
レ
ー
シ
ア
の
労
働
力
移
動
の
特
徴
と
い
っ

て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
労
働
移
動
が

政
策
的
に
誘
導
さ
れ
た
例
は
、
単
に
マ
レ
ー

シ
ア
に
止
ま
ら
な
い
が
、
政
策
的
成
果
と
い

う
面
か
ら
み
れ
ば
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
五
○
年

に
及
ぶ
展
開
の
歴
史
的
評
価
に
は
、
ま
だ
十

分
の
時
間
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て

も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
労
働
力
移
動
の
特
徴
の
第

三
と
し
て
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の

は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
反
映
の
面
で
あ

る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
そ
の
歴
史
的
背
景
も

あ
っ
て
、
多
人
種
国
家
と
し
て
発
展
を
遂
げ

て
き
た
。
マ
レ
ー
人
が
中
心
な
が
ら
、
中
華

人
や
少
な
い
な
が
ら
イ
ン
ド
人
も
産
業
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下

で
、
マ
レ
ー
人
が
比
較
的
農
業
分
野
に
多
く

就
業
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
済
的
条
件
と

し
て
中
華
人
と
の
格
差
を
も
っ
て
い
た
。
経

済
的
地
位
の
格
差
是
正
は
、
そ
の
中
心
で
あ

る
マ
レ
ー
人
に
と
っ
て
は
宿
願
で
あ
り
、
ブ

ミ
プ
ト
ラ
優
遇
政
策
は
経
済
政
策
領
域
に
止

ま
ら
な
い
地
歩
も
占
め
て
い
た
の
で
あ
り
、

産
業
、
労
働
力
配
置
の
中
で
必
然
的
に
労
働

力
移
動
に
も
影
響
を
与
え
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
政
策
の
評
価
は
単
純
化
す
る
に
は
あ

ま
り
に
も
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

労
働
移
動
の
政
策
的
効
果
か
ら
み
れ
ば
、
若

年
層
の
教
育
的
側
面
も
軽
視
で
き
な
い
長
期

課
題
で
あ
り
、
累
代
の
経
済
計
画
の
中
で
そ

の
地
歩
を
失
う
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
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二
、
農
業
国
時
代
の
労
働
移
動

工
業
化
が
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
圧
倒

的
に
農
業
国
で
あ
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
六
○

年
代
の
状
況
を
み
る
と
、
州
別
の
所
得
格
差

で
三
倍
弱
、
人
口
密
度
で
も
同
様
の
大
き
な

格
差
が
あ
り
な
が
ら
、
人
口
移
動
の
面
で
は

停
滞
的
で
あ
っ
た
。
低
所
得
に
端
的
に
表
現

さ
れ
る
農
業
地
域
の
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
要
因

は
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
都
市
地
域

の
プ
ル
要
因
が
弱
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に

あ
っ
た
。

半
島
全
体
と
し
て
は
、
出
生
地
と
現
住
地

マ
レ
ー
シ
ア
の
労
働
力
移
動
の
第
四
の
特

徴
と
し
て
、
国
際
間
労
働
の
問
題
も
避
け
て

通
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
レ
ー

シ
ア
は
マ
ク
ロ
労
働
力
需
給
の
指
標
（
求
人

・
求
職
バ
ラ
ン
ス
）
で
み
て
も
、
明
ら
か
な

よ
う
に
、
九
○
年
代
に
入
っ
て
求
人
が
求
職

を
上
回
る
労
働
力
不
足
基
調
に
移
行
し
て
い

る
。
国
際
的
に
も
い
わ
ゆ
る
労
働
力
の
送
り

出
し
国
か
ら
受
入
国
に
転
換
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
基
調
の
転
換
を
背
景
に
労
働
力
の
需

給
調
整
面
で
も
様
々
な
変
化
が
生
じ
、
政
策

の
差
異
で
確
認
さ
れ
る
生
涯
移
動
は
七
一
年

で
全
人
口
の
二
％
で
あ
り
、
移
動
し
な
い

定
着
人
口
が
七
○
％
、
全
国
で
七
○
を
数
え

ら
れ
る
地
区
（
巳
ｍ
Ｅ
２
）
間
の
移
動
で
も

一
七
・
五
％
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
就

業
人
口
比
率
で
農
業
が
製
造
業
の
三
倍
と
高

い
、
五
○
％
を
占
め
る
農
業
国
の
姿
で
も

あ
っ
た
。

当
時
、
貧
困
改
善
を
目
的
と
す
る
農
業
地

域
の
開
発
は
高
い
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
与
え

ら
れ
て
い
た
が
貧
困
化
率
は
八
四
年
で
な

お
、
一
○
％
を
下
回
る
の
は
、
の
］
閏
、
自
什

の
み
で
三
○
％
を
超
え
る
州
が
農
業
地
域
を

面
で
の
課
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
労
働
力
移
動
を
国
内
事
情

と
し
て
み
る
に
当
た
っ
て
も
、
こ
の
背
景
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
外

国
人
労
働
力
へ
の
依
存
が
短
期
的
に
は
利
と

さ
れ
て
も
、
長
期
的
に
は
慎
重
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
政
策
意
識

は
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
念
頭
に
お
い
て
、
以
下

で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
労
働
移
動
を
農
業
就

業
者
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

中
心
に
【
Ｃ
一
四
コ
目
目
州
を
筆
頭
に
五
州
も

存
在
し
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

政
府
の
農
村
開
発
策
と
し
て
は
、
後
述
す

る
よ
う
な
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
を
別
に
し
て
も
、
経

済
計
画
の
政
策
課
題
と
し
て
、
①
土
地
開
発

計
画
（
遠
隔
地
方
式
、
都
市
周
辺
部
方

式
）
、
②
後
継
若
年
世
代
対
策
、
③
州
別
経

済
開
発
公
社
方
式
、
④
集
団
入
植
制
度
な

ど
、
多
様
な
開
発
手
法
が
試
み
ら
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
農
村
改
革
の
成
果
に
関

し
て
は
、
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
と
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
報
告
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
開
発
手
法
が
奏
功
し
な
か
っ
た
理

由
と
し
て
は
、
投
入
資
金
の
不
足
（
農
業
地

域
開
発
の
予
算
シ
ュ
ア
一
○
％
）
と
い
う
決

定
的
な
条
件
に
加
え
、
農
業
技
術
の
未
成

熟
、
イ
リ
ゲ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
基
盤
整
備
と
の

関
連
の
欠
落
な
ど
の
ほ
か
、
農
業
就
業
者
の

意
識
改
革
へ
の
取
組
み
の
遅
れ
な
ど
の
ほ
か

農
業
就
業
者
の
意
識
改
革
へ
の
取
り
組
み
の

遅
れ
な
ど
多
面
的
で
あ
る
が
、
当
時
の
勺
且
】

農
業
制
度
の
小
規
模
性
を
も
反
映
し
た
保
守

性
が
見
逃
せ
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

農
村
開
発
が
効
果
的
に
進
ま
ず
、
貧
困
、

失
業
を
抱
え
た
農
業
地
域
に
徐
々
な
が
ら
移
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マレーシアの経済開発と労働移動

動
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
が
、
都
市
化

の
傾
向
で
あ
っ
た
。
都
市
化
は
、
工
業
化
が

経
済
的
側
面
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
社
会

的
側
面
を
意
味
す
る
も
の
で
、
六
○
年
代
に

入
っ
て
全
国
的
に
は
徐
々
な
が
ら
進
行
を
は

じ
め
た
。
都
市
化
率
は
勺
の
：
局
、
の
の
］
四
‐

ロ
、
○
局
』
○
斤
目
州
な
ど
を
先
頭
に
着
実
に
高

ま
り
、
全
国
平
均
で
も
五
七
年
の
二
六
・
六

％
か
ら
七
○
年
に
は
二
八
・
七
％
へ
と
な
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
程
度
の
テ
ン
ポ
の

都
市
化
の
前
進
で
は
農
村
↓
都
市
と
い
う
移

動
に
あ
ま
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

六
○
年
代
の
移
動
を
農
村
都
市
間
を
軸
と

し
て
整
理
し
て
み
る
と
、
農
村
↓
農
村
二
六

・
四
％
、
農
村
↓
都
市
七
・
○
％
、
都
市
↓
農

村
二
八
・
九
％
、
都
市
↓
都
市
三
七
・
七
％
と

な
っ
て
い
て
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
本
格
的

移
動
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
数
値
で
、
都
市

↓
農
村
の
比
率
が
異
常
に
（
他
の
隣
接
国
と

比
べ
て
）
高
い
理
由
と
し
て
、
地
域
の
定
義

の
問
題
や
、
政
策
的
な
面
で
は
軍
事
・
保
安

な
ど
を
理
由
と
す
る
ロ
の
言
ご
皀
凹
、
の
、
構
想

ｌ
こ
の
一
部
は
初
期
の
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
に
継
承

三
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
発
展

と
労
働
移
動

マ
レ
ー
シ
ア
の
農
業
地
域
の
開
発
に
と
っ

て
戦
略
的
役
割
を
果
た
し
た
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
が

農
村
労
働
力
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
み
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
事
業
と
し
て
は
、
①
ゴ
ム

・
オ
イ
ル
パ
ー
ム
、
砂
糖
き
び
、
コ
コ
ア
な

ど
を
対
象
と
し
た
耕
地
造
成
と
作
物
植
栽
、

②
農
業
地
域
で
、
土
地
を
も
た
な
い
家
族
の

入
植
と
集
落
の
建
設
ｌ
従
来
の
小
作
制
度
か

ら
の
脱
却
の
一
方
策
、
③
入
植
者
に
対
す
る

施
設
整
備
、
援
助
協
力
な
ど
地
域
社
会
開
発

の
推
進
、
④
信
用
・
加
工
・
販
売
・
輸
送
・

建
設
な
ど
の
諸
事
業
の
管
理
や
農
業
技
術
援

助
な
ど
で
、
要
約
し
て
い
え
ば
、
入
植
者
の

定
着
を
は
か
る
総
合
的
な
開
発
事
業
で
あ

る
。
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
事
業
計
画
は
第
一
次
マ

さ
れ
た
と
も
い
え
る
ｌ
の
影
響
な
ど
も
無
視

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
農
村
↓

都
市
移
動
の
本
格
化
は
六
○
年
代
の
マ
レ
ー

シ
ア
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
に
止
め

て
お
き
た
い
。

レ
ー
シ
ア
計
画
（
一
九
五
六
～
一
九
六
○
）

以
来
の
累
代
の
経
済
計
画
の
中
で
重
点
政
策

課
題
と
さ
れ
て
き
た
。

労
働
者
と
そ
の
移
動
へ
の
影
響
を
み
る
た

め
に
、
ま
ず
入
植
者
数
の
推
移
を
み
て
み
よ

う
。
入
植
者
数
は
六
○
年
代
後
半
か
ら
年
々

二
千
人
前
後
と
増
加
し
、
七
○
年
代
に
入
る

と
五
千
人
へ
、
八
○
年
代
に
入
る
と
六
千
人

レ
ベ
ル
と
増
加
し
て
き
て
、
入
植
者
数
累
計

は
七
七
年
に
五
万
人
、
八
六
年
に
一
○
万
人

の
大
台
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
数
は
農
業
就

業
者
総
数
に
占
め
る
シ
ェ
ア
で
み
れ
ば
必
ず

し
も
大
き
い
も
の
で
は
な
い
が
、
労
働
移
動

の
面
で
み
れ
ば
七
○
年
の
状
況
で
七
％
と
少

な
い
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
入
植
者
の
質
の
面
で
み
る
と
、
①

年
齢
で
一
八
～
三
五
歳
、
②
文
盲
で
な
い
こ

と
、
③
中
心
は
農
業
経
験
者
で
あ
る
こ
と

（
そ
の
比
率
は
九
○
％
）
な
ど
の
条
件
が
つ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
過
少
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ

た
。
八
○
年
代
後
半
に
入
っ
て
工
業
化
の
進

展
、
マ
ク
ロ
的
な
労
働
供
給
過
剰
か
ら
供
給

不
足
へ
の
転
換
（
求
人
求
職
比
率
は
マ
ク
ロ

で
み
て
九
○
年
に
求
人
倍
率
が
一
を
超
え
て
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ＦＥＬＤＡ入植者の移動状況（1987）図１

い
る
）
な
ど
を
背
景
に
入
植
希
望
者
の
待
機

状
況
は
解
消
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
八
○
年

代
前
半
で
は
八
○
○
○
世
帯
を
超
え
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
開
発
事
業
計
画
数
は
累
計
で
二
八

九
カ
所
と
な
っ
て
お
り
、
六
○
年
代
、
七
○

q兵＞
Ｐ

PＥ

年
代
は
南
部
の
」
：
。
局
州
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
八
○
年
代
に
な
る
と
、
半
島
中
央
部

の
囿
自
目
、
州
へ
中
心
が
移
っ
て
き
て
い

る
。
そ
う
し
た
こ
と
の
関
連
も
あ
っ
て
、
入

植
者
の
移
動
距
離
は
六
○
年
代
前
半
ま
で
は

六
○
～
七
○
マ
イ
ル
程
度
で
比
較
的
近
隣
地

１００５０－９９
－－－－－

(資料）「DecadeofFELDA」

域
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
七
○
年
代
後
半

に
な
る
と
一
二
○
～
一
三
○
マ
イ
ル
と
遠
隔

化
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
農
業
労
働
者

の
地
域
移
動
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
な
っ

て
き
た
。
最
近
年
の
移
動
状
況
は
、
上
図
に

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
北
西
部
の
低
所
得
地

域
で
あ
る
眉
の
３
斤
州
、
【
且
：
州
、
、
の
‐

］
：
ｍ
・
司
州
な
ど
か
ら
厄
：
四
温
州
へ
の
移

動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
隣
接

州
か
ら
の
受
け
入
れ
を
み
て
い
た
の
巴
自
由
○

吋
州
の
錫
鉱
山
の
終
焉
状
況
に
よ
る
経
済
停

滞
を
反
映
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
が
か
つ
て
は
世
界
で
天
然
ゴ

ム
の
最
大
輸
出
国
で
あ
っ
た
と
い
う
背
景
も

あ
っ
て
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
当
初
は
ゴ
ム
栽
培

に
重
点
が
お
か
て
い
た
が
、
七
○
年
代
を
通

ず
る
ゴ
ム
相
場
の
長
期
低
迷
を
反
映
し
て

パ
ー
ム
・
オ
イ
ル
栽
培
に
ウ
エ
イ
ト
が
移
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
は
最
低

所
得
保
証
額
の
引
き
上
げ
、
設
備
費
貸
付
制

度
の
条
件
緩
和
、
生
産
物
の
買
入
価
格
割
増

制
度
な
ど
の
活
用
に
よ
っ
て
入
植
者
の
所
得

改
善
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、

入
植
者
の
生
計
費
の
倍
増
と
い
う
経
済
的
条

件
の
下
で
、
入
植
者
の
経
済
状
態
は
あ
ま
り
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進
ん
で
い
な
い
。
長
期
的
に
は
後
継
者
問
題

に
つ
な
が
る
営
農
条
件
の
維
持
の
課
題
も
抱

え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
も
つ
国

民
経
済
的
役
割
と
し
て
、
面
積
的
に
は
半
島

部
の
五
％
を
超
え
る
開
発
、
経
営
面
積
比
で

パ
ー
ム
オ
イ
ル
の
場
合
の
三
一
一
％
（
二
○
年

間
に
三
倍
化
）
と
い
う
実
態
は
評
価
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
農
作
物
の
加
工
段
階
に
お
け
る

企
業
化
に
つ
い
て
も
、
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
八
七
で
、
オ
イ
ル
パ
ー
ム
、

ゴ
ム
、
コ
コ
ア
の
工
場
は
六
九
と
な
り
、
関

連
企
業
の
雇
用
者
数
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
本
体

の
八
二
九
五
人
（
八
七
年
）
に
対
し
、
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
含
む
企
業
全
体
で
は
一

万
三
五
八
○
人
と
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
就
業
雇
用
効
果

を
、
入
植
労
働
者
の
前
歴
と
の
関
連
で
み
る

と
、
八
三
年
の
状
況
で
、
前
歴
農
業
労
働
者

一
一
三
・
一
一
％
、
小
作
農
一
八
・
九
％
、
小
規
模

ゴ
ム
園
所
有
者
一
三
・
六
％
な
ど
と
な
っ
て

お
り
、
小
作
農
や
小
規
模
農
業
経
営
と
い
う

経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
農
業
就
業
者
の
状
態

の
改
善
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
八
○
年

代
に
お
け
る
傾
向
と
し
て
小
作
人
の
増
加
が

特
徴
的
で
あ
り
、
前
述
し
た
農
業
就
業
者
の

移
動
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
。
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
と
い
う
戦
略
的
重
点

政
策
に
よ
っ
て
、
長
期
的
に
大
き
な
変
化
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
小
作
制
度
へ
も
労
働
移
動

を
通
ず
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
生
じ
て
き
た
こ
と

を
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

八
○
年
代
に
入
る
と
マ
レ
ー
シ
ア
も
本
格

的
な
工
業
化
の
進
展
を
み
る
よ
う
に
な
っ

た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
で
み
た
工
業
化
の
シ
ェ
ア

が
農
業
の
そ
れ
を
上
回
る
に
至
っ
た
の
が
八

五
年
で
あ
り
、
就
業
者
構
成
で
み
た
比
率
で

工
業
が
農
業
を
上
回
る
の
は
九
○
年
代
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
若
干
の

タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
が
、
農
業
就
業
者
の
都

市
化
、
工
業
化
を
受
け
た
移
動
の
本
格
化
へ

と
移
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

州
間
移
動
率
は
七
○
年
の
七
・
三
％
か
ら

八
○
年
の
二
・
七
％
（
七
○
年
と
定
義
を

揃
え
れ
ば
一
○
・
三
％
）
へ
と
高
ま
り
州
別

四
、
工
業
化
展
開
期
の

労
働
移
動

に
み
て
も
、
例
外
な
く
高
ま
っ
て
お
り
、
就

中
顕
著
に
高
ま
っ
て
い
る
の
は
勺
昌
目
、

州
で
、
こ
れ
は
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
事
業
の
こ
の

州
へ
の
重
点
指
向
と
い
う
マ
レ
ー
シ
ア
特
有

の
事
情
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。農
村
↓
都
市
と
い
う
移
動
の
パ
タ
ー
ン

は
、
七
○
年
と
八
○
年
の
間
で
顕
著
に
な

り
、
全
移
動
で
み
る
比
率
と
し
て
は
倍
増
し

て
い
る
。

工
業
化
が
本
格
的
に
展
開
し
た
九
○
年
代

の
状
況
を
み
よ
う
。
九
五
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
の
製
造
業
シ
ェ
ア
は
一
一
一
三
・
一
％
で
農
業

の
一
一
一
一
・
五
％
の
三
倍
弱
と
な
っ
て
い
る
。

就
業
者
構
成
比
で
は
低
生
産
性
の
農
業
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
産
構
成
に
比
べ
れ
ば

程
度
は
異
な
る
が
へ
そ
れ
で
も
農
業
の
シ
ェ

ア
は
一
八
・
一
％
で
製
造
業
の
そ
れ
を
か
な

り
下
回
る
に
至
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
引

退
、
若
年
層
の
新
規
参
入
な
ど
労
働
力
構
造

の
動
態
的
側
面
の
影
響
は
見
逃
せ
な
い
が
、

農
業
地
域
か
ら
都
市
地
域
へ
の
農
業
就
業
者

の
移
動
が
本
格
化
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な

い
。し
か
し
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
半
島
全
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表１都市・農村間移動状況

体
と
し
て
み
る
と
、
移
動
率
と
し
て
は
四
％

に
止
ま
っ
て
い
る
。
七
○
年
か
ら
八
○
年
と

傾
向
的
に
高
ま
っ
て
き
て
い
た
移
動
は
、
そ

の
高
ま
り
を
や
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

に
は
デ
ー
タ
の
性
格
か
ら
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
七
○
年
、
八
○
年
に
関
し
て
は
人
口

セ
ン
サ
ス
に
よ
り
、
出
生
地
と
現
在
地
の
差

異
と
し
て
把
握
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
九

前住地、現住地 (％）
合計

都市農村合計 都市 農村

(千人）

贋
(37.7）（28.8）

（7.0）（26.4）

９１５

１７１

１，０８６

７００

６４０

１，３４０

1.615

1970年 811

2,426
(100）

懐
(26.9）（18.4）544

410

954

477

1,169

1,646

1,021

11579

21600

1980年 (15.8）（44.9） 五
年
の
デ
ー
タ
は
移
動
調
査
に
よ
っ
て
常
住

地
の
一
年
前
と
の
比
較
で
把
握
さ
れ
て
い
る

た
め
、
か
な
り
厳
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

移
動
が
本
格
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、

移
動
の
内
訳
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
九
五

年
の
移
動
は
い
ぜ
ん
州
内
と
い
う
短
距
離
的

(100）

市
村
計

都
農
合

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１

(31.7）

(18.7）

(21.5）

1995年 (28.1）

(100）

(資料）７０年、８０年GeneralReportofthePopulation

Census,９５年MigrationSurveyReport

な
も
の
が
五
四
％
と
過
半
を
占
め
る
と
は
い

え
、
州
間
の
遠
距
離
的
な
も
の
が
三
六
％
、

国
際
的
移
動
も
一
○
％
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
七
○
年
、
八
○
年
に

州
内
移
動
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
状
況
と
は

顕
著
な
変
化
と
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
農
村
都
市
間
の
移
動
の
面
か
ら
捉

え
る
と
九
○
年
の
場
合
、
農
村
↓
都
市
の
比

率
は
一
八
・
七
％
で
七
○
年
の
七
・
○
％
と
は

格
段
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
場
合
も
、
Ｋ
Ｌ
へ
の
一
点
集
中
と

い
う
移
動
で
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
、

の
］
：
囚
○
局
、
四
口
目
の
囚
な
ど
州
レ
ベ
ル
で

流
入
超
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
Ｋ
Ｌ
は
流
出

超
で
あ
る
。
工
業
化
の
本
格
化
が
Ｋ
Ｌ
な
ど

を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地
域

が
次
第
に
広
域
化
し
て
周
辺
の
、
の
一
四
．
函
日

州
へ
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に

反
映
し
て
い
る
。

労
働
移
動
の
数
量
的
側
面
に
つ
い
て
み
て

き
た
が
、
移
動
す
る
労
働
者
の
質
的
側
面
に

つ
い
て
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
一
般
的
傾

向
と
し
て
移
動
、
と
く
に
地
域
間
の
移
動
に

関
し
て
は
、
生
活
面
の
拘
束
、
新
規
就
業
機
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マレーシアの経済開発と労働移動

会
へ
の
適
応
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
齢
的
に

は
二
○
歳
代
な
ど
の
若
年
層
（
全
移
動
者
の

五
五
％
）
、
女
性
よ
り
男
性
、
学
歴
的
に
は

高
学
歴
な
ど
に
偏
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
移
動

に
関
し
て
も
こ
の
性
格
は
変
わ
ら
な
い
。

第
三
次
マ
レ
ー
シ
ア
計
画
二
九
七
六
～

八
○
）
で
は
、
移
動
の
長
期
予
測
を
行
い
、

七
○
～
九
○
年
に
、
の
』
：
血
目
の
二
一
一
一
万
七

千
人
、
勺
自
目
、
の
一
九
万
三
千
人
の
純

入
超
を
見
込
ん
だ
。
前
者
は
工
業
化
の
効

果
、
後
者
は
農
業
地
域
開
発
（
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

Ａ
）
効
果
を
読
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

計
画
で
は
予
測
経
済
成
長
率
二
・
五
％
で
は

こ
の
移
動
率
は
低
い
が
、
そ
の
理
由
は
、
移

動
者
に
求
め
ら
れ
る
技
術
レ
ベ
ル
が
壁
で
あ

る
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
移
動
の
予

測
を
上
回
る
移
動
が
実
現
さ
れ
、
都
市
化
率

も
予
測
を
上
回
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
そ
の
理

由
は
経
済
成
長
が
単
に
工
業
分
野
だ
け
で
な

く
、
建
設
部
門
、
公
益
産
業
、
サ
ー
ビ
ス
産

業
な
ど
各
般
に
及
び
、
低
技
能
労
働
の
機
会

を
提
供
し
て
、
農
業
地
域
か
ら
の
移
動
を
喚

起
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

元
来
、
労
働
移
動
に
関
し
て
は
男
性
よ
り

女
性
が
不
利
な
面
も
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
セ
ク
タ
ー
も
含
む
都
市
化
の
波
が
経
済

開
発
の
多
様
化
の
段
階
で
発
生
し
た
こ
と

が
、
農
村
↓
都
市
移
動
機
会
を
女
性
に
対
し

て
も
提
供
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
え

る
。こ
こ
で
、
農
村
↓
都
市
間
移
動
の
背
景
の

条
件
と
し
て
の
所
得
格
差
に
つ
い
て
み
よ

う
。
第
四
次
、
第
五
次
の
マ
レ
ー
シ
ア
計
画

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
農
村
、
都
市
の
平
均
所

得
格
差
は
七
○
年
に
は
○
・
四
七
と
か
な
り

大
き
か
っ
た
が
、
七
九
年
に
は
○
・
五
六
と

な
り
、
か
な
り
縮
小
を
み
て
い
る
。
農
村
改

革
に
よ
る
農
工
間
所
得
不
均
衡
是
正
と
い
う

政
策
が
、
農
業
地
域
開
発
を
重
点
と
す
る
七

○
年
の
状
況
下
に
、
｜
定
の
成
果
を
あ
げ
た

と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
農
工
間
格
差
は
八
○
年
代

に
入
る
と
、
○
・
五
三
（
八
四
年
）
と
若
干

な
が
ら
逆
転
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
都
市
地
域
を
中
心
と
す
る
経
済
開
発
効

果
に
よ
っ
て
、
農
村
地
域
を
上
回
る
都
市
の

所
得
増
加
が
実
現
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ

う
し
た
状
況
が
、
農
村
↓
都
市
の
労
働
移
動

を
加
速
さ
せ
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
働
く
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
農
業
労
働

者
の
移
動
率
は
ピ
ー
ク
の
八
七
年
に
は
一
七

％
ま
で
高
ま
る
が
、
そ
れ
が
や
が
て
、
農
業

労
働
力
不
足
現
象
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
労
働
移

動
を
農
業
就
業
者
中
心
に
み
て
き
た
が
、
労

働
力
率
（
九
五
年
）
は
定
住
者
の
六
四
％
に

対
し
て
、
移
動
者
は
七
二
％
と
高
ま
り
、
転

職
な
ど
に
よ
る
就
業
機
会
の
把
握
を
刺
激
し

た
こ
と
、
移
動
者
は
非
農
分
野
が
拡
大
す
る

な
ど
都
市
化
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
な
ど
産

業
高
度
化
の
雇
用
面
へ
の
影
響
を
端
的
に
反

映
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
農
工
間
所
得

不
均
衡
の
是
正
、
農
村
地
域
の
貧
困
化
率
の

低
下
な
ど
マ
ク
ロ
的
な
経
済
効
果
が
必
ず
し

も
十
分
に
発
掘
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ブ
ミ

プ
ト
ラ
政
策
の
効
果
発
掘
が
こ
れ
ま
た
十
分

で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
課
題
を
残
し
て
い

る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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東南アジアの

保健医療部門と民営化の拡大

八
○
年
代
か
ら
民
間
医
療
機
関
（
私

立
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
急
速
な

拡
大
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の

大
都
市
圏
を
中
心
に
目
立
っ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
の
著
し
い
経
済
成
長

は
じ
め
に

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
め
、
東
ア

ジ
ア
諸
国
は
未
曾
有
の
経
済
危
機
に

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
一
九

ん
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
｜
方
、
政

府
部
門
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
は
、
公
的
予
算
、
特
に
経
常
予
算

の
制
約
と
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
拡
大
と

多
様
化
（
感
染
症
と
と
も
に
慢
性
疾

患
の
急
増
）
な
ど
の
た
め
に
対
応
が

に
よ
っ
て
、
都
市
圏
の
国
際
化
、
民

間
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
た
い
す
る
支
払

能
力
の
あ
る
中
間
層
の
台
頭
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
の
多
様
化
、
民
間

資
本
の
投
資
能
力
の
向
上
な
ど
が
進

神戸大学教授

内田康 雄

遅
れ
が
ち
で
あ
り
、
政
府
部
門
の
医

療
資
源
も
常
に
不
足
し
て
き
た
。
ま

た
、
当
該
政
府
（
保
健
省
）
側
も
医

療
資
源
ギ
ャ
ッ
プ
を
当
座
の
間
埋
め

合
わ
せ
る
方
法
と
し
て
、
民
間
医
療

部
門
の
急
速
な
拡
大
に
明
確
な
政
策

形
成
も
な
い
ま
ま
、
た
だ
容
認
し
て

き
た
面
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た

め
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
所
得
格
差
が

拡
大
す
る
よ
う
に
、
保
健
医
療
部
門

も
中
間
層
主
体
の
瀞
酒
な
民
間
医
療

機
関
と
混
雑
す
る
公
立
病
院
と
に
分

化
し
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
現
在
の

経
済
危
機
を
迎
え
て
し
ま
っ
て
い

る
。
経
済
危
機
ま
で
の
、
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
民
間
部
門
の
拡
大
の
問

題
点
を
、
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に

比
し
て
、
政
策
的
に
も
、
デ
ー
タ
ー

の
積
み
上
げ
に
お
い
て
も
一
歩
進
ん

で
い
る
タ
イ
国
の
事
例
を
見
な
が

ら
、
保
健
医
療
部
門
で
の
民
間
部
門

の
拡
大
が
は
ら
む
複
雑
な
状
況
を
概

観
し
て
み
た
い
。

鋼鬮
L慥勇＝:

蕊:1１

』燕 祷一

鷲垢晶昌
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東南アジアの保健医療部門と民営化の拡大

表１タイにおける公立・民間医療機関、1988,1993年

肩院及びllIIの医療機簾

出所：ThaiMinistryofHealth，PublicHealthStastics,1990,1995

民
間
保
健
医
療
部
門
は
最
貧
国
を
除
く
ほ

と
ん
ど
の
発
展
途
上
国
で
、
政
府
部
門
の
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
改
善
の
遅
れ
を
よ

そ
に
、
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
東
南
ア
ジ

ア
地
域
に
お
い
て
も
、
最
近
の
経
済
危
機
に

見
舞
わ
れ
る
ま
で
、
都
市
部
を
中
心
と
し
て

の
保
健
医
療
需
要
の
多
様
化
を
背
景
に
、
民

間
保
健
医
療
部
門
は
拡
大
を
し
て
き
た
が
、

タ
イ
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

タ
イ
の
保
健
医
療
部
門
は
、
供
給
サ
イ
ド

で
は
政
府
部
門
／
民
間
部
門
の
複
合
化
が
進

み
、
少
な
く
と
も
近
年
ま
で
民
間
部
門
は
都

市
部
、
特
に
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に
急
増
し
て

き
た
（
表
１
）
。
一
九
九
三
年
に
は
バ
ン
コ

ク
に
は
一
○
○
を
超
え
る
医
療
機
関
（
ク
リ

ー
ー
ッ
ク
を
除
く
）
が
設
立
さ
れ
、
バ
ン
コ
ク

地
域
の
総
医
療
機
関
の
約
七
五
％
と
な
り
、

病
床
数
で
は
四
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
民
間

機
関
の
三
分
の
一
が
首
都
に
集
中
し
て
お

り
、
公
立
病
院
は
総
数
の
四
％
の
み
が
バ
ン

コ
ク
に
あ
り
、
民
間
医
療
機
関
は
地
理
的
に

大
都
市
に
偏
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
バ
ン
コ
ク
や
地
方
の
病
床
数
の
二

１
民
間
部
門
の
拡
大

表２民間クリニック

倍
増
は
、
民
間
部
門
の
病
床
数
の
増
加
に
依

る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
病
床
占

有
率
で
は
、
公
立
病
院
で
は
九
九
％
で
あ
る

に
対
し
、
民
間
の
そ
れ
は
五
八
％
弱
で
あ

り
、
民
間
病
院
で
は
外
来
中
心
の
サ
ー
ビ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
民
間
病
院
の
規
模
は
、
そ

の
半
数
の
病
院
が
三
○
床
前
後
の
も
の
で
あ

り
、
二
三
％
が
一
○
○
床
を
超
え
る
規
模
で

あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
バ
ン
コ
ク
を
と
れ
ば
、

民
間
病
院
の
平
均
病
床
数
は
、
二
六
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
公
立
病
院
の
そ
れ
は
四
一

四
と
な
っ
て
お
り
、
民
間
病
院
は
外
来
サ
ー

ビ
ス
に
重
点
を
お
い
て
い
る
と
い
え
る
。

とI願F霊三|三雲差二冊雲了
出所：MedicalStatisticsDivision，Ｍｉｎｉｓｔｒｙｏｆ

ＰｕｂｌｉｃＨｅａｌｔｈ，１９９２

ま
た
、
民
間
病

院
に
加
え
て
、
民

間
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

さ
ら
に
急
増
し
て

お
り
（
表
２
）
、
一

般
的
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
こ
と

と
、
診
療
時
間
が

一
般
の
勤
務
時
間

帯
以
後
も
開
い
て

い
る
こ
と
が
多
い
詔

た
め
に
、
都
市
部

1988

バンコク｜その他の県 全国

数｜％’数｜％ 数｜％

1993

バンコク その他の県 全国

数｜％ 数｜％ 数｜％
病院及び他の医療機関（入院施設を有する）

医療機関 116 866 982 155 1033 1188

公立 3８ 32.8 720 83.1 758 77.2 3９ 25.2 796 77.1 835 70.3

民間 7８ 67.2 146 16.9 224 22.8 116 74.8 237 22.9 353 29.7

病床数 21685 66667 88352 26967 81401 108368

公立 15236 70.3 6242793.6 77663 87.9 15628 58.0 68304 83.9 83932 77.5

民間 6449 29.7 4240 6.4 10689 １２．１ 11339 42.0 13097 16.1 24436 22.5

医療機関あたりの病床数 187 7７ 9０ 174 7９ 9１

公立 401 8７ 102 401 8６ 101

民間 8３ 2９ 4８ 9８ 5５ 6９

医療機関及びクリニック（外来のみ）

医療機関 18136 4306 16811 21217

公立 5７ 8244 8301 45.8 5９ Ｌ４ 9222 54.9 9281 43.7

民間 ＮＡ ＮＡ 9835 54.2 4247 98.6 7589 45.1 11936 56.3

1986 1987 1988 1989 1990

8,595 8,650 9,835 lＬ４４３ 13,332



民
営
化
の
程
度
を
考
え
る
際
、
医
療
機
関

の
所
有
が
、
公
的
か
民
間
か
の
み
を
議
論
す

る
こ
と
は
片
手
落
ち
で
あ
る
。
ヘ
ル
ス
ヶ
ァ

の
支
払
い
が
ど
の
程
度
ま
で
、
公
的
補
助

（
社
会
保
険
か
ら
の
支
払
い
を
も
含
め
）
が

あ
り
、
患
者
の
直
接
負
担
が
ど
の
程
度
で
あ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
タ
イ
で
は
公

的
補
助
は
二
四
％
二
九
八
七
年
）
に
過
ぎ

な
い
。
七
○
％
以
上
が
患
者
負
担
で
あ
り
、

ま
た
個
人
世
帯
の
患
者
負
担
比
率
が
上
昇
傾

向
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
医
療
機
関
の
公

の
外
来
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
需
要
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

２
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
支
払
い

●内田康雄くうちだ．やすお＞
神戸大学・大学院国際協力研究科教授

1947年生まれ。

東京大学院社会学研究科博士課程修了

アジア開発銀行等を経て現職。

1991年～94年、ＯＥＣＤ/ＤＡＣ（開発援助

委員会）援助評価会合委員を務めた。

的
、
民
間
所
有
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
負
担

比
率
は
極
め
て
高
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
共
通
す
る
問
題

で
あ
り
、
依
然
と
し
て
個
人
の
直
接
支
払
い

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
世
帯
当
た
り
の
保
健
医
療
支
出

の
五
○
％
以
上
が
薬
剤
購
入
に
向
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
購
入
先
は
、
民
間
の
薬
局
か
ら

で
あ
る
が
、
処
方
菱
な
し
の
処
方
薬
購
入

（
、
の
」
【
１
頁
の
、
臼
官
】
。
ご
）
が
タ
イ
で
は
、
広

く
一
般
化
し
て
お
り
、
ま
た
規
制
措
置
が
機

能
し
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。

家
計
の
保
健
医
療
支
出
の
う
ち
、
ど
の
程

度
の
支
払
い
が
公
的
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
に
た

い
し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
は
明
確
で
は
な
い

が
、
ヘ
ル
ス
ヶ
ア
の
供
給
サ
イ
ド
で
は
、
患

者
負
担
に
よ
る
直
接
支
払
部
分
は
、
公
的
部

門
に
お
い
て
も
重
要
な
比
率
を
占
め
て
い
よ

う
。
例
え
ば
、
保
健
省
管
轄
の
病
院
で
の
営

業
費
用
の
公
立
病
院
の
費
用
回
収
率
（
８
里

司
の
８
ぐ
の
旦
弓
巴
の
）
が
四
八
’
五
一
％
、
他
の

公
立
病
院
（
＆
、
葛
９
ヶ
。
：
］
庁
の
］
）
で
は
、

平
均
外
来
患
者
の
診
療
報
酬
の
三
一
％
、
入

院
患
者
の
四
二
％
が
患
者
負
担
部
分
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
幅
な
患
者
負
担
に
た
い
し

て
も
、
急
激
な
民
間
部
門
の
拡
大
に
た
い
し

て
も
、
タ
イ
政
府
は
少
な
く
と
も
第
六
次
国

家
保
健
計
画
二
九
八
七
ｉ
’
九
九
二
ま

で
は
政
策
課
題
と
し
て
対
応
を
と
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
民
間
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
に
た
い
す

る
高
い
選
好
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民

間
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
人
的
資
源
の
民

間
へ
の
急
激
な
流
出
へ
の
懸
念
も
、
タ
イ
国

内
で
拡
大
し
て
い
る
。
第
七
次
国
家
保
健
計

画
（
一
九
九
二
’
一
九
九
六
）
で
は
、
公
的

部
門
と
民
間
部
門
の
協
調
の
重
要
性
を
う

た
っ
て
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
政
策
（
例
え

ば
相
互
の
リ
フ
ァ
ー
ラ
ル
関
係
の
確
立
）
は

ま
だ
明
確
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
民
間
サ
ー

ビ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
充
実
、
規
制
的

枠
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
措
置
の
検

討
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

ま
だ
加
入
人
口
の
限
ら
れ
る
社
会
保
険
を

通
じ
て
の
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
は
弱
く
、

民
間
サ
ー
ビ
ス
の
実
際
の
デ
ー
タ
は
、
部
分

的
な
患
者
か
ら
の
苦
情
な
ど
を
除
く
と
、
保

健
省
に
よ
っ
て
も
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
が

３
民
間
部
門
の
拡
大
と
問
題
点
型



東南アジアの保健医療部門と民営化の拡大

表３ 各国別コンピューター断層撮影

機（CTScanner）設置数比較

’２９．２

町

片
’２０

民
間
医
療
機
関
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、

過
剰
投
資
が
挙
げ
ら
れ
、
過
度
に
豪
華
な
建

築
、
内
装
な
ど
の
他
、
高
額
医
療
機
器
装
備

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
傾
向

は
特
に
バ
ン
コ
ク
の
病
院
に
顕
著
と
い
わ
れ

る
。
高
額
医
療
機
器
の
購
入
に
つ
い
て
は
、

’
九
八
八
年
以
来
、
タ
イ
投
資
委
員
会
（
許
。

ｍ
・
回
ａ
・
局
曰
く
の
的
一
日
の
具
）
の
輸
入
関
税

の
撤
廃
政
策
の
影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
Ｃ
Ｔ
の
台
数
は
二
九
九
二
年
現

在
）
、
バ
ン
コ
ク
市
内
で
は
百
万
人
当
た
り

実
情
で
あ
る
。
極
め
て
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
か

ら
捉
、
じ
れ
る
問
題
点
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
○
台
で
あ
り
、

ｙ

唾
こ
れ
は
日
本
、
ア

Ｏｎ

ｍ
メ
リ
ヵ
の
全
国
平

ｅ

Ⅵ
錘
均
に
次
ぐ
高
い
台

銚
唖
数
と
な
っ
て
お

ｍ
Ａ
り
、
そ
の
大
半
が

ａ
９

，
８

麺
“
民
間
機
関
に
よ
っ

い
麺
て
所
有
さ
れ
て
い

⑪
Ｐ
る
。
ま
た
、
一
九

鍼
九
一
年
現
在
で
、

表４ 医師の週当たりの勤務時間

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
機
）
が
全
土

で
一
○
台
あ
る
が
そ
の
す
べ
て
が
、
民
間
医

療
機
関
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

(時間の相対比）

藝無予壼if司薫『
出所：MedicalStatisticsDivision，MinistryofPublicHealth，１９９２

表５政府部門、民間部門の給与（月単位,バーツ)、１９９０

政
府
部
門
と
民
間
部
門
の
給
与
差
が
大
き

人
的
資
源
の
民
間
営
利
部
門
へ
の
流
失

出所：MedicalStaisticsDivision，MinistryofPublicHealth,1992

い
こ
と
が
主
因
と
思
わ

れ
る
。
公
務
員
給
与
が

相
対
的
に
低
く
抑
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
仕
事

量
過
多
（
特
に
公
立
病

院
）
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
。
表
４
、
表
５
に
あ

る
よ
う
に
、
保
健
省
職

員
で
み
れ
ば
、
日
１
－
一

片
目
の
の
労
働
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
副
収
入
部
分

が
正
規
の
職
の
給
与

の
、
二
倍
を
上
ま
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
見
て

も
、
給
与
差
が
非
常
に

大
き
い
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
民
間
で
の

息
１
－
瓦
目
の
労
働

が
、
政
府
職
員
の
副
収

入
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
民
間
部
門
を
客
観
菟

的
な
政
策
課
題
と
し
て

国名 台数(対百万人）

日本 29.2

アメリカ 14.7

オーストラリア 8.6

西ドイツ 7.3

スイス 6.2

バンコク(1992） 10.0

タイ(1992） 2.0

教育病院 保健省 民間病院 民間クリニック 平均時間

主要勤務 51.7(74％） 58.6（７０％） 47.4（６５％） 41.5（７３％） 55.3（７０％）

その他の勤務 18.0（２６％） 25.6（３０％） 17.0（３５％） 15.0（２７％） 23.7（３０％）

総計 69.7(100％） 84.2(100％） 64.4(100％） 56.5(100％） 79.0(100％）

教育病院 保健省 民間病院 民間クリニック 平均時間

主要勤務 14,002 lＬ６５２ 43,302 8ＬＯ２０ 15,534

その他の勤務 20,426 23,467 23,574 １５．２０５ 22,585

総計 27,392 29,377 5Ｌ８５３ 84.749 3Ｌ５１７



表６職業別受療行動（1986）

保
健
医
療
部
門
の
改
革
に
お
け
る
具
体
的
対

策
を
引
き
延
ば
さ
れ
が
ち
に
な
る
の
だ
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
民
間
医
療
部
門
の
現
状
を
医
師
の

■、■、■、■、■、■m

Em田忌引■岡■､■町田■Ⅵ、■、■、■、■、
伝ヨ師■■田回■田■、■、■、■刊
、鹿、厨、■■■、■、■囚■、■■■田■ｎ
ｍ田■雨■■■田■■、
出所:HealthandWelfareSurvey,１９８６

民
間
医
療
部
門
と
政
府
部
門
の
所
得
層
別

の
二
重
構
造
が
出
来
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
民
間

部
門
の
患
者
の
経
済
状
態
に
つ
い
て
は
明
確

に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
国
①
四
一
昏
凹
且

三
の
］
［
閏
の
、
旨
く
亀
（
一
九
八
六
）
に
よ
れ

ば
診
療
サ
ー
ビ
ス
と
職
業
別
の
整
理
が
行
わ

結
び
に
か
え
て

労
働
時
間
で
み
る
と
（
こ
と
の
性
質
か
ら
、

デ
ー
タ
は
過
小
報
告
の
傾
向
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
）
、
相
当
数
の
政
府
部
門
の
医
師

が
、
民
間
部
門
に
働
き
に
行
っ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
。

表
５
か
ら
は
、
政
府
部
門
の
医
師
の
う

ち
、
ど
れ
ほ
ど
の
数
が
勤
務
時
間
外
に
民
間

部
門
で
労
働
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
保
健
省
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
平
均
八
時
間

勤
務
を
こ
な
し
、
そ
の
他
の
勤
務
（
そ
の
大

半
は
民
間
部
門
と
察
せ
ら
れ
る
）
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
の
複
雑
さ
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
部
門
の
医
師
の
か

な
り
の
比
率
が
、
民
間
部
門
で
働
き
、
追
加

的
所
得
を
稼
ぎ
だ
し
て
い
る
。

れ
て
お
り
、
民
間
病
院
の
利
用
比
率
で
は
専

門
職
の
人
口
が
明
ら
か
に
農
民
、
労
働
者
層
妬

よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
所
得
階
層
の
広

が
り
も
同
時
に
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
患

者
自
己
負
担
率
の
高
さ
と
、
公
立
、
私
立
の

病
院
の
診
察
料
金
差
が
大
き
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
公
的
資
金
不
足
に
よ
る
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
民
間
医
療
機
関
に
よ
る
大
幅
な

肩
代
わ
り
に
た
い
し
て
、
積
極
的
な
政
策
対

応
が
も
と
め
ら
れ
る
。
タ
イ
政
府
は
、
健
康

保
険
制
度
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
き
て

お
り
、
何
ら
か
の
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

総
人
口
中
七
○
％
に
上
る
が
、
依
然
と
し
て

患
者
負
担
率
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
経
済
危

機
を
脱
し
た
あ
と
の
課
題
と
し
て
、
健
康
保

険
制
度
の
整
備
が
、
タ
イ
の
国
民
的
課
題
と

し
て
、
浮
上
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

ヘルス･ケア／

職業

家庭で

の処置

僧侶 医師

隻繩|晨蛎
公立病

院

その他 治療を

受けな

い

総計

専門職 33.3 0.0 25,2 0．２１１０．８ 19.3 0.3 10.9 100

事務／販売 45,5 0.1 18.6 0.3 8.9 14.1 0.5 12.0 100

農業 57,8 0.1 6.7 0.5 1．１ 19.4 0.5 13.8 100

職人／労働 53.9 0.0 13.8 0.2 4.5 16.1 1.0 10.5 1００

サービス 46.3 0.1 15.0 0.1 7.1 16.5 ｑ４ 14.4
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事
長
・
中
山
太
都
庁

ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

’
１
１
１
１

｛
し

ﾎﾞヅ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は
九

月
十
八
日
の
理
事
会
で
、
前
田
福
三
郎
氏
の

理
事
長
退
任
に
伴
い
、
中
山
太
郎
氏
（
衆
議

院
議
員
、
元
外
相
）
を
満
場
一
致
で
新
理
事

長
に
選
出
し
た
。
ま
た
新
た
に
清
水
嘉
与
子

（
参
議
院
議
員
、
元
労
働
政
務
次
官
）
、
三

好
正
也
（
経
団
連
参
与
）
の
両
氏
が
理
事
に

就
任
し
た
。

中
山
太
郎
理
事
長
談
「
ア
ジ
ア
人
口
・
開

発
協
会
は
、
私
ど
も
の
同
志
だ
っ
た
佐
藤
隆

氏
（
元
農
水
相
）
が
人
類
の
平
和
と
福
祉
実

現
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
志
高
い
目
的
を
も

つ
財
団
で
あ
り
、
海
外
の
関
係
機
関
か
ら
も

そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
Ｎ

・
清
水
嘉
与
子
氏

参議院議員、元労働政

務次官

・
三
好
正
也
氏

Ｇ
Ｏ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
田
中
龍
夫
先

生
、
佐
藤
隆
先
生
、
前
田
福
三
郎
氏
の
バ
ト

ン
を
私
が
引
き
継
ぎ
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
が
、
人
類
最
大
の
課
題
で
あ
る
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
世
界
の
人
口
問
題
を
い
ろ

い
ろ
な
困
難
を
克
服
し
て
ど
の
よ
う
に
解
決

し
て
い
く
か
。
な
か
ん
ず
く
深
刻
な
わ
が
国

の
少
子
化
問
題
を
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国

家
の
存
亡
に
関
わ
る
重
大
な
事
態
と
し
て
と

ら
え
、
国
の
安
全
保
障
問
題
と
し
て
真
剣
に

そ
の
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
位
の
格
別
の
ご
指

導
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
」

経団連参与、２１世紀政

策研究所特別顧問、特
殊法人公害健康被害補

償予防協会会長

願のらZ
いごな；
申指い（

『ロ涛輌勾蒋の両汚で､ばつ器、行構■、Ｔｍ両津、、報■わ～亟口▼両零ｍ布津ＴＷＴ沽輌－南で､■■ｎ句津ロＷ■凉由戸沖句戸軒、『お猿、、密命

２７
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口
■
■
人
口
二
回
剛
加
繩
蘓
鶴
脈
嶬

ｆｌｉｉｌＪｌｌＩＳ

ネ
パ
ー
ル
の
英
字
週
刊
誌
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
は
、
一
九
九
八
年
七
月
二
十
四
日
号

の
特
集
で
ネ
パ
ー
ル
の
人
口
問
題
を
と
り
あ

げ
て
い
る
。
そ
の
見
出
し
は
「
人
口
…
危
険

ポ
イ
ン
ト
へ
爆
進
」
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
記
事
の
中
で
人
口

環
境
省
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
を
と
り
あ

げ
、
一
九
九
一
年
の
総
人
口
一
八
四
九
万
人

が
、
二
○
一
六
年
に
は
三
一
一
一
一
○
万
人
に
増

加
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
十

五
年
間
で
一
・
七
四
倍
、
す
な
わ
ち
一
九
九

一
年
の
人
口
の
四
分
の
三
に
あ
た
る
人
数
が

増
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
政
策
対

は
じ
め
に

１１）

応
が
う
ま
く
い
っ
た
場
合
で
さ
え
も
二
九

万
人
、
最
悪
の
場
合
は
三
四
五
六

万
人
に
膨
れ
あ
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
言
う
。
さ
ら
に
、
現
場
に
お

け
る
対
応
の
不
備
、
都
市
人
口
の

急
激
な
増
加
と
無
計
画
な
都
市
の

膨
張
な
ど
憂
慮
す
べ
き
状
況
が
語

ら
れ
、
現
在
の
政
府
の
無
策
、
無

能
ぶ
り
を
強
く
非
難
し
て
い
る
。
率
０

本
稿
は
、
｝
」
の
よ
う
な
「
危
機
的
勵

な
状
況
に
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
蛆

る
ネ
パ
ー
ル
の
人
口
問
題
の
構
造
ロ

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
多
鋤

民
族
国
家
の
問
題
点
を
報
告
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

表

の

･秀明大学教授

一
九
八
七

￣■■両同田切、百ｍ￣

■、■■記思『－－■匹呵￣＝

詰騨鶉＝

表
１
は
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
総
人
口
の
推

移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
に
お

い
て
人
口
統
計
が
最
初
に
試
み
ら
れ
た
の
は

一
九
一
一
年
で
、
そ
の
後
、
一
九
二
○
年
、

一
九
三
○
年
、
’
九
四
一
年
と
一
○
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
抽
出
調
査
が

多
く
含
ま
れ
た
り
調
査
方
法
に
不
備
が
あ
っ

た
り
し
て
お
り
、
そ
の
精
度
は
疑
問
視
さ
れ

(1)

人
口
推
移
と

年
齢
別
構
成

出所：PopulationMonographofNepal-199５，ｐ２より改訂

て
い
る
。
た

だ
し
、
戦
前

は
五
五
○
万

人
か
ら
六
○

○
万
人
前
後

を
ほ
ぼ
横
ば

い
状
態
で
推

移
し
て
い
た

と
思
わ
れ

る
。
そ
の
理

由
は
明
ら
か

で
な
い
が
、

一
九
一
八
年

の
イ
ン
フ
ル

2８

調査年度 人口 増減 年増加率

1911 5,638,749

1920 ５ 573 788 -64,961 －０．１３

1930 ５ 532 574 －４１ 214 －０ 0７

1941 ６ 283 649 751 075 1 1６

1952／5４ ８ 256 625 Ｌ９７２ 976 ２ 3０

1961 ９ 412 994 １ 156 371 １ 6５

1971 11 555 983 ２ 142 987 ２ 0７

1981 1５ 022 839 ３ 466 856 ２ 6６

1991 1８ 491 097 ３ 468 259 ２ 10



ネパールの人ロ

エ
ン
ザ
の
大
流
行
や
第
一
次
大
戦
に
お
け
る

ネ
パ
ー
ル
人
傭
兵
の
多
数
の
戦
死
な
ど
も
、

大
幅
に
人
口
増
加
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
要
因

の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
は
一
九
五
二
年
に
は
国
士
の
東
側
地

域
で
、
一
九
五
四
年
に
は
西
側
地
域
で
人
口

調
査
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
統
合
し
た
の
が
一

九
五
二
／
五
四
の
数
値
で
あ
る
。
本
格
的
な

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
の
は
一
九
六
一
年

か
ら
で
、
そ
の
後
、
一
○
年
ご
と
に
一
九
九

一
年
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
。

一
九
五
二
／
五
四
年
に
は
八
二
五
万
人

だ
っ
た
も
の
が
、
一
九
六
一
年
に
は
九
四
○

万
人
を
超
え
、
六
○
年
代
半
ば
に
は
一
○
○

○
万
人
に
達
し
、
一
九
八
一
年
に
は
一
五
○

○
万
人
に
な
っ
た
。
こ
の
中
で
特
徴
的
な
こ

弟
一
次
大
戦
に
お
け
る
と
の
一
つ
は
、
一
九
七
一
年
か
ら

菱
数
の
戦
死
な
ど
も
、

’
九
八
一
年
に
か
け
て
の
一
○
年

兄
ら
れ
な
か
っ
た
要
因
間
の
人
口
増
加
率
が
極
め
て
高
い

己
れ
て
い
る
。

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
保
健
衛
生

午
に
は
国
士
の
東
側
地
が
徐
々
に
浸
透
し
て
い
つ
た
こ
と

胆
は
西
側
地
域
で
人
口
に
よ
っ
て
乳
幼
児
死
亡
率
が
減
少

皿
を
統
合
し
た
の
が
一
し
た
こ
と
、
外
国
の
出
稼
ぎ
か
ら

胆
で
あ
る
。
本
格
的
な
帰
国
者
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
原

皿
た
の
は
一
九
六
一
年
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

一
○
年
ご
と
に
一
九
九
し
て
、
一
九
九
一
年
に
は
一
八
○

ｓ
た
。

○
万
人
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

年
に
は
八
二
五
万
人
Ⅲ
人
口
統
計
の
具
体
的
な
数
値
の

Ｌ
六
一
年
に
は
九
四
○
精
度
や
信
頼
度
は
決
し
て
高
く
な

午
代
半
ば
に
は
一
○
○
い
が
、
’
九
六
○
年
か
ら
三
○
年

Ｌ
八
一
年
に
は
一
五
○
間
で
人
口
が
ほ
ぼ
倍
に
増
加
し
た

」
の
中
で
特
徴
的
な
こ
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。

表
２
は
一
九
九
一
年
の
男
女
別

懲蕊蕊号慰
表２ 1991年男女別年齢構成、都市部／農村部、男性／女性比

騰
豊

【
］
Ｕ
』
内
山

男性／女性比は女性100人あたりの男性の人数

出所：PopulationMonographo｢Nepal 1995,ｐｌａｐ,16,ｐ､17より

２９

全体 都市部 農村部
年齢 男性 女'性 男性 女性 男性／女性 男性 女性 男性／女性
0０－０４ 14`９ 14.4 11.8 12.3 104 15.2 14.6 102

0５－０９ 1５ ５ 1４ ８ 1２ ９ 13.0 107 1５ ８ 1５ ０ 1０３

1０－１４ 1３ １ 1２ １ 1２

一
・

12.1 112 1３ ２ 1２ １ 108

1５－１９ ９ ５ ９ ９ 11 ２ 11.1 109 ９ ３ ９

戸
６
０ 9８

20-24 ７ ９ ９ ３ 10 ７ 1１ ２ 103 ７ ６ ９ ０ 8３

25-29 ７ ０ ７ ８ ８ ９ ９ ２ 104 ６ ８ ７ ７ 8７

3０－３４ ６ ０ ６ ５ ７ ２ ７ １ 111 ５ ９ ６ ４ 8４

35-39 ５ ６１５ ５ ６ ２ ５ ８ 116 ５ ３ ５ ５ 9９

4０－４４ ４ ５ ４ ７ ４ ７ ４ ４ 115 ４ ４ ４ ７ 9２

4５－４９ ４ 1 ３ ９ ４ ０ ３ ６ 120 ４ 1 ３ ９ 102

5０－５４ ３ ３ ３ １ ２ ９ ２ ８ 114 ３ ４ ３ ２ 104

5５－５９ ２ ７ ２ ３

２

３ ２ １ 115 ２ ８ ２ ４ 116

60- ５ ９ ５ ７ ４ ７ ５ ３ 9６ ６ １ ５ ８ 103

合計 9,220,974 9,270,123 882Ⅲ００１ 81ａ７１８ 8,3381973 8,456,405



中西部

開発地域
発地域

[鄙、
調薬鋤

ネ
パ
ー
ル
は
自
然
環
境
の
違
い
に
よ
っ

て
、
東
西
に
延
び
る
三
つ
の
ベ
ル
ト
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。
南
部
の
イ
ン
ド
国
境
沿
い
は

「
タ
ラ
イ
低
地
」
と
呼
ば
れ
、
標
高
五
○

メ
ー
ト
ル
か
ら
三
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平

坦
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
亜
熱
帯

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
お
お
わ
れ
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の

疫
病
の
発
生
地
で
あ
っ
た
。
現
在
は
開
拓
が
進

六
％
に
満
た
な
い
裾
の
広
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

形
成
し
て
い
る
。
都
市
人
口
（
全
人
口
の
九

二
七
％
）
と
農
村
人
口
を
比
較
す
る
と
、

一
五
歳
以
上
か
ら
四
四
歳
ま
で
の
間
に
占
め

る
割
合
は
都
市
部
の
ほ
う
が
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
男
性
／
女
性
比
を
見

る
と
、
農
村
部
に
お
い
て
は
一
五
歳
以
上
か

ら
四
四
歳
以
下
ま
で
の
男
性
の
割
合
が
低
く

な
り
、
特
に
二
○
歳
か
ら
三
四
歳
ま
で
は
女

性
一
○
○
人
に
つ
き
男
性
は
八
○
人
台
と

な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
就
労
年
齢

に
あ
る
男
性
の
国
内
外
へ
の
転
出
、
移
住
、

出
稼
ぎ
な
ど
と
お
お
い
に
関
係
し
て
い
る
。

(2)

自
然
環
境
地
帯
別
、

開
発
地
域
別
人
ロ
構
成

み
、
ネ
パ
ー
ル
の
穀
倉
地
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

タ
ラ
イ
の
北
側
に
は
マ
ハ
バ
ー
ラ
ト
山
脈

が
東
西
に
走
り
、
そ
こ
か
ら
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

麓
ま
で
の
標
高
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
三

○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
域
は
「
バ
ハ
ー
ル
」

（
丘
陵
地
帯
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
山
々
が

幾
重
に
も
重
な
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
盆
地

が
開
け
て
い
る
。
温
暖
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に

恵
ま
れ
、
ネ
パ
ー
ル
特
有
の
段
々
畑
や
棚
田

が
数
百
メ
ー
ト
ル
に
も
わ
た
っ
て
斜
面
を
刻

ん
で
い
る
。

国
土
の
北
側
国
境
沿
い
に
は
八
○
○
○

メ
ー
ト
ル
級
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
群
が
列
を
な
し

て
連
な
っ
て
い
る
。
こ
の
山
麓
斜
面
の
三
○

○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に

位
置
す
る
山
岳
地
帯
は
、
｜
股
に
寒
冷
気
候

の
も
と
に
あ
り
、
農
業
を
す
る
に
は
厳
し
い

環
境
に
あ
る
。
従
来
は
雑
穀
栽
培
の
ほ
か

に
、
牧
畜
や
交
易
で
生
計
を
た
て
て
き
た
。

一
方
、
行
政
的
に
は
国
士
を
縦
割
り
に
五

つ
の
開
発
地
域
に
分
け
て
き
た
。
東
か
ら

「
東
部
開
発
地
域
」
「
中
央
開
発
地
域
」
「
西

部
開
発
地
域
」
「
中
西
部
開
発
地
域
」
「
極
西

部
開
発
地
域
」
で
あ
る
。
一
般
に
東
側
の
ほ

う
が
湿
潤
で
森
林
も
多
く
、
西
に
行
く
に
し

３０



ネパールの人口

表31991年自然地帯別人口、面積、耕地面積、人口密度、人口増加率

Ⅳ屈函■Ｆ￣三ヨ
■耐■■踊円■■關呵
■■■■■■￣■￣口
一一一
一■

た
が
っ
て
、
特
に
中
西
部
開
発
地
域
以
西
は

雨
量
が
少
な
く
な
る
。
（
図
ｌ
参
照
）

出所：PopulationMonographofNepal-199５，ｐ､43,p52より

表４自然地帯、開発地区別人ロ密度

２凸

E＝

表
３
は
自
然
環
境
別
の
人
口
統
計
で
あ

る
。
②
こ
の
表
を
見
る
と
、
総
人
口
の
九
割

P1

L」

ｎ
Ｊ
【
［
』

こ
の
表
を
見
る
と
、
総
人
口
の
九
割

以
上
が
丘
陵
地
帯
と
タ
ラ
イ
低

地
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
山
岳
地
帯
は
耕
地
面
積

が
少
な
く
、
人
口
密
度
も
平
均

で
一
平
方
キ
ロ
あ
た
り
三
○
人

以
下
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

タ
ラ
イ
低
地
の
人
口
密
度
は
丘

陵
地
帯
の
そ
れ
の
ほ
ぼ
倍
に
近

い
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

菊
七
○
年
代
の
急
激
な
総
人
口
の

幼
増
加
は
、
タ
ラ
イ
地
域
に
お
け

４成
る
増
加
が
主
要
原
因
で
あ
る
一
」

鯛
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

９ゴ
ん
、
一
」
れ
は
自
然
増
加
に
よ
る

》
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
ジ
ャ
ン

が
グ
ル
が
開
墾
さ
れ
、
潅
概
施
設

軸
の
導
入
な
ど
大
規
模
な
開
発
プ

ｒ埴
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
｝
」
の
地
域
で
推

ｎｏ

Ｍ
進
さ
れ
た
｝
」
と
に
よ
り
、
山
岳

、麺
丘
陵
地
帯
の
余
剰
人
口
が
南
へ

皿
と
流
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
大
き

Ｐ
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
（
後

蛎
述
）

、

自
然
環
境
別
区
分
と
開
発
地
域
別
区
分
を

組
み
合
わ
せ
て
人
口
密
度
と
そ
の
変
化
を
示

し
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
山
岳
地
帯
で
は
西

部
地
域
の
値
が
極
端
に
低
い
。
こ
れ
は
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
山
系
の
北
側
の
マ
ナ
ン
地
方
や
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
山
系
の
北
側
の
ム
ス
タ
ン
地
方
な

ど
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
続
く
乾
燥
地
帯
を
含
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
丘
陵
地
帯
で
は
中
央

地
域
の
人
口
密
度
が
他
と
比
較
す
る
と
き
わ

め
て
高
い
が
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
や
そ
れ

に
隣
接
す
る
ラ
リ
ト
プ
ー
ル
市
、
バ
ク
タ

プ
ー
ル
市
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

タ
ラ
イ
低
地
に
お
い
て
は
、
東
に
行
け
ば

行
く
ほ
ど
人
口
密
度
が
上
が
り
、
西
の
ほ
う

が
低
く
な
っ
て
い
る
。
ビ
ナ
ト
ナ
ガ
ー
ル
、

ビ
ル
ガ
ン
ジ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
と
の
間
を
結

ぶ
大
都
市
が
東
部
地
域
、
中
央
地
域
に
多
く

集
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
潅
概

施
設
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
も
東
側
の
ほ
う
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
逆
に
言
え
ば
、
西
側
の
ほ
う
は
ま
だ
開

発
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
自
然
を
多
く
残
し
て

い
る
と
言
え
る
。
図
２
は
現
在
七
五
あ
る
郡

の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
密
度
を
区
分
け
し
て
図

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
幻

北部山岳地帯 中部丘陵地帯 南部タライ低地 合計

人口(人） 1,442,306 8,413,449 8,635,342 184,910,297

（７．８％） (45.5％） (46.7％）

面積(Ｍｉ） 5Ｌ８１７ 6Ｌ３４５ 34,019 147.181

(35.2％） (4Ｌ７％） (23.1％）

耕地面積(ha） 163.093 878,837 1,31Ｌ７８５ 2,353,715

(6.9％） (37.4％） (55.7％）

人口密度(人／kIii） 27.85 137.25 253.58 125.63

人口増加率1961-71 2，３９ 2．０７

1971-81 Ｌ３５ 1．６５ 4.11 2．６６

1981-91 1．０２ Ｌ６１ 2．７５ 2.10

極西部 中西部 西部 中央 頭部 合計

北部山岳地帯 1981

1991
36.42

41.95
11.35

12.20
3．４３
３．３７

２
３
８
０

●
●

５
５

６
７ 32.41

34.40
25.14
27.85

中部丘陵地帯 1981

1991

９
９

８
９

７
８

３
１

６
８

７
８

３
５

０
９ 117.41

132.15

178

226

０
８
６
９ 116

132

ｊ
４
Ｐ
Ｏ

ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ

116

137

６
←
０

７
２

南部タライ低地 1981

1991

8８

139

３
２
２
６ 9１

127

７
４

６
１ 182.11

252.87
255

325

７
８

９
１ 290

365

０
２
７
７ 192

253

１
８
７
５

合計 1981

1991

７
５

６
８

６
５

５
９

６
６

４
５

４
７

１
８ 106.43

128.26
179.10

225.61
130

156

２
５

３
２ 102

125

１
３

０
６



図２郡区人口密度

300人八㎡以上

200～３００人/ｌｍｉ

ｌＯＯ～２００人/kni

５０～１００人八㎡

５０人八㎡以下

住
民
の
国
内
外
へ
の
移
動

が
社
会
に
与
え
る
影
響
は
き

わ
め
て
大
き
い
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
七
○
年
代
八
○
年

代
の
ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て

は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
見

ら
れ
た
よ
う
な
首
都
一
極
へ

向
か
う
移
動
よ
り
も
、
北
か

ら
南
へ
の
動
き
が
強
か
っ

た
。
直
接
の
要
因
と
し
て
は

六
○
年
代
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
の

協
力
に
よ
っ
て
タ
ラ
イ
低
地
地

の
マ
ラ
リ
ア
が
撲
滅
さ
れ
、
露と

こ
の
平
坦
な
土
地
が
新
た
な
地

穀
倉
地
と
し
て
期
待
さ
れ
る
雌

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
部

る
。
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
雑

チ
ャ
ー
の
整
備
の
開
始
や
定
塞

住
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
促
進
さ
れ

５

る
に
つ
れ
て
、
多
く
の
丘
陵
表

口
の
全
体
的
な
偏
在
傾
向
が

読
み
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

(3)

国
内
移
住

＝駈痢一竃、＝痢正祠￣五ｍ

呈攪鶏吾鶏■面口輌＝鬮田羽一両印一一
一画■m￣記祠■、海耐用 ■困祠■、U■■肛函

序酊祠-両００＝面Ｆ關口、鞆
■尿ＫＷＵ￣Ⅳ函一西司 ■五両＝語■”￣■面河

■、Ｉ
■ロ■■■■

出所：PopulationMonographofNepal-

３２

出生地

調査時点居住地 合計 北部山岳 中部丘陵 南部タライ 増減 対人口

1971年

北部山岳地帯

中部丘陵地帯
南部タライ低地

9,698

25'３６６

410Ⅲ064

2.2％

5.7％ 15,667

92.1％ 33,990

9,258

376,074

440

9,699

-39,959

-359,966

＋399,925

－３．５％

－５．９％

＋9.9％

合計 445,128 100.0％ 49,657
(1Ｌ２％）

385,332

(86.6％）
10,139

(2.3％）

1981年
北部山岳地帯

中部丘陵地帯
南部タライ低地

35,619

169,923

724,043

3.8％

18.3％

77.9％

134.254

162,832

33,423

56Ｌ２１１

2.196

35.669

-26Ｌ４６７

-424,711

＋686,178

-20.1％

－５．９％

＋10.8％

合計 929,585 100.0％ 297,086
(32.0％）

594,634
(64.0％）

37i８６５
(4.0％）

1991年

北部山岳地帯

中部丘陵地帯
南部タライ低地

36,674

173,968

1,017,714

3.0％

14.2％

82.9％

76,503

121.826

32,003

895,888

4,671

97,465

－l６Ｌ６５５

-753,923

＋915,578

－１Ｌ２％

-9.0％

＋11.1％

合計
Ｌ228.356 100.0％

198,329’
(,6.,％）’

927,891
(75.5％）

102,136

(8.3％）
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表６区域別移入者,移出者1991年
山
岳
地
帯
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。

表
５
は
一
九
七
一
年
、
八
一
年
、
九
一
年

の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
時
点
に
お
け
る
定
着
居

住
者
の
う
ち
、
他
の
自
然
環
境
地
帯
出
身
者

出所：PopulationMonographofNepal 1995,p147より

の
数
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
一
年
の
地

帯
間
に
お
け
る
移
住
者
は
全
体
で
四
四
・
五

万
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
八
一
年
に
は
九
三

万
人
近
く
と
倍
以
上
に
増
え
て
い
る
。
七
○

年
代
は
国
内
移
住
が
き
わ
め
て
盛
ん
な
時
期

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
と

り
わ
け
丘
陵
地
帯
の
出
生
者
が
タ
ラ
イ
低
地

に
移
動
し
、
そ
こ
に
定
着
し
て
居
住
し
て
い

く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
特
出
し
て
い
る
。
七

一
年
に
は
三
七
・
六
万
人
で
あ
っ
た
も
の

が
、
九
一
年
に
は
九
○
万
人
近
く
に
な
り
、

地
帯
間
移
動
者
の
四
分
の
三
近
く
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
開
発

地
域
区
分
を
含
め
た
移
入
者
と
移
出
者
の
数

値
を
表
し
た
の
が
表
６
で
あ
る
。
山
岳
地
帯

へ
の
移
入
者
は
い
ず
れ
の
地
域
も
き
わ
め
て

少
な
い
。
｜
方
、
移
出
者
に
関
し
て
は
東
部

山
岳
地
域
が
高
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
移

出
人
人
口
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
続
く
の
は
中
央
山
岳
地
域
で
あ
る
。

丘
陵
地
帯
に
お
い
て
は
移
出
者
の
数
が
き

わ
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
東
部

地
域
と
西
部
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
三
○
万
人
以

上
を
超
え
て
お
り
、
移
出
入
差
も
マ
イ
ナ
ス

二
七
万
人
強
に
な
っ
て
い
る
。
転
出
の
中
心

が
こ
の
両
域
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

｜
方
、
中
央
地
域
は
移
入
者
も
移
出
者
も
と

も
に
一
五
万
人
以
上
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ

は
首
都
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
が
あ
る
た
め
で
、
首

都
圏
に
お
い
て
は
人
口
の
流
動
性
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
タ
ラ
イ
低
地
に
向
け
て
の
移
入
者

は
多
い
が
、
特
に
東
部
地
域
は
全
体
の
四
分

の
一
に
あ
た
る
三
六
万
人
の
移
入
者
が
数
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
中
央
地
域
を
加
え
る

と
四
割
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
西

部
地
域
、
極
西
部
地
域
へ
の
移
入
者
も
次
第

に
増
え
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
七
○
年
代
、
八
○
年
代
に

は
、
山
岳
丘
陵
地
帯
の
余
剰
人
口
が
タ
ラ
イ

低
地
、
特
に
東
部
地
域
と
中
央
地
域
へ
流
れ

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
九
○
年
代
に
入
っ
て

民
主
化
運
動
が
起
こ
り
、
政
体
が
国
王
親
政

か
ら
立
憲
君
主
政
党
制
へ
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
市
場
経
済
の
進
展
や
イ
ン
フ
レ
、
失

業
問
題
な
ど
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
次
第
に
向
都
指
向
、
す
な
わ
ち
カ
ト
マ

ン
ド
ゥ
盆
地
へ
の
流
入
が
顕
著
に
な
っ
て
き

た
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
錘

移入者 移上」者｜移出入差
区域 人数 ％ 人数 ％

東部山岳地域 12,439 0．８８ 94,568 6．６７ -82,129

中央山岳地域 1１ 333 ０ 8０ 5２ 560 ３ 7１ －４１ 227

西部山岳地域 ２ 584 ０ 1８ ５ 140 0 3６ －２ 556

中西部山岳地域 ４ 931 ０ 3５ 1２ 711 ０ 9０ －７ 780

極西部山岳地域 ８ 464 ０ 6０ 3６ 427 ２ 5７ －２７ 963

合計 3９ 751 ２ 8１ 201 406 1４ 2１ －１６１ 655

東部丘陵地帯 40,433Ｉ２．８５ 315,666 22.26 -275,233

中央丘陵地帯 157 4３５１１１ 10 155 298 10 9５ ２ 137

西部丘陵地域 3０ 452 ２ 1５ 306 821 2１ 6３ －２７６ 369

中西部丘陵地域 2２ 447 １ 5８ 124 130 ８ 7５ －１０１ 683

極西部丘陵地域 1６ 349 １ 1５ 119 124 ８ 4０ －１０２ 775

合計 267 116 １８ 8３ ＬＯ２１ 039 7１ 9９ －７５３ 923

東部タライ地域 362,486 25.56 74,639 5．２６ 287,847

中央タライ地域 235 313 １６ 5９ 7１ 636 ５ 0５ 163 677

西部タライ地域 197 915 1３ 9６ 1５ 210 １ 0７ 182 705

中西部タライ地域 128 232 ９ 0４ 2８ 151 １ 9８ 100 081

極西部タライ地域 187 393 1３ 2１ ６ 125 ０ 4２ 101 968

合計 Ｌ１１１ 339 7８ 3６ 195 761 1３ 7８ 836 278



1重垂
溌；蕊蕊薫

ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
の
民
族
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
鉋

脈
の
南
面
斜
面
は
一
八
世
紀
半
ば
に
シ
ャ
ハ

王
朝
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
ネ
パ
ー
ル
の
国

土
の
基
礎
が
成
立
し
た
。
こ
の
結
果
、
民
族

の
多
様
性
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
大
枠
と
し
て
は
、
国
士
の
南
部

か
ら
西
部
に
か
け
て
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
系
の
民
族
が
、
東
部
か
ら
北
部
に
か
け
て

は
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
の
人
々
が
居
住

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
者
は
イ
ン
ド
国
境

沿
い
の
低
地
に
住
む
「
タ
ラ
イ
系
」
と
丘
陵

地
帯
に
住
む
「
パ
ー
ル
バ
テ
ィ
系
」
、
後
者

は
古
く
か
ら
丘
陵
地
帯
に
住
ん
で
い
た
民
族

と
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
地
に
住
み
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏

と
強
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
き
た
山
岳
民
族

に
分
け
ら
れ
る
。

一
九
八
一
年
ま
で
の
調
査
で
は
、
民
族
や

カ
ー
ス
ト
の
所
属
に
関
す
る
項
目
は
設
け
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
母
語
に
関
す

る
項
目
は
一
九
五
二
／
五
四
年
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
こ
の
時
は
三
六
の
異
な
っ
た
言
語

が
収
集
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
’
九
六
一
年
の

調
査
で
は
五
二
の
言
語
に
関
す
る
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
’
九
七
一
年
か
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ら
は
「
そ
の
他
」
の
項
目
を
設
け
る
こ
と
で

選
択
式
と
し
、
統
計
は
一
七
言
語
（
一
九
八

一
年
は
一
八
言
語
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

表
７
は
調
査
方
法
の
不
統
一
を
承
知
し
な
が

ら
も
、
各
母
語
の
変
遷
を
表
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
Ａ
群
で
は
ｌ
の
ネ
パ
ー
ル
語
だ
け
が

丘
陵
部
の
「
パ
ー
ル
バ
テ
ィ
系
」
に
属
し
、

２
か
ら
６
ま
で
は
「
タ
ラ
イ
系
」
、
７
，
８
，

は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
言
語

で
あ
る
。
Ｂ
群
で
は
応
の
ポ
テ
、
シ
ェ
ル
パ

が
山
岳
民
族
系
に
属
す
る
。

こ
の
表
で
ま
ず
気
が
つ
く
こ
と
は
、
一
九
六

一
年
以
降
は
国
語
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
語
が
常
に

過
半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八

一
年
に
は
五
八
％
に
昇
っ
て
い
る
。
（
後
述
）

さ
ら
に
、
２
の
マ
イ
テ
ィ
リ
語
か
ら
６
の

ラ
ジ
バ
ン
シ
語
ま
で
の
タ
ラ
イ
系
言
語
が
常

に
四
分
の
一
か
ら
そ
れ
以
上
を
占
め
、
ネ

パ
ー
ル
語
を
あ
わ
せ
て
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
系
の
言
語
が
八
割
近
く
に
お
よ
ん
で
い
る
。

一
方
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
で
は
、

タ
マ
ン
語
、
ネ
ワ
ー
ル
語
、
マ
ガ
ー
ル
語
、

ラ
イ
語
、
グ
ル
ン
語
と
続
く
が
、
’
九
七
一

年
以
降
は
五
％
に
と
ど
い
て
い
る
言
語
は
一

つ
も
な
い
。
合
計
し
て
も
二
○
％
に
と
ど
か

な
い
。
ま
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
案
内
役
と

し
て
国
際
的
に
も
有
名
な
シ
ェ
ル
パ
の
言
葉

を
話
し
て
い
る
の
は
一
％
に
も
満
た
な
い
。

こ
の
表
は
民
族
で
は
な
く
言
語
に
よ
る
区
分

で
あ
る
が
、
日
本
で
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
、
雄
大
に
輝
く
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
背
景
に
わ
れ
わ
れ
に
良
く
似
た
容
貌
を
し

た
素
朴
な
人
々
と
い
う
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
全

土
で
は
少
数
な
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
一
九
八

一
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
、
ネ
パ
ー

ル
語
の
割
合
が
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
落
ち
、
チ

ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
の
各
言
語
が
い
ず
れ

も
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ

の
よ
う
な
統
計
資
料
に
も
政
治
的
影
響
が
大

き
く
作
用
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際

チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
の
人
々
は
、
ネ

パ
ー
ル
語
と
自
分
の
民
族
語
を
使
い
分
け
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
学
校
で
習
う
の
は
国
語

の
ネ
パ
ー
ル
語
で
あ
り
、
村
や
町
で
は
ネ

パ
ー
ル
語
を
つ
か
い
、
家
族
の
問
で
は
民
族

語
を
つ
か
う
人
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ネ
パ
ー
ル

語
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
王
制
時
代
に

は
自
分
の
言
語
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
語
を
選
択

し
、
一
九
九
○
年
の
民
主
化
運
動
以
降
、
各

民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
要
性
や
民

族
言
語
の
維
持
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
自
分
の
民
族
語
を
母
語
と
し
て
選
択
し

た
人
が
増
え
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
の
調
査
か
ら
、
母
語
だ
け
で

な
く
カ
ー
ス
ト
・
民
族
集
団
の
項
目
が
付
け

加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
カ
ー
ス

ト
・
民
族
集
団
と
言
語
と
の
相
関
性
が
は
じ

め
て
示
さ
れ
、
ど
の
程
度
ネ
パ
ー
ル
語
化
が

進
ん
で
い
る
か
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
表
８
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ー
ス
ト
、
民
族
は
歴
史
的
に

形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
非
常
に
複
雑
で
あ

る
。
（
詳
し
く
は
結
城
ヨ
ネ
パ
ー
ル
の
文

化
と
社
会
」
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
、

「
人
口
と
開
発
」
五
三
号
、
一
九
九
五
年
秋

号
参
照
）
カ
ー
ス
ト
も
民
族
も
ネ
パ
ー
ル
語

で
は
同
じ
「
ジ
ャ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
で
表

現
さ
れ
、
統
計
上
も
同
列
に
扱
わ
れ
る
。
表

８
を
簡
単
に
解
説
す
る
と
、
タ
ラ
イ
・
カ
ー

ス
ト
の
タ
ル
ー
は
タ
ラ
イ
低
地
の
先
住
民
と

言
わ
れ
、
東
か
ら
西
ま
で
広
く
分
布
し
て
い

る
。
タ
ル
ー
語
を
母
語
と
し
た
人
は
七
七
％

に
の
ぼ
り
、
他
の
タ
ラ
イ
系
言
語
を
含
め
る

3５



表８カースト・民族等別母語１９９１
と
九
割
を
越
え

る
。
ヤ
ダ
ヴ
以

下
ラ
ジ
プ
ー
ト

ま
で
は
北
イ
ン

ド
系
の
民
族
で
、

地
域
に
よ
っ
て

マ
イ
テ
ィ
リ

窒
咀
ポ
ジ
プ
リ

華
唄
ア
バ
デ
ィ

輌
語
な
ど
多
少
異

幼
な
る
が
、
タ
ラ

卿
イ
系
の
言
語
を

ｐ
母
語
と
し
て
い

０ ６噸
る
人
が
圧
倒
的

蛆
に
多
い
。
商
人

９ゴ
カ
ー
ス
ト
と
は

》
交
易
・
商
売
を

和
生
業
の
中
心
と

軸
し
て
き
た
人
々

ｒ唾
で
、
イ
ン
ド
起

Ｃ

Ｍ
源
の
人
も
含
ま

、

錘
れ
る
。
職
業
カ
ー

、
ス
ト
と
は
仕
立

。

Ｐ
て
屋
鍛
冶
屋
、

鏑
掃
除
人
の
よ
う

な
最
下
位
カ
ー
ス
ト
で
、
統
計
で
は
一
七
の

カ
ー
ス
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
グ

ル
ー
プ
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
シ
ー
ク
教
徒
な

ど
を
指
す
。
こ
れ
ら
タ
ラ
イ
低
地
の
人
々
の

う
ち
ネ
パ
ー
ル
語
を
母
語
と
し
て
い
る
の
は

平
均
で
五
・
七
％
で
あ
り
、
全
国
で
も
も
っ
と

も
ネ
パ
ー
ル
語
化
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
で

あ
る
。

丘
陵
カ
ー
ス
ト
の
チ
ェ
ト
リ
、
タ
ク
リ
ー

は
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度
で
は
ク
シ
ャ
ト

リ
に
あ
た
り
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
と
も
に
ネ

パ
ー
ル
・
カ
ー
ス
ト
制
度
の
上
位
を
形
成
し

て
い
る
。
彼
ら
の
元
来
の
母
語
で
あ
る
ネ

パ
ー
ル
語
を
使
用
し
て
い
る
の
は
九
割
を
超

え
て
い
る
。

丘
陵
地
帯
の
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
民

族
の
状
況
は
大
変
興
味
深
い
。
タ
マ
ン
や
リ

ン
ブ
ー
の
人
々
は
民
族
言
語
を
母
語
と
し
て

い
る
人
が
八
割
を
超
え
て
い
る
が
、
グ
ル
ン

は
過
半
数
に
満
た
ず
、
マ
ガ
ー
ル
に
い
た
っ

て
は
三
割
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
マ
ガ
ー

ル
、
グ
ル
ン
の
間
で
は
ネ
パ
ー
ル
語
化
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
が
ど
う
し
て

起
き
た
か
に
関
す
る
詳
し
い
分
析
は
な
い

が
、
周
囲
の
民
族
と
の
関
係
や
自
然
環
境
、

3６

人数 ％ 民族語 人数 ％ ネパーリ ％ ダライ系 ％ 丘陵系 ％

ネパール 181491,097 100.0％ 9,302,880 50.3％ 5,398,406 29.2％ 3,093,166 16.7％

Ａタライ低地 5,718 770 3０ 9％ 327 687 ５ 7％ 5,167,764 90.4％ 57,428 １ 0％

Ｌクライ・カースト 20260 136 1２ 2％ 129 980 ５ 8％ 2,100,199 92.9％ 10,734 ０ 5％

タレー 1,194 224 ６ 5％ タルー 924,275 77.4％ ７２ 803 ６ 1％ 1,105,407 92.6％ 5,724 ０ 5％

ヤダヴ 765 137 ４ 1％ タライ系 725,704 9４ 8％ 3２ 585 ４ 3％ 725,704 94.8％ 3,028 0 4％

ブラーマン 162 886 ０ 9％ タライ系 142,765 8７ 6％ 1７ 026 1０ 5％ 142,765 87.6％ Ｌ１７０ ０ 7％

ラジバンシ 8２ 177 ０ 4％ ラジバンシ 65,812 8０ 1％ ３ 763 ４ 6％ 75,383 9Ｌ7％ 525 ０ 6％

ラジプート 5５ 712 ０ 3％ タライ系 50,940 9１ 4％ ３ 803 6.8％ 50,940 91.4％ 287 ０ 5％

2.商人ｶースト 184 586 1 0％ タライ系 135,051 7８ 2％ 2８ 118 15.2％ 135,051 73.2％ 4,678 ２ 5％

3.職業ｶースト 1,959 497 1０ 6％ タライ系 1,826,834 9３ 2％

｜
、
３４

■

０９

4.6％ 1,826,834 93.2％ 12,502 ０ 6％

4.宗教グループ 662,347 ３ 6％ タライ系 618,391 9３ 4％ 29,814 ４ 5％ 618,391 93.4％ 3,245 0 5％

5.その他 652,204 3.5％ タライ系 487,289 7４ 7％ 4９ 340 ７ 6％ 487,289 7４ 7％ 26,269 ４ 0％

Ｂ丘陵 12,639,956 68.4％ 8,954 ８１２ 7Ｃ 8％ 228,171 1 8％ 21933,433 23.2％

Ｌ丘陵ｶースト 6,697 100 36.2％ 5,631 081 8４ 1％ 74,522 1 1％ 736,120 11.0％

チェトリ 2,968 082 16.1％ ネパーリ 20753,749 92.8％ 2,753 749 92.8％ 24,029 ０ 8％ 26,851 0.9％

ブラーマン 2,388 455 12.9％ ネパーIノ 2,261,258 94.7％ 21261 258 94.7％ 39,856 １ 7％ 27,144 1.1％

タクリー 299 473 １ 6％ ネパーリ 262,867 87.8％ 262,867 8７ 8％ 3,715 １ 2％ 3,096 1.0％

2.丘陵民族 3,721 183 2０ 1％ 1,42Ｌ245 3８ 2％ 3６ 321 １ 0％ 2,167,675 58.3％

マガール 1,339 308 ７ 2％ マガール 4131911 30.9％ 878.472 6５ 6％ ４ 954 0 4％ 433 680 32.4％

ネヮール 1,041 090 ５ 6％ ネワール 671 147 6４ 5％ 353,207 3３ 9％ ６ 922 ０ 7％ 679 029 6５ 2％

タマン 1,018 252 5.5％ タマン 871 794 8５ 6％ 126,386 1２ 4％ ４ 886 ０ 5％ 884 0 8６ 8％

ライ 525 551 2.8％ ライ 351 282 6６ 8％ 138,685 2６ 4％ ２ 870 ｑ5％ 356 982 6７ 9％

グルン 449 189 ２ 4％ グルン 216 027 4８ 1％ 201 204 4４ 8％ ２ 987 0.7％ 240 ２１４

８二
。 5％

リンブー 297 186 １ 6％ リンブー 241 105 8１ 1％ 4４ 998 1５ 1％ １ 439 0.5％ 249 300 8３ 9％

その他 9１ 697 ０ 5％ 3１ 500 3４ 4％ 1９ 185 20.9％ ８ 259 ３ 6％

3.丘陵少数民族 6２ 980 ０ 3％ 2５ 254 40.1％ １ 314 ２１％ ２ 325 3.7％

4.職業ｶースト 1,974 477 1０ 7％ ネパーリ 1.725,332 87.4％ 1,725 332 87.4％ 1１１ 821 ５ 7％ 2２ 422 1.1％

5.その他 184 216 1 0％ ネパーリ 151,900 82.5％ 1５１ 900 82.5％ ４ 193 ２ 3％ ４ 891 ２７％

Ｃ山岳 124 562 ０ 7％ 1７ 624 14.1％ １ 067 0 9％ 1０１ 873 8Ｌ8％

1.山岳民族 122,821 ０ 7％ 1６ 557 13.5％ 962 0 8％ 1０１ 560 82.7％

シェルパ 110,358 Ｃ 6％ シェルパ 88,309 80.0％ 1４ 279 12.9％ 841 ０ 8％ ９１ 802 83.2％

ポテ 12,463 Ｃ 1％ シェルパ 8,182 65.7％ 2,278 18.3％ 1２１ １ 0％

〔
】
】 758 78.3％

2.その他 1,741 Ｃ 0％ 1,067 6Ｌ3％ 105 ６ 0％ 313 18.0％

その他 7,809 Ｃ 0％ 2,757 35.3％ 1,404 1８ 0％ 432 5.5％



ネパールの人ロ

ネ
パ
ー
ル
の
人
口
問
題
は
、
人
口
増
加
率

と
と
も
に
過
密
化
と
過
疎
化
、
さ
ら
に
カ
ー

ス
ト
、
民
族
問
題
が
複
雑
に
錯
綜
し
て
し
て

い
る
。
図
２
で
示
し
た
よ
う
な
、
人
口
密
度

の
偏
重
は
国
内
移
動
に
よ
っ
て
今
後
ま
す
ま

す
加
速
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
都
市
へ
の
人
口
流

人
は
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
き
て
い
る
。

特
に
、
九
○
年
以
降
に
顕
著
に
な
っ
た
首
都

の
あ
る
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
へ
の
集
中
は
、

東
南
ア
ジ
ア
や
中
南
米
で
見
ら
れ
た
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
政
府
、
行
政
機

関
の
対
応
は
全
く
無
策
で
あ
る
。

一
九
九
○
年
の
民
主
化
運
動
は
、
国
王
親

政
体
制
か
ら
政
党
政
治
の
復
活
を
も
た
ら
し

そ
の
民
族
の
社
会
構
造
、
生
業
形
態
、
商
品

経
済
の
浸
透
度
、
教
育
制
度
の
普
及
度
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
ま
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
今
後
の
ネ
パ
ー
ル
の
民
族
問

題
や
近
代
国
家
形
成
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

Ⅲ
一
九
九
一
年
の
国
勢
調
査
の
後
に
実
施
さ
れ

た
評
価
調
査
で
は
、
全
国
平
均
で
約
二
％
の

「
数
え
落
と
し
」
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
評
価
は
多
少
お
お
げ
さ
で
あ
る
と
の

批
判
も
あ
る
が
、
一
九
九
一
年
の
人
口
実
数
と

し
て
二
○
○
○
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
意

見
も
あ
る
。

②
た
だ
し
、
実
際
の
自
然
地
理
の
形
態
と
こ
の

統
計
の
区
分
け
が
厳
密
に
一
致
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
統
計
は
現
在
七
五
あ
る
郡
の
レ
ベ

ル
で
集
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
郡
単
位
で

「
巨
○
目
日
旨
」
（
山
岳
地
帯
）
、
「
国
昌
」
（
丘

陵
地
帯
）
、
「
弓
日
日
」
（
タ
ラ
イ
低
地
）
の
ど

れ
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

③
丘
陵
少
数
民
族
に
は
チ
ェ
パ
ン
、
タ
カ
リ
ー

な
ど
五
民
族
が
、
職
業
カ
ー
ス
ト
と
し
て
は
カ

ミ
（
鍛
冶
屋
）
、
ダ
マ
イ
（
仕
立
て
屋
）
、
サ
ル

た
が
、
そ
れ
以
降
の
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
は
、

各
政
党
、
各
政
治
家
の
理
念
な
き
権
力
闘
争

の
場
と
な
り
、
無
節
操
な
混
沌
状
況
が
今
日

ま
で
続
い
て
き
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
近
い

「
国
民
会
議
派
」
、
旧
王
政
の
流
れ
を
組
む

「
国
民
民
主
党
」
、
連
合
し
た
「
統
一
共
産

党
」
が
三
大
政
党
で
あ
る
が
、
政
策
的
統
一

も
不
明
瞭
な
ま
ま
連
合
し
た
り
、
内
部
対
立

や
分
裂
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

九
一
年
の
一
一
一
二
年
ぶ
り
の
総
選
挙
で
会
議
派

園

キ
（
皮
革
屋
）
な
ど
一
三
カ
ー
ス
ト
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

・
参
考
資
料

量
勺
。
ご
已
口
武
。
ご
○
の
ロ
⑪
巨
切
〕
①
①
］
ｍ
ｍ
ｏ
ａ
巳
○
ず
四
‐

『
色
具
の
『
一
切
ご
○
、
弓
四
ケ
｜
の
く
○
一
」
勺
②
尊
く
『
》
○
の
‐

ゴ
ゴ
ロ
］
、
巨
司
の
四
二
ｏ
鳧
、
一
旦
】
⑪
ご
○
⑪
》
【
ｇ
ゴ
ョ
ロ
ゴ
皀
巨

］
・
や
山
・

貫
句
○
℃
こ
］
四
一
」
。
ｐ
ご
Ｃ
Ｈ
５
血
Ｈ
ｇ
声
。
｛
ｚ
の
已
巴
菖

○
⑩
昌
甸
巴
団
巨
甸
の
煙
巨
。
［
の
←
ｇ
」
、
←
】
○
ｍ
一
【
四
房
白
色
‐

口
已
巨
」
。
①
⑰
’

・
勺
○
℃
ロ
］
ｇ
】
◎
目
『
】
ｎ
口
目
。
烏
弔
ｏ
」
葺
、
巴
し
己
ロ
ー

（
可
琶
・
へ
《
ｍ
で
○
厘
］
ぬ
彦
一
》
や
』
Ｅ
］
望
、
一
－
四
．
』
②
①
⑭
’

倉
の
厨
冨
、
毬
ｏ
巴
田
の
四
円
国
Ｃ
Ｏ
汽
○
馬
三
の
己
巳
』
＄
⑰
弓

○
の
ロ
ヰ
ロ
］
団
巨
弓
の
凹
巨
。
缶
切
守
自
】
切
庁
旨
助
．
【
凹
吾
白
、
‐

ロ
９
口
」
や
①
、
‐

結
城
史
隆
「
ネ
パ
ー
ル
の
文
化
と
社
会
」
『
人
口

と
開
発
』
ｚ
・
・
団
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
ご
患
。

の
コ
イ
ラ
ラ
首
相
が
就
任
し
て
以
来
、
会
議

派
↓
共
産
党
↓
会
議
派
↓
民
主
党
↓
民
主
党

↓
会
議
派
と
政
権
は
移
り
、
す
で
に
延
べ
六

人
の
首
相
が
誕
生
し
て
い
る
。

人
口
問
題
は
社
会
状
況
、
生
業
形
態
、
経

済
状
態
、
文
化
伝
統
、
政
策
方
針
…
…
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
だ
総
合
的
な
も
の
で
あ

る
。
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
が
安
定
し
て
、
少
な

く
と
も
適
切
な
方
針
と
総
合
的
な
対
応
策
が

打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

３７
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よ
っ
て
故
郷
を
追
わ
れ
、
困
窮
の
生
活
を
強

い
ら
れ
た
先
住
民
ア
エ
タ
の
人
々
が
、
生
活

の
再
建
と
向
上
を
目
ざ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
選

択
を
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

山
中
の
集
落
と
田
畑
は
、
噴
火
時
の
降
灰

で
数
十
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
も
埋
ま
り

ま
し
た
。
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
、
川
沿
い
の

水
場
近
く
に
位
置
し
て
い
た
た
め
に
、
雨
期

の
ラ
ハ
ー
ル
（
土
石
流
氾
濫
）
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
数
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
に
埋
没
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
多
く
は

元
の
集
落
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
定
住

地
に
と
ど
ま
り
、
様
々
な
雑
業
に
従
事
す
る

労
働
者
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
ア
エ
タ
被

一己』皿呂
一
一
一
笠

覚
主
一
一
一

ｒ
Ｊ

分
散
し
吸
収
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
あ
る
い
は
表
面
的
に
は
、
生
活
ス
タ
イ

ル
に
お
け
る
平
地
民
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
噴
火
の
被
災
と
い
う
未

曾
有
の
経
験
は
、
救
援
や
支
援
活
動
に
携
わ

る
政
府
職
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
外
国
人
ら
と
の
頻
繁
な
接
触
や

交
渉
の
機
会
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
、
平
地
民
た
ち
の
差
別
的
な
眼
差
し

や
態
度
に
さ
ら
さ
れ
て
生
き
る
結
果
と
し

て
、
彼
ら
の
あ
い
だ
に
先
住
民
で
あ
る
ア
ェ

タ
と
し
て
の
民
族
意
識
が
覚
醒
し
、
強
化
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

不
要
で
過
大
な
援
助
は
当
事
者
の
依
存
心

Ｆ
厘
舛
画
△
五
ケ
し
芦
脆

と轌謹凝議豪勇

3８



ピナトウボ噴火と先住民アエタのその後

〔写真･右頁〕ピナトゥボ山から

流れるブカオ川の下流に造成さ
れたバキラン再定住地

を
助
長
し
、
自
立
へ
の
努
力
の
妨
げ
と
な
る

と
す
る
懸
念
が
た
び
た
び
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
初
は
食
糧
そ
の
他
の
救
援

物
資
を
受
領
し
分
配
す
る
た
め
に
、
そ
の
後

に
は
生
活
再
建
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
援

助
を
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
慈
善
団
体
に
要
請

し
、
ま
た
実
際
に
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め

に
、
彼
ら
自
身
の
手
で
地
区
ご
と
に
住
民
の

組
織
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

噴
火
前
に
は
、
拡
大
家
族
を
単
位
と
し
て

時
々
の
条
件
で
集
合
離
散
す
る
、
柔
軟
で
分

散
型
の
社
会
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
拡

大
家
族
を
越
え
る
地
域
の
ま
と
ま
り
が
生
ま

れ
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
は
、
ピ
ナ
ト
ゥ

ポ
山
を
取
り
囲
む
サ
ン
バ
レ
ス
、
パ
ン
パ
ン

ガ
、
タ
ー
ラ
ッ
ク
の
三
州
の
各
地
に
散
ら

●清水展くしみずひるむ＞
1951年神奈川県生まれ。社会学博士。東
京大学教養学部卒業。東京大学大学院社
会学研究科博士課程中退。東京大学東洋
文化研究所助手。九州大学教養学部助教
授。現在九州大学大学院比較社会文化
研究科教授。

主な薯醤は、rPinatuboAytas：Con‐
tinuityandChangeJAteneodeMa-

ば
っ
て
住
む
ア
エ
タ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

住
民
組
織
の
連
合
体
と
し
て
、
中
部
ル
ソ
ン

・
ア
エ
タ
連
合
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ａ
）
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

彼
ら
に
対
す
る
一
時
的
な
関
心
や
憂
慮
の

高
ま
り
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
報
道
、
そ

れ
に
伴
う
緊
急
救
援
が
一
年
か
二
年
で
終

わ
っ
た
後
に
は
、
ま
さ
に
生
き
延
び
る
た
め

に
現
状
と
格
闘
す
る
生
活
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
噴
火
は
、
今
に
続
く

困
窮
や
苦
難
の
始
ま
り
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
、
被
害
の
甚
大
さ
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
、
存
在
し

な
い
に
等
し
か
っ
た
ア
エ
タ
の
人
々
が
、
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
広
く
フ
ィ
リ
ピ
ン

社
会
の
全
体
に
伝
え
ら
れ
、
｜
股
の
人
々
に
も

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

来
社
卯
ン

こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

咄
干
郭
叱
築

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
特

、
リ
版
ィ
醐

峠》鐇鈩麹
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
平
地
民

Ｓ
ン
州
嚥
峰

社
会
の
な
か
で
生
活
の
再
建

癖
叱
九
る
語

を
模
索
す
る
者
た
ち
の
あ
い

跡》鏑僻》
だ
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
民
・

叩
露
麺
戊
月

国
民
で
あ
り
、
同
時
に
先
住

伯
の
の
、
二

ｍ
事
会
年
ｒ

民
ア
エ
タ
で
あ
る
と
の
二
重

一
、
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
・
ア
エ
タ

の
こ
と

｜
九
九
一
年
六
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ル
ソ

ン
島
西
部
、
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
山
の
噴
火
は
、

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
に
起
き
た
雲
仙
普
賢
岳
の

噴
火
の
五
百
倍
か
ら
六
百
倍
の
規
模
で
、
今

世
紀
最
大
の
も
の
で
し
た
。
噴
火
時
の
灰
、

砂
、
小
石
の
飛
来
と
堆
積
、
そ
し
て
続
く
雨

期
の
間
の
ラ
ハ
ー
ル
（
土
石
流
氾
濫
）
に
よ

る
被
害
の
総
額
は
、
周
辺
の
五
州
に
広
が

り
、
天
文
学
的
な
数
字
に
達
し
ま
し
た
。
被

災
者
の
総
数
は
二
○
万
人
、
破
損
家
屋
は
”

一
一
万
一
戸
（
う
ち
全
壊
は
四
万
一
Ｐ
）
を
超

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
自
覚
す
る
者
た

ち
が
現
れ
、
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。
彼

ら
は
、
他
の
平
地
民
ら
と
対
等
な
市
民
・
国

民
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
、
先
住
民
と
し

て
格
別
な
配
慮
や
権
利
を
与
え
ら
れ
て
生
き

る
こ
と
と
を
、
ふ
た
つ
な
が
ら
同
時
に
求
め

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
ら
の
正
当

な
居
場
所
を
求
め
る
運
動
は
、
地
球
大
で
生

起
し
て
い
る
先
住
民
た
ち
の
文
化
復
興
、
権

利
回
復
の
運
動
と
も
共
通
す
る
動
き
で
す
。



山に戻ったアエタたち。

バナナとイモを収穫しての帰りに

え
、
’
○
万
人
以
上
の
被
災
者
が
、
テ
ン
ト

村
や
避
難
セ
ン
タ
ー
で
半
年
あ
ま
り
を
過
ご

し
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
半
数
以
上
が
元

の
村
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
政
府
が
用
意

し
た
二
○
ヶ
所
の
再
定
住
地
（
平
地
民
用
一

一
ヶ
所
、
高
地
民
Ⅱ
ア
エ
タ
用
九
ヶ
所
）
へ

と
移
り
住
み
、
ま
っ
た
く
新
た
に
生
活
を
再

建
し
て
ゆ
く

こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
噴
火

で
最
も
深
刻

な
被
害
を
受

け
た
の
が
、

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ

山
中
や
山
麓

で
暮
ら
し
て

い
た
ア
エ
タ

の
人
々
で
し

た
。
ア
エ
タ

ま
た
は
ア
イ

タ
と
自
称
す

る
彼
ら
は
、

低
身
長
、
縮

毛
、
暗
褐
色
の
肌
な
ど
を
身
体
的
な
特
徴
と

す
る
、
ア
ジ
ア
・
タ
イ
プ
の
ネ
グ
リ
ー
ト
系

の
人
々
で
す
。
今
か
ら
三
万
年
ほ
ど
前
の
氷

河
期
に
海
表
面
が
百
メ
ー
ト
ル
近
く
低
下
し

た
時
、
ア
ジ
ア
大
陸
部
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

最
初
に
渡
っ
て
き
た
民
族
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
の
限
ら
れ

た
山
中
に
分
散
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ネ
グ

リ
ー
ト
系
の
人
々
の
な
か
で
、
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ

・
ア
エ
タ
は
、
混
血
も
含
め
れ
ば
三
人
万
か

ら
四
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
最
大
の
グ
ル
ー

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
一
九
七
○
年
代
の
後
半
に
、
ピ
ナ

ト
ゥ
ポ
山
南
西
麓
の
カ
キ
リ
ガ
ン
村
で
二

○
ヶ
月
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
行
っ
た

こ
ろ
、
南
西
斜
面
に
点
在
す
る
集
落
に
は
数

千
人
の
ア
エ
タ
た
ち
が
、
外
部
世
界
と
の
接

触
を
で
き
る
だ
け
避
け
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
は
、
移
動
焼
畑
農
耕
を
主
た

る
生
業
と
し
て
、
主
食
で
あ
る
タ
ロ
イ
モ
や

サ
ツ
マ
イ
モ
、
あ
る
い
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

陸
稲
、
豆
類
な
ど
を
栽
培
し
、
弓
矢
に
よ
っ

て
鳥
や
コ
ウ
モ
リ
な
ど
を
射
た
り
、
川
で
魚

や
エ
ビ
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
を
取
っ
た
り
、
山
菜

や
果
物
を
採
集
し
た
り
し
て
副
食
を
得
て
い

ま
し
た
。

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
山
の
一
帯
に
分
散
し
て
暮
ら

す
ア
エ
タ
・
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、
よ
り

「
伝
統
的
」
な
生
活
を
保
持
し
て
い
た
南
西

斜
面
の
ア
エ
タ
た
ち
で
さ
え
、
麓
近
く
に
住

ん
で
平
地
民
と
の
接
触
が
多
い
グ
ル
ー
プ
の

な
か
に
は
、
カ
ラ
バ
オ
（
水
牛
）
を
飼
い
、

湧
き
水
や
川
沿
い
の
湿
地
を
利
用
し
て
水
稲

耕
作
を
試
み
始
め
て
い
る
者
た
ち
が
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
最
も
変
容
あ
る
い

は
平
地
民
化
が
進
ん
だ
ア
エ
タ
た
ち
で
あ
っ

て
も
、
依
然
と
し
て
焼
畑
農
耕
を
主
要
な
生

業
と
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
も
焼
畑
作
業
の

た
め
に
山
に
入
る
と
き
に
は
、
必
ず
弓
矢
を

携
え
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
鳥
や
コ
ウ
モ
リ

を
射
て
い
た
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
社
会
に
あ
っ
て
は
、

変
化
や
変
容
と
い
う
も
の
が
、
狩
猟
採
集
か

ら
、
移
動
焼
畑
農
耕
を
経
て
、
定
着
農
耕
さ

ら
に
は
水
稲
耕
作
へ
と
各
段
階
を
一
方
的
に

進
ん
で
ゆ
く
不
可
逆
の
過
程
と
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
新
し
い
食
糧
獲
得
の
手
段

は
、
新
た
な
選
択
肢
を
一
つ
加
え
る
だ
け
に

と
ど
ま
り
、
古
い
手
段
を
捨
て
去
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧
獲
得
の
た
め
の
様
々
な

‘０



ビナトウボ噴火と先住民アエタのその後

二
、
再
定
住
地
で
続
く
苦
難

し
か
し
な
が
ら
、
突
然
の
噴
火
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

噴
火
の
予
知
が
ほ
ぼ
完
壁
に
行
わ
れ
、
事
前

に
繰
り
返
さ
れ
た
警
報
と
説
得
に
よ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
の
ア
エ
タ
が
、
前
日
ま
で
に
は
山

を
下
り
て
避
難
し
ま
し
た
。
私
の
知
る
限

り
、
噴
火
に
よ
る
直
接
の
犠
牲
者
は
、
避
難

を
断
固
と
し
て
拒
み
、
山
中
の
洞
窟
に
逃
げ

手
段
が
同
時
に
併
存
し
、
そ
れ
ら
を
状
況
に

応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
特
定
の
条
件

の
も
と
で
の
最
も
効
率
の
良
い
労
働
と
、
単

一
の
手
段
に
頼
る
こ
と
の
危
険
の
分
散
と
を

図
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
戦
略
に
よ
っ
て
、
噴
火
以
前
の

南
西
麓
の
ア
エ
タ
た
ち
は
、
食
糧
に
関
し
て

ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
給
自
足
を
し
て
い

ま
し
た
。
塩
や
鉄
製
品
や
布
な
ど
の
生
活
必

需
品
は
、
バ
ナ
ナ
な
ど
と
交
換
し
て
商
人
か

ら
手
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
ー
リ
ン
ズ

（
一
九
八
四
）
が
言
う
よ
う
な
意
味
で
「
始

原
の
あ
る
豊
か
さ
」
に
近
い
生
活
を
実
現
し

て
い
た
の
で
す
。

込
ん
で
火
砕
流
で
焼
死
し
た
一
○
三
人
で
し

た
。ア
エ
タ
の
人
々
の
災
難
は
、
む
し
ろ
噴
火

の
後
に
始
ま
り
、
雨
期
の
訪
れ
と
と
も
に
深

刻
化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
雨
が
降
れ
ば
す
ぐ

に
泥
檸
と
化
す
よ
う
な
劣
悪
な
生
活
環
境
の

避
難
所
や
仮
設
テ
ン
ト
村
で
半
年
ほ
ど
を
過

ご
す
あ
い
だ
に
、
千
人
あ
ま
り
の
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。
精
神
的
と
肉
体
的
な
打
撃
に
加

え
て
、
慢
性
的
な
下
痢
で
体
力
が
消
耗
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
麻

疹
、
肺
炎
な
ど
が
流
行
っ
た
た
め
で
し
た
。

死
者
の
多
く
は
、
噴
火
の
前
に
は
ピ
ナ
ト
ゥ

ポ
山
の
高
城
に
住
ん
で
外
界
と
の
接
触
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
そ
う
し
た
病
気
に
免
疫
を
持

た
な
い
よ
う
な
ア
エ
タ
た
ち
で
し
た
。

避
難
セ
ン
タ
ー
や
テ
ン
ト
村
に
は
ほ
ぼ
同

数
の
平
地
民
被
災
者
が
暮
ら
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
の
九
割
を
超
え
る
死

者
が
ア
エ
タ
に
集
中
し
た
こ
と
は
、
ア
エ
タ

の
文
化
や
生
活
に
対
す
る
配
慮
や
理
解
が
欠

落
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
政

府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
は
、
ア
エ
タ
に
衛
生
の

観
念
や
知
識
が
乏
し
く
、
西
欧
医
療
（
聴
診

器
、
注
射
、
役
等
）
に
対
し
て
不
信
や
恐
怖

を
も
っ
て
い
る
た
め
、
手
遅
れ
と
な
っ
て
か

ら
連
れ
て
来
る
こ
と
が
多
く
、
適
切
な
治
療

が
で
き
な
か
っ
た
と
弁
解
し
ま
す
。
一
方
、

ア
エ
タ
に
し
て
み
れ
ば
、
地
面
が
い
つ
も

「
熱
く
『
降
れ
ば
泥
ん
こ
照
れ
ば
蒸
風
呂

の
よ
う
な
テ
ン
ト
生
活
は
、
そ
も
そ
も
人
間

の
暮
ら
す
所
で
は
な
い
、
誰
も
が
病
気
に

な
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
だ
、
も
っ
と
生
活

環
境
の
よ
い
所
に
住
み
た
い
言
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
食
糧
の
配
給
も
当
初
の
数
ヶ

月
は
餓
え
な
い
程
度
の
数
量
は
確
保
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
米
、
豆
、
缶
詰
、

干
し
魚
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
乾
物
が
中
心

で
、
新
鮮
な
野
菜
類
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ア
エ
タ
の
人
々
が
も
っ
と
も
欲

し
が
っ
た
の
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
タ
ロ
イ
モ

な
ど
の
葉
や
つ
る
と
い
っ
た
、
ご
く
普
通
の

安
価
な
野
菜
で
し
た
。
し
か
し
、
輸
送
や
貯

蔵
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
ア
エ
タ
た
ち
は
配
給
さ
れ
た

米
や
缶
詰
の
一
部
を
売
っ
て
、
町
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
行
商
の
商
人
か
ら
生
鮮
食
糧
を
買

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と

で
、
援
助
物
資
の
横
流
し
を
し
て
、
酒
や
煙
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草
な
ど
の
嗜
好
品
（
賛
沢
品
）
を
買
う
と
い

う
、
言
わ
れ
な
き
中
傷
を
受
け
た
り
し
ま
し

た
。避
難
セ
ン
タ
ー
や
テ
ン
ト
村
で
の
半
年
ほ

ど
の
仮
住
ま
い
の
後
、
政
府
が
急
遮
造
成
し

た
再
定
住
地
に
移
っ
た
後
も
、
被
災
し
た
ア

エ
タ
た
ち
の
困
窮
と
辛
苦
の
生
活
は
続
き
ま

し
た
。
ア
エ
タ
に
用
意
さ
れ
た
計
九
ヶ
所
の

再
定
住
地
は
、
い
ず
れ
も
同
様
な
プ
ラ
ン
に

し
た
が
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
心
部

に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
と
プ

ラ
ザ
が
造
ら
れ
、
診
療
所
（
し
か
し
医
師
の

い
な
い
）
を
始
め
と
す
る
政
府
機
関
の
事
務

所
が
並
び
、
小
学
校
の
ほ
か
に
教
会
ま
で
も

建
て
ら
れ
、
一
見
す
る
と
平
地
民
の
村
と

そ
っ
く
り
の
「
文
明
的
」
あ
る
い
は
「
近
代

的
」
な
外
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。
財
務
長
官

で
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
復
興
特
別
対
策
部
長
を
兼
ね

る
カ
ラ
ゲ
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
誰
も
が
住
み
た
い
と
願
う
サ
ブ
・

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
（
区
画
整
備
さ
れ
た
高
級
住

宅
街
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ア
エ
タ
の
福
祉

厚
生
を
案
ず
る
政
府
の
格
別
の
配
慮
と
最
大

限
の
努
力
の
表
れ
で
あ
る
と
い
い
ま
す

（
閂
コ
ロ
ロ
」
円
の
】
。
」
一
」
」
一
画
』
）
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
エ
タ
た
ち
は
一
斉
に

不
満
と
批
判
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
外
見
ば

か
り
見
栄
え
が
よ
く
て
も
、
各
家
に
貸
与
さ

れ
る
農
地
は
ど
の
再
定
住
地
で
も
○
・
二
か

ら
○
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し

か
も
石
こ
ろ
だ
ら
け
で
荒
れ
て
乾
燥
し
て
い

る
か
ら
農
業
に
は
ま
っ
た
く
適
し
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
「
農
地
が
な
く
て
、
ど
う
し
て
農
民

が
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
だ
ろ
う
」
と
嘆
き
、

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
も
プ
ラ
ザ
も
舗
装

道
路
も
教
会
も
何
も
い
ら
な
い
か
ら
農
地
が

欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
組
織
化
さ
れ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
記
者
会
見
を
開

い
た
り
、
大
統
領
府
ま
で
陳
情
に
出
か
け
た

り
、
大
統
領
府
の
前
の
メ
ン
デ
ィ
オ
ラ
通
り

を
デ
モ
し
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
積
極

的
に
応
じ
て
主
張
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

そ
し
て
具
体
的
な
代
替
地
と
し
て
、
米
軍

が
撤
退
し
た
後
の
ク
ラ
ー
ク
基
地
と
ス
ー

ビ
ッ
ク
基
地
の
跡
地
を
要
求
し
ま
し
た
。
し

か
も
そ
れ
は
恩
恵
を
乞
う
の
で
は
な
く
、
米

軍
に
撤
収
さ
れ
る
今
世
紀
の
初
頭
ま
で
、
先

住
民
と
し
て
元
々
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
た

権
利
を
認
め
よ
と
主
張
す
る
も
の
で
し
た
。

そ
う
し
た
ア
エ
タ
の
訴
え
は
、
幾
つ
か
の
Ｎ

Ｃ
Ｏ
に
積
極
的
に
支
援
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
時
々
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局

は
何
の
成
果
も
生
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
に
策
も
な
く
、
政
府
が
用
意
し
た
再
定

住
地
に
止
む
を
え
ず
移
り
住
み
、
そ
こ
で
生

活
の
再
建
を
模
索
す
る
ア
エ
タ
に
対
し
て

は
、
自
立
を
促
す
と
し
て
食
糧
の
配
給
が
漸

次
減
ら
さ
れ
、
途
切
れ
が
ち
と
な
り
ま
し

た
。
か
わ
り
に
失
業
対
策
事
業
（
同
。
且

甸
自
三
○
烏
）
と
し
て
、
再
定
住
地
の
道
路

整
備
や
、
植
林
、
農
地
の
開
墾
、
そ
の
他
、

将
来
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
事
業
が

立
案
さ
れ
、
そ
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
金
や
米
な
ど
の
現
物
支
給
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
は
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
藤
や

竹
の
カ
ゴ
や
簡
単
な
工
芸
品
づ
く
り
な
ど
の

生
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
幾
つ
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
は
噴
火
後
の
一
年
か
二
年
の

あ
い
だ
、
人
々
の
関
心
が
薄
れ
る
ま
で
は
、

マ
ニ
ラ
の
デ
パ
ー
ト
で
物
産
展
を
し
た
り
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
買
い
上
げ
た
り
し
て
続
け
ら
れ
た

ま
し
た
が
、
や
が
て
中
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
失
敗
の
原
因
は
、
競
争
力
の
あ
る
魅

力
的
な
商
品
を
開
発
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で

４２



ビナトウポ噴火と先住民アエタのその後

噴
火
か
ら
二
、
三
年
が
過
ぎ
る
と
、
政
府

の
失
業
対
策
事
業
は
打
ち
切
ら
れ
、
災
害
緊

急
救
援
で
入
っ
た
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
引
き
上

げ
、
各
種
生
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
と
ん
ど

は
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
自
力
で
生
き
ぬ

く
こ
と
を
迫
ら
れ
た
ア
エ
タ
た
ち
の
、
そ
の

後
の
生
活
再
建
の
試
み
は
、
大
き
く
三
つ
の

方
向
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
山
に
戻
り
、
噴
火
前
と
同
様

な
暮
ら
し
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
人
々

で
す
。
山
頂
か
ら
数
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
れ
ば
、

渓
谷
の
川
沿
い
の
農
地
や
集
落
が
ラ
ハ
ー
ル

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
て
も
、
山
腹
斜
面
で

は
積
も
っ
た
灰
砂
が
雨
期
の
雨
で
流
さ
れ
て

自
然
が
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
焼

畑
を
新
た
に
開
い
て
イ
モ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
を

植
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
も
っ
と

も
、
山
の
自
然
が
回
復
し
て
き
て
い
る
と

い
っ
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
サ
ン
バ
レ
ス
州

あ
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
発
や
販
路
の
確
保

と
い
う
問
題
を
考
慮
に
い
れ
ず
に
計
画
さ
れ

た
か
ら
で
し
た
。

三
、
生
活
再
建
の
模
索

側
で
お
よ
そ
数
百
か
ら
千
家
族
、
数
千
人
ほ

ど
が
戻
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
し
か
も
、
た

と
え
全
員
の
被
災
者
が
山
に
戻
ろ
う
と
望
ん

で
も
、
い
ま
だ
に
噴
火
の
爪
痕
が
各
所
に
残

る
自
然
が
支
え
ら
れ
る
人
口
に
は
限
り
が
あ

り
、
全
員
が
帰
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
再
定
住
地
に
と
ど露

郭
璃
浪
臨

ま
り
、
近
く
の
農
村
で
田
植
え
や
収
穫
の
際

に
一
雇
わ
れ
て
働
い
た
り
、
小
作
と
な
っ
た

り
、
あ
る
い
は
町
の
建
設
現
場
で
働
い
た

り
、
女
な
ら
ば
洗
濯
仕
事
を
し
た
り
、
さ
ら

に
は
オ
ロ
ン
ガ
ポ
市
や
マ
ニ
ラ
な
ど
で
様
々

な
雑
業
に
従
事
す
る
人
々
で
す
。
彼
ら
は
、

山
に
戻
っ
て
旧
来
の
生
活
を
取
り
戻
す
よ
り

も
、
逆
に
子
供
た
ち
の
教
育
の
た

土地を要求するマニラでの集会の後にテレビインタヴューを受けるＡＤＡの
ビクター・ビリア氏

も
、
逆
に
子
供
た
ち
の
教
育
の
た

め
に
、
そ
し
て
病
院
や
買
物
や
娯

楽
な
ど
の
都
市
生
活
の
利
便
さ
を

求
め
て
、
積
極
的
に
町
に
出
て
平

地
民
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
築
こ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ

は
、
ア
エ
タ
と
し
て
団
結
し
、
国

有
山
林
の
な
か
か
ら
自
分
た
ち
の

力
で
条
件
の
良
い
農
地
を
探
し
出

し
た
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
助
力
で
農
地

を
確
保
し
た
り
し
て
再
移
住
す
る

人
々
で
す
。
た
と
え
ば
、
私
自
身

が
最
初
の
調
査
を
し
て
以
来
、
二

○
年
来
の
付
き
合
い
を
続
け
て
い

る
、
南
西
麓
カ
キ
リ
ガ
ン
村
の
ア

エ
タ
た
ち
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
助
け
を

借
り
て
組
織
し
た
ア
エ
タ
開
発
協

瓠３



会
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
を
中
心
に
し
て
皆
で
力
を
合

わ
せ
、
雨
期
あ
け
か
ら
農
業
に
よ
っ
て
生
活

の
再
建
が
で
き
る
適
地
を
探
し
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
元
の
村
か
ら
一
五
キ
ロ
ほ
ど

離
れ
た
国
有
林
の
な
か
に
候
補
地
を
見
つ

け
、
マ
ニ
ラ
の
環
境
資
源
庁
へ
陳
情
団
を
送

り
込
み
、
庁
舎
の
近
く
で
デ
モ
と
集
会
を
開

き
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
六
○
○
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
の
土
地
の
居
住
・
使
用
権
を
獲
得

し
、
一
年
後
に
は
三
○
○
家
族
が
再
移
住
を

完
了
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
焼
畑
を
中
心

に
し
て
、
水
牛
を
使
っ
た
普
通
の
畑
作
や
水

稲
耕
作
、
養
豚
や
牧
牛
な
ど
の
複
合
農
業
に

よ
っ
て
、
ほ
ぼ
自
立
し
た
生
活
を
営
ん
で
い

ま
す
。｜
方
、
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
の
西
側
斜
面
に
住
ん

で
い
た
ア
エ
タ
の
あ
い
だ
で
は
、
八
○
年
代

の
半
ば
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
シ
ス
タ
ー
に
よ

る
識
字
教
育
と
生
活
共
同
組
合
の
運
動
が
進

め
ら
れ
、
ラ
カ
ス
（
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
）
と
い
う

住
民
組
織
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ヵ
ス

の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
、
一
○
○
家
族
ほ
ど

は
、
テ
ン
ト
村
で
の
一
時
避
難
の
後
に
、
政

府
の
再
定
住
地
に
は
移
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
支
援
団
体
か
ら
の
資
金
で
一
○
ヘ
ク

タ
ー
ル
近
く
の
農
地
を
購
入
し
て
移
り
住
み

ま
し
た
。
ラ
カ
ス
の
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
、

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
西
側
の
国
道
の
町
ポ
ト
ラ
ン
近

郊
に
造
成
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
政
府
再
定
住
地

に
移
住
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
シ
ス
タ
ー
の
干

渉
を
嫌
っ
て
、
新
た
に
ポ
ト
ラ
ン
開
発
ア
ェ

タ
連
盟
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
）
を
組
織

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
独
自
に
資
金

を
得
て
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
農
地
を
購

入
し
た
り
、
賃
借
し
た
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
で
各
種
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

山
に
戻
ら
ず
、
平
地
民
社
会
の
な
か
で
生

き
て
ゆ
こ
う
と
す
る
第
一
一
、
第
三
の
グ
ル
ー

プ
の
ア
エ
タ
た
ち
に
と
っ
て
切
実
な
問
題

は
、
平
地
民
社
会
の
正
当
な
一
員
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
、
人
間
と
し
て
の
誇
り
と
尊
厳

を
持
っ
て
生
き
て
ゆ
く
道
を
拓
く
こ
と
で

す
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の
周
縁

部
に
あ
っ
て
、
積
極
的
な
孤
立
と
限
定
的
な

接
触
を
守
る
こ
と
を
と
お
し
て
生
活
の
基
盤

を
保
持
し
て
き
た
人
々
が
、
も
は
や
そ
れ
が

不
可
能
と
な
っ
た
時
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会

の
な
か
で
し
か
る
べ
き
居
場
所
を
い
か
に
確

保
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
政
治
経
済
の

シ
ス
テ
ム
に
一
方
的
か
つ
全
面
的
に
巻
込
ま

れ
て
、
社
会
の
最
底
辺
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
翌

貧
窮
の
生
活
を
送
る
の
で
は
な
く
、
文
化
的

な
差
異
を
保
ち
な
が
ら
、
差
異
を
マ
イ
ナ
ス

で
は
な
く
プ
ラ
ス
の
価
値
と
し
て
他
か
ら
も

認
め
ら
れ
て
生
き
て
ゆ
く
可
能
性
の
模
索
。

そ
の
こ
と
を
切
実
に
自
覚
し
た
と
き
、
と

り
わ
け
ア
エ
タ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
ア
エ

タ
の
「
文
化
（
百
］
宮
』
国
）
」
と
い
う
言
葉

を
「
先
住
民
（
園
曰
ご
す
。
）
」
と
い
う
言
葉

と
と
も
に
頻
繁
に
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
噴
火
以
前
に
は
、
文
化
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
る
の
を
耳
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
相
当
す
る
単

語
と
し
て
彼
ら
が
普
通
に
用
い
て
い
た
の
は

「
オ
ガ
リ
（
。
、
農
）
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味

は
、
個
人
の
性
格
や
気
質
か
ら
、
家
風
と
で

も
呼
べ
る
よ
う
な
家
族
の
特
徴
的
な
行
動
様

式
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
全
体
の
独
特
の
慣
行

さ
ら
に
は
ア
エ
タ
に
共
通
の
習
慣
荘
ど
を
含
ん

で
い
ま
し
た
。

四
、
開
発
と
文
化
、
そ
し
て

先
住
民
と
し
て
の
覚
醒
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噴
火
以
後
に
オ
ガ
リ
に
代
わ
っ
て
ク
ル

チ
ュ
ー
ラ
（
文
化
）
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
個
人
や
特

定
の
集
団
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
常
に
ア
エ
タ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
全
体
の
確
か
な
存
在
と
、
そ
れ
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の
な
か
で
持
つ
固
有
の
差

異
と
位
置
、
さ
ら
に
は
特
段
の
配
慮
を
要
求

す
る
場
合
の
発
言
に
お
い
て
で
し
た
。

噴
火
の
被
災
体
験
は
、
ア
エ
タ
開
発
協
会

や
ポ
ト
ラ
ン
開
発
ア
エ
タ
連
盟
な
ど
の
住
民

組
織
を
生
み
出
し
強
化
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
の
多
く
は
「
開
発
」
と
い
う
言
葉
を
組
織

の
名
称
や
目
的
を
表
す
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し

て
用
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
外
か

ら
の
開
発
の
単
な
る
対
象
で
は
な
く
、
自
主

的
、
内
発
的
な
発
展
の
主
体
と
な
ろ
う
と
す

る
決
意
表
明
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的

に
は
、
建
設
現
場
の
作
業
員
や
田
植
え
と
刈

入
れ
の
際
の
農
業
賃
労
働
者
と
し
て
で
は
な

く
、
み
ず
か
ら
土
地
を
耕
し
農
業
に
よ
る
生

活
基
盤
の
確
立
と
生
活
の
安
定
、
向
上
を
希

求
す
る
も
の
で
し
た
。

そ
れ
ら
の
ア
エ
タ
組
織
は
、
噴
火
被
害
の

甚
大
さ
が
主
た
る
要
因
と
な
っ
て
撤
去
が
決

ま
っ
た
ク
ラ
ー
ク
と
ス
ー
ビ
ッ
ク
の
巨
大
な

米
軍
基
地
の
跡
地
の
優
先
的
な
利
用
権
を
繰

り
返
し
陳
情
し
た
り
主
張
す
る
と
き
、
あ
る

い
は
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
周
辺
地
域
で
よ
り
条
件
の

良
い
再
定
住
地
を
あ
ら
た
め
て
要
求
す
る
と

き
、
そ
れ
ら
の
土
地
が
近
年
ま
で
ア
エ
タ
の

居
住
地
で
あ
り
な
が
ら
不
法
に
強
奪
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
先
住
権
原
の
確
認
を

訴
え
た
の
で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
各
種
の

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
し
、
そ
の
資
金

を
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
の
農
業
省
や
貿
易

産
業
省
に
要
求
す
る
と
き
、
ア
エ
タ
の
文
化

の
保
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
存
続
の
た
め

に
と
い
う
名
分
が
常
に
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
主
張
は
、
ア
エ
タ
住
民
の
組
織

化
や
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
内

外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
活
動
資
金
の
要
請
や
成
果

の
報
告
を
す
る
支
援
者
に
対
し
て
、
あ
る
い

は
ア
エ
タ
自
身
に
対
し
て
、
他
の
被
災
者
で

は
な
く
ア
エ
タ
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
の

意
義
を
説
明
す
る
際
に
、
彼
ら
の
固
有
の
文

化
を
強
調
し
た
論
法
に
そ
っ
く
り
で
す
。
正

確
に
は
、
そ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
大
半
が
去

り
、
そ
れ
ら
が
推
進
し
て
い
た
生
計
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
く
が
頓
挫
し
た
後
で
、
文
化

と
民
族
の
存
続
の
た
め
に
と
い
う
説
明
の
仕

方
を
学
ん
だ
ア
エ
タ
た
ち
が
、
そ
の
論
法
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
際
に
、
守
る
べ
き
文
化
の

具
体
的
な
中
味
に
共
通
で
明
快
な
了
解
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
地
民
的
な
生

活
様
式
の
影
響
を
受
け
て
、
噴
火
以
前
か
ら

存
在
し
た
生
き
方
の
多
様
性
が
い
っ
そ
う
拡

大
し
て
お
り
、
各
人
が
ア
エ
タ
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
す
る
内
容
も
、
ま
た
ア
エ
タ
文
化
と

し
て
語
ら
れ
る
中
身
も
多
様
で
す
。
人
に

よ
っ
て
、
葱
依
を
と
も
な
う
宗
教
儀
礼
を
意

味
し
た
り
、
揮
姿
と
狩
猟
採
集
活
動
で
あ
っ

た
り
、
結
婚
の
際
に
多
量
の
贈
り
物
を
授
受

す
る
慣
行
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
つ
ま
り
文

化
は
、
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、
き
わ
め
て
柔

軟
で
開
か
れ
た
概
念
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

言
葉
を
変
え
て
い
え
ば
、
個
々
の
ア
エ
タ

が
抱
く
平
地
民
と
の
様
々
な
差
異
の
具
体
的

な
セ
ッ
ト
と
し
て
、
さ
ら
に
は
漠
然
と
し
た

差
異
の
総
体
そ
の
も
の
を
生
き
る
存
在
と
し

て
の
ア
エ
タ
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
保
障
す

る
根
拠
と
し
て
、
そ
の
内
容
は
漠
然
と
し
た

ま
ま
に
文
化
と
い
う
観
念
だ
け
が
強
烈
に
意

識
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

`５
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読む子供たち

噴
火
に
よ
っ
て
、
ア
エ
タ
の
人
々
は
ピ
ナ

ト
ゥ
ポ
山
麓
以
外
の
広
範
な
地
域
へ
と
分
散

し
て
移
り
住
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
小
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
平
地
民
社
会

五
、
地
球
市
民
社
会
の

一
員
と
し
て

の
最
底
辺
へ

と
吸
収
さ
れ

る
傾
向
に
あ

り
ま
－
％
表

面
的
に
は
、

服
装
や
生
活

ス
タ
イ
ル
、

家
庭
の
外
で

用
い
る
言
語

な
ど
の
面

で
、
急
速
な

平
地
民
化
が

生
じ
て
い
ま

一
％
し
か
し
、

ス
ペ
イ
ン
と

ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
支
配

を
受
け
、
色

白
で
高
身
長
の
白
人
を
美
と
力
の
具
現
と
す

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
、
そ
の
縮
毛
と

暗
褐
色
の
肌
、
低
身
長
と
い
う
身
体
的
な
特

徴
は
、
お
の
ず
と
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
を
体
現

す
る
有
徴
の
集
積
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
く
精
霊
信

仰
を
守
る
者
た
ち
、
学
校
教
育
を
受
け
ず
読

み
書
き
の
で
き
な
い
者
た
ち
と
し
て
、
未
開

と
劣
等
の
極
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は

そ
の
こ
と
を
よ
く
自
覚
し
て
お
り
、
平
地
民

に
は
決
し
て
な
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
彼
ら
が
、
平
地
民
社
会
の
な

か
で
生
き
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
い
と
覚
悟
を

す
る
時
、
格
別
な
配
慮
と
社
会
の
最
底
辺
で

は
な
い
居
場
所
を
要
求
す
る
た
め
に
、
最
初

に
渡
来
し
列
島
を
占
有
し
た
先
住
民
族
で
あ

る
こ
と
を
、
さ
ら
に
は
樟
と
弓
矢
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
、
そ
の
時
以
来
の
固
有
の
文
化

を
保
持
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
主

張
す
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
強
調
は
、
彼
ら
を

「
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
エ
キ

ゾ
シ
ズ
ム
を
あ
お
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
レ

ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
未
開
と
停
滞
の
イ

メ
ー
ジ
の
な
か
に
彼
ら
自
身
を
再
び
押
し
込

め
、
い
っ
そ
う
強
固
な
差
別
と
排
除
と
い
う

逆
転
を
招
く
危
険
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支

援
や
都
市
「
進
歩
派
」
層
の
支
持
に
よ
っ
て
、

先
住
民
と
し
て
の
自
己
規
定
・
表
象
は
一
定

の
有
効
性
を
持
つ
戦
術
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
に
戻
ら
ず
、
平
地
民
社
会
の
な
か
で
生

き
る
こ
と
を
選
ん
だ
ア
エ
タ
た
ち
の
具
体
的

な
希
望
は
、
ひ
と
つ
に
は
農
業
に
よ
っ
て
生

活
を
再
建
し
、
「
豊
か
」
で
余
裕
の
あ
る
暮

ら
し
を
営
む
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
何

よ
り
も
ま
ず
自
活
で
き
る
だ
け
の
広
さ
の
農

地
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
第
二
に

は
、
子
供
た
ち
が
学
校
教
育
を
受
け
て
平
地

民
と
同
じ
よ
う
な
職
業
選
択
の
可
能
性
を
も

つ
こ
と
と
、
ア
エ
タ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
ゆ
く
こ
と
と
を
同
時

に
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
子

供
た
ち
が
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
、
パ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
な
人
間
と
し
て
生
き
て
ゆ
け
る
こ
と
で
す
。

噴
火
以
前
の
ア
エ
タ
の
生
活
は
、
ピ
ナ

ト
ゥ
ポ
山
麓
の
一
帯
で
自
足
し
て
お
り
、
外

部
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
援
助
を
頼
れ
る
個
人
的
な

親
類
や
友
人
が
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
以
外
の
土
地
に

馨６
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誰
も
い
な
い
の
で
す
。
し
か
も
ア
エ
タ
被
災

者
の
全
員
が
等
し
く
困
難
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
た
め
に
、
余
裕
あ
る
者
が
、
な
い
者
を

助
け
る
と
い
う
相
互
扶
助
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

働
く
余
地
も
ほ
ど
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
は
、
町
村
の
自
治
体
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

も
予
算
の
制
約
か
ら
、
彼
ら
の
た
め
に
十
分
な

復
興
支
援
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
す

な
わ
ち
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
根
こ
そ

ぎ
に
さ
れ
、
地
方
や
中
央
の
政
府
は
財
政
が
逼

迫
し
、
日
本
な
ら
ば
機
能
す
る
よ
う
な
様
々
な

レ
ベ
ル
に
お
け
る
災
害
復
興
の
た
め
の
仕
組

み
が
必
ず
し
も
十
分
に
働
か
な
い
の
で
す
。

逆
に
そ
も
そ
も
、
ア
エ
タ
は
平
地
民
の
こ

と
を
「
髪
の
ま
っ
す
ぐ
な
連
中
」
と
か

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
と
呼
び
、
自
分
た
ち
も

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

希
薄
で
し
た
。
噴
火
に
よ
っ
て
平
地
民
社
会

の
な
か
に
投
げ
出
さ
れ
、
生
活
の
再
建
を
模

索
す
る
な
か
で
初
め
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民

と
し
て
の
意
識
と
ア
エ
タ
先
住
民
で
あ
る
自

覚
と
が
、
そ
ろ
っ
て
格
段
に
強
化
さ
れ
た
の

で
す
。
さ
ら
に
同
時
に
、
緊
急
救
援
に
来
た

様
々
な
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
関
係
を
と
お
し

て
、
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

越
え
た
外
国
の
善
意
の
人
々
と
も
繋
が
り
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
戦
争
中
に

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
山
中
に
敗
走
し
た
日
本
軍
の
部

隊
と
の
接
触
以
来
、
半
世
紀
を
経
て
、
再
び

日
本
の
存
在
を
身
近
に
意
識
す
る
よ
う
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
自
身
が
、
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
と
い
う
ロ
ー

カ
ル
な
地
に
根
を
持
つ
先
住
民
で
あ
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
空
間
に

住
む
国
民
で
あ
り
、
さ
ら
に
国
際
的
な
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
存
在
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な

諸
関
係
の
な
か
を
積
極
的
に
生
き
よ
う
と
す

る
彼
ら
は
、
平
均
的
な
日
本
人
よ
り
も
ず
っ

と
先
鋭
な
自
己
意
識
を
持
ち
始
め
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
彼
ら
が
求
め
て
い
る
の
は
、
単

に
異
文
化
の
共
生
や
共
存
と
い
う
耳
に
心
地

よ
い
お
題
目
を
唱
和
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の
な
か
に
正
当
な

居
場
所
を
求
め
る
彼
ら
の
主
張
や
運
動
は
、

具
体
的
に
は
土
地
回
復
の
切
実
な
要
求
と

な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
土
地
の

権
利
を
め
ぐ
る
ゼ
ロ
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
に
お
い

て
、
そ
の
要
求
は
、
現
在
そ
こ
に
権
益
を
有

す
る
個
人
や
、
法
人
や
、
国
家
の
利
益
を
お

び
や
か
す
も
の
で
あ
り
、
既
存
の
秩
序
の
再

編
成
を
求
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

共
生
が
現
状
を
維
持
し
た
ま
ま
で
仲
良
く
す

る
こ
と
を
含
意
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
求
め

て
い
る
の
は
、
共
生
で
は
な
く
、
今
ま
で
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
物
理
的
、

社
会
的
、
政
治
的
な
居
場
所
を
新
し
く
確
保

す
る
こ
と
な
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
適
応
す

る
た
め
に
ア
エ
タ
自
身
が
変
化
し
、
平
地
民

化
と
い
う
単
線
的
な
道
の
り
を
歩
む
の
で
は

な
く
、
同
時
に
社
会
の
側
も
変
わ
る
こ
と

で
、
彼
ら
が
先
住
民
と
し
て
も
生
き
ら
れ
る

居
場
所
を
開
い
て
ゆ
く
こ
と
な
の
で
す
。
そ

し
て
日
本
人
の
私
た
ち
が
、
彼
ら
と
同
様

に
、
ロ
ー
カ
ル
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
同
時
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
諸
関
係
の
な
か
で
生
き
て
い
る

こ
と
を
自
覚
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
生
き

て
ゆ
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
ア
エ
タ

の
人
々
の
切
実
な
願
い
や
運
動
に
結
び
付
く

こ
と
も
、
ひ
と
つ
の
生
き
方
の
選
択
と
し
て
あ

り
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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問
題
協
議
会
・
日
本
家
族
計
画
連
盟
主
催
）

が
、
七
月
八
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
日
本
大

学
会
館
で
開
か
れ
た
。
今
年
度
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
で
功
績
を
残
し
た

個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
「
加
藤
シ
ヅ
エ

賞
」
は
、
在
日
ア
ジ
ア
人
女
性
労
働
者
の
人

権
に
関
し
て
貢
献
の
あ
っ
た
「
女
性
の
人
権

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｏ
ｌ
と
、
ア
フ
リ
カ
女
性

の
女
性
器
切
除
に
反
対
し
活
動
を
続
け
て
い

る
「
女
性
の
性
器
切
除
と
人
権
侵
害
に
反
対

し
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
」
が
受
賞
。
ポ

ピ
ュ
ー
レ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
や
メ
キ

シ
コ
家
族
計
画
連
盟
か
ら
の
海
外
報
告
や
、

日
本
の
国
際
貢
献
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

焦
点
を
あ
て
た
討
議
が
行
わ
れ
た
。

澤
木
正
男
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長
が
「
政

治
・
経
済
状
態
と
も
不
安
定
な
現
在
の
日
本

が
、
世
界
の
た
め
に
本
当
に
何
が
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
活
発
な
討
議
を
望

む
」
と
開
会
挨
拶
。
安
藤
・
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
事
務
局
次
長
は
「
世
界
人

口
は
各
国
政
府
や
草
の
根
活
動
の
お
か
げ
で

減
少
し
つ
つ
あ
る
が
、
二
十
一
世
紀
に
は
毎

年
八
千
万
人
ず
つ
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て

「
世
界
人
口
デ
ー
」
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
・
人
口
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｢世界人ロデー」開く

い
る
。
日
本
は
、
現
在
少
子
・
高
齢
化
問
題

を
抱
え
て
い
る
が
、
人
口
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
地
球
規
模
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
来
賓
挨
拶
を
し
た
。

「
海
外
か
ら
の
報
告
」
で
は
、
ポ
ピ
ュ
ー

レ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
カ
ー
ル
ソ
ン
会
長
が
「
世
界
の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
現
状
」
と
題
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
①
二
九

九
九
年
に
は
世
界
総
人
口
は
六
十
億
人
に
達

す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
（
そ
の
中
で
も
ア

ジ
ア
は
世
界
最
大
の
人
口
密
集
地
域
に
な

る
）
、
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
優
位
に
あ

る
日
本
は
、
今
後
二
国
間
援
助
の
み
な
ら
ず

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
て
人
口
問
題
解
決
に
向
け

て
協
力
し
て
ほ
し
い
」
、
②
「
日
本
は
も
っ

と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ニ
ー
ズ

に
力
を
い
れ
、
現
在
の
人
材
開
発
へ
の
投
資

を
中
心
に
し
た
援
助
か
ら
、
今
後
は
避
妊
具

な
ど
の
物
資
（
そ
の
際
に
は
適
切
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
の
提
供
や
、
妊
産
婦
等
を
対
象
に
し
た

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
分
野

へ
の
協
力
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
、
③
「
将
来
的
に
本
人
や
家
族
の
健

康
、
ま
た
避
妊
の
実
行
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
若
者
、
特
に
女
性
の
教
育
に
対
す
る
投
資

に
も
っ
と
力
を
い
れ
て
ほ
し
い
」
等
、
人
口

分
野
に
対
す
る
今
後
の
日
本
の
貢
献
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

メ
キ
シ
コ
家
族
計
画
協
会
の
ア
ル
フ
ォ
ン

ソ
・
ロ
ペ
ス
・
フ
ォ
ア
レ
ス
事
務
局
長
が

「
世
界
の
若
者
は
、
い
ま
…
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
報
告
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
現
在
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
は

二
十
歳
以
下
の
女
性
の
三
十
五
％
が
妊
娠
を

経
験
し
て
お
り
、
毎
年
百
万
人
が
安
全
で
は

な
い
中
絶
を
受
け
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
性
病

の
新
感
染
者
に
は
若
者
が
多
く
占
め
て
お

り
、
こ
れ
は
性
教
育
や
情
報
が
適
切
に
与
え

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
若
い

女
性
の
早
期
出
産
は
、
妊
産
婦
死
亡
率
や
教

育
機
会
の
喪
失
に
深
く
つ
な
が
っ
て
お
り
、

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
に

な
る
。
近
年
若
者
の
間
で
は
、
結
婚
や
妊
娠

の
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
望
む
人
が
増
加

し
て
お
り
、
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し

て
、
各
国
は
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
も
の
の

計
画
は
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
は
、
若
者
対

象
の
医
療
施
設
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
出
資
、
環
境
適
応
能
力
に

富
み
、
長
期
間
従
事
可
能
な
若
者
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
、
よ
り
明
る
い

未
来
へ
の
鍵
で
あ
る
ｌ
強
く
主
張
し
た
．

道
傳
愛
子
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
岸
恵
子
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
親
善
大
使
、
明
石
康
・
前
国
連
事
務
次

長
・
人
口
問
題
協
議
会
会
長
を
迎
え
た
対
談

「
世
界
の
た
め
に
日
本
が
で
き
る
こ
と
ｌ
二

十
一
世
紀
の
地
球
を
語
る
ｌ
」
で
は
、
岸
・

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
親
善
大
使
が
、
現
在
推
進
中
の

「
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
百
円
募
金
」
の
発
案
の
き
っ

か
け
（
安
全
な
出
産
の
た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
女
性
一
人
当
た
り
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
費

用
が
一
ド
ル
と
聞
い
て
、
現
在
の
円
安
傾
向

を
忘
れ
、
岸
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
親
善
大
使
は
百

円
だ
と
思
っ
た
ら
し
い
）
や
、
安
藤
・
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
と
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
視
察

訪
問
時
の
ビ
デ
オ
を
放
映
し
な
が
ら
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
若
者
を
取
り
巻
く
性
教
育
や
妊
娠

の
実
態
に
つ
い
て
会
場
の
参
加
者
に
説
明
し

た
。
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九
月
二
日
午
後
二
時
か
ら
参
議
院
議
員
会

館
第
五
会
議
室
で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
衆
参
合
わ
せ
て
三
十
七

名
（
代
理
十
一
名
）
の
国
会
議
員
が
参
加
し
た
。

清
水
嘉
与
子
事
務
局
長
の
司
会
で
参
議
院

議
員
の
新
入
会
員
を
含
め
同
懇
談
会
会
員
数

が
一
二
五
名
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。
中
山

太
郎
会
長
が
「
本
日
の
テ
ー
マ
は
少
子
・
高

齢
化
で
あ
る
が
、
日
本
全
体
と
し
て
高
齢
化

対
策
は
介
護
・
保
険
制
度
の
導
入
で
ほ
ぼ
形

が
整
っ
て
き
た
。
｜
方
、
少
子
化
対
策
は
遅

れ
て
お
り
、
当
懇
談
会
と
し
て
も
積
極
的
に

取
り
上
げ
な
け
れ
ば
社
会
全
体
の
構
造
変
化

に
誤
り
を
起
こ
す
。
今
後
、
少
子
対
策
を
重

要
政
治
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。
」
と

挨
拶
し
た
。
引
き
続
き
、
桜
井
新
幹
事
長
が

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
活
動
に
つ
い
て
「
当

懇
談
会
は
二
十
四
年
前
一
九
七
四
年
に
岸
信

介
元
首
相
の
提
唱
で
発
足
し
た
世
界
第
一
号

の
人
口
議
連
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
佐
藤
隆

元
農
相
の
尽
力
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
発
足
し
、

私
は
第
二
代
議
長
を
務
め
て
い
る
。
一
九
九

四
年
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
で
「
国
際
人
口
開

発
会
議
」
で
国
会
議
員
の
成
し
遂
げ
た
も
の

は
何
か
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
来
年
二
月
五

日
か
ら
三
日
間
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
五

年
間
の
評
価
の
た
め
の
国
際
議
員
会
議
を
開

催
す
る
。
こ
の
準
備
の
た
め
九
月
二
十
三
日

か
ら
二
十
七
日
ま
で
世
界
各
地
域
議
連
代
表

者
運
営
委
員
会
を
開
き
私
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

長
と
し
て
参
加
す
る
。
来
年
四
月
に
は
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
主
催
の
「
第
十
五
回
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
韓

国
・
ソ
ウ
ル
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
来
年
秋
に
は
「
第
六
回
人
口
と
開
発
に
関

「
少
子
化
」
は
経
済
企
画
庁
が
は
じ
め
て

使
っ
た
行
政
用
語
で
、
〃
子
ど
も
の
数
が
少
な

く
な
る
こ
と
“
で
あ
る
。
日
本
の
一
九
六
○
年

代
ま
で
の
出
生
率
低
下
は
、
現
在
途
上
国
が
経

験
し
て
い
る
多
産
か
ら
近
代
的
な
少
産
、
子
ど

も
が
四
～
五
人
か
ら
二
人
へ
の
変
化
で
あ
る
。

日
本
の
出
生
率
は
、
一
九
五
○
年
代
か
ら

七
二
年
ま
で
二
・
○
を
維
持
し
て
き
た
が
、

>Ｈ

蕎
匡

口
研
副
一
所
長
が
謹
謹
哩
拝

す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
会
」
を
日

本
で
開
催
し
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ

ウ
ン
ド
に
向
け
、
人
口
増
加
や
環
境
悪
化
に

よ
っ
て
危
機
に
陥
っ
て
い
る
食
料
問
題
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
、
ア
ジ
ア
の
態
度
を
固
め

た
い
。
」
と
報
告
し
た
。

阿
藤
誠
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
副
所
長
は
、
同
日
の
講
演
テ
ー
マ
で
あ
る

「
日
本
の
少
子
・
高
齢
化
」
に
つ
い
て
の
大

要
を
次
の
通
り
講
演
し
た
。

七
三
年
以
降
二
十
四
年
間
低
下
傾
向
に
あ

る
。
八
九
年
に
は
ヒ
ノ
エ
ウ
マ
の
一
・
五
八

を
下
回
り
二
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
“
と
世
間

を
騒
が
せ
た
が
、
九
七
年
に
は
一
・
三
九
と

さ
ら
に
低
い
数
値
と
な
っ
た
。
人
口
を
維
持

す
る
数
値
は
、
二
・
○
八
（
人
口
置
換
水

準
）
で
日
本
で
は
一
一
一
三
％
下
回
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
日
本
の
人
口
は
一
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少子対策に本格的に取組む

国際人ロ問題

議員懇談会総会

九
七
五
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
二
○
年
間
の

変
化
で
九
五
年
に
は
二
○
代
後
半
の
女
性
の

一
一
人
に
一
人
、
三
○
代
前
半
の
五
人
に
一
人

が
未
婚
で
あ
る
。
同
期
間
に
お
け
る
男
性
も

二
○
代
後
半
で
一
一
一
人
に
二
人
、
一
一
一
○
代
前
半

で
三
人
に
一
人
以
上
が
未
婚
で
あ
る
。
少
子

化
の
要
因
は
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
よ
る
初
婚

年
齢
の
上
昇
・
晩
産
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

○
○
～
二
○
○
年
後
に
は
、
一
○
○

○
万
人
台
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
。

少
子
化
現
象
は
、
日
本
以
外
欧
米

諸
国
で
も
起
き
て
お
り
、
七
○
年
代

に
出
生
率
二
・
一
人
を
下
回
っ
て
い

た
。
八
○
年
代
に
は
、
出
生
率
に
変

化
が
起
き
、
比
較
的
高
い
の
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の

北
欧
諸
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

な
ど
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
の
諸

国
と
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
一
・
八
～
二
・

○
を
維
持
し
、
比
較
的
低
い
の
は
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
南
欧
諸
国
、
ド
イ
ツ

と
そ
の
近
隣
諸
国
、
日
本
が
一
・
二

～
一
・
四
で
あ
る
。

日
本
の
少
子
化
の
背
景
を
み
る
と

男
女
共
未
婚
率
の
上
昇
が
あ
る
。
’

一
夫
婦
の
平
均
子
ど
も
数
は
、
戦
前
か
ら

一
九
五
○
年
ま
で
五
人
と
多
産
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
二
人
台
を
維
持
し
て
い
る
。

「
未
婚
化
・
晩
婚
化
・
晩
産
化
」
の
社
会
経

済
的
背
景
は
、
ま
ず
「
独
身
貴
族
化
説
」
が

あ
る
。
日
本
は
七
○
年
代
か
ら
高
度
経
済
成

長
に
よ
り
豊
か
に
な
り
、
若
者
が
賛
沢
に

な
っ
た
。
都
市
に
生
ま
れ
、
親
元
か
ら
学
校

や
職
場
に
通
う
、
特
に
二
○
代
の
女
性
の
八

五
％
以
上
が
親
元
か
ら
職
場
に
通
い
、
所
得

も
比
較
的
高
く
、
家
事
は
母
親
が
す
る
た

め
、
結
婚
に
魅
力
を
感
じ
な
い
層
が
増
え
て

い
る
。
次
に
、
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
仮
説
」
が

あ
る
。
七
○
年
代
以
降
女
性
の
、
高
学
歴

化
、
職
場
進
出
が
進
み
、
女
性
の
時
間
コ
ス

ト
が
上
が
っ
て
き
た
。
結
婚
、
出
産
、
育
児

の
た
め
退
職
し
、
所
得
を
失
う
こ
と
が
結
婚

す
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
せ
て
い
る
。
高
度
成

長
期
ま
で
は
、
性
別
分
業
役
割
社
会
で
あ
っ

た
た
め
、
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
庭
の
役
割
分

担
が
家
庭
、
社
会
に
あ
っ
た
。
第
三
は
、

「
子
ど
も
消
費
財
化
説
」
で
、
か
つ
て
、
子

ど
も
は
投
資
材
で
あ
り
、
労
働
力
で
あ
っ

た
。
子
ど
も
が
十
五
歳
に
な
る
と
社
会
に
出

て
稼
ぎ
、
大
人
に
な
れ
ば
親
の
面
倒
を
み
た

が
、
高
度
成
長
期
以
降
、
子
ど
も
は
消
費
財

化
し
て
し
ま
っ
た
。
八
○
％
以
上
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
で
、
教
育
に
長
い
年
月
を
費

や
し
、
老
後
も
年
金
に
よ
り
子
ど
も
に
頼
る

必
要
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
子
ど
も
を
持
つ

コ
ス
ト
が
高
い
た
め
子
ど
も
を
消
費
財
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
。
子
ど
も
を
持
つ
理
由

は
、
わ
ず
か
に
育
児
で
家
庭
が
明
る
く
な
る

か
ら
、
楽
し
い
か
ら
、
自
分
も
成
長
す
る
か

ら
と
心
理
的
、
情
緒
的
な
も
の
が
多
い
。

「
長
寿
化
と
少
子
化
’
二
十
一
世
紀
の
日

本
の
社
会
経
済
’
一
に
つ
い
て
み
る
と
、
今

後
五
○
年
間
子
ど
も
と
生
産
年
齢
人
口
は
減

少
し
続
け
、
老
年
人
口
が
増
え
続
け
る
。
今

後
、
生
産
年
齢
人
口
は
、
史
上
は
じ
め
て
減

少
し
、
多
い
時
は
年
間
一
○
○
万
人
ず
つ
減

り
、
八
七
○
○
万
人
か
ら
五
五
○
○
万
人
と

な
る
。
従
っ
て
、
消
費
構
造
も
変
化
し
チ
ャ

イ
ル
ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
低
下
し
、
シ

ル
バ
ー
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
伸
び
る
。
行

政
面
で
も
子
ど
も
の
福
祉
が
減
り
、
老
人
の

福
祉
が
伸
び
る
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
現
在
の
六
人
の
一
人
か
ら
、
二
○
’
五

年
で
四
人
に
一
人
（
二
五
％
）
、
二
○
五
○

年
に
は
三
人
に
一
人
（
’
一
一
一
一
％
）
と
な
り
、
釘



超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。

日
本
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
年
齢

別
の
変
化
と
総
人
口
の
長
期
減
退
が
起
き

る
。
日
本
の
人
口
は
、
明
治
初
期
に
三
五
○

○
万
人
、
戦
前
七
○
○
○
万
人
、
六
○
年
代

に
一
億
人
を
超
え
、
現
在
、
’
億
二
六
○
○

万
人
ま
で
増
え
て
き
た
。
日
本
の
近
代
化
は

人
口
増
加
で
あ
っ
た
が
、
二
十
一
世
紀
の
初

頭
を
境
に
し
て
歴
史
上
は
じ
め
て
減
少
し
、

’
○
○
年
間
続
く
。
二
○
五
○
年
に
は
一
億

人
前
後
、
一
○
○
年
後
に
は
現
在
の
人
口
の

半
減
強
と
な
り
、
超
高
齢
化
に
よ
り
経
済
成

長
は
ダ
ウ
ン
し
、
生
活
水
準
や
一
人
当
た
り

の
所
得
も
下
が
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
子

ど
も
が
少
な
く
な
る
と
、
教
育
産
業
が
衰
退

し
て
良
い
人
材
が
集
ま
ら
な
く
な
る
。
ま

た
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
で
、

女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
へ
の
依
存
度
が
高

ま
り
、
今
よ
り
は
、
多
民
族
社
会
に
向
か
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
人
口
構
造
が
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
か
ら
壷
型
に
変
わ
る
こ
と
で
中
高

年
層
の
価
値
が
下
が
り
、
若
者
の
価
値
が
上

が
り
、
従
来
の
終
身
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
が
必
要
と
な
り
能
力
、
資
格
中
心
の
体
型

に
移
行
す
る
で
あ
ろ
う
。

少
子
化
の
結
果
訪
れ
る
超
高
齢
化
人
口
急

減
社
会
へ
の
対
応
は
、
従
来
の
男
性
の
労
働

力
に
頼
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
女
性
、
高
齢
者
や

外
国
人
を
含
め
た
労
働
供
給
源
の
拡
大
を
図

る
こ
と
で
、
女
性
の
労
働
参
加
を
進
め
る
た

め
に
は
家
庭
と
職
場
を
両
立
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
。
高
齢
者
に
は
、
定
年
制
の

延
長
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
に
よ
り

働
き
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
ま

た
、
外
国
人
の
導
入
も
必
要
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
労
働
力
は
、
男
性
労
働
力
と
は
異
な
り

短
期
労
働
力
で
あ
る
た
め
、
終
身
雇
用
制
で

は
な
く
、
資
格
や
能
力
に
応
じ
た
賃
金
制
度

を
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
高
齢
者
の
費
用

負
担
の
軽
減
の
た
め
に
は
、
介
護
の
た
め
の

マ
ン
パ
ワ
ー
の
コ
ス
ト
や
医
療
保
障
を
少
な

く
す
る
た
め
に
も
、
若
い
頃
か
ら
の
健
康
管

理
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
就
労

や
社
会
参
加
の
機
会
の
拡
大
を
図
り
高
齢
者

が
社
会
を
支
え
る
立
場
を
と
れ
る
社
会
を
つ

く
り
、
日
本
の
超
高
齢
化
を
乗
り
切
る
。
さ

ら
に
、
高
齢
者
の
税
制
や
社
会
保
険
な
ど
の

優
遇
措
置
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
る
。
若
い
労
働
力
が
少
な
く
な
る
中
で
、

労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
底
上
げ
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら

創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム

に
変
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
二
○
二
○

年
ま
で
の
高
齢
化
社
会
は
変
わ
ら
な
い
が
、

二
○
四
○
年
に
お
け
る
少
子
化
は
行
政
、
社

会
の
対
策
に
よ
り
対
応
で
き
る
。
世
界
人
口

の
爆
発
的
増
加
な
ど
の
中
で
、
日
本
の
少
子

化
対
策
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
あ
る

が
、
少
子
化
対
策
は
急
激
な
高
齢
化
を
緩
和

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
重
要
で
あ

り
、
子
ど
も
を
生
み
た
く
て
も
生
め
な
い
状

況
を
行
政
や
職
場
が
積
極
的
に
改
善
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
子
ど
も
を
社

会
の
公
共
財
と
し
て
と
ら
え
、
児
童
手
当
の

強
化
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
や
年
金
保
険
料

を
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
変
え
る
な
ど
の
対

応
が
考
え
ら
れ
る
。

女
性
の
労
働
率
と
出
生
率
の
関
連
を
見
る

と
、
男
女
共
同
参
画
社
会
ほ
ど
出
生
率
が
高

い
。
こ
れ
は
、
男
性
の
家
事
へ
の
参
加
を
は

じ
め
北
欧
諸
国
に
み
ら
れ
る
育
児
休
業
制

度
、
高
い
所
得
保
障
や
公
的
な
育
児
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
女
性
が
男
性
並
み
に
社
会
で
活
動

で
き
る
体
制
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
児
童
手
当
や

5２



ＡＦＰＰＤ消息Ａ

・
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
は

一
一
一
月
の
二
’
三
日
に
セ
ネ
ガ
ル
で
開
催
さ

れ
た
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ

ブ
人
口
・
開
発
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
運

営
委
員
会
に
参
加
し
た
。
同
会
議
に
は
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
か
ら
安
藤
博
文
事
務
次
長
、

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
オ
フ
ォ
ッ
・
ア
マ
ー
ア
フ
リ

・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
一
九
九
四
年
の
国
際
人
口

開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
な
ら
び
に
一
九

九
二
年
の
バ
リ
宣
一
一
一
一
口
の
評
価
と
今
後
の
行

動
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
会

議
に
正
規
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

同
会
議
は
、
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
ナ

フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
博
士
が
開
会
し

た
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
こ
の
会
議
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
評
価
会
議
の
噴
矢
と
な
っ
た
。

・
一
九
九
八
年
一
月
二
日
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が

主
催
し
て
タ
イ
国
女
性
国
会
議
員
人
口
と

人
間
資
源
開
発
す
国
内
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。

育
児
休
業
制
度
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

民
間
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
お
り
、

企
業
の
雇
用
制
度
も
女
性
を
フ
ル
タ
イ
ム
で

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
口
問
題
に
関
心

を
持
つ
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
「
人
口
に
関

す
る
国
会
議
員
団
（
句
四
昌
凹
日
自
国
口
‐

自
切
○
．
勺
。
ご
ロ
］
ｇ
」
目
）
」
が
七
月
一
日

・
シ
ョ
テ
ィ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
・
シ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
顧
問
は
一
九
九
四
年
の
国
際
人
口
開

発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
な
ら
び
に
一
九
九

二
年
の
バ
リ
宣
言
の
評
価
と
今
後
の
行
動

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
会
議

に
参
加
し
た
。
こ
の
訪
問
に
あ
わ
せ
て
、

国
会
議
員
活
動
全
般
に
つ
い
て
プ
ラ
ソ
ッ

プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
事
務
総
長
と
協
議
を

行
っ
た
。

・
一
一
一
月
一
’
二
日
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

長
が
バ
ン
コ
ク
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
所
を

訪
問
し
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

事
務
総
長
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て

協
議
。

力
局
長
も
参
加
し
た
。

再
雇
用
す
る
な
ど
の
働
き
や
す
い
条
件
が

整
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
男
女
分
業
型
の
支
援
策
で

・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
に
拠
点
を
お

く
開
発
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
Ｓ
胃
‐

目
の
村
、
甘
己
の
ぐ
の
］
。
ご
白
の
日
四
ｍ
・
巨
曽
ｌ

ｍ
ｏ
Ｅ
昏
昏
屋
旦
冒
の
）
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

概
念
の
開
発
に
関
す
る
会
議
を
開
催
し
、

南
ｌ
南
協
力
に
お
け
る
国
会
議
員
の
役
割

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
シ
フ
・
カ

レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
が
同
会
議
に

参
加
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
及
び
他

地
域
に
お
け
る
国
会
議
員
活
動
に
つ
い
て

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

で
設
立
さ
れ
た
。
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ

コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
が
開
会
式

で
挨
拶
を
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
家
族
計
画
協
会
の
サ
リ
・
デ

ビ
ッ
ド
ソ
ン
女
史
が
四
月
二
十
日
に
タ
イ

を
間
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
国

会
議
員
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
委
員
会
設
立
で
、
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
一
九
番
目
の
正
規
会
員
国
に

な
っ
た
。

あ
り
、
女
性
が
社
会
進
出
し
づ
ら
い
体
制
に

あ
っ
た
が
、
今
後
は
女
性
が
社
会
進
出
し
や

す
い
社
会
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。
」
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・
ネ
パ
ー
ル
国
会
人
口
・
保
健
委
員
会
が
五

月
一
三
’
’
五
日
に
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力

地
域
会
議
（
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
同
会
議

は
ネ
パ
ー
ル
国
首
相
に
よ
っ
て
開
会
さ

れ
、
ネ
パ
ー
ル
国
会
議
長
を
は
じ
め
そ
の

他
の
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
が
挨
拶
を
行
っ

た
。
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
と
シ
フ
・
カ
レ
ー
事
務

局
長
が
同
会
議
に
参
加
し
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

・
一
九
九
八
年
五
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
（
国
際

家
族
計
画
連
盟
）
の
東
・
南
東
ア
ジ
ア
地

域
事
務
所
が
資
源
動
員
の
た
め
の
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
を
立
ち
あ
げ
た
。

・
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
は

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ア
フ
ラ
・
ユ
サ
フ
人

口
大
臣
と
、
カ
ジ
・
ユ
サ
フ
国
会
保
健
・

人
口
委
員
会
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
会
員
）
議
長

と
面
会
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
内
で
の

活
動
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

論
文
を
発
表
し
た
。

・
七
月
十
日
南
Ｉ
南
協
力
を
推
進
す
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
の
代
表
団
が
訪
日

・
七
月
三
日
’
十
五
日
に
か
け
て
、
人
口
と

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
に
関
す
る
活
動
の
一

環
と
し
て
八
人
の
ナ
ダ
国
会
議
員
が
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
と
日
本
を
訪
問
。
こ
の
訪
問
は
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
カ
ナ
ダ
人
口
・
開
発
国
会
議

員
連
盟
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
手
で
組
織
さ

れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
後
援
し
た
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
の
評
価
を
行
う
国
際
国
会

議
員
会
議
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
が
中
心
と
な
っ
て
他
の
地
域
議
連
と

協
力
し
つ
つ
、
同
会
議
を
組
織
す
る
。
同

会
議
は
一
九
九
九
年
二
月
の
四
’
五
日
に

オ
ラ
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局

長
は
六
月
三
十
日
に
ハ
ー
グ
を
訪
問
し
オ

ラ
ン
ダ
国
に
お
け
る
現
地
受
け
入
れ
機
関

な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
安
藤
次
長
も
同
席
し
た
。

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

に
つ
い
て
の
国
会
議
員
活
動
計
画
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

・
ア
フ
リ
カ
地
域
女
性
大
臣
お
よ
び
国
会
議

員
に
よ
る
〃
選
択
の
権
利
ｌ
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
そ
の
規
制
“
に
関
す

る
会
議
が
一
九
九
八
年
七
月
一
三
’
一
六

日
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
ポ
ー
ト
ル
イ
ス
で

し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ハ
ル
ヨ
ノ
・
ス
ョ

ノ
国
家
貧
困
対
策
・
社
会
福
祉
担
当
大

臣
、
イ
ダ
・
バ
グ
ス
・
オ
カ
人
口
大
臣
兼

国
家
家
族
計
画
調
整
庁
担
当
大
臣
他
一
行

が
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
と
会
談
。

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
を
代
表
し
て
ハ
ル
ョ
ノ
・

ス
ョ
ノ
大
臣
が
南
南
協
力
の
重
要
性
を
訴

え
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
態
を

視
察
す
る
た
め
桜
井
議
長
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
訪
問
を
招
請
し
た
。
桜
井
議
長
か
ら

は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
正
規
会
員
加
盟
の
条
件

と
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
人
口
と
開

発
に
関
す
る
超
党
派
の
国
会
議
員
グ
ル
ー

プ
設
立
に
向
け
て
ハ
ル
ョ
ノ
・
ス
ョ
ノ
大

臣
や
オ
カ
大
臣
の
協
力
を
求
め
た
。
ハ
ル

ョ
ノ
大
臣
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
内
情
勢

か
ら
国
会
議
員
組
織
の
設
立
は
難
し
い
問

題
だ
が
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
並
び
に
そ

の
重
要
性
を
十
分
に
承
知
し
て
お
り
、
で

き
る
限
り
の
協
力
を
す
る
と
答
え
た
。
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ＡＦＰＰＤ消息

・
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
人
口
部
人
口
・
開
発
専
門
家

Ｋ
・
Ｓ
・
セ
ラ
ラ
ム
が
六
月
十
四
’
二
十
日

モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
。
モ
ン
ゴ
ル
国
会
社
会

政
策
常
任
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
ハ

シ
ャ
ッ
ト
・
フ
ラ
ン
議
員
と
面
会
し
、
人

口
問
題
が
社
会
・
経
済
開
発
に
与
え
る
影

響
な
ど
に
焦
点
を
置
い
た
、
モ
ン
ゴ
ル
に

お
け
る
国
会
議
員
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て

・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
は
九
月
の

四
’
五
日
に
”
国
会
議
員
の
声
“
会
議
を
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
催
す
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

も
参
加
し
、
国
会
議
員
交
流
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
。

・
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
地
域
議

員
グ
ル
ー
プ
が
国
連
経
済
社
会
理
事
会
で

特
別
な
地
位
を
保
障
さ
れ
た
。
同
組
織
は
ア

メ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
西
半
球
事
務
所
の
中

に
あ
る
。

開
催
さ
れ
る
。
こ
の
会
議
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
ア
フ
リ
カ
局
が
組
織
す
る
も
の
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
国
会
議
員
加
の
予
定
。

・
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
＋
５
会
議
の
た
め
の
第
一
回
運
営
委

員
会
（
設
立
発
起
会
）
が
九
月
二
十
五
日

に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
五
年
た
っ
て
、
そ
の
進
捗

状
価
す
る
た
め
の
政
府
間
会
議
が
一
九
九

九
年
二
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催

さ
れ
る
た
め
、
こ
の
政
府
間
会
議
に
先
駆

け
て
国
会
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
＋
５

会
議
）
を
開
催
す
る
。
九
月
二
十
五
日
に

開
催
一
回
運
営
委
員
会
は
こ
の
国
会
議
員

会
議
を
設
立
す
る
た
め
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が

中
心
と
な
っ
て
、
各
地
域
の
人
口
と
開
発
に

関
す
る
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か
け

実
施
さ
れ
る
。

協
議
を
行
っ
た
。

・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
七
月
の
二
十
七
’
三
十
日

に
か
け
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
で

〃
市
民
社
会
に
つ
い
て
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
”
を
開
催
す
る
。
”
国
会
議
員
と
協
力

し
た
活
動
“
も
議
題
の
一
つ
で
あ
る
。
モ

ン
ゴ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ガ
ー
ナ
の
国
会

議
員
お
よ
び
前
外
務
大
臣
が
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事

務
局
長
が
参
加
す
る
。

・
一
九
九
八
年
九
月
四
日
と
五
日
、
ブ
ル
ッ

セ
ル
で
国
際
家
族
計
画
連
盟
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
で
、
国
連
人

口
基
金
主
催
の
「
市
民
社
会
に
つ
い
て
の

国
際
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
」
が
一
九
九

八
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
一
一
一
十
一
日
ま
で

開
催
さ
れ
、
シ
フ
・
カ
レ
ー
事
務
局
長
が

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て
参
加
し
た
。

・
一
九
九
八
年
七
月
十
五
日
、
ユ
エ
ン
・
ル

オ
ン
国
連
人
口
基
金
ア
ジ
ア
地
域
部
副
局

長
と
バ
ル
・
ゴ
パ
ル
国
連
人
口
基
金
タ
イ

駐
在
代
表
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
業
の
中
間
評

価
を
行
っ
た
。

・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
国
際
移
民
機
関
（
Ｉ

Ｏ
Ｍ
）
の
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ャ
ッ
ッ
ア
ー
渉

外
局
長
が
一
九
九
八
年
六
月
八
日
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
を
訪
問
。
「
移
民
と
人
口
問
題
」
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

・
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
が

一
九
九
八
年
六
月
十
五
日
、
国
会
議
員
の

役
割
に
つ
い
て
「
青
年
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
に
つ
い
て
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
」
で
発
表
し
た
。
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・
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
日
本
国
国
会

議
員
を
代
表
し
て
バ
ン
コ
ク
を
訪
れ
、
担

当
大
臣
お
よ
び
タ
イ
政
府
の
官
僚
と
会
合

を
行
い
、
食
料
安
全
保
障
問
題
と
経
済
危

機
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
ま
た
、
プ
ラ

ソ
ッ
プ
・
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事

務
総
長
と
事
務
局
長
を
交
え
、
現
在
と
今

後
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に
つ
い
て
の
協
議

・
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
事
務
総
長
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医
療
関
係

の
国
会
議
員
で
あ
る
ナ
エ
ス
博
士
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
国
際
医
療
議
員
組
織
（
Ｉ
Ｍ

Ｐ
Ｏ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
た
。
ナ
エ
ス
博
士
は
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
担
当
で
あ
る
。

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
”
議
員
か
ら
の
声
“
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

研
修
に
参
加
し
た
国
会
議
員
と
そ
の
各
組

織
の
代
表
者
な
ど
が
参
加
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
趣
旨
は
こ
の
研
修
の
成

果
を
評
価
す
る
も
の
で
、
シ
フ
・
カ
レ
ー

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の

視
点
か
ら
の
評
価
を
発
表
し
た
。

。
「
南
・
南
協
カ
ー
開
発
の
た
め
の
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
は
一
九
九
八
年
九
月
十
九
日
か

ら
二
十
一
日
に
タ
イ
厚
生
省
・
家
族
計
画

部
の
協
力
の
も
と
バ
ン
コ
ク
で
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
た
。
ア
ダ
ラ
シ
ュ
・
ミ
シ
ュ
ラ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
地
域
局
長
が
こ
の
研
修
会

を
運
営
し
た
。
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ

。
｜
九
九
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
、

ジ
ー
ン
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
「
人
口
と
開

発
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
国
会
議
員
連
盟
（
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
議
長
が
ア
ジ
ア
の
経
済
危

機
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
た
め

に
タ
イ
を
訪
問
し
た
。
そ
の
際
に
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
と
今
後
の
協
力
関
係
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
十
月
二
十
九
日
に

オ
タ
ワ
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
一
周
年
記
念
行
事

が
行
わ
れ
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

創
立
以
来
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
を
支
援
し

て
き
た
。

を
行
っ
た
。
こ
の
訪
問
に
併
せ
て
、
日
本

大
使
館
で
大
臣
や
国
会
議
員
を
招
い
た
夕

食
会
が
行
わ
れ
た
。

・
国
連
人
口
基
金
タ
イ
駐
在
代
表
、
バ
ル
・

ゴ
パ
ル
が
長
年
に
わ
た
る
奉
職
を
止
め
辞

職
す
る
に
当
た
り
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ

ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
が
お
別

れ
会
を
行
っ
た
。
こ
の
お
別
れ
会
は
非
常

に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
後

任
の
シ
ェ
リ
ア
・
ヘ
マ
ク
ラ
ー
エ
や
タ
イ
厚

生
省
の
関
係
者
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

か
ら
も
多
数
参
加
し
た
。
バ
ル
・
ゴ
パ
ル

に
は
タ
イ
厚
生
省
、
事
務
局
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か

ら
贈
り
物
が
贈
ら
れ
た
。
彼
の
在
職
中
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
も
多
大
な
協
力
を
得
て
き
た
。

・
タ
イ
厚
生
省
の
協
力
の
下
、
十
三
名
の
ス

リ
ラ
ン
カ
議
員
代
表
団
が
タ
イ
の
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
事
務
所
を
訪
問
し
た
。
巨
門
．
の
．

ｍ
、
ナ
ウ
ィ
ネ
副
大
臣
を
含
む
代
表
団
は

タ
イ
に
あ
る
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
他
の
関

連
す
る
活
動
を
視
察
し
た
。

・
ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開
発
の
た
め
の

イ
ン
ド
議
員
連
盟
）
事
務
局
長
と
ス
コ
ッ

ト
・
マ
ー
巨
門
・
の
８
芹
巨
閂
局
が
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら
参
加
し
た
。
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日本とべ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
主
催
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
協
力
、
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
後
援
で
、
一
人
口
と
開
発
に
関
す

る
カ
ナ
ダ
国
会
議
員
連
盟
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｅ

（
団
長
叩
ジ
ー
ン
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
）
の
代
表
議
員
団
が
、
ア
ジ
ア

の
人
口
・
開
発
事
情
視
察
を
目
的
に
、
七
月

三
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム

（
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
と
日
本
（
東

京
）
を
訪
問
し
た
。
六
人
の
カ
ナ
ダ
国
会
議

員
、
カ
ナ
ダ
国
際
開
発
庁
（
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
ス

タ
ッ
フ
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ス
タ
ッ
フ
（
メ
ン

バ
ー
リ
ス
ト
は
別
項
）
に
、
シ
フ
・
カ
レ
ー

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
を
加
え
た
計
九
人
の

一
行
は
、
七
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で
ベ
ト
ナ

ム
を
訪
問
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ハ
ノ
イ

（
六
日
’
八
日
）
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
（
九
日
’

十
日
）
で
視
察
、
十
一
日
夜
に
東
京
へ
到

着
、
十
二
、
十
三
の
両
日
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
を
含
め
た
計
十
人
が
東
京

で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
後
、
十
四
日
、
力

１
人
ロ
・
開
発
分
野
に
お
け
る
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
の
活
動
に
学
ぶ
Ｉ

ナ
ダ
に
帰
国
し
た
。

今
回
の
視
察
は
、
昨
年
十
月
三
十
日
に
設

立
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
メ
ン
バ
ー

が
、
人
口
の
六
割
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
地
域
の

人
口
・
開
発
事
情
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

ま
た
他
国
の
同
問
題
に
対
す
る
国
会
議
員
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
行
は
、
人
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
取

り
組
み
の
現
状
と
そ
の
成
果
を
実
際
に
見
聞

し
、
さ
ら
に
先
進
国
と
し
て
の
人
口
問
題
に

対
す
る
援
助
の
あ
り
方
を
学
ぶ
た
め
に
、
世

界
最
大
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
拠
出
国
と
し
て
、
人
口
問

題
を
初
め
と
す
る
開
発
援
助
に
大
き
な
貢
献

を
し
て
い
る
日
本
を
訪
問
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
、
ハ
ノ
イ
で
は
、
ノ
ン
・
ド

ウ
ッ
ク
・
マ
イ
ン
国
会
議
長
な
ど
を
表
敬

し
、
グ
エ
ン
・
フ
ォ
ン
厚
生
大
臣
と
会
見
し

た
。
ま
た
、
人
口
・
家
族
計
画
に
関
す
る
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ

Ａ
の
後
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
視
察
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
及
び
そ
の
成
果
に
つ
い

て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
や
関
連
機
関
、
ハ
ー
・
タ

イ
省
の
地
方
病
院
や
ヘ
ル
ス
・
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
て
、
説
明
を
受
け
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
会
議
員
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
ほ
か
、
ト
ゥ
ー
ズ
ー
病
院
、
青

少
年
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ド
ー
ム
工

場
、
越
婦
人
連
合
、
テ
ィ
エ
ン
・
ザ
ン
省
の

人
口
家
族
計
画
委
員
会
及
び
地
方
病
院
な
ど

を
訪
問
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
視
察
後
訪
問
し
た
日
本
は
、

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
と
か
さ
な
り
、

投
票
日
で
あ
る
十
二
日
（
日
）
に
は
、
選
挙

の
動
向
に
関
心
を
示
し
な
が
ら
市
内
視
察
を

行
い
、
翌
日
十
三
日
（
月
）
に
は
、
東
京
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
た
。

鱸 鍵鑿i蕊iｉｊ
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田
町

国会議事堂内の衆議院議長応接室で、カナダ国会議員団が中山会長、桜井幹事長、山中議員と合同スナップ灘霧蕊幾でＪＰＦＰメンバーと。■■尽
蝋
胤
欝
蕊
；
１
．

同
日
午
後
十
二
時
半
か
ら
は
一
時
間
に
わ
た
。

た
っ
て
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
ま
ず
中
山
会
長
が
、
「
昨
夜
は
、
参
議
院

バ
ー
と
の
昼
食
懇
談
会
が
、
国
会
議
事
堂
内
選
挙
で
政
界
に
変
化
が
見
ら
れ
た
が
、
人
口

の
衆
議
院
議
員
食
堂
で
開
催
さ
れ
、
中
山
太
問
題
に
関
し
て
は
、
議
員
組
織
の
中
で
歴
史

郎
衆
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
）
、
桜
井
と
経
験
を
持
つ
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会

新
衆
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
、
Ａ
Ｆ
と
し
て
、
与
・
野
党
の
区
別
な
く
国
会
議
員

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
）
、
山
中
嘩
子
衆
議
院
議
員
が
が
一
つ
に
な
っ
て
、
人
口
問
題
解
決
の
た
め

カ
ナ
ダ
議
員
団
と
熱
心
な
意
見
交
換
を
行
っ
に
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て

十
三
日
午
前
中
に
、
一
行
は
人
口
・
家
族

計
画
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分

野
で
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
世
界
各
国
で

展
開
し
て
い
る
ジ
ョ
イ
セ
フ
を
訪
問
し
て
、

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
。

一
九
五
○
年
代
以
降
の
日
本
国
内
に
お
け

る
保
健
活
動
の
歴
史
に
関
す
る
ビ
デ
オ
「
国
？

②
」
苔
ご
苔
の
勺
８
℃
｜
の
一
コ
］
四
℃
：
」
を
見

飛鹸鮒可‐必聡門碑沖州・『｝評ふい・坤》冠‐・‐『；震．．‐》‐．・・｜・

蝋
》
榊
篭
掴
イ
セ
フ
（
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
）
で
Ｎ
」
Ｇ
画

猟
鰯
震
動
一
の
ブ
リ
ー
フ
イ
イ
ン
グ

｜》．．．．．－．一＄研一’一｛｛『い，（｛１．いい一部．一十曲

た
あ
と
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
が
世
界
各
地
域
で
展

開
し
て
い
る
、
事
業
内
容
と
特
色
、
活
動
方

針
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
議
員
団
か
ら

は
、
各
国
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

方
法
、
他
機
関
と
の
協
力
や
調
整
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
結
果
の
共
有
）
、
現
地
政
府
と
の

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
熱

心
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。
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ベトナム訪問

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
の
方
針
が

確
認
さ
れ
た
。
日
本
の
場
合
に
は
コ
メ
の
自

長
と
し
て
参
加
で
き
ず
誠
に
申
し

訳
な
か
っ
た
。
人
口
・
開
発
問
題

は
、
政
界
の
変
動
に
関
係
な
く
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
り
、
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
も
視
察
の
経
験
を
生
か

し
て
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
拠
出
に
関
し
て

は
、
日
本
の
重
要
な
役
割
と
し
て

持
続
的
に
支
援
す
べ
く
、
現
在
日

本
経
済
が
危
機
に
面
し
て
い
る
中

で
も
そ
の
維
持
に
必
死
の
努
力
を

続
け
て
い
る
。
今
年
の
四
月
イ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＆
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
＋

５
に
つ
い
て
協
議
し
た
ほ
か
、
今

後
三
年
間
に
渡
っ
て
食
料
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
初
年
度
と
し

て
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
農
業

の
特
色
を
検
討
、
各
国
の
事
情
に

合
わ
せ
て
各
国
の
責
任
の
も
と
で

食
料
確
保
が
で
き
る
環
境
を
整
え

い
き
た
い
Ｃ
ｌ
と
挨
拶
。
桜
井
幹
事
長
は
、

「
昨
年
十
月
の
発
会
式
に
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

意
見
が
出
て
い
る
。
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
団
長
が
、
「
今

給
の
確
保
、
備
蓄
、
余
剰
米
の
有
効
活
用
の

三
つ
が
基
本
対
策
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
の

回
の
ベ
ト
ナ
ム
視
察
や
日
本
議
員
と
の
意
見

交
換
の
結
果
は
、
参
加
し
な
か
っ
た
他
の
メ

昼食懇談会で日本議員に挨拶をするオーガスティン団長〈左）

唱
果
は
、
参
加
し
な
か
っ
た
他
の
メ

ン
バ
ー
に
も
伝
え
、
そ
の
成
果
を

共
有
し
た
い
。
ま
た
、
今
後
人
口

問
題
の
ほ
か
に
も
食
料
問
題
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
強
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
、

選
挙
直
後
の
政
務
多
忙
の
中
で
の

懇
談
会
開
催
に
対
し
て
感
謝
し

た
。

こ
の
後
、
昼
食
を
取
り
な
が

ら
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
代
表
団
一
行

は
、
長
年
に
わ
た
り
多
大
な
経
験

と
実
績
を
持
つ
日
本
の
国
会
議
員

の
人
口
問
題
に
対
す
る
活
動
の
内

容
を
学
ぶ
べ
く
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
や

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
拠
出
に
つ
い

て
、
ま
た
食
料
問
題
の
原
因
・
構

造
と
援
助
の
在
り
方
、
並
び
に

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
構
想
」
を
含
め

た
対
策
方
法
に
つ
い
て
、
熱
心
に

協
議
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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鱗
蝋
灘
雛
》
小
〆
ナ
リ
ス
ト
と
の
会
合
■
八
？
溌
秘
蕊

蝋
徽
鰍
…
…
け
入
灯
印
「
ぴ
ぃ
〃
と

…
＃
翻
勵
：
媚
Ｉ
ｈ
７
Ｙ
１
く
庁
ｊ

…
；
期
：
湖
輸
＃
丙
１
Ｖ
Ⅱ
八
丁

午
後
一
一
時
半
か
ら
は
、
ホ
ー
プ
ル
・
ニ
ュ
ー
日
本
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
問
題
を
ま
さ

〈廻》・》・心ソ展引々代

オ
ー
ク
一
一
の
会
議
室
で
プ
レ
ス
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
団
長
は
、
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
紹
介
と
今
回
の
視
察
の

概
要
並
び
に
感
想
と
し
て
、
「
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
一
九
九
七
年
十
月
三

十
日
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
超
党

派
（
五
○
名
）
の
国
会
議
員
が
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

私
達
の
活
動
目
的
は
、
人
口
と
開

長
と
の
会
談
の
な
か
で
、
こ
の
経

済
的
困
難
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、

蕊

iiiilIlll
自
発
的
に
人
口
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
一
ヶ

月
半
の
割
合
で
様
々
な
テ
ー
マ
に

発
に
関
す
る
啓
発
を
進
め
な
が
ら
認
Ｊ
蕊
‐
１
口
１
Ⅱ
１
！
ご
一
■
鯛
】
■
醸

liiiliiiil
iｉ

蟻

に
自
分
の
問
題
の
ご
と
く
真
剣
に
考
え
て
い

る
姿
に
、
感
銘
を
受
け
た
。
帰
国
し
て
か

ら
、
視
察
で
目
の
あ
た
り
に
し
た
途
上
国
の

現
実
や
視
察
の
成
果
を
他
の
メ
ン
バ
ー
に
も

ジャーナリストとの会合で今後の抱負を語るオーガスティン団長（中央）とカナダ議員団の

代表メンバー

報
告
し
な
が
ら
、
今
後
は
国
際
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
協
力

を
促
進
し
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
焦
点

を
当
て
て
い
る
食
料
問
題
に
つ
い

て
も
現
在
作
成
中
の
食
料
安
全
保

障
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
の
行
動
計
画

を
完
成
さ
せ
、
具
体
的
な
活
動
を

展
開
す
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ａ
や
国

内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
な
が
ら

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
あ
げ

て
、
長
期
的
ス
タ
ン
ス
で
人
口
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

記
者
団
と
の
間
で
、
「
カ
ナ
ダ

に
お
け
る
カ
イ
ロ
会
議
以
降
の
成

果
」
、
「
食
料
問
題
に
関
す
る
日
本

議
員
団
と
の
協
議
内
容
」
、
「
先
進

国
に
お
け
る
少
子
化
傾
向
と
途
上

国
に
お
け
る
人
口
増
加
の
相
反
し

た
人
口
問
題
の
解
決
方
法
」
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
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ベトナム訪問

人ロと開発に関するカナダ国会議員連盟

訪日議員団メンバー

・ジーン・オーガスティン下院議員(自由党)団長

・レイモンド・フォルコ下院議員(自由党）

・ベス・フィニー下院議員(自由党）

・レイネル・アンドレイチャック上院議員(進歩保守党）

・モニカ・グアイ下院議員(ブロック・ケベックワ党）

・クリス・オクスワーシー下院議員(新民主党）

・ダニエル・テステリンカナダ国際開発庁多国籍部門

シニア・プログラム・マネジャー

・キャロル・ネスベス事務局エグゼクティブ・アシス

タント

･安藤博文国連人口基金(ＵＮＦＰＡ)事務次長

・シフ・カレー人口と開発に関するアジア議員フォー

ラム(ＡＦＰＰＤ)事務局長

レ
イ
モ
ン
ド
・
フ
ォ
ル
コ
下
院
議
員
（
自
由

党
）過
去
の
経
歴
の
中
で
、
移
民
問
題
や
難
民

ケノ’串

戦
獅
総
出
表
団
メ
ン
バ
ー
の
今
後
の
抱
負

最
後
に
下
記
の
通
り
各
メ
ン
バ
ー
が
今
後
の

議
員
活
動
の
抱
負
に
つ
い
て
述
べ
て
、
約
二

ミ

レ
イ
ネ
ル
・
ア
ン
ド
レ
イ
チ
ャ
ッ
ク
上
院
議

員
（
進
歩
保
守
党
）

日
本
国
国
会
議
員
の
代
表
者
と
の
昼
食
懇

談
会
で
は
、
食
料
問
題
や
人
口
分
野
に
お
け

る
途
上
国
等
へ
の
資
金
援
助
に
つ
い
て
有
効

な
ア
ド
バ
イ
ス
と
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
今
後
カ
ナ
ダ

ベ
ス
・
フ
ィ
ニ
ー
下
院
議
員
（
自
由
党
）
》

国
会
議
員
と
し
て
、
政
府
の
人
口
問
題
に

対
す
る
予
算
割
当
て
の
決
定
に
影
響
力
を
持

つ
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
文
献
だ

け
で
な
く
、
今
回
視
察
を
通
し
て
目
に
し
た

こ
と
を
選
挙
区
で
も
報
告
し
て
、
個
人
的
に

も
募
金
活
動
な
ど
行
い
た
い
と
思
う
。

問
題
、
ま
た
女
性
問
題
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
で
、
今
後
は
過
去
の
経
験
を
生
か
し

て
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

時
間
に
わ
た
る
会
合
を
終
え
た
。

ク
リ
ス
・
オ
ク
ス
ワ
ー
シ
ー
下
院
議
員
（
新

民
主
党
言

カ
ナ
ダ
は
、
多
文
化
の
国
と
し
て
人
口
・

開
発
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
特
に
、
先
進
国

と
し
て
全
体
的
に
見
れ
ば
そ
の
生
活
水
準
や

暮
ら
し
や
す
さ
の
面
で
は
世
界
的
に
高
い
水

準
を
確
保
し
て
い
る
が
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
な
ど

の
先
住
民
に
は
本
当
の
意
味
で
の
飢
餓
が
今

な
お
存
在
し
て
お
り
、
彼
ら
の
生
活
環
境
の

確
保
な
ど
が
社
会
的
な
正
義
を
確
保
す
る
面

か
ら
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
後
、
超
党
派

か
ら
構
成
さ
れ
る
カ
ナ
ダ
議
連
の
力
を
生
か

し
て
、
人
口
問
題
へ
の
資
金
的
協
力
の
重
要

性
を
カ
ナ
ダ
の
経
済
界
や
国
民
に
対
し
て
訴

え
て
い
き
た
い
。

モ
ニ
カ
・
グ
ァ
イ
下
院
議
員
（
ブ
ロ
ッ
ク
・

ケ
ベ
ッ
ク
ワ
党
旨

こ
れ
ま
で
環
境
問
題
に
つ
い
て
活
動
し
て

き
た
が
、
今
後
は
自
分
を
含
め
た
カ
ナ
ダ
議

連
メ
ン
バ
ー
の
教
育
の
た
め
に
も
、
人
口
・

開
発
問
題
に
関
す
る
会
議
開
催
を
計
画
し
て

い
き
た
い
。

の
議
員
活
動
を
発
展
さ
せ
た
い
と
思
う
。
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過
去
最
悪
の
失
業
率
が
記
録
さ
れ
る

不
況
だ
が
、
農
業
の
就
業
者
が
前
年
に

比
べ
て
２
カ
月
連
続
で
増
加
し
た
こ
と

国
土
庁
は
三
十
日
、
結
婚
と
出
産
の

傾
向
を
地
域
分
析
し
た
調
査
報
告
書
を

畷■閾【鰹圃懸西 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

農
業
就
業
者
、
な
ぜ
か
増
加

上
別
年
比
旧
万
人
増
／
不
況
で
シ
フ
ト
ー

結婚･出産

に４類型

国土庁調査

が
、
総
務
庁
が
加
日
発
表
し
た
労
働
力

調
査
で
わ
か
っ
た
。
企
業
倒
産
や
リ
ス

ト
ラ
な
ど
を
背
景
に
、
繁
忙
期
の
農
業

ま
と
め
た
。
①
晩
婚
・
晩
産
で
出
生
力

が
低
い
首
都
圏
、
大
阪
府
、
福
岡
県
、

北
海
道
な
ど
の
「
大
都
市
型
」
②
い
ま

は
出
生
力
は
高
い
が
、
急
速
に
晩
婚
・

晩
産
型
に
向
か
っ
て
い
て
、
今
後
低
下

す
る
「
東
北
・
九
州
型
」
③
晩
婚
・
晩

産
で
は
な
い
が
、
出
生
力
が
大
き
く
低

下
し
て
い
る
北
陸
、
中
国
な
ど
の
「
大

都
市
周
辺
地
域
型
」
④
晩
婚
・
晩
産
で

非
婚
率
が
高
く
、
高
い
出
生
力
も
低
下

に
働
き
手
が
シ
フ
ト
し
た
形
に
な
っ
て

い
る
。
年
齢
別
で
は
、
閲
歳
以
上
、
特

に
女
性
の
増
加
幅
が
大
き
い
。
立
場
の

弱
い
パ
ー
ト
や
兼
業
農
家
の
高
齢
者
、

女
性
が
、
リ
ス
ト
ラ
で
農
業
に
Ｕ
タ
ー

ン
と
い
う
図
式
だ
が
、
「
そ
れ
だ
け
で

こ
う
い
う
数
字
に
な
る
か
ど
う
か
。
決

定
的
な
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
」

傾
向
に
あ
る
一
沖
縄
型
」
、
の
四
類
型

に
分
類
し
て
い
る
。

女
性
の
結
婚
動
向
と
地
域
格
差
に
つ

い
て
、
報
告
書
は
①
結
婚
を
当
然
と
考

え
る
風
潮
が
弱
い
地
域
や
男
女
の
賃
金

格
差
が
小
さ
い
地
域
で
は
、
結
婚
年
齢

は
高
い
も
の
の
、
結
婚
す
る
人
が
多
い

②
家
族
の
団
ら
ん
を
重
視
す
る
風
潮
が

弱
い
地
域
や
住
宅
の
家
賃
が
高
い
地

域
、
「
都
市
化
」
が
進
ん
で
い
る
地
域

で
は
、
結
婚
年
齢
が
高
く
な
る
、
な
ど

と
分
析
し
て
い
る
。

報
告
書
は
「
個
人
が
よ
り
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
よ
う
な

環
境
や
女
性
が
働
き
続
け
や
す
い
環
境

が
整
え
ば
、
結
婚
し
や
す
く
、
こ
ど
も

も
産
み
育
て
や
す
く
な
り
、
出
生
力
が

あ
る
程
度
回
復
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
｜
）

０
結
婚
・
出
産
に
４
類
型
…
…
…
館

・
農
業
就
業
者
、
な
ぜ
か
増
加
…
腿

・
三
分
の
一
が
出
生
登
録
な
し
…
開

・
世
界
人
ロ
、
来
年
に
は
帥
億
…
餌

・
世
界
人
ロ
㈹
億
の
時
代
へ
…
…
肌

・
人
ロ
問
題
で
関
心
高
め
る
役
…
開

・
ア
ジ
ア
に
コ
メ
不
足
の
不
安
…
船

・
育
児
負
担
で
ど
う
減
ら
す
…
…
閉

。
や
っ
と
産
声
…
少
子
化
対
策
…
的

・
食
料
自
給
率
政
策
目
標
に
…
…
初

・
援
助
米
蜂
塑
雷
量
に
上
限
…
…
…
刊

。
｛
秤
林
熱
帯
で
減
少
顕
著
…
…
…
刊

・
過
疎
地
の
集
落
人
ロ
減
少
…
…
ね

・
中
国
水
害
夏
季
収
穫
Ⅱ
％
減
…
ね

・
失
輩
奎
率
最
悪
更
新
４
．
３
％
…
ね

・
中
国
・
黄
河
、
土
嬢
を
流
す
…
布

・
農
工
業
用
水
を
飲
み
水
に
…
…
布

・
閖
歳
以
上
人
口
旧
歳
上
回
る
…
汀

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
円
安
で
籾
億
円
減
…
…
汀

・
日
本
人
百
年
以
内
に
半
減
…
…
耐

・
年
金
専
業
主
婦
負
担
先
送
り
…
羽

・
高
齢
雇
用
対
策
で
国
際
会
議
…
閲

柾じ
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すふお－らむこゆ

（
農
水
省
）
よ
う
だ
。

農
業
の
５
月
の
就
業
者
は
、
３
７
７

万
人
と
前
年
同
月
に
比
べ
て
旧
万
人
増

え
、
４
月
の
増
加
数
⑫
万
人
を
上
回
っ

た
。
内
訳
で
は
、
男
性
が
開
歳
以
上
で

５
万
人
増
、
弱
～
図
歳
と
妬
～
弘
歳
で

も
１
万
人
増
え
、
妬
～
弘
歳
で
は
２
万

人
減
っ
た
。
女
性
も
髄
歳
以
上
で
６
万

人
増
加
、
弱
～
則
歳
で
３
万
人
増
え
、

必
歳
以
下
で
は
減
る
な
ど
し
て
い
る
。

就
業
者
と
い
う
の
は
「
そ
の
月
の
最

終
週
に
１
時
間
以
上
働
い
て
収
入
が

あ
っ
た
人
」
の
こ
と
で
、
農
業
就
業
者

は
統
計
で
比
較
で
き
る
１
９
５
３
年

（
林
業
含
む
）
の
１
４
８
７
万
人
か
ら

ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
、
昨
年
は
３
１

６
万
人
と
な
っ
た
。

総
務
庁
は
「
高
齢
者
一
厘
用
の
厳
し
さ

を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
し

な
が
ら
も
「
小
さ
い
数
ほ
ど
統
計
上
の

誤
差
も
大
き
く
な
る
の
で
、
断
定
的
な

こ
と
は
言
え
な
い
」
（
統
計
局
）
と
い

う
。
農
水
省
も
「
全
体
で
は
雇
用
環
境

や
意
識
の
変
化
、
就
農
支
援
策
の
効
果

な
ど
が
反
映
し
て
い
る
と
思
う
が
、
細

か
い
分
析
を
し
て
み
な
い
と
…
…
」

（
構
造
改
善
局
）
と
当
惑
気
味
だ
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
他
産
業
か
ら
農

業
に
移
っ
て
き
た
離
職
就
農
者
は
、
釦

【
ロ
ン
ド
ン
８
日
Ⅲ
百
瀬
和
元
】
ユ
ニ

セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
は
八
日
、
世

界
の
子
供
た
ち
の
現
状
を
分
析
す
る
年

次
報
告
「
国
々
の
前
進
」
を
発
表
し

た
。
今
年
は
子
供
の
権
利
に
焦
点
を
当

て
て
、
「
世
界
で
毎
年
生
ま
れ
る
赤

ち
ゃ
ん
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
四
千
万

人
の
出
生
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
子
供
た
ち
は
、
教
育
や
保
健
サ
ー
ビ

ス
な
ど
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
」

と
、
途
上
国
を
中
心
に
厳
し
い
現
実
が

年
に
年
間
１
万
４
０
０
０
人
だ
っ
た
の

が
舶
年
に
は
４
万
９
０
０
０
人
と
徐
々

に
増
え
て
い
る
。
脱
サ
ラ
や
定
年
退
職

な
ど
を
機
会
に
地
方
で
農
業
を
始
め
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
が
増
え
て
い
る
た
め

で
、
同
省
も
準
備
資
金
の
貸
し
付
け
な

ど
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。

【
高
橋
秀
郎
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
｜
）

、函
赤ちゃんの
３分の１が
登録なし

ユニセフが報告

続
い
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
八
日
、
記
者
会
見
し
た

ユ
ニ
セ
フ
の
キ
ャ
ロ
ル
。
ベ
ラ
ミ
ー
事

務
局
長
は
「
出
生
登
録
は
、
子
供
の
市

民
的
な
権
利
の
出
発
点
だ
」
と
位
置
づ

け
て
、
そ
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

「
国
々
の
前
進
」
で
は
、
百
九
十
一

カ
国
が
批
准
し
た
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
で
出
生
登
録
の
義
務
が
明
記
さ
れ

て
い
る
の
に
、
多
く
の
国
々
で
登
録
制

度
が
不
完
全
だ
っ
た
り
存
在
し
な
か
っ

た
り
し
て
い
る
現
状
を
紹
介
。
同
じ
国

内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
は
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
権
利

や
保
護
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

出
生
登
録
が
も
っ
と
も
遅
れ
て
い
る

の
は
、
東
・
南
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
地
域

で
、
次
に
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
が

続
い
て
い
る
。
出
生
登
録
の
デ
ー
タ
が

な
い
国
、
登
録
制
度
が
な
い
国
は
二
十

九
カ
国
に
の
ぼ
り
、
ユ
ニ
セ
フ
報
告
は

「
国
家
政
策
の
計
画
立
案
を
進
め
る
た

め
に
も
、
登
録
制
度
の
改
善
が
必
要

だ
」
と
各
国
の
真
剣
な
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
九
）

・
少
子
化
対
応
型
雇
用
に
は
…
…
ね

。
、
歳
ま
で
働
き
た
い
１
５
割
…
帥

・
公
的
介
護
、
ボ
ラ
団
参
入
可
…
別

・
出
産
退
職
者
が
減
少
…
…
…
…
別

・
人
ロ
増
で
四
億
人
が
水
不
足
…
魂

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
総
額
７
年
間
世
界
一
…
肥

・
世
界
人
ｐ
来
年
６
月
に
釦
億
…
躯

・
世
界
人
ロ
問
題
で
対
立
討
論
…
閉

・
自
給
率
で
農
と
産
業
が
対
立
…
閉

・
百
歳
以
上
一
万
人
突
破
…
…
…
師

・
高
齢
者
協
議
会
如
月
発
足
…
…
師

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
人
材
曜
保
…
…
訂

・
社
協
金
銭
管
理
や
生
活
支
援
…
卵

・
人
口
印
億
時
代
の
課
題
…
…
…
閉

・
女
性
参
加
率
、
日
本
犯
位
に
…
開

。
親
し
い
近
所
づ
き
あ
い
減
る
…
卯

・
開
歳
以
上
２
千
万
人
突
破
…
…
肌

・
中
国
社
会
急
速
に
高
齢
化
…
…
別

・
農
業
再
生
の
展
望
見
え
ず
…
…
卵

。
「
老
人
」
と
呼
ば
な
い
で
…
…
肌

・
世
界
の
失
業
者
最
悪
加
億
人
…
肌

・
第
二
の
開
国
へ
の
備
え
を
…
…
妬

？
中
国
、
洪
水
の
陰
で
水
不
足
…
船

・
年
金
改
革
、
ゴ
ー
ル
見
え
ず
…
伽

・
労
働
生
産
性
、
日
本
は
Ⅱ
位
…
川

ａ，



国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
九

日
」
を
発
表
す
る
。
同
基
金
が
一
九
八

■■■

ｌ■ ロの『:罰團

口
、
爆
発
的
人
口
増
加
へ
の
注
意
を
喚

現
在
五
十
九
億
三
千
万
人
に
の
ぼ
る

年
に
制
定
し
た
「
世
界
人
口
デ
ー
」

の
大
台
に
の
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

七
月
十
一
日
）
を
前
に
最
新
デ
ー
タ

公
表
し
た
も
の
で
、
「
人
口
増
加
は

埋
に
進
ん
で
お
り
、
特
に
こ
れ
か
ら

り
る
た
め
に
「
六
十
億
人
に
な
る

ｕ
世
界
議
鷆
渉
念

６０

(億人）

５０

人
口
が
来
年
の
中
ご
ろ
に
は
六
十

０
０
０
０
０

４
３
２
１

子
供
を
持
つ
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま

で
の
人
口
が
十
一
億
六
千
五
百
万
人
に

も
達
し
て
い
く
の
が
深
刻
な
懸
念
材

料
」
と
警
告
し
て
い
る
。

同
基
金
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
世
界

の
人
口
は
ほ
ぼ
一
秒
に
三
人
の
ペ
ー
ス

で
増
え
続
け
て
お
り
、
一
日
で
二
十
二

万
五
千
人
、
一
年
で
八
千
百
万
人
増
加

し
て
い
る
。
増
加
ペ
ー
ス
は
、
末
広
が

り
状
態
だ
。
人
口
が
十
億
人
を
超
え
た

の
が
、
一
八
○
○
年
。
二
十
億
人
を
超

え
た
の
は
一
九
三
○
年
、
三
十
億
人
を

超
え
た
の
が
一
九
六
○
年
だ
。

そ
し
て
四
十
億
人
を
超
え
た
の
が
一

九
七
四
年
で
、
五
十
億
人
は
一
九
八
七

年
、
さ
ら
に
六
十
億
人
が
一
九
九
九
年

と
い
っ
た
具
合
だ
。
つ
ま
り
十
億
人
か

ら
二
十
億
人
に
な
る
の
に
百
三
十
年
か

か
っ
た
の
が
、
五
十
億
人
か
ら
六
十
億

人
ま
で
は
わ
ず
か
十
二
年
し
か
か
か
っ

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
人
口
の
分
布
と
増
加
率
は
、

地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
五
十
九
億
三
千
万
人
の
人

口
の
う
ち
、
ほ
ぼ
八
割
に
当
た
る
四
十

七
億
八
千
万
人
は
開
発
途
上
国
地
域
に

い
る
。

世
界
の
人
口
増
加
率
は
一
九
九
五
年

か
ら
二
○
○
○
年
の
年
平
均
で
一
・
四

％
の
見
込
み
だ
が
、
途
上
国
地
域
で
は

一
・
七
％
、
特
に
最
貧
国
と
呼
ば
れ
る

国
々
で
は
二
・
六
％
に
も
達
す
る
。

一
方
、
先
進
諸
国
の
増
加
率
は
○
・

三
％
で
、
欧
州
で
は
増
加
が
す
で
に
止

ま
っ
て
お
り
、
東
欧
諸
国
で
は
人
口
の

減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
。

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）

は
、
｜
年
後
の
一
九
九
九
年
六
月
十
六

日
、
世
界
人
口
が
六
十
億
人
に
達
す
る

と
発
表
し
た
。

現
在
の
世
界
人
口
は
五
十
九
億
三
千

四
百
万
人
。
毎
秒
三
人
、
一
年
間
に
八

千
百
万
人
増
え
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は

今
後
十
年
間
は
続
く
と
み
ら
れ
る
。

国
連
人
口
基
金
が
「
六
十
億
人
の

日
」
の
到
来
を
、
一
年
も
前
に
発
表
し

た
の
に
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
。

四

世
界
人
口
、
㈹
億
人
の
時
代
へ

こ
れ
に
対
し
世
界
の
食
糧
生
産
は
、

科
学
技
術
が
発
達
し
た
と
し
て
も
正
数

倍
に
し
か
増
え
ず
、
近
未
来
の
地
球
的

規
模
の
飢
餓
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
人

口
増
加
を
抑
制
す
る
に
は
、
避
妊
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
女
性
の
識
字
率
が

低
い
地
域
ほ
ど
避
妊
措
置
を
行
っ
て
お

ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
の
既
婚
女
性
で
避
妊

し
て
い
る
の
は
一
五
％
に
過
ぎ
な
い
と

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
佐
藤
勝
美
）

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
十
）

そ
れ
は
、
来
年
六
月
三
十
日
か
ら
国

連
人
口
特
別
総
会
が
行
わ
れ
、
九
四
年

の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
）
で

採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
の
実
施
状

況
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か

ら
だ
。

地
域
別
会
議
の
専
門
家
会
議
も
始

ま
っ
て
お
り
、
来
年
二
月
に
は
オ
ラ
ン

ダ
の
ハ
ー
グ
で
百
二
十
カ
国
政
府
、
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
、
国
会
議
員
に
よ

る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
る
。
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こゆ－すふぉ－らむ

そ
こ
で
、
今
の
う
ち
か
ら
食
料
、
環

境
な
ど
地
球
的
規
模
で
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て

い
る
人
口
、
開
発
、
女
性
の
地
位
な
ど

に
つ
い
て
、
国
際
的
な
関
心
を
高
め
て

お
き
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
。

世
界
人
□
五
十
億
人
の
曰
は
八
七
年

七
月
十
一
日
だ
っ
た
。
国
連
人
口
基
金

は
そ
の
後
、
七
月
十
一
日
を
「
世
界
人

口
の
日
」
に
指
定
。
毎
年
、
多
く
の
国

で
人
口
問
題
に
つ
い
て
の
催
し
が
行
わ

れ
て
い
る
。
今
年
八
月
、
東
京
で
は

「
世
界
人
ロ
デ
ー
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
｜
が
開
か
れ
た
。

国
連
の
長
期
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

世
界
人
口
は
今
後
も
増
加
。
二
一
五
○

年
に
百
八
億
人
に
達
し
、
二
二
○
○
年

ご
ろ
に
百
十
億
人
で
安
定
し
そ
う
だ
と

い
う
。
増
加
の
九
割
は
発
展
途
上
国
で

起
き
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
人
口
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
国
際
人
口
開
発
会

議
は
行
動
計
画
を
採
択
し
た
。
人
口
増

加
の
速
度
を
緩
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

途
上
国
が
直
面
し
て
い
る
一
厘
用
、
住

宅
、
保
健
、
教
育
、
貧
困
な
ど
の
問
題

と
取
り
組
み
や
す
く
す
る
も
の
だ
。

雇
用
難
、
貧
困
に
直
面

そ
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
（
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
。

人
々
が
自
ら
の
子
供
の
数
や
出
産
間
隔

を
選
択
す
る
権
利
を
持
っ
て
お
り
、
そ

の
選
択
を
可
能
に
す
る
家
族
計
画
の
情

報
や
手
段
、
教
育
な
ど
を
提
供
す
る
必

要
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

注
［
曰
集
め
一
色
南
南
協
力

解
決
に
向
け
て
最
近
、
目
立
つ
の
が

「
南
南
協
力
」
で
あ
る
。
比
較
的
経
済

発
展
を
遂
げ
た
途
上
国
が
、
発
展
段
階

に
あ
る
途
上
国
を
支
援
す
る
方
式
で
、

先
進
国
は
途
上
国
間
で
足
り
な
い
資

金
、
技
術
面
で
支
援
す
る
。

経
済
状
況
の
悪
化
で
、
「
援
助
疲

れ
」
が
出
て
い
る
先
進
国
に
と
っ
て
有

効
で
効
率
的
な
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
と
さ
れ
る
。
途
上
国
に
と
っ
て
は
、

「
北
」
か
ら
「
南
」
へ
の
援
助
と
違
っ
て
、

歴
史
、
伝
統
、
社
会
的
状
況
が
近
い
国

同
士
で
協
力
す
る
方
が
理
解
さ
れ
や
す

い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

こ
の
分
野
で
日
本
政
府
は
、
日
本
が

提
供
し
た
技
術
が
定
着
し
た
途
上
国

が
、
ほ
か
の
途
上
国
か
ら
の
研
修
員
に

対
し
て
行
う
研
修
を
支
援
す
る
「
第
三

国
研
修
」
、
日
本
の
技
術
を
受
け
た
途

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
国

会
議
員
連
盟
」
の
代
表
が
一
週
間
の
ベ

ト
ナ
ム
視
察
を
終
え
て
来
日
、
日
本
の

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
会
長
・

中
山
太
郎
衆
議
院
議
員
）
や
非
政
府
組

織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
メ
ン
バ
ー
と
意
見
交

換
し
た
。
地
球
的
規
模
で
取
り
組
み
が

必
要
な
人
口
、
開
発
、
女
性
の
地
位
向

上
な
ど
の
た
め
に
、
国
会
議
員
と
し
て

上
国
の
専
門
家
を
日
本
の
資
金
で
第
三

国
に
派
遣
す
る
「
第
三
国
専
門
家
派

遣
」
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
東
京
で
「
南
南
協
力
と
地

球
的
規
模
問
題
」
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
ダ
ッ
カ
に
本
部
が
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
人

口
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ー
の
バ
ラ
・
シ

ン
事
務
局
長
は
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ス
タ
ッ
フ

を
研
修
し
、
妊
産
婦
死
亡
と
妊
産
婦
疾

病
の
削
減
、
ま
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
家
族

計
画
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
’
な

囮

国
際
的
課
題
、
関

ｌ
カ
ナ
ダ
の
国
会
議
員
が
来
日
Ｉ

心
高
め
る
先
導
役
を

選
挙
民
に
重
要
性
を
知
ら
せ
、
政
府
に

国
際
協
力
の
強
化
を
求
め
る
役
割
に
意

欲
を
見
せ
て
い
た
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
現
在

の
会
員
は
約
百
三
十
人
）
は
人
口
、
食

料
、
国
際
協
力
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し

対
策
を
建
議
す
る
た
め
に
、
一
九
七
四

年
四
月
に
世
界
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た

議
員
連
盟
で
あ
る
。

ど
の
実
践
例
を
報
告
し
た
。

同
事
務
局
長
は
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

に
は
、
参
加
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
が
必
要
と
し
、
そ
の
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
派
遣
の
旅
費

な
ど
の
資
金
を
日
本
政
府
、
民
間
機
関

に
要
請
し
た
。

日
本
政
府
は
、
本
年
度
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ

予
算
を
一
律
一
○
％
カ
ッ
ト
し
て
い
る

が
、
途
上
国
間
の
努
力
を
支
え
る
仕
組

み
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
工
夫
す
べ
き

だ
ろ
う
。

（
日
本
海
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
十
六
）

6宮



そ
の
前
年
、
岸
信
介
元
首
相
を
団
長

と
す
る
議
員
有
志
が
イ
ン
ド
、
タ
イ
な

ど
ア
ジ
ア
四
カ
国
を
訪
問
し
て
、
人
口

問
題
解
決
へ
の
支
援
の
重
要
性
を
認
識

し
、
こ
れ
が
設
立
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
七
四
年
八
月
に
は
国
連
が
ブ
カ
レ

ス
ト
で
世
界
人
口
会
議
を
開
催
、
議
員

懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
も
政
府
顧
問
と
し

て
参
加
し
た
。

日
本
に
続
い
て
多
く
の
国
で
議
員
連

盟
が
設
立
さ
れ
、
次
い
で
地
域
組
織
で

あ
る
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ

地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
・
ア

ラ
ブ
で
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。

九
四
年
の
国
際
人
ロ
開
発
会
議
（
カ

イ
ロ
）
に
先
だ
っ
て
開
か
れ
た
国
際
人

口
開
発
議
員
会
議
は
一
人
口
と
開
発
に

関
す
る
カ
イ
ロ
宣
言
」
を
採
択
し
た
。

そ
の
中
で
、
国
会
議
員
は
「
人
々
の
代

表
と
し
て
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
た
役

割
」
と
し
て
、
各
国
政
府
が
人
口
政
策

と
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
形
成
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
立
法
を
行
う
こ
と
、
人

口
と
持
続
可
能
な
開
発
に
関
し
て
一
般

市
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
、

す
べ
て
の
国
会
議
員
に
呼
び
掛
け
て
い

る
。各
地
域
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
リ
ー
ダ
ー

役
を
果
た
し
て
い
る
の
が
「
人
口
と
開

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
議
長
・
桜
井
新
衆
院
議
員
）
」
だ
。

活
動
母
体
と
し
て
財
団
法
人
「
ア
ジ
ア

人
口
・
開
発
協
会
」
と
と
も
に
毎
年
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議

員
代
表
者
会
議
を
主
催
し
て
い
る
。

こ
の
三
月
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
第
十

四
回
会
議
を
開
き
、
国
際
人
ロ
開
発
会

議
の
行
動
計
画
の
検
証
と
食
料
問
題
に

つ
い
て
討
議
し
た
。

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
九
五
年

の
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
、
世
界
女
性
会

議
、
九
六
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に

先
駆
け
て
国
会
議
員
会
議
を
開
き
、
政

府
間
会
議
へ
の
提
言
を
宣
言
や
決
議
の

形
で
採
択
し
て
い
る
。

来
年
六
月
十
六
日
に
世
界
人
口
は
六

十
億
人
に
達
す
る
と
国
連
人
口
基
金
が

発
表
し
た
。
そ
の
年
の
二
月
、
オ
ラ
ン

ダ
の
ハ
ー
グ
で
同
基
金
は
人
口
問
題
に

つ
い
て
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
国
会
議
員

会
議
を
開
催
す
る
。
そ
こ
で
の
討
議
の

成
果
は
、
六
月
の
国
連
人
口
特
別
総
会

に
反
映
さ
れ
る
は
ず
だ
。

宣
言
、
決
議
は
重
要
な
内
容
を
含
ん

で
い
る
の
に
、
内
容
が
各
国
の
国
民
に

伝
わ
る
こ
と
は
少
な
い
。
地
球
規
模
問

題
の
重
要
性
を
、
国
内
の
問
題
と
も
絡

日
本
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
向
け
コ
メ
支

援
を
機
に
ア
ジ
ア
各
国
の
不
安
定
な
コ

メ
供
給
体
制
が
表
面
化
し
た
。
天
候
不

順
に
よ
る
不
作
に
加
え
、
通
貨
の
急
落

で
輸
入
が
減
れ
ば
突
然
、
コ
メ
不
足
に

陥
る
可
能
性
が
あ
る
。
二
十
一
世
紀
を

に
ら
ん
で
、
緊
急
時
に
備
え
た
ア
ジ
ア

の
コ
メ
融
通
体
制
が
必
要
だ
。
そ
の
核

に
な
れ
る
の
は
、
コ
メ
余
り
国
・
日
本

し
か
な
い
。

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な

ど
の
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
今
年
の
コ
メ
不
足
は
お
よ
そ
三
百
五

十
万
少
。
こ
の
う
ち
百
五
十
万
少
は
自

め
合
わ
せ
な
が
ら
、
有
権
者
に
伝
え
る

努
力
を
求
め
た
い
。
発
展
途
上
国
に
対

す
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
は
国

民
の
税
金
で
あ
り
、
そ
の
使
途
、
有
効

性
、
問
題
点
に
つ
い
て
国
民
の
代
表
で

あ
る
議
員
か
ら
も
知
ら
せ
る
べ
き
だ
ろ

マ
フ
Ｏ日
本
が
直
面
す
る
最
大
の
人
口
問
題

は
、
少
子
・
高
齢
化
で
あ
る
。
参
院
選

図ァジ序に騏幽劒騨》鮴職を
前
の
外
貨
で
輸
入
で
き
る
が
、
二
百
万

少
は
国
際
支
援
を
受
け
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
要
請
を
受
け
た
日

本
政
府
は
六
月
、
政
府
の
保
有
米
五
十

万
少
を
三
十
年
償
還
で
貸
し
付
け
る
ほ

か
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
産
米
な
ど
十
万

少
分
の
買
い
付
け
資
金
を
無
償
提
供
す

る
こ
と
で
合
意
、
近
く
第
一
船
が
出
発

す
る
。

で
各
党
は
少
子
・
高
齢
化
対
策
に
つ
い

て
公
約
を
発
表
し
た
。
選
挙
が
終
わ
っ

た
か
ら
忘
れ
た
で
は
な
く
、
活
力
の
あ

る
二
十
一
世
紀
に
す
る
た
め
に
各
議
員

は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
対
応
に

つ
い
て
話
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

（
共
同
通
信
編
集
委
員
西
内
正
彦
）

（
佐
賀
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
十
八
）

今
回
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
訓
は
、

同
じ
よ
う
な
コ
メ
不
足
が
、
ア
ジ
ア
の

弱
ま
る
農
業
基
盤
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他
の
国
で
も
起
き
か
ね
な
い
こ
と
だ
。

ア
ジ
ア
各
国
は
八
○
年
代
か
ら
の
経
済

成
長
で
、
農
村
人
口
の
流
出
や
水
田
の

工
場
用
地
へ
の
転
換
が
進
み
、
農
業
の

生
産
基
盤
が
弱
体
化
し
て
い
る
。

八
四
年
に
自
給
を
達
成
し
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
も
、
こ
こ
数
年
は
輸
入
国
に
転

落
し
て
い
た
し
、
中
国
や
韓
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
も
自
給
が
危
う
い
状
態

だ
。
経
済
が
順
調
な
う
ち
は
輸
入
に
頼

れ
る
が
、
最
近
の
通
貨
危
機
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
る
と
輸
入
は
滞
り
、
食
料

品
価
格
が
高
騰
し
て
政
情
不
安
に
陥
る

恐
れ
が
あ
る
。

一
方
、
ア
ジ
ア
で
コ
メ
が
余
っ
て
い

る
国
は
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ
た
輸

出
国
を
除
け
ば
日
本
と
台
湾
ぐ
ら
い

だ
。
そ
の
日
本
も
九
三
年
に
は
凶
作
で

二
百
万
少
も
の
緊
急
輸
入
に
追
い
込
ま

れ
た
。日
本
女
子
大
の
今
村
奈
良
臣
教
授

は
、
こ
う
し
た
不
測
の
事
態
に
備
え
る

た
め
に
「
東
ア
ジ
ア
の
国
・
地
域
が
不

測
時
に
コ
メ
を
融
通
し
合
う
シ
ス
テ
ム

が
必
要
」
と
い
う
。
コ
メ
の
需
給
調
整

を
一
カ
国
で
な
く
東
ア
ジ
ア
全
体
で
考

え
て
い
く
と
い
う
構
想
だ
。

日
本
は
過
剰
在
庫
を
抱
え
て
い
る

が
、
米
価
が
国
際
価
格
の
六
倍
も
す
る

の
で
輸
出
は
難
し
い
。
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
体
制
上
で
は
補
助
金
付
き

輸
出
も
で
き
な
い
。
無
償
援
助
も
Ｆ
Ａ

Ｏ
な
ど
が
定
め
た
範
囲
に
限
定
さ
れ
て

い
た
。

そ
れ
な
ら
政
府
間
で
長
期
貸
借
契
約

を
結
ん
で
コ
メ
不
足
国
に
貸
し
出
し
、

豊
作
時
に
農
産
物
や
現
金
で
返
済
し
て

も
ら
え
ば
い
い
と
今
村
さ
ん
は
主
張
す

る
。今
回
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
援
を
機
に

食
糧
庁
が
創
設
し
た
新
し
い
コ
メ
援
助

シ
ス
テ
ム
も
基
本
的
に
は
こ
れ
に
似
て

い
る
。
農
水
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る

「
国
際
農
業
交
流
・
食
糧
支
援
基
金
」

が
あ
ら
か
じ
め
援
助
米
を
備
蓄
し
て
お

き
、
コ
メ
不
足
国
に
貸
し
出
す
。
備
蓄

な
ど
の
財
政
負
担
は
償
還
期
間
に
応
じ

て
平
準
化
し
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
る
計
画
だ
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
支
援
は
、
過
剰

在
庫
が
解
消
す
れ
ば
先
細
り
に
な
る
。

今
回
は
日
本
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
援
を

急
ぐ
よ
う
促
し
た
米
国
も
、
日
本
の
援

助
が
増
え
続
け
れ
ば
自
国
の
輸
出
市
場

を
侵
す
と
批
判
す
る
公
算
も
大
き
い
。

理
想
的
な
融
通
シ
ス
テ
ム
は
ア
ジ
ア

各
国
が
資
金
を
拠
出
し
「
コ
メ
備
蓄
機

構
」
の
よ
う
な
国
際
機
関
を
創
設
す
る

こ
の
ア
ジ
ア
の
コ
メ
備
蓄
機
構
は
、

日
本
が
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
ず
、
日
本
国
内
の
生
産
計
画
を
ア
ジ

ア
全
体
を
見
通
し
た
も
の
に
改
め
る
。

国
内
産
米
の
価
格
を
で
き
る
だ
け
引
き

下
げ
、
水
田
の
維
持
・
保
全
策
も
必
要

だ
。日
本
人
や
韓
国
人
が
好
む
短
粒
種
の

コ
メ
を
、
長
粒
種
が
主
食
の
東
南
ア
ジ

ア
に
供
給
す
る
の
は
難
し
い
と
の
声
も

あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
食
糧
庁
が
穀
物

こ
と
だ
。
緊
急
事
態
に
陥
っ
た
場
合
、

加
盟
国
は
そ
こ
か
ら
コ
メ
を
借
り
ら
れ

る
。
い
わ
ば
ヨ
メ
の
集
団
安
全
保
障

条
約
」
だ
。

江
戸
時
代
に
は
、
飢
鐘
（
き
き
ん
）

が
起
き
る
と
各
藩
は
「
津
留
め
」
と
呼

ば
れ
る
方
法
で
藩
外
へ
の
コ
メ
の
流
出

を
抑
え
た
。
そ
の
結
果
、
飢
鰻
に
な
っ

た
地
域
の
被
害
は
膨
れ
上
が
っ
た
。
日

本
列
島
が
す
べ
て
不
作
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
互
い
に
コ
メ
を
融
通
す
れ
ば
、

被
害
は
少
な
く
て
済
ん
だ
は
ず
だ
。

同
じ
よ
う
に
、
一
カ
国
か
ら
東
ア
ジ

ア
、
ア
ジ
ア
全
域
へ
と
範
囲
を
拡
大
す

れ
ば
、
安
全
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。
加

盟
国
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
。

国
際
貢
献
の
一
環

メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
世
界
中
か
ら
コ
メ

を
購
入
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

農
業
基
本
法
の
見
直
し
を
進
め
る
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会

は
、
検
討
テ
ー
マ
に
食
糧
の
安
全
保
障

を
掲
げ
て
い
る
。
議
論
は
国
内
の
自
給

力
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ア
ジ

ア
全
域
を
見
渡
し
た
食
糧
安
保
も
考
え

る
べ
き
だ
。

「
い
ま
の
と
こ
ろ
資
金
拠
出
に
応
じ

る
国
は
な
い
」
（
農
水
省
）
か
ら
、
国

際
機
関
設
立
に
は
長
い
外
交
努
力
が
い

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
が
二
十
一
世

紀
に
向
け
た
日
本
の
さ
さ
や
か
な
国
際

貢
献
に
な
る
。

（
編
集
委
員
金
子
弘
道
）

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
七
・
二
十
）
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日
本
の
総
人
口
は
今
年
６
月
１
日
現

在
で
、
１
億
２
６
３
６
万
人
に
上
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
２

０
０
７
年
の
１
億
２
７
７
８
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
２
０
５
０
年

に
’
億
印
万
人
、
２
１
０
０
年
に
は
６

７
３
６
万
人
に
減
る
と
い
う
。

現
在
の
人
口
を
維
持
す
る
に
は
、
２

1億
5000

皿
育
児
負
担
ど
う
減
ら
す

一
一
一
○
○
年
「
人
ロ
六
七
三
六
万
人
」
の
推
計

￣、

1侭
2000

9000

6000

go（年5０3０ ７０ 9０ ０ 3０ 7０5０3000

1９２０４０６０８０２０００２０４０６０８０２１００

国立社会保障･人ロ問題研究所｢日本の将来推計人口(97年１月推計)｣より

・
肥
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
必
要
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ｗ
年
に
は
そ
の
率
が
１
．

羽
に
ま
で
下
が
っ
た
。
こ
の
年
は
、
皿

歳
以
下
の
年
少
人
口
も
筋
歳
以
上
の
老

年
人
口
を
初
め
て
下
回
っ
た
。

労
働
力
の
供
給
は
、
今
年
、
男
性
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
女
性
を
含
め
て
も

２
０
０
１
年
が
ピ
ー
ク
と
さ
れ
る
。
嘔

歳
以
上
弘
歳
以
下
の
労
働
力
人
口
は
２

０
５
０
年
に
は
、
現
在
の
約
８
７
０
０

万
人
か
ら
約
５
５
０
０
万
人
へ
と
大
幅

に
減
っ
て
し
ま
う
。

逆
に
２
０
５
０
年
に
は
、
筋
歳
以
上

の
高
齢
者
が
、
今
の
約
１
８
０
０
万
人

か
ら
約
３
２
０
０
万
人
へ
と
増
え
る
。

つ
ま
り
、
５
５
０
０
万
人
が
、
そ
の
６

割
近
く
の
３
２
０
０
万
人
の
暮
ら
し
を

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

そ
う
な
る
と
年
金
・
医
療
・
福
祉
な

ど
の
分
野
で
、
現
役
世
代
の
負
担
が
大

幅
に
増
大
す
る
。
産
業
構
造
審
議
会

（
通
産
相
の
諮
問
機
関
）
は
、
税
金
と

社
会
保
険
料
を
合
わ
せ
た
国
民
負
担
率

が
、
現
在
の
記
％
か
ら
、
２
０
２
５
年

に
は
印
％
上
昇
す
る
と
予
測
し
て
い

る
。
こ
の
年
に
は
、
勤
労
者
一
人
あ
た

り
の
手
取
り
所
得
の
年
平
均
伸
び
率

が
、
０
．
３
％
の
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る

と
い
う
試
算
も
あ
る
。

少
子
化
は
経
済
成
長
を
制
約
す
る
恐

れ
も
強
い
。
労
働
力
の
供
給
減
に
加
え

て
、
現
役
を
退
い
た
世
代
が
増
え
て
貯

蓄
率
が
低
下
し
、
そ
れ
が
投
資
の
抑
制

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

「
先
進
国
の
経
済
成
長
は
、
こ
れ
ま

で
す
べ
て
人
口
増
と
結
び
付
い
て
い

た
」
と
語
る
の
は
木
村
文
勝
・
三
菱
総

合
研
究
所
主
席
研
究
員
。
木
村
氏
に
よ

る
と
、
近
代
の
経
済
は
と
く
に
大
量
生

産
型
の
技
術
進
歩
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
「
情
報
通
信
な
ど
新
産
業
で
、
人

口
減
に
対
応
し
た
新
た
な
成
長
の
仕
組

み
を
創
造
し
な
い
と
、
失
速
し
か
ね
な

い
」
と
訴
え
る
。

少
子
時
代
は
社
会
の
姿
も
大
き
く
変

わ
る
。
大
淵
寛
・
中
央
大
教
授
は
「
人

口
約
５
万
人
以
下
の
地
方
の
中
小
自
治

体
か
ら
、
過
疎
化
が
ど
ん
ど
ん
全
国
に

広
が
る
」
と
強
調
す
る
。

出
生
率
低
下
の
最
大
の
原
因
は
、
晩

婚
化
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

も
、
小
川
直
宏
・
日
大
人
口
研
究
所
次

長
は
一
例
年
代
以
降
は
、
結
婚
し
て
も

第
一
子
を
産
ま
な
い
人
が
増
え
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
。

開
発
途
上
国
の
人
口
爆
発
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
所
得
が
低
く
、
社
会
保
障

が
遅
れ
て
い
る
段
階
で
は
、
家
計
を
助

け
老
後
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
子
供
を

多
数
待
つ
こ
と
が
、
経
済
的
に
み
て
も

望
ま
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日

本
の
よ
う
な
高
所
得
国
で
は
、
女
性
に

と
っ
て
出
産
で
得
る
も
の
よ
り
、
失
う

「
機
会
費
用
」
の
方
が
は
る
か
に
大
き

い
。厚
生
省
の
推
計
で
は
、
子
供
１
人
を

育
て
る
の
に
約
２
０
０
０
万
円
か
か
る

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
経
済
企

画
庁
に
よ
る
と
、
女
性
が
出
産
・
子
育

て
で
５
年
間
仕
事
を
中
断
し
て
再
就
職

し
た
場
合
、
仕
事
を
続
け
た
場
合
よ
り

給
料
や
退
職
金
な
ど
総
額
約
６
３
０
０

万
円
の
損
失
が
出
る
と
い
う
。

八
代
尚
宏
・
上
智
大
教
授
は
「
女
性

の
高
学
歴
化
が
進
ん
で
就
業
機
会
が
増

え
、
経
済
力
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
流
れ

は
も
う
逆
に
は
一
戻
ら
な
い
。
し
か
も
少

子
化
で
女
性
労
働
力
は
必
要
だ
。
育
児

に
よ
る
負
担
や
損
失
を
減
ら
す
た
め
の

企
業
や
国
の
対
策
が
必
要
だ
」
と
訴
え

て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
二
十
）
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ち
、
閲
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
２
７
８

８
人
。
そ
の
比
率
は
蛆
％
と
、
日
本
の

市
町
村
の
中
で
最
も
高
い
。
逆
に
以
歳

以
下
の
子
供
は
４
８
６
人
し
か
お
ら

日
本
で
は
今
、
世
界
に
例
の
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
。
飾

年
に
は
、
女
性
が
一
生
に
産
む
子
供
の

平
均
の
数
が
１
．
羽
人
ま
で
減
っ
た
。

労
働
力
は
２
０
０
１
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
が
始
ま
り
、
創
世
紀
の
日
本
は
、
経

済
活
動
の
停
滞
や
社
会
保
障
の
負
担
能

率
の
減
少
、
社
会
全
体
の
活
力
衰
退
な

ど
の
様
々
な
課
題
に
直
面
し
そ
う
だ
。

「
少
子
時
代
の
日
本
経
済
」
は
ど
ん
な

姿
に
な
る
の
か
。
そ
し
て
、
“
産
声
“
を

上
げ
た
ば
か
り
の
自
治
体
や
企
業
な
ど

の
少
子
化
対
策
は
、
大
き
く
育
つ
の
だ

ろ
う
か
。

（
稲
沢
裕
子
、
岡
本
純
子
）

■
未
来
の
縮
図

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
屋
代
島
。
島
の

東
部
を
占
め
る
山
口
県
東
和
町
は
、
少

子
時
代
の
到
来
を
先
取
り
し
た
町
だ
。

６
月
末
の
人
口
５
６
６
３
人
の
う

囮
や
っ
と
産
声
…
少
子
化
対
策

「
子
育
て
支
援
」
「
雇
用
環
境
の
改
革
」

ず
、
全
町
民
の
８
％
余
り
だ
。
鯨
年
度

に
生
ま
れ
た
子
供
は
わ
ず
か
訂
人
だ
っ

た
。町
で
見
か
け
る
の
は
、
お
年
寄
り
や

中
年
の
人
ば
か
り
。
９
校
に
統
合
さ
れ

て
し
ま
っ
た
小
中
学
校
の
近
く
な
ど
へ

行
か
な
け
れ
ば
、
元
気
な
子
供
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
は
な
い
。

共を１寺たない埋田(複数回答〕－

霧

呵
勇

ロ

鱸！
イ
ラ
ス
ト
・
北
館
夫

子
供
の
数
が
減
っ
た
の
は
町
内
に
働

く
場
が
少
な
く
、
結
婚
前
の
若
者
な
ど

が
島
か
ら
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

だ
。
町
の
産
業
も
衰
退
し
、
「
橋
を

渡
っ
て
本
土
に
行
か
な
け
れ
ば
ス
ー

パ
ー
で
買
い
物
が
で
き
な
い
」
と
、
あ

る
町
民
は
こ
ぼ
す
。

町
の
今
年
度
予
算
記
憶
９
０
０
０
万

円
の
う
ち
、
老
人
福
祉
費
は
８
億
８
４

２
９
万
円
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

町
税
収
入
は
３
億
５
３
４
８
万
円
し
か

な
い
。
「
若
い
人
が
減
っ
て
い
る
の

で
、
住
民
税
な
ど
の
自
前
の
税
収
は
今

ＨｍＨ弓ｑ、

〔厚生省「人口勘態統叶」より〕

先進国における合計特殊出生率の推移

朧＝：ヨーニニニニー:二=房
E悪目■FⅢRHm■、■、

＊合計特殊出生率１５歳以上50歳未満の各年齢の女性が、
1年間に産んだ平均の子供数を出し､それを足したものoその
時点で､女性が一生の閥に何人子供を産むかを示す。

後
と
も
ど
ん
ど
ん
減
り
続
け
る
」
と
、

河
井
敏
博
財
政
係
長
（
必
）
は
た
め
息

を
つ
く
。

・
静
岡
の
挑
戦

他
の
自
治
体
も
、
少
子
化
の
波
と
無

縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
創
世
紀
に
な
れ

ば
、
日
本
中
が
“
東
和
町
化
“
す
る
恐

れ
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
少
子
化

対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
自
治
体
も
出
始

め
た
。

静
岡
県
の
坂
本
由
紀
子
副
知
事
は
巧

日
に
、
電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
少
子
化
へ
の
自
由
な
意
見
を
募
る

「
少
子
化
問
題
ア
イ
デ
ィ
ア
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

子
供
２
人
を
東
京
に
残
し
て
、
労
働

省
か
ら
静
岡
県
に
赴
任
し
て
３
年
。

「
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
作
り
」
を
目
標
に
、
少
子
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
ん
な
坂
本
さ
ん
の
紹
介
で
県
内
の

子
育
て
支
援
の
現
場
を
歩
い
て
み
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
浜
北
市
の
平
野

由
美
子
さ
ん
（
伽
）
宅
。
庭
の
ビ
ニ
ー

ル
プ
ー
ル
で
乳
児
２
人
に
水
浴
び
を
さ

せ
て
い
た
平
野
さ
ん
は
、
定
員
が
一
杯

で
保
育
園
に
入
れ
な
い
こ
の
２
人
の

「
保
育
マ
マ
」
だ
。
浜
北
市
が
今
年
か

ら
始
め
た
制
度
で
、
子
供
を
預
け
る

６９



側
、
預
け
ら
れ
る
側
と
も
に
「
仕
事
と

子
育
て
を
両
立
で
き
る
」
と
好
評
だ
。

保
護
者
は
保
育
所
の
料
金
分
を
負
担

し
、
残
り
の
費
用
を
県
と
市
が
持
つ
。

次
に
訪
ね
た
金
谷
町
の
五
和
保
育
園

は
、
軽
い
病
気
の
子
供
を
看
護
婦
さ
ん

が
預
か
る
「
看
護
保
育
」
を
今
年
か
ら

始
め
た
。
全
国
で
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な

い
試
み
だ
が
、
す
で
に
延
べ
別
人
の
子

供
が
利
用
し
た
。

島
田
市
で
は
、
同
市
の
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
が
保

育
所
へ
の
送
り
迎
え
や
放
課
後
の
子
供

の
世
話
な
ど
を
頼
む
親
と
、
引
き
受
け

て
く
れ
る
人
を
引
き
合
わ
せ
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
た
。

午
後
７
時
に
訪
ね
た
三
島
市
の
北
上

保
育
園
は
、
午
後
ｎ
時
ま
で
の
延
長
保

育
を
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
夕
食
の

真
っ
最
中
。
献
立
の
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

に
も
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
対
策
が
す
べ
て
そ
ろ
え

ば
、
か
な
り
心
強
い
。
し
か
し
、
坂
本

さ
ん
は
「
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
は
な

く
、
子
育
て
減
税
な
ど
の
国
の
取
り
組

み
と
、
企
業
の
意
識
改
革
が
、
抜
本
的

な
解
決
に
は
不
可
欠
だ
」
と
強
調
す

る
。

・
経
済
界
も
危
機
感

経
済
界
で
も
少
子
化
へ
の
危
機
意
識

が
一
局
ま
っ
て
い
る
。

経
済
同
好
会
が
昨
秋
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
経
営
者
の
泥
％
が
「
少

子
化
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
早
急
な

対
策
が
必
要
だ
」
と
答
え
た
。
こ
の
た

め
経
済
同
友
会
は
今
年
５
月
、
「
踏
み

出
し
そ
う
、
少
子
化
対
策
の
第
一
歩
」

と
、
題
し
た
提
言
を
ま
と
め
、
こ
の
中

で
「
児
童
手
当
の
拡
充
」
や
「
教
育
費

支
援
」
な
ど
と
並
ん
で
、
「
仕
事
と
子

育
て
が
両
立
し
う
る
雇
用
環
境
の
実

現
」
が
重
要
だ
と
提
唱
し
た
。

具
体
的
に
は
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
弾

力
化
や
職
場
の
意
識
改
革
が
重
要
だ
と

指
摘
。
子
育
て
し
や
す
い
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
、
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入
や
、

中
途
採
用
・
短
時
間
雇
用
者
の
積
極
活

用
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
「
会
社
に

長
時
間
い
る
こ
と
が
仕
事
熱
心
だ
と
評

価
さ
れ
る
風
潮
を
変
え
る
べ
き
」
だ
と

訴
え
て
い
る
。

東
京
商
工
会
議
所
も
昨
年
４
月
、
日

経
連
も
今
年
１
月
に
少
子
化
対
策
を
提

言
し
た
。
し
か
し
、
個
別
企
業
と
な
る

と
「
不
況
が
目
前
に
あ
り
、
育
児
支
援

な
ど
は
真
っ
先
に
削
減
さ
れ
が
ち
」

（
武
石
恵
美
子
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

農
水
省
は
二
十
二
日
、
「
国
民
的
な

合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
」
と
の
条
件
つ
き

で
、
新
し
い
農
業
基
本
法
に
、
食
料
自

給
率
を
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
食
料
自
給
率
を
政

策
目
標
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
農
水
省
は
慎
重
な
姿
勢
だ
っ
た

が
、
「
国
民
各
層
各
界
か
ら
目
標
設
定

の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
」
（
農
水
省
）

こ
と
に
配
慮
し
、
方
針
を
転
換
さ
せ

た
。
日
本
の
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
）
は
九
六
年
度
で
蛆
％
と
諸
外
国
に

先
進
国
の
共
通
の
悩
み

少
子
化
は
先
進
国
に
ほ
ぼ
共
通
す
る

悩
み
だ
。
今
春
、
ド
イ
ツ
か
ら
超
党
派

の
国
会
議
員
ら
の
調
査
団
が
来
日
し
た

が
、
ド
イ
ツ
も
合
計
特
殊
出
生
率
が
１

・
別
（
師
年
）
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。

社
会
的
背
景
な
ど
が
似
て
い
る
日
本
の

副
主
任
研
究
員
）
な
の
が
実
情
で
、
企

業
の
取
り
組
み
も
ま
だ
、
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
だ
。

図
自
給
率
、
政
策
目
標
に

農
水
省
方
針
「
国
民
合
意
」
が
条
件

比
べ
て
か
な
り
低
い
が
、
自
給
率
の
具

体
的
な
目
標
数
値
に
つ
い
て
は
現
状
に

ど
れ
く
ら
い
上
積
み
す
る
か
が
焦
点
と

な
り
そ
う
だ
。

こ
の
方
針
は
同
日
開
か
れ
た
「
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会
」

（
首
相
の
諮
問
機
関
）
の
食
料
部
会

で
、
農
水
省
が
表
明
し
た
。
与
野
党
や

農
業
団
体
、
消
費
者
団
体
な
ど
か
ら
目

標
設
定
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
と
し
、

「
努
力
目
標
と
し
て
意
義
が
あ
り
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
透
明
性
の
あ
る

実
情
を
綿
密
に
調
査
し
て
帰
国
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
帥
年
代
以
降
、
政

府
が
有
給
の
育
児
休
業
な
ど
少
子
化
対

策
を
打
ち
出
し
、
加
年
に
出
生
率
が
２

．
Ｅ
ま
で
回
復
し
た
。
そ
の
後
、
財
政

難
か
ら
休
業
中
の
所
得
補
償
を
引
き
下

げ
た
と
こ
ろ
、
出
生
率
が
１
．
弱
（
師

年
）
ま
で
下
が
っ
た
た
め
、
粥
年
に
は

補
償
の
率
を
所
得
の
帥
％
ま
で
再
度
引

き
上
げ
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
二
十
）
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国
内
の
自
給
率
を
１
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
小
麦
な
ら
ば
年

間
生
産
量
（
九
六
年
度
で
四
十
八
万

ト
ン
）
を
四
十
二
万
少
増
や
し
、
ほ
ぼ
倍

増
の
九
十
万
少
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

さ
ら
に
増
産
分
も
国
内
で
消
費
す
る
必

要
が
あ
る
。
生
産
者
サ
イ
ド
ば
か
り
で

な
く
、
消
費
者
も
加
わ
ら
な
い
と
、
自

給
率
ア
ッ
プ
は
図
れ
な
い
仕
組
み
だ
。

Iこで本産主要国の食料自給率（単位％） 曰
本
は
年
度
、
他
国
は
暦

年
ｏ
横
線
は
デ
ー
タ
な
し
。
ド

イ
ツ
は
統
合
前
の
西
ド
イ

ツ
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス鷲關蕊と

「
先
進
国

（
農
水
省
）

を
示
す
。
日

量
（
カ
ロ

リ
ー
）
に

置
き
換
え

た
う
え
で
、

国
民
一
人

当
た
り
が

一
日
に
と

る
食
事
の

う
ち
、
国

食
品
を
執

食
料
自

給
率
は
、

説
明
し
た
。

な
る
」
と

政
策
展
開

が
可
能
に

政
府
は
国
内
の
コ
メ
在
庫
を
活
用
し

た
新
た
な
食
糧
援
助
方
式
の
運
営
ル
ー

ル
を
八
月
に
決
め
る
。
国
際
機
関
に
よ

る
要
請
を
援
助
実
施
の
前
提
条
件
に
す

る
な
ど
国
際
協
調
を
重
視
す
る
と
と
も

に
、
国
内
の
生
産
調
整
（
減
反
）
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
援
助
米
の
備
蓄
数

量
に
上
限
を
設
け
る
。
政
府
内
で
詰
め

た
う
え
で
、
援
助
の
実
施
機
関
で
あ
る

国
際
農
業
交
流
・
食
糧
支
援
基
金
の
運

営
委
員
会
で
協
議
し
、
正
式
決
定
す
る
。

運
営
委
員
会
は
西
川
潤
・
早
稲
田
大

学
教
授
や
遠
藤
実
・
さ
く
ら
銀
行
顧

問
、
佐
野
宏
哉
元
水
産
庁
長
官
ら
五
人

で
構
成
、
二
十
八
日
に
初
会
合
を
開

こ
の
た
め
、
方
針
転
換
に
当
た
り
、

農
水
省
は
「
食
生
活
の
見
直
し
な
ど
を

含
む
国
民
的
な
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
」

と
の
条
件
を
つ
け
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
二
十
’
一
一
）

囲柵
備蓄量に上限

政府､運営ルール

世
界
の
森
林
資
源
は
、
い
ま
も
減
少

し
続
け
て
い
る
。
林
野
庁
が
ま
と
め
た

平
成
十
年
版
の
林
業
白
書
に
よ
る
と
、

毎
年
一
年
間
に
日
本
の
国
土
面
積
の
三

分
の
一
に
当
た
る
森
林
が
消
滅
し
て
い

る
と
い
う
。
白
書
か
ら
世
界
の
森
林
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。

０ｒ、。食
糧
援
助
の
新
た
な
方
式
は
、
国
内
山

の
コ
メ
在
庫
の
一
部
を
援
助
用
と
し
て

備
蓄
し
、
備
蓄
し
た
コ
メ
を
被
援
助
国

に
長
期
間
貸
し
付
け
る
。
運
営
ル
ー
ル

の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
備
蓄
量
の
規

模
。
援
助
に
回
す
コ
メ
の
量
が
大
き
す

ぎ
る
と
財
政
負
担
が
重
く
な
る
う
え
、

農
家
が
減
反
を
実
施
し
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
政
府
は
備
蓄
量
に
上
限

を
設
け
る
考
え
だ
。

備
蓄
量
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
過

去
の
援
助
実
績
や
世
界
の
食
糧
需
給
な

ど
を
参
考
に
す
る
。
国
内
向
け
の
政
府

備
蓄
量
が
適
正
水
準
の
百
五
十
万
ノ
を

下
回
ら
な
い
こ
と
や
、
豊
作
が
生
じ
た

岡
熱
帯
地
域
で
減
少
顕
著

農
地
造
成
や
火
災
が
原
因

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の

「
世
界
の
森
林
状
況
１
９
９
７
」
に
よ

る
と
、
世
界
の
森
林
面
積
は
三
十
四
億

五
千
四
百
万
鯵
に
上
り
、
陸
地
面
積
の

約
二
七
％
を
占
め
て
い
る
。
森
林
面
積

は
一
九
九
○
年
か
ら
五
年
間
、
年
平
均

で
千
百
万
鯵
減
少
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の

年
の
余
剰
分
を
活
用
す
る
こ
と
、
不
要

な
コ
メ
の
返
還
な
ど
も
条
件
に
な
る
見

通
し
だ
。

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
協
定
と

の
整
合
性
な
ど
、
国
際
協
調
に
も
配
慮

す
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意

に
基
づ
い
て
輸
入
し
て
い
る
コ
メ
を
援

助
に
回
す
場
合
は
、
国
内
で
一
定
期
間

の
販
売
努
力
を
し
た
こ
と
を
条
件
に
す

る
。
ま
た
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
）
な
ど
の
要
請
を
踏
ま
え
た
援
助
で

あ
る
こ
と
も
盛
り
込
み
、
援
助
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
は
国
際
機
関
と
連
携
し
て
実

施
す
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
七
・
二
十
四
）

刀

国
名

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

イ
ギ
リ
ス

ス
イ
ス

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

曰
本

1980年 1３１ 9２ 8３ 7３ 6１ 1３７ １４７ 5３

1985年 1４０ 9２ 7３ 7４ 6５ 1３４ １６４ 5２

1988年 1４３ 9４ 6５ 113 １４２ 4９

1996年 4２



国
土
面
積
の
三
分
の
一
に
も
相
当
す
る
。

森
林
面
積
の
う
ち
約
五
七
％
の
十
九

億
六
千
百
万
鯵
が
発
展
途
上
地
域
に
、

十
四
億
九
千
三
百
万
鯵
が
先
進
地
域
に

分
布
。
森
林
の
減
少
は
発
展
途
上
地

域
、
特
に
熱
帯
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
減
少
面
積
は
、
発
展
途
上
地
域
が

，
年
平
均
千
三
百
万
沙
で
、
う
ち
熱
帯
地

域
が
千
二
百
万
秒
を
占
め
る
。
熱
帯
地

域
で
は
八
○
年
か
ら
十
五
年
間
で
、
そ

世界の森林面積の変化

ｌ

内
訳

面穏の単位は百万熱。Ａはマイナス

造
林
で
、

逆
に
年
平

均
百
万
鯵

増
え
た
。

ま
た
、

世
界
自
然

保
護
基
金

の
一
○
％

に
当
た
る

一
億
九
千

百
万
粉
の

森
林
が
消

失
し
た
と

い
》
っ
。｜
方
、

先
進
地
域

で
は
農
地

や
放
牧
地

な
ど
へ
の

（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）
は
八
千
万
年
前
に
比
べ

て
、
世
界
の
森
林
の
約
三
分
の
二
が
す

で
に
消
滅
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

気
候
や
地
形
、
植
生
、
土
壌
な
ど
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し
、
八
千
万
年
前

の
森
林
面
積
を
八
十
一
億
沙
と
推
計
。

さ
ら
に
、
地
域
ご
と
の
森
林
の
消
滅
率

を
割
り
出
し
た
も
の
だ
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
消
滅
率
は
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
が
最
も
高
く
八
八
％
、

次
い
で
欧
州
六
二
％
、
ア
フ
リ
カ
四
五

％
、
中
南
米
四
一
％
、
北
米
三
九
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
で
は
、
衛
星
写
真
か
ら
森
林

の
減
少
要
因
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
焼
き
畑
農

業
の
移
動
耕
作
の
拡
大
や
、
入
植
に
よ

る
農
地
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
造
成

が
減
少
の
主
因
。
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は

農
地
造
成
や
薪
・
炭
材
の
採
取
が
、
南

米
地
域
で
は
農
地
や
放
牧
地
の
造
成
、

ダ
ム
開
発
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
火
災
に
よ
る
焼
失
も
原

因
の
一
つ
。
九
六
年
六
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
と
ス
マ
ト
ラ

島
で
起
き
た
森
林
・
原
野
火
災
は
、
六

カ
月
に
わ
た
っ
て
続
き
、
焼
失
面
積
は

約
三
十
九
万
紗
、
森
林
の
被
害
面
積
は

約
二
十
六
万
鯵
に
上
っ
た
。
火
災
に
伴

う
煙
害
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
周
辺
五
カ
国
に
及
び
、
国
際
的

な
問
題
と
も
な
っ
た
。

火
災
原
因
は
、
油
ヤ
シ
園
造
成
の
た

め
の
人
為
的
な
火
入
れ
で
、
こ
れ
に
加

え
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ
る
異
常

気
象
で
、
乾
燥
が
長
期
化
し
た
こ
と
が

被
害
を
大
き
く
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
八

二
年
に
も
大
規
模
火
災
が
発
生
し
、
約

三
百
六
十
万
鯵
が
焼
失
。
モ
ン
ゴ
ル
で

は
九
六
年
に
約
二
百
三
十
六
万
秒
が
焼

失
す
る
森
林
火
災
が
起
き
て
い
る
。

森
林
火
災
は
、
森
林
資
源
の
消
失
に

よ
る
住
民
の
生
活
や
動
植
物
の
生
存
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

大
量
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
放

出
す
る
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
に
な
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
温
帯
・
亜
熱
帯
地
域
の
森
林

面
積
は
、
造
林
な
ど
に
よ
り
微
増
傾
向

が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
大
気
汚
染
な

ど
に
よ
る
森
林
の
衰
退
・
劣
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

国
連
欧
州
経
済
委
員
会
が
九
五
年
に

欧
州
で
実
施
し
た
調
査
で
は
、
調
査
樹

木
の
四
分
の
一
が
葉
量
で
二
五
％
以
上

減
少
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

白
書
は
、
こ
う
し
た
森
林
の
減
少
・

劣
化
は
洪
水
の
発
生
や
木
材
の
不
足
な

ど
に
よ
り
、
生
活
環
境
や
産
業
活
動
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
地
球

規
模
の
気
象
変
動
や
生
物
の
多
様
性
の

減
少
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
警
告

し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
二
十
八
）

国
土
庁
は
二
十
七
日
、
’
九
九
七
年

度
版
の
「
過
疎
白
書
」
を
発
表
し
た
。

今
回
は
過
疎
地
域
市
町
村
の
中
に
あ
る

集
落
（
住
民
生
活
の
基
礎
的
な
地
域
単

位
）
の
分
析
に
力
を
入
れ
た
。
集
落
の

人
口
は
十
年
前
と
比
べ
一
割
ほ
ど
減
っ

て
い
て
、
今
後
も
減
少
す
る
と
見
ら
れ

る
集
落
が
六
割
を
占
め
た
。
国
土
庁
は

「
過
疎
市
町
村
の
中
で
、
役
場
に
近
い

集
落
と
、
そ
う
で
な
い
集
落
と
の
格
差

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
話

し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
二
十
八
）

囮

過疎地の集落

人口減少

尻２

1995年の
森林面穣

90年から５年間
の平均増減面積

年平均増減率

全世界 3454 A１１．２７ A0.32％

内
訳

先進地域

開発途上地域

Ｆ夛壱藪箒葹扇

1４９３

1９６１

1７３４

1．７４

A13.01

６１２．６０

０．１２％．

A０．６４％

A０．７０％



すふお－らむこゆ

【
北
京
釦
日
Ⅱ
山
本
秀
也
】
中
国
最
大

の
河
川
、
長
江
（
揚
子
江
）
流
域
を
見

舞
っ
て
い
る
一
九
五
四
年
以
来
の
大
水

害
で
、
中
国
政
府
は
三
十
日
、
国
営
新

華
社
電
を
通
じ
て
、
湖
北
省
な
ど
中
流

の
三
省
だ
け
で
被
災
総
額
三
百
九
十
七

億
元
（
約
七
千
億
円
）
に
達
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

農
業
生
産
の
指
標
と
な
る
夏
季
の
穀

囿圖
水
害
で
夏
季
収
穫
、
ｎ
％
減
少

Ｇ
Ｄ
Ｐ
８
％
成
長
に
黄
信
号

物
収
量
も
こ
の
影
響
で
大
幅
な
落
ち
込

み
が
伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
八
％
成
長
と
い
う
政
策

目
標
に
も
影
響
を
与
え
る
懸
念
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

同
日
付
の
中
国
の
英
字
紙
チ
ャ
イ
ナ

・
デ
ー
リ
ー
は
陳
耀
邦
農
相
の
発
言
と

し
て
、
夏
季
の
穀
物
収
量
が
一
億
一
千

三
百
万
少
と
、
前
年
同
期
比
二
％
の

落
ち
込
み
を
記
録
し
た
と
伝
え
た
。

農
地
の
被
災
面
積
は
、
湖
北
省
な
ど

三
省
で
す
で
に
二
百
七
十
三
万
鯵
に
達

し
た
。
陳
農
相
は
「
秋
季
の
収
穫
は
回

復
が
期
待
で
き
る
一
と
し
て
い
る
が
、

下
流
の
中
国
東
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
台

風
の
影
響
も
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
水
害

の
影
響
は
さ
ら
に
広
が
る
様
相
を
み
せ

て
い
る
。

水
害
は
、
食
糧
生
産
の
ほ
か
産
業
、

流
通
な
ど
経
済
活
動
全
般
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
始
め
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
揺

れ
る
中
国
経
済
に
新
た
な
打
撃
と
な
る

懸
念
が
強
ま
っ
て
き
た
。

国
家
統
計
局
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年
一

総
務
庁
は
三
十
一
日
、
六
月
の
労
働

力
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
完
全
失
業
者
数
は
前
年
同
月
比

五
十
五
万
人
増
の
二
百
八
十
四
万
人
、

完
全
失
業
率
（
季
節
調
査
値
）
は
前
月

よ
り
○
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
四
・
三

％
と
過
去
最
悪
を
更
新
し
た
。
労
働
省

ｌ
六
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
年
間
目
標

を
一
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
七
％
に
と
ど

ま
っ
た
と
発
表
し
た
ば
か
り
。
三
十
日

付
の
共
産
党
機
関
紙
・
人
民
日
報
は

「
容
易
な
ら
ざ
る
七
％
」
と
す
る
連
載

論
評
を
掲
げ
、
目
標
を
下
回
る
数
値
を

こ
と
さ
ら
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

目
標
達
成
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
始
め
た
。

今
回
の
水
害
で
は
、
人
的
被
害
も
甚

大
に
な
っ
て
い
る
。
民
政
省
が
国
営
新

華
社
電
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
被
害
が
集
中
し
た
湖

北
、
湖
南
、
江
西
の
三
省
で
は
、
六
月

以
降
の
豪
雨
と
洪
水
に
よ
り
二
百
人
以

上
が
死
亡
し
た
。

長
江
の
水
位
は
、
中
下
流
の
観
測
点

囲
失
蘆
鑪
鵠
騏
縄
Ｕ

が
同
日
発
表
し
た
有
効
求
人
倍
率
も
前

月
を
○
・
○
二
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
○
・
五

一
倍
と
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
以
来
の

過
去
最
低
水
準
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
雇

用
情
勢
の
一
層
の
悪
化
は
、
発
足
し
た

ば
か
り
の
小
渕
政
権
に
重
く
の
し
か
か

り
そ
う
だ
。

で
い
ず
れ
も
警
戒
水
位
を
二
腕
以
上
も

上
回
る
危
険
な
状
態
に
あ
る
。
上
流
の

豪
雨
で
七
月
下
旬
に
生
ま
れ
た
巨
大
な

水
の
か
た
ま
り
は
す
で
に
、
安
徽
省
な

ど
下
流
に
達
し
た
。
長
江
堤
防
の
決
壊

と
い
う
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
沿

岸
の
各
省
と
も
百
万
’
二
百
万
人
規
模

の
軍
・
民
間
人
を
動
員
し
て
、
濁
流
と

の
戦
い
に
躍
起
だ
。

中
国
政
府
は
、
温
家
宝
副
首
相
を
現

地
に
派
遣
し
て
防
災
作
戦
の
陣
頭
指
揮

に
当
た
ら
せ
て
お
り
、
江
沢
民
国
家
主

席
も
気
象
当
局
に
流
域
の
天
候
を
み
ず

か
ら
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
七
・
三
十
一
）

沼



調
査
に
よ
る
と
、
就
業
者
数
は
六
千

六
百
八
万
人
で
前
年
同
月
比
七
十
一
万

人
減
と
五
カ
月
連
続
で
減
少
。
減
少
幅

は
五
十
年
四
月
の
八
十
七
万
人
に
次
ぐ

二
番
目
の
大
き
さ
と
な
っ
た
。

失
業
者
の
う
ち
解
雇
や
定
年
退
職
後

の
再
就
職
難
を
原
因
と
す
る
「
非
自
発

的
失
業
者
」
は
、
前
年
同
月
比
三
十
四

万
人
増
の
九
十
万
人
と
九
カ
月
連
続
で

増
加
。
失
業
率
を
男
女
別
に
見
る
と
、

男
子
が
前
月
と
同
率
の
四
・
三
％
、
女

子
も
前
月
よ
り
○
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
の

四
・
二
％
と
い
ず
れ
も
過
去
最
悪
を
記

録
し
た
。

年
齢
別
の
失
業
率
で
は
、
六
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
の
男
子
が
前
年
同
月
比
二

・
九
ポ
イ
ン
ト
増
の
一
○
・
○
％
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
働
き
盛
り
の
三
十

五
歳
か
ら
四
十
四
歳
の
男
子
が
同
一
・

○
ポ
イ
ン
ト
増
の
二
・
九
％
と
過
去
最

悪
を
記
録
。
失
業
者
数
も
同
八
万
人
増

の
二
十
三
万
人
で
、
総
務
庁
は
「
解
雇

な
ど
の
非
自
発
的
理
由
が
ほ
と
ん
ど
で

状
況
は
深
刻
」
と
懸
念
し
て
い
る
。

産
業
別
就
業
者
数
で
は
、
建
設
業
が

同
二
十
二
万
人
減
と
八
カ
月
連
続
で
減

少
し
た
ほ
か
、
製
造
業
も
同
六
十
八
万

人
減
と
十
三
カ
月
連
続
で
減
少
。
ま

た
、
先
月
増
加
し
た
建
設
業
の
雇
用
者

数
（
就
業
者
数
か
ら
自
営
業
主
・
家
族

従
業
者
を
除
い
た
数
）
も
同
十
八
万
人

減
と
再
び
減
少
に
転
じ
た
。

ま
た
、
併
せ
て
発
表
し
た
四
－
六
月

平
均
の
完
全
失
業
率
（
原
数
値
）
は
四

労
働
省
が
三
十
一
日
発
表
し
た
毎
月

勤
労
統
計
調
査
速
報
（
六
月
）
に
よ
る

と
、
調
査
し
た
全
産
業
（
従
業
員
五
人

以
上
）
の
労
働
者
一
人
当
た
り
の
所
定

外
労
働
（
残
業
）
時
間
は
九
・
二
時
間

で
、
前
年
同
月
比
九
・
九
％
減
と
九
カ

月
連
続
で
減
少
し
た
。
特
に
、
製
造
業

は
十
一
・
六
時
間
で
、
同
一
八
・
九
％
減

と
大
幅
に
減
少
し
た
。
同
省
は
「
景
気

低
迷
を
反
映
し
た
生
産
の
縮
小
が
原

因
」
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏
季

賞
与
な
ど
を
含
む
労
働
者
一
人
当
た
り

・
二
％
で
、
地
域
別
で
は
近
畿
が
五
・
○

％
と
最
も
悪
く
、
次
い
で
南
関
東
（
四

・
九
％
）
、
九
州
（
四
・
八
％
）
、
北
海
道

（
四
・
七
％
）
、
四
国
（
四
・
一
％
）
、
東

北
（
三
・
八
％
）
、
東
海
（
三
・
四
％
）
、

中
国
（
三
・
一
％
）
、
北
関
東
・
甲
信
、

北
陸
（
二
・
八
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

◇

労
働
省
は
三
十
一
日
、
六
月
の
有
効

求
人
倍
率
が
○
・
五
一
倍
で
、
前
月
に

比
べ
○
・
○
二
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
と

発
表
し
た
。
こ
れ
は
過
去
最
悪
だ
っ
た

昭
和
五
十
三
年
一
月
と
同
率
。
有
効
求

職
が
前
月
比
一
一
一
・
三
％
増
加
し
た
の
に

・
残
業
時
間
、
９
カ
月
連
続
減

三
・
五
％
増

加
し
た
こ
と

な
ど
が
影
響

し
た
。

（
産
経
新
聞

一
九
九
八

・
七
・
三
十

一）

の
現
金
給
与
総
額
は
月
額
五
十
万
五
千

九
百
二
十
五
円
、
同
一
・
○
％
減
と
三

カ
月
連
続
で
減
少
し
た
。
残
業
時
間
の

減
少
や
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
同

対
し
、
有
効
求
人
が
同
○
・
四
％
減
少

し
た
た
め
で
、
有
効
求
人
倍
率
は
こ
れ

で
十
カ
月
連
続
で
低
下
し
た
。
同
省
は

「
雇
用
情
勢
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
先
行
き
は
楽
観
で
き
な
い
」

（
松
原
亘
子
事
務
次
官
）
と
懸
念
し
て

い
る
。

主
要
産
業
の
新
規
求
人
は
前
年
同
月

比
で
、
製
造
業
が
二
八
・
六
％
減
、
建

設
業
一
八
・
五
％
減
、
運
輸
・
通
信
業

一
二
・
六
％
減
、
卸
売
・
小
売
業
・
飲

食
店
二
・
六
％
減
。
一
方
、
サ
ー
ビ
ス

業
は
○
二
％
増
と
減
少
か
ら
増
加
に

転
じ
た
。

1薑襲曇
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満
身
創
痩
の
巨
竜
ｌ
黄
河
流
域
を
歩

く
と
、
長
年
の
環
境
破
壊
で
痛
め
つ
け

ら
れ
た
「
中
国
文
明
の
シ
ン
ボ
ル
」
に

そ
ん
な
印
象
を
抱
か
せ
ら
れ
る
。

河
南
省
鄭
州
市
郊
外
の
黄
河
中
流
。

川
を
船
で
渡
り
、
対
岸
に
上
が
っ
て
み

た
。
岸
辺
は
絶
え
ず
流
れ
に
洗
わ
れ
、

土
塊
が
砂
糖
菓
子
の
よ
う
に
ポ
ロ
ポ
ロ

と
崩
れ
落
ち
る
。

囮
黄
河
、
高
原
を
浸
食
し
土
壌
を
流
す

黄
河
に
流
入
す
る
土
砂
は
年
平
均
約

十
六
億
少
。
土
砂
含
有
量
は
水
一
立
方

腕
当
た
り
三
十
七
・
六
キ
ロ
に
も
上
る
。

そ
の
九
割
は
、
森
林
や
草
地
の
減
少
で

土
壌
流
出
が
進
む
黄
土
高
原
か
ら
流
れ

込
ん
だ
も
の
だ
。

山
東
省
内
の
下
流
域
は
河
床
に
年
平

均
約
十
電
ず
つ
土
砂
が
堆
積
、
川
底
が

周
囲
の
土
地
よ
り
五
脚
以
上
も
高
い
天

井
川
と
化
し
て
い
る
。
土
砂
堆
積
は
洪

水
の
危
険
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

「
断
流
（
渇
水
ど
の
一
因
と
も
な
っ

て
い
る
。

中
国
水
利
省
黄
河
水
利
委
員
会
の
陳

效
国
副
主
任
は
一
土
壌
保
持
は
黄
河
管

理
の
根
本
問
題
。
植
林
な
ど
を
通
じ
、

二
○
三
○
年
ま
で
に
黄
土
高
原
の
土
壌

流
出
を
抑
え
る
」
と
語
る
。
し
か
し
、

黄
河
流
域
の
森
林
被
覆
率
は
わ
ず
か
５

％
・
山
野
の
再
生
は
容
易
で
な
い
。

本
来
は
肥
沃
な
は
ず
の
山
東
省
の
黄

河
デ
ル
タ
地
帯
も
、
降
水
量
が
少
な

く
、
海
水
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
理

黄土高原からの土砂がたい積した黄河の岸辺

的
状
況
か
ら
、
塩
類
土
壌
と
の
闘
い
が

続
い
て
い
る
。

東
営
市
周
辺
の
土
地
は
、
石
灰
で
も

ま
い
た
か
の
よ
う
に
白
い
。
土
中
の
塩

分
が
吹
き
出
て
い
る
た
め
で
、
な
め
る

と
、
し
ょ
っ
ぱ
い
。
作
物
を
育
て
る
た

め
に
は
、
土
地
に
絶
え
ず
水
を
供
給

し
、
塩
分
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
頼
り
の
黄
河
は
断
流
で
慢
性
的
な

水
不
足
だ
。
環
境
破
壊
は
、
自
然
条
件

の
厳
し
い
中
国
の
大
地
を
、
よ
り
過
酷

な
も
の
に
し
て
い
る
。

文
藤
野
彰

写
真
平
博
之
、
山
本
高
裕

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
｜
）
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日
本
列
島
の
ほ
と
ん
ど
で
梅
雨
が
明

け
た
。

夏
と
い
え
ば
、
水
不
足
が
心
配
さ
れ

る
。
「
水
の
週
間
」
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
、
「
水
の
配
分
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

川
や
池
、
ダ
ム
の
水
は
利
用
目
的
に

応
じ
て
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
農
業
用
、
工
業
用
、
私
た
ち
が

飲
む
上
水
道
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
水
を
取
る
権
利
（
水
利

権
）
が
河
川
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
い
っ
た
ん
渇
水
に
な
る
と
水
利
権

の
力
の
差
が
歴
然
と
出
る
。

愛
知
県
は
四
年
前
、
渇
水
に
見
舞
わ

れ
た
。
こ
の
と
き
、
同
じ
木
曽
川
の
水

を
使
い
な
が
ら
、
家
庭
が
断
水
に
泣
く

一
方
で
、
田
ん
ぼ
に
は
水
が
引
か
れ
る

と
い
う
奇
妙
な
現
象
が
起
き
た
。

何
百
年
も
水
を
使
っ
て
い
る
農
業
の

水
利
権
は
上
水
道
よ
り
優
位
に
あ
る
。

歴
史
が
浅
い
上
水
道
は
、
水
源
の
ダ
ム

が
空
に
な
れ
ば
、
川
に
水
が
あ
っ
て
も

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

皿
農
工
業
用
水
を
飲
み
水
に

ｒ
水
の
週
間
Ｉ
Ｉ
Ｌ

こ
の
年
、
自
治
体
は
各
地
で
農
業
団

体
に
頭
を
下
げ
、
水
を
分
け
て
も
ら
っ

た
。
農
業
団
体
側
の
協
力
は
あ
り
が
た

か
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
農
業
用
水

に
余
力
が
あ
る
証
拠
で
も
あ
っ
た
。

減
反
政
策
や
都
市
化
で
、
全
国
的
に

農
地
は
減
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
割

に
、
農
業
用
水
の
使
用
量
は
減
っ
て
い

な
い
。
水
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
困
る

こ
と
は
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

農
業
用
水
は
水
利
用
全
体
の
六
割
以

上
を
占
め
る
。
一
部
で
も
上
水
道
に
回

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
都
市
は
ダ
ム
だ

け
に
頼
ら
な
く
て
す
む
。

福
岡
市
の
東
南
に
位
置
す
る
大
野
城

市
は
典
型
的
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
。

家
庭
用
の
水
不
足
に
長
く
悩
ま
さ
れ
て

き
た
。
市
は
農
業
水
利
組
合
と
粘
り
強

く
交
渉
し
、
二
年
前
、
農
業
用
た
め
池

か
ら
上
水
道
に
水
を
引
く
権
利
を
得

た
。都
市
化
の
進
む
埼
玉
県
は
、
も
っ
と

大
規
模
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
上
水
道

の
三
分
の
一
を
農
業
用
水
か
ら
の
転
用

で
ま
か
な
う
。
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の

試
み
は
あ
る
も
の
の
、
転
用
は
な
お
一

部
の
地
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

工
業
用
水
も
事
情
は
同
じ
だ
。

三
重
県
で
は
、
四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
の
工
業
用
水
が
大
量
に
余
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
上
水
道
に
回
せ
ば
い
い
の

に
、
わ
ざ
わ
ざ
長
良
川
河
ロ
堰
か
ら
引

こ
う
と
し
て
い
る
。

先
に
公
表
さ
れ
た
水
資
源
白
書
に
よ

る
と
、
全
国
の
工
業
用
水
は
過
去
二
十

年
、
取
水
量
が
減
り
続
け
て
い
る
。
伸

び
て
い
る
の
は
、
上
水
道
だ
け
だ
。
そ

れ
も
年
に
一
％
前
後
に
す
ぎ
な
い
。
上

水
道
の
需
要
増
は
、
工
業
用
水
か
ら
の

転
用
で
か
な
り
補
う
こ
と
が
で
き
る
は

ず
だ
。

な
ぜ
転
用
が
進
ま
な
い
の
か
。
工
業

用
水
は
通
産
省
、
農
業
用
水
は
農
林
水

産
省
、
上
水
道
は
厚
生
省
、
さ
ら
に
水

管
理
全
体
を
担
う
の
は
建
設
省
と
、
役

所
の
権
限
が
複
雑
に
入
り
組
み
、
自
治

体
が
手
続
き
を
進
め
に
く
い
の
が
一
因

だ
。け
れ
ど
も
、
な
に
よ
り
大
き
な
原
因

は
、
行
政
側
の
根
強
い
開
発
志
向
体
質

に
あ
る
。

象
徴
的
な
の
は
、
二
○
○
○
年
を
目

標
に
し
た
国
土
庁
の
水
資
源
計
画
だ
。

例
え
ば
工
業
用
水
は
こ
れ
か
ら
二
、
三

年
の
う
ち
に
、
一
・
五
倍
に
増
え
る
と

見
込
む
。
過
大
な
需
要
予
測
に
基
づ

き
、
ダ
ム
建
設
に
励
ん
で
き
た
過
去
の

政
策
は
、
自
然
破
壊
と
税
金
の
無
駄
遣

い
を
も
た
ら
し
た
。

国
土
庁
は
秋
ま
で
に
こ
の
計
画
を
改

定
す
る
。
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
計
画

は
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
か
ら
出
発
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
庁
の
依
頼
で
水
利
用
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
学
者
グ
ル
ー
プ
は
今
年
二

月
、
水
利
権
の
転
用
を
促
進
す
る
よ
う

提
言
し
た
。
雨
水
や
下
水
処
理
水
な

ど
、
多
様
な
水
源
も
活
用
す
べ
き
だ
。

「
水
の
週
間
」
を
掛
け
声
に
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
は
、
い
ま
こ
そ
、
水
開

発
か
ら
水
の
有
効
利
用
へ
と
政
策
を
転

換
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
四
）

市
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自
治
省
は
八
日
、
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
今
年
三
月
末
現
在
の
総
人
口

と
、
平
成
九
年
度
の
人
口
動
態
調
査
結

果
を
発
表
し
た
。
総
人
口
は
前
年
比
三

十
一
万
九
百
七
十
四
人
（
○
・
二
五

％
）
増
の
一
億
二
千
五
百
五
十
六
万
八

千
三
十
五
人
。
七
年
度
調
査
（
○
・
二

一
％
増
）
に
次
ぐ
過
去
二
番
目
の
低
い

伸
び
率
の
う
え
、
六
十
五
歳
以
上
の

「
老
年
人
口
」
が
初
め
て
、
｜
年
少
人

口
」
（
十
五
歳
未
満
）
を
上
回
っ
た
。

調
査
結
果
を
基
に
産
経
新
聞
が
試
算
し

た
衆
院
三
百
小
選
挙
区
の
二
票
の
格

差
」
は
最
大
二
・
四
○
一
倍
。
昨
年
の

一
一
・
三
五
五
倍
か
ら
さ
ら
に
拡
大
し
、

格
差
が
二
倍
を
超
え
る
小
選
挙
区
も
五

十
九
か
ら
七
十
四
に
増
え
た
。
こ
の
結

果
、
小
選
挙
区
で
一
五
増
五
減
」
、
比

例
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
二
増
二
減
」
の
改
定

が
必
要
と
み
ら
れ
、
選
挙
制
度
改
革
論

議
が
再
燃
し
そ
う
だ
。

調
査
に
よ
る
と
、
男
性
は
六
千
百
六

十
二
万
一
千
八
百
十
四
人
（
構
成
比
四

九
・
○
七
％
）
、
女
性
は
六
千
三
百
九
十

皿
開
歳
以
上
、
初
め
て
砠
歳
未
満
を

上
回
る
１
人
ロ
動
態
調
査

四
万
六
千
二
百
二
十
一
人
（
同
五
○
・

九
三
％
）
。

世
帯
数
は
一
・
四
五
％
増
の
四
千
六

百
十
五
万
六
千
七
百
九
十
六
世
帯
。
一

世
帯
平
均
の
人
数
は
二
・
七
二
人
で
前

年
の
二
・
七
五
を
下
回
っ
て
過
去
最
低

と
な
り
、
核
家
族
化
が
進
行
し
て
い

る
。
最
も
少
な
い
の
は
東
京
都
の
二
・

一
一
一
一
人
多
い
の
は
山
形
県
の
三
・
一
一
一
八

人
。老
年
人
口
は
前
年
比
四
・
○
九
％
増

の
二
千
十
二
万
四
千
二
百
二
十
六
人
で

初
め
て
二
千
万
人
台
に
突
入
、
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
一
六
・
○
三
％
と

品 ’1人口ｉ難■

な
っ
た
。
逆
に
、
年
少
人
口
は
一
・
五

八
％
減
の
一
千
九
百
十
一
万
九
千
百
八

十
七
人
に
と
ど
ま
り
、
総
人
口
に
占
め

る
割
合
も
一
五
・
二
三
％
・
年
齢
別
調

査
を
始
め
た
五
年
度
以
降
、
初
め
て
老

年
人
口
を
下
回
っ
た
。

十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
「
生

産
年
齢
人
口
」
は
○
・
二
％
減
。
出
生

者
数
も
七
年
度
、
五
年
度
に
次
い
で
過

去
三
番
目
に
少
な
い
百
十
九
万
八
千
百

九
十
五
人
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
は
、
神
奈
川
、
東

京
、
埼
玉
、
愛
知
、
千
葉
な
ど
二
十
九

都
道
府
県
で
人
口
が
増
加
し
、
長
崎
、

秋
田
、
山
ロ
な
ど
十
八
県
で
は
減
少
し

た
。
人
口
増
加
率
を
み
る
と
、
滋
賀

（
○
・
九
％
が
四
年
連
続
ト
ッ
プ
で
、

以
下
、
沖
縄
（
○
・
六
七
％
）
、
神
奈
川

（
○
・
六
二
％
）
と
続
く
。

死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を

上
回
る
「
自
然
減
」
が
み
ら

れ
る
県
は
新
た
に
和
歌
山
、

鳥
取
が
加
わ
っ
て
八
県
に

な
っ
た
。

■
人
ロ
動
態
調
査

市
区
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
を
基
に
し
て
毎
年
一
一
一
月
三

十
一
日
現
在
で
出
生
、
死

亡
、
移
動
な
ど
に
よ
る
年
間

九
九
年
度
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
予
算
は
、
円
安
と
義
務
的
な
分
担

金
の
増
加
の
た
め
に
、
外
務
省
所
管
分

だ
け
で
二
百
億
円
以
上
増
や
さ
な
い
と

事
業
量
が
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

Ｉ
。
外
務
省
が
こ
ん
な
試
算
を
明
ら
か

に
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
は
景
気
回
復
と

の
関
連
性
が
薄
い
た
め
概
算
要
求
段
階

で
抑
制
が
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き

い
が
、
同
省
は
「
所
管
省
庁
の
枠
を
超

の
人
口
・
世
帯
変
動
を
把
握
す
る
た
め

に
実
施
さ
れ
る
調
査
。
出
生
者
数
か
ら

死
亡
者
数
を
引
い
た
の
が
自
然
増
加

数
、
転
入
者
数
か
ら
転
出
者
数
を
引
い

た
の
が
社
会
増
加
数
で
、
両
者
の
合
計

が
人
口
増
加
数
と
な
る
。
外
国
人
を
含

む
調
査
で
あ
る
十
年
に
一
度
の
総
務
庁

の
国
勢
調
査
に
対
し
て
、
日
本
国
籍
を

持
つ
人
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
九
）

■闘■

ＯＤＡ円安
で200億円
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え
た
総
合
調
整
を
実
施
す
べ
き
だ
「
｜

（
経
済
協
力
局
）
と
し
て
い
る
。

九
八
年
度
の
外
務
省
所
管
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

予
算
は
五
千
五
百
六
十
八
億
円
で
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
予
算
全
体
の
五
三
％
を
占
め
る
。

九
九
年
度
は
円
安
の
進
行
の
た
め
、
同

じ
事
業
量
を
確
保
す
る
の
に
二
百
億
円

の
予
算
増
が
必
要
。
さ
に
国
際
機
関
の

義
務
的
分
担
金
の
引
き
上
げ
で
十
六
億

円
程
度
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
四
％
近
く
予
算
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
八
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
は
、

大
蔵
省
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
各
省
庁
に

一
律
一
○
％
減
の
要
求
案
作
成
を
求

め
、
外
務
省
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
な
ど
国
連
機

関
向
け
拠
出
金
を
集
中
的
に
削
減
す
る

案
を
ま
と
め
た
。
だ
が
国
連
か
ら
猛
反

発
を
受
け
、
政
府
案
決
定
時
の
閣
僚
折

衝
で
、
例
年
使
い
残
し
が
あ
る
大
蔵
省

所
管
の
円
借
款
予
算
を
圧
縮
、
国
連
機

関
向
け
拠
出
を
復
活
さ
せ
た
経
緯
が
あ

る
。ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
長
期
化
で
、
外

務
省
が
所
管
し
て
い
る
食
料
や
医
療
な

ど
無
償
援
助
へ
の
需
要
が
増
え
て
い
る

う
え
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
需
要
が
増
え

て
い
る
円
借
款
向
け
の
予
算
も
減
ら
し

【
ワ
シ
ン
ト
ン
Ⅱ
Ｕ
Ｓ
Ａ
・
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ

Ｙ
】
日
本
は
ま
も
な
く
人
口
の
減
少
時

期
が
始
ま
る
。
そ
れ
も
か
な
り
の
数

だ
。
公
式
統
計
で
は
、
日
本
女
性
は
現

在
、
生
涯
一
・
三
九
人
を
生
む
計
算

で
、
現
状
の
人
口
維
持
に
は
二
・
一
人

が
必
要
だ
。
出
生
率
は
二
十
五
年
以
上

も
低
下
を
続
け
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
な
い
。

「
西
暦
二
○
○
五
年
に
日
本
は
壁
に

当
た
る
。
そ
こ
か
ら
人
口
の
下
降
が
始

ま
り
、
二
○
一
五
年
ま
で
に
人
口
は
一

千
万
人
縮
小
、
平
均
年
齢
は
四
十
五
歳

に
上
が
る
だ
ろ
う
」
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大

人
口
・
開
発
問
題
研
究
所
の
ニ
コ
ラ
ス

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
外
務
省
は
、
郵

政
省
や
運
輸
省
な
ど
他
省
庁
が
所
管
す

る
分
に
も
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
九
）

旧甜

日本人100年

以内に半減

米｢頼れないF1闘国」

九
九
年
の
年
金
制
度
改
革
の
焦
点
の

一
つ
で
あ
る
専
業
主
婦
の
保
険
料
負
担

問
題
に
つ
い
て
、
厚
生
省
は
専
業
主
婦

に
は
負
担
を
求
め
な
い
現
行
制
度
を
維

持
す
る
方
針
を
決
め
た
。
無
収
入
の
主

婦
か
ら
の
徴
収
に
は
、
猛
反
対
が
予
想

さ
れ
る
う
え
、
滞
納
で
無
年
金
に
な
る

・
エ
ー
バ
ー
ス
タ
ッ
卜
教
授
は
指
摘
す

る
。
九
七
年
の
米
国
の
平
均
年
齢
は
三

十
四
・
九
歳
だ
。

イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
低
出

生
率
の
国
と
違
っ
て
、
日
本
は
独
自
の

文
化
保
護
を
名
目
に
、
ほ
と
ん
ど
外
国

移
民
を
何
百
年
も
受
け
入
れ
て
い
な

い
。
人
口
に
占
め
る
外
国
移
民
は
い
ま

だ
一
％
に
も
満
た
な
い
。
米
国
で
は
出

生
率
は
二
・
一
人
以
下
だ
が
、
多
く
の

移
民
が
人
口
増
に
貢
献
し
て
い
る
。

日
本
の
低
出
生
率
と
移
民
受
け
入
れ

の
極
端
な
低
さ
と
い
う
二
つ
の
要
因
を

考
え
る
と
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
は
百
年

以
内
に
日
本
の
人
口
は
、
現
在
の
一
億

二
千
五
百
五
十
六
万
人
か
ら
、
五
千
八

図

専
業
主
婦
負
担
、
先
送
り

来
年
の
制
度
改
革
で
厚
生
省

女
性
が
増
え
る
恐
れ
も
あ
り
、
制
度
変

更
は
現
時
点
で
は
不
可
能
と
判
断
○
長
期

的
な
検
討
課
題
と
し
て
先
送
り
す
る
。

す
べ
て
の
国
民
が
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）

の
年
金
給
付
額
は
月
額
約
六
万
六
千
円

で
、
そ
の
財
源
と
な
る
保
険
料
は
自
営

十
八
万
人
以
下
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。

六
月
の
厚
生
省
報
告
書
で
は
十
四
歳

以
下
の
人
口
は
千
九
百
二
十
万
人
以
下

で
、
一
九
二
○
年
以
来
最
低
。
今
年
初

頭
の
同
報
告
で
は
、
こ
の
ま
ま
の
出
生

率
が
続
け
ば
、
西
暦
三
五
○
○
年
に
日

本
人
は
死
に
絶
え
て
し
ま
う
と
示
唆
し

て
い
る
。

こ
の
日
本
の
人
口
危
機
は
、
米
国
の

政
策
に
も
影
響
を
与
え
よ
う
。
高
年
齢

化
し
た
日
本
は
よ
り
防
御
し
に
く
い
、

壮
健
さ
に
欠
け
た
、
お
そ
ら
く
最
も
頼

り
に
な
ら
な
い
同
盟
国
と
な
る
か
ら

だ
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
十
一
一
一
）

沼



こゆ－すふぉ－らむ

業
者
や
給
与
所
得
者
が
負
担
し
て
い

る
。
た
だ
、
約
千
二
百
万
人
の
専
業
主

婦
は
保
険
料
の
支
払
い
を
免
除
さ
れ
、

そ
の
分
の
保
険
料
は
給
与
所
得
者
全
体

で
肩
代
わ
り
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
保

険
料
を
自
己
負
担
す
る
働
く
女
性
を
中

心
に
一
専
業
主
婦
を
優
遇
し
て
い
る
」

と
い
う
批
判
が
強
ま
っ
て
い
た
。

厚
生
省
は
専
業
主
婦
か
ら
保
険
料
を

徴
収
し
た
場
合
の
専
業
主
婦
世
帯
の
保

険
料
増
額
を
示
す
試
算
を
三
月
の
年
金

審
議
会
（
厚
相
の
諮
問
機
関
）
で
公

表
。
保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
も
主
婦

本
人
か
ら
の
定
額
徴
収
と
夫
の
保
険
料

へ
の
上
乗
せ
の
二
案
を
示
し
、
専
業
主

婦
の
保
険
料
問
題
に
つ
い
て
本
格
的
な

検
討
に
入
っ
た
。

し
か
し
無
収
入
の
主
婦
に
負
担
を
求

め
れ
ば
保
険
料
未
納
で
老
後
に
無
年
金

に
な
る
女
性
が
急
増
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
夫
の
保
険
料
へ
の
上
乗
せ
案
に
は

従
業
員
の
保
険
料
を
折
半
負
担
し
て
い

る
企
業
が
反
対
し
て
い
る
。
厚
生
省
は

保
険
料
徴
収
は
現
実
的
で
な
い
と
見
て

断
念
、
代
わ
り
に
主
婦
な
ど
の
パ
ー
ト

労
働
者
向
け
の
保
険
料
の
免
除
枠
の
縮

小
を
検
討
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
。
八
・
十
七
）

労
働
省
が
、
高
齢
化
に
関
す
る
国
際

会
議
の
創
設
を
計
画
し
て
い
る
。
高
齢

化
が
年
金
や
医
療
の
社
会
保
険
制
度
の

ほ
か
、
就
業
形
態
に
与
え
る
影
響
を
各

国
で
意
見
交
換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策

に
生
か
す
狙
い
だ
。
同
省
は
九
九
年
度

予
算
の
概
算
要
求
に
調
査
研
究
費
や
会

議
の
運
営
費
用
を
盛
り
込
む
方
針
。
厚

生
省
、
外
務
省
な
ど
関
係
省
庁
に
も
協

力
を
呼
び
掛
け
る
。

会
議
開
催
は
高
齢
者
の
雇
用
促
進
月

間
で
あ
る
来
年
十
月
を
予
定
し
て
い

る
。
学
識
経
験
者
や
各
国
の
実
務
担
当

者
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、

各
国
間
で
公
的
年
金
、
高
齢
者
就
労
の

促
進
な
ど
高
齢
化
に
関
す
る
施
策
を
比

較
・
検
討
す
る
。

九
六
年
の
仏
リ
ヨ
ン
で
の
サ
ミ
ッ
ト

（
主
要
国
首
脳
会
議
）
以
降
、
雇
用
問

題
は
主
要
議
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
高
齢
化
に
伴
う

囮

高齢化問題

で国際会議

雇用対策など協議

政
府
の
「
少
子
化
へ
の
対
応
を
考
え

る
有
職
者
会
議
」
（
座
長
・
岩
男
寿
美

子
慶
大
教
授
）
の
第
二
回
会
合
が
十
七

日
午
後
、
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
。
同

会
議
は
橋
本
政
権
末
期
に
発
足
、
小
渕

高
齢
者
の
就
業
促
進
と
、
景
気
低
迷
に

よ
る
若
年
失
業
の
解
消
が
各
国
共
通
の

課
題
だ
。

昨
年
、
神
戸
で
開
い
た
雇
用
関
係
閣

僚
会
議
（
一
雇
用
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
「
活

力
あ
る
高
齢
化
」
社
会
の
実
現
に
向

け
、
国
際
協
力
を
緊
密
に
す
る
議
長
総

括
を
採
択
し
た
。

会
議
に
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー

国
の
ほ
か
欧
州
各
国
が
加
わ
る
見
通
し
。

｜
人
っ
子
政
策
の
影
響
で
将
来
の
急
速
な

少
子
化
が
見
込
ま
れ
る
中
国
な
ど
ア
ジ
ア

各
国
の
参
加
も
呼
び
掛
け
る
方
針
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
八
・
十
七
）

、囿

少子化対応型雇用

uIMIii員が率先を」

政１１有識者会議が提起

内
閣
で
は
初
め
て
の
会
合
で
、
少
子
化

の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
雇
用
の
在
り

方
を
中
心
に
意
見
交
換
し
た
。

河
合
隼
雄
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
は
「
優
秀
な
女
性
が
出
産
、

育
児
の
た
め
に
休
む
と
、
働
き
続
け
る

の
が
難
し
く
な
る
」
と
強
調
、
ま
ず
公

務
員
に
つ
い
て
率
先
し
て
克
服
す
べ
き

だ
と
提
起
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
八
代
尚
宏
上
智
大
教

授
は
、
長
時
間
労
働
が
結
婚
や
育
児
面

で
の
男
女
共
通
の
阻
害
要
因
と
指
摘
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
、
深
夜
ま
で
続
く

政
府
職
員
の
国
会
答
弁
づ
く
り
を
挙
げ

「
（
育
児
が
終
わ
っ
た
）
局
長
級
が
一

手
に
引
き
受
け
る
べ
き
だ
－
と
の
考
え

を
示
し
た
。

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
杉
山
干
佳
氏
ら

女
性
委
員
か
ら
は
①
多
く
の
女
性
が
専

業
主
婦
に
は
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
る
②
地
方
で
は
収
入
の
た
め
女
性
や

お
年
寄
り
も
働
い
て
い
る
ｌ
な
ど
と
し

て
、
同
会
議
の
議
論
の
対
象
が
高
学
歴

の
女
性
だ
け
に
偏
ら
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
た
。

少
干
化
対
応
で
連
絡
会
議

文
部
省

少
子
化
の
進
行
に
対
応
し
た
教
育
の

在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
文
部
省
は
十

”



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
退
職
し
た
高
齢
者

の
う
ち
、
少
な
く
と
も
七
十
歳
程
度
ま

で
働
き
た
か
っ
た
と
考
え
る
人
が
半
数

に
の
ぼ
る
こ
と
が
、
総
務
庁
が
二
十
二

日
に
発
表
し
た
「
企
業
退
職
経
験
者
の

意
識
調
査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
六

十
五
歳
程
度
ま
で
の
就
労
を
望
ん
で
い

た
人
を
含
め
る
と
約
八
割
に
の
ぼ
る
。

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
「
六
十
歳

定
年
」
が
主
流
の
現
在
の
定
年
制
度
に

不
満
を
持
つ
人
が
多
い
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
こ
と
は
、
退
職
年
齢
の
引

き
上
げ
論
議
に
拍
車
を
か
け
る
一
方
、

政
府
と
し
て
は
退
職
者
が
再
就
職
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
が
求
め
ら
れ
そ

う
だ
。

企
業
退
職
者
を
対
象
に
総
務
庁
が

行
っ
た
意
識
調
査
は
初
め
て
。
調
査
は

七
日
、
省
内
に
連
絡
会
議
を
設
置
し
た
。

生
涯
学
習
局
長
を
座
長
に
官
房
長
や

各
局
長
ら
計
十
四
人
で
構
成
。
今
月
中

に
初
会
合
を
開
き
①
出
生
率
の
回
復
を

目
指
し
た
家
庭
教
育
の
支
援
②
子
育
て

図國

「
ｎ
歳
ま
で
働
き
た
い
」
５
割

企
業
退
職
者
、
帥
歳
定
年
に
不
満

今
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
従
業

員
千
人
以
上
の
企
業
に
勤
め
た
経
験
が

あ
る
六
十
歳
以
上
の
約
四
千
百
人
を
対

象
に
行
わ
れ
、
千
二
百
五
十
六
人
の
回

答
を
得
た
。
回
答
者
の
平
均
年
齢
は
河

・
９
歳
で
ｗ
・
３
％
が
男
性
。
定
年
退
職

し
た
人
は
髄
・
９
％
だ
っ
た
。

回
答
者
の
う
ち
現
在
は
仕
事
を
し
て

い
な
い
千
十
九
人
に
、
実
際
は
何
歳
ま

で
働
き
た
か
っ
た
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
「
七
十
歳
ぐ
ら
い
」
が
躯
・
９
％
、

「
七
十
五
歳
ぐ
ら
い
」
が
６
．
５
％
、

「
七
十
五
歳
以
上
」
が
１
．
８
％
だ
っ

た
。
こ
れ
に
「
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

元
気
な
ら
い
つ
ま
で
も
働
き
た
い
」
の

咀
・
１
％
を
合
わ
せ
、
健
康
が
許
せ
ば

少
な
く
と
も
七
十
歳
程
度
ま
で
は
働
き

た
か
っ
た
と
考
え
る
人
は
卯
・
３
％
に

に
伴
う
教
育
費
負
担
の
軽
減
③
幼
稚
園

な
ど
教
育
施
設
を
利
用
し
た
子
育
て
支

援
ｌ
な
ど
の
方
策
を
検
討
す
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
八
・
十
八
）

の
ぼ
っ
た
。

さ
ら
に
、
「
六
十
五
歳
ぐ
ら
い
」
と

答
え
た
羽
・
６
％
を
合
わ
せ
る
と
、
現

在
主
流
と
な
っ
て
い
る
「
六
十
歳
定

年
」
に
不
満
を
持
つ
人
は
約
八
割
を
占

め
る
計
算
に
な
っ
た
。
「
六
十
歳
ぐ
ら

い
一
と
し
た
回
答
は
９
．
５
％
に
と
ど

ま
っ
た
。

現
在
の
企
業
の
定
年
制
は
、
九
四
年

の
高
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
で
一
六
十

歳
定
年
」
が
法
制
化
さ
れ
、
今
年
四
月

か
ら
、
六
十
歳
未
満
の
定
年
は
無
効
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
厚
生
年
金
の
支
給

開
始
年
齢
が
二
○
○
｜
年
度
以
降
、
六

十
歳
か
ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

退
職
後
に
支
給
の
空
白
期
間
が
生
じ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
退
職
年
齢
を
さ

ら
に
引
き
上
げ
て
「
六
十
五
歳
定
年
」

を
法
的
に
義
務
づ
け
る
よ
う
求
め
る
声

が
強
ま
っ
て
い
る
。

労
働
省
の
「
六
十
五
歳
現
役
社
会
研

究
会
」
が
昨
年
、
退
職
年
齢
引
き
上
げ

を
求
め
る
報
告
書
を
ま
と
め
、
政
府
も

検
討
し
て
い
る
が
、
長
引
く
不
況
で
雇

用
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
た
影
響
か
ら
、

検
討
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

調
査
で
は
「
企
業
に
求
め
る
こ
と
」

を
聞
い
た
質
問
に
、
就
労
中
の
回
答
者

も
含
め
た
全
体
の
閉
・
５
％
が
「
定
年

後
の
継
続
一
厘
用
、
再
雇
用
な
ど
、
｜
雇
用

の
場
を
用
意
す
る
」
こ
と
を
挙
げ
た
。

今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
総
務

庁
高
齢
社
会
対
策
室
で
は
「
政
府
と
し

て
、
も
っ
と
高
齢
者
の
雇
用
確
保
を
促

進
す
る
施
策
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
’
’
十
三
）

厚
生
省
は
２
０
０
０
年
か
ら
実
施
さ

れ
る
公
的
介
護
保
険
で
、
法
人
格
の
な

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
つ
い
て
も
、

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
入
を
可
能

に
す
る
基
準
該
当
支
援
策
を
ま
と
め
、

型
曰
開
い
た
医
療
保
険
福
祉
審
議
会
老

人
保
健
福
祉
部
会
に
提
示
し
た
。

介
護
保
険
で
指
定
事
業
者
に
な
る
に

は
在
宅
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、

法
人
格
を
有
し
、
常
勤
者
が
２
．
５
人

以
上
お
り
、
う
ち
１
人
は
専
門
的
な
知

識
・
技
能
を
持
つ
者
で
、
専
用
の
事
務

所
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

回

公的介護

参入可能に

法人格ない

ボランティア団体

8０
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全
国
に
約
８
０
０
あ
る
市
民
互
助
型

と
い
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、

こ
の
基
準
を
満
た
せ
な
い
と
こ
ろ
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
地
域
に
密
着
し
て
、
お
年

寄
り
の
話
し
相
手
や
、
病
院
へ
の
送
り
迎

え
な
ど
幅
広
い
ケ
ア
活
動
を
し
て
い
る
。

基
準
緩
和
策
で
は
①
常
勤
者
は
い
な

い
が
、
３
人
以
上
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

従
事
し
②
う
ち
１
人
が
専
門
知
識
・
技

能
を
持
ち
③
専
用
の
事
務
所
が
な
く
て

も
、
事
業
を
行
う
た
め
の
必
要
な
広
さ

の
区
画
が
あ
る
Ｉ
な
ど
の
条
件
を
満
た

せ
ば
、
法
人
格
は
な
く
て
も
訪
問
介
護

の
基
準
該
当
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
保
険

給
付
の
対
象
と
す
る
と
し
て
い
る
。
広

域
的
事
業
は
で
き
ず
、
当
該
の
市
町
村

だ
け
に
限
ら
れ
る
。
基
準
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
は
市
町
村
が
個
別
に
判
断
す

る
と
し
て
い
る
。

今
年
３
月
、
議
員
提
案
に
よ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
特
定
非
常
営
利
活
動
促
進
）
法
が

成
立
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
法
人
格

取
得
に
道
が
開
か
れ
、
在
宅
支
援
の
活

動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
税
制
面
で

の
優
遇
措
置
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
か
ら

法
人
格
取
得
の
動
き
は
も
う
ひ
と
つ
盛

り
上
が
っ
て
い
な
い
。

【
渋
川
智
明
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
二
十
五
）

妊
娠
や
出
産
を
機
会
に
退
職
す
る
女

性
が
減
る
一
方
で
、
企
業
の
母
性
保
護

な
ど
の
制
度
が
後
退
し
て
い
る
こ
と

が
、
労
働
省
が
二
十
四
日
ま
と
め
た

「
女
性
労
働
者
の
雇
用
管
理
調
査
」
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。
保
護
制
度
が
あ
っ

て
も
利
用
す
る
人
が
減
少
。
長
引
く
不

況
で
い
っ
た
ん
退
職
す
る
と
再
就
職
が

難
し
い
実
態
を
反
映
す
る
と
と
も
に
企

業
も
制
度
拡
大
に
慎
重
に
な
っ
た
り
、

取
得
を
た
め
ら
う
女
性
が
増
え
て
い
る

妊娠･出産した人のうち､それを
理由に退職した人の割合
50「（従業員30人以上の企業） 囮

出
産
退
職
者
が
減
少

4０

３０

２０

％

育
児
休
業
、
再
就
職
難
背
景
に
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と
み
ら
れ
る
。
労
働
省
で
は
来
年
四

月
、
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

で
母
性
健
康
管
理
措
置
が
企
業
に
義
務

化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
指
導
を
強
化
す
る

方
針
。

調
査
は
昨
年
八
月
、
従
業
員
五
人
以

上
の
企
業
九
千
九
百
六
十
七
社
を
対
象

に
、
九
六
年
七
月
Ｉ
九
七
年
六
月
の
状

況
に
つ
い
て
聞
い
た
。
回
答
が
あ
っ
た

の
は
七
千
二
百
二
十
三
社
。

前
回
調
査
（
九
四
年
）
と
比
較
す
る

た
め
従
業
員
三
十
人
以
上
の
企
業
で
み

る
と
、
女
性
労
働
者
の
出
産
割
合
は
一

・
二
％
で
、
前
回
よ
り
○
・
二
ポ
イ
ン
ト

減
っ
た
。
こ
の
う
ち
妊
娠
や
出
産
を
理

由
に
退
職
し
た
人
は
一
九
・
○
％
と
前

回
（
三
一
・
六
％
）
に
比
べ
大
幅
に
減

少
。
七
一
年
の
調
査
開
始
以
来
、
最
も

低
く
な
っ
た
。
労
働
省
で
は
「
再
就
職

難
や
夫
の
雇
用
不
安
の
ほ
か
九
五
年
度

か
ら
請
求
す
れ
ば
必
ず
育
児
休
業
が
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
女
性
の
就
労

意
識
が
高
ま
っ
た
」
（
女
性
局
女
性
労

働
課
）
と
分
析
し
て
い
る
。

産
前
産
後
の
休
業
期
間
を
労
働
基
準

法
で
定
め
る
「
産
前
六
週
間
、
産
後
八

週
間
」
と
す
る
企
業
は
八
四
・
六
％
と

一
・
一
ポ
イ
ン
ト
高
ま
っ
た
が
、
「
労
基

法
を
上
回
る
産
前
産
後
休
業
期
間
一
の

企
業
は
八
・
四
％
と
三
・
一
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
た
。
産
前
休
業
を
取
っ
た
人
の
平

均
日
数
は
三
十
七
・
八
日
で
、
前
回
よ

り
二
・
四
日
減
っ
た
。
産
後
休
業
も
五

十
八
・
八
日
と
二
・
三
日
減
少
。

育
児
時
間
を
男
女
と
も
請
求
で
き
る

企
業
は
二
八
・
六
％
と
四
・
六
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
が
、
実
際
に
出
産
後
、
請
求

し
た
人
は
一
五
・
二
％
と
四
・
○
ポ
イ
ン

ト
減
っ
て
い
る
。

妊
娠
中
や
出
産
後
の
通
院
休
暇
制
度

や
妊
婦
の
通
勤
緩
和
措
置
制
度
が
あ
る

企
業
は
一
九
・
九
％
、
’
四
・
九
％
で
、

と
も
に
二
・
八
ポ
イ
ン
ト
、
三
・
一
一
ポ
イ

ン
ト
減
っ
た
。
制
度
の
あ
る
企
業
の
う

ち
請
求
者
が
あ
っ
た
企
業
は
通
院
休
暇

で
八
・
○
％
、
通
勤
緩
和
措
置
で
六
・
七

％
に
過
ぎ
ず
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
不
足
や
取

り
に
く
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
八
・
二
十
五
）

８Ｊ



外
務
省
は
二
十
六
日
ま
で
に
、
平
成

九
年
度
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
実
施
状
況
に
関
す
る
年
次
報
告
案
を

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
九

年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
は
、
対
前
年
比
一
・

八
％
減
の
九
十
四
億
三
千
六
百
万
が
と

な
っ
た
。
八
年
に
続
き
、
前
年
実
績
を

割
り
込
ん
だ
も
の
の
総
額
で
は
七
年
連

続
世
界
一
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
民
総

生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
に
占
め
る
割
合
は
○

・
一
一
二
％
（
前
年
は
○
・
二
○
％
）
と

【
ワ
シ
ン
ト
ン
沁
曰
Ⅱ
共
同
】
世
界
で

水
不
足
に
直
面
す
る
人
の
数
は
、
現
在

の
約
五
億
人
か
ら
二
○
二
五
年
に
は
五

倍
以
上
の
約
二
十
八
億
人
に
増
大
す
る

￣

2025年．281意人が

園

Ｏ
Ｄ
Ａ
総
額
７
年
連
続
で
世
界
一

９
生
実
績
、
叫
億
３
６
０
０
万
ド
ル

水不足-米で〒』!卜

途上国の人口増激し〈

な
っ
た
。

全
体
の
七
割
を
占
め
る
二
国
間
援
助

は
、
対
前
年
比
で
二
○
・
九
％
減
の
六

十
六
億
円
千
三
百
万
が
。
こ
の
う
ち
、

無
償
資
金
協
力
は
二
十
億
千
八
百
万
㎡

（
同
一
五
・
八
％
減
）
、
技
術
協
力
が
三

十
億
二
千
二
百
万
が
（
同
五
％
減
）
、

政
府
貸
し
付
け
な
ど
が
十
五
億
七
千
四

百
万
が
（
同
四
三
・
四
％
減
）
と
な
っ

て
い
る
。

｜
方
、
国
際
機
関
を
通
じ
た
援
助
は

と
予
測
し
た
報
告
書
を
米
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ズ
大
が
二
十
六
日
、
発
表
し

た
。
人
口
増
加
が
原
因
で
、
水
不
足
が

途
上
国
の
生
活
レ
ベ
ル
向
上
の
足
か
せ

に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
河
川
や
湖
な
ど

に
あ
る
利
用
可
能
な
淡
水
が
人
ロ
ー
人

当
た
り
年
間
千
少
を
下
回
る
国
は
水
不

足
が
表
面
化
す
る
。
現
在
、
水
不
足
の

国
は
ア
フ
リ
カ
、
中
東
な
ど
の
三
十
一

カ
国
だ
が
、
人
口
増
加
が
激
し
い
途
上

国
を
中
心
に
二
○
二
五
年
に
は
さ
ら
に
●
Ｅ
ｊ
ｑ
ｐ
、
■
、
■
、
似
ｑ
Ｊ
Ｑ
●
■
Ｊ
、
■
ｎ
Ｊ
ミ
ヴ
、
づ
じ
ゾ
ロ
グ
、
夕
且
７
口
ゾ
□
ゾ
Ｂ
Ｊ
Ｑ
げ

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は

２
日
、
１
９
９
８
年
度
版
の
「
世
界
人

口
白
書
」
を
発
表
し
た
。
今
年
半
ば
の

世
界
の
人
口
は
弱
億
２
９
８
０
万
人
と

推
計
さ
れ
、
来
年
６
月
に
は
「
帥
億

十
七
カ
国
増
え
る
。
水
不
足
が
深
刻
化

す
る
結
果
、
河
川
や
湖
の
利
用
権
を
め

ぐ
り
国
家
間
や
地
域
の
武
力
紛
争
が
頻

発
す
る
事
態
も
予
測
し
て
い
る
。

世
界
で
は
現
在
、
利
用
可
能
な
淡
水

の
約
五
四
％
を
利
用
し
て
い
る
が
、
報

告
書
は
三
十
年
後
に
は
利
用
率
が
七
○

％
ま
で
上
昇
す
る
と
推
定
。
人
間
に
よ

る
淡
水
利
用
が
増
え
る
と
魚
な
ど
の
生

態
系
が
脅
か
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
八
・
二
十
七
）

全
体
の
三
割
を
占
め
、
国
際
金
融
機
関

へ
の
増
資
時
期
に
あ
た
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
前
年
に
比
べ
る
と
一
二
五
・
五

％
増
の
一
一
十
八
億
一
一
千
三
百
万
㎡
と

な
っ
た
。四国

世
界
人
口
、
来
年
６
月
に
Ⅱ
億
突
破

團
淫
人
ロ
基
金
が
肥
毎
度
箙
向
薑

二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
地
域
別
に
み
る

と
、
ア
ジ
ア
向
け
が
全
体
の
四
六
・
五

％
を
占
め
、
う
ち
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
向
け
は
、
前
年
並

み
の
二
○
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

報
告
案
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
国
際
社

会
の
安
定
と
繁
栄
、
食
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
保
、
地
球
環
境
問
題
や
地
域
紛

争
回
避
の
取
り
組
み
に
活
用
さ
れ
て
い

る
ｌ
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
強
調
。
と

く
に
昨
年
夏
の
タ
イ
・
バ
ー
ツ
の
暴
落

を
端
緒
と
す
る
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
対

応
し
た
支
援
対
策
と
し
て
、
構
造
調
整

支
援
、
社
会
的
弱
者
対
策
支
援
の
た
め

の
円
借
款
の
増
額
な
ど
を
行
っ
た
こ
と

を
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
八
・
二
十
七
）

人
」
台
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

【
佐
藤
正
伸
】

世
界
人
口
の
伸
び
率
は
”
～
２
０
０

０
年
平
均
で
１
．
４
％
と
鈍
化
傾
向
に

あ
る
が
、
年
間
増
加
数
は
８
０
０
０
万
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にゅ－すふぉ－らむ

高齢人口(65歳以上)に対する若年人ロ(O～15歳)の
割合:1950年～2050年(地域別）

人
で
、
白
書
は
「
人
ロ
爆
発
は
終
わ
っ

た
」
と
の
見
方
を
否
定
。
世
界
の
人
口

は
少
な
く
と
も
Ⅲ
世
紀
半
ば
ま
で
増
加

し
、
２
０
５
０
年
に
は
弘
億
人
に
達
す

る
と
予
測
す
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い
世

代
」
。
出
生
率
が
開
発
途
上
国
を
中
心

に
高
率
で
推
移
し
た
結
果
、
旧
～
叫
歳

の
若
い
世
代
は
過
去
最
大
の
、
億
５
０

０
０
万
入
超
。
一
方
、
妬
歳
以
上
の
年

間
人
口
増
加
数
は
現
在
の
９
０
０
万
人

か
ら
２
０
１
０
年
に
１
４
５
０
万
人
、

０
０
０
０
０
０
０

ｓ
０
■
●
■
■
●

６
４
２
０
８
６
４

１
１
１
Ｉ

若
年
人
口
／
｜
愚
齢
人
口

20

0.0

9５０６０ 7０ ８０ go２０００１０ ４０５０年２０ 3０

二
日
、
発
表
さ
れ
た
「
九
八
年
世
界

人
口
白
書
」
は
、
人
口
増
加
の
勢
い
は

鈍
化
し
て
お
り
、
努
力
し
だ
い
で
さ
ら

に
鈍
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
ｌ
と
予
測

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
増
加
率
は
下

２
０
５
０
年
に
は
２
１
０
０
万
人
と
増

加
す
る
見
込
み
。
白
書
は
こ
の
二
つ
の

年
齢
層
に
初
め
て
、
焦
点
を
当
て
た
。

。
若
い
世
代
・

出
生
率
が
人
口
を
維
持
す
る
の
に
必

要
な
水
準
（
２
．
肥
）
ま
で
低
下
し
て

も
、
人
口
増
の
傾
向
は
し
ば
ら
く
続

く
。若
者
は
社
会
の
エ
、
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
子
供
や
高
齢
者
を
支
え
る
力
。
白

書
は
こ
の
世
代
を
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
｜

と
呼
び
、
若
年
層
が
整
っ
た
環
境
で
十

分
な
労
働
力
と
し
て
働
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
く
の
開
発
途
上
国
は
「
収
穫
」

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す

皿

世界人口11f題

対立討論

家
族
計
画
の
推
進
を

広
野
良
吉
氏

啓
蒙
、
投
資
が
重
要安
藤
博
文
氏

が
っ
て
も
世
界
人
ロ
は
依
然
と
し
て
年

間
八
千
万
人
以
上
増
え
て
お
り
、
楽
観

は
出
来
な
い
と
警
告
も
発
し
て
い
る
。

人
口
問
題
は
危
機
的
状
況
が
続
く
の

か
、
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。

フ（》○

・
香
同
齢
者
・

先
進
国
で
は
開
歳
以
上
の
人
口
の
割

合
が
、
現
在
の
田
，
５
％
か
ら
２
０
５

０
年
に
は
型
・
７
％
に
達
す
る
見
込
み
。

し
か
し
、
高
齢
化
現
象
は
開
発
途
上

国
で
よ
り
急
激
だ
。
帥
年
当
時
、
高
齢

人
口
に
対
す
る
途
上
国
の
若
年
人
口
の

割
合
は
先
進
国
の
２
倍
以
上
だ
っ
た

が
、
今
で
は
世
界
の
高
齢
人
口
の
増
加

分
が
途
上
国
に
集
中
。
そ
の
比
率
は
、

現
在
の
両
％
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
に

帥
％
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
三
）

ｌ
最
近
、
ア
メ
リ
カ
で
「
人
口
爆

発
は
終
わ
っ
た
」
と
い
っ
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
な
ど
、
一
部
に
人
口
問
題
は

解
決
し
た
と
い
う
意
見
が
広
ま
っ
て
い

る
。
地
球
人
口
の
現
状
を
ど
う
捕
ら
え

て
い
る
の
か
。

安
藤
途
上
国
の
家
族
計
画
の
実
行

率
が
上
昇
す
る
な
ど
成
果
が
上
が
り
、

世
界
人
口
の
増
加
率
は
近
年
、
下
が
っ

て
い
る
。
’
九
六
○
年
の
年
間
増
加
率

は
２
％
だ
っ
た
が
現
在
は
１
．
４
％

だ
。
た
だ
、
世
界
人
口
は
過
去
四
十
年

の
間
に
約
三
十
億
人
か
ら
来
年
に
は
六

十
億
人
に
達
す
る
ほ
ど
に
急
増
し
た
。

増
加
率
の
低
下
は
分
母
が
大
き
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

六
○
年
の
年
間
世
界
人
口
増
加
数
は

五
千
八
百
万
人
だ
っ
た
が
、
九
七
年
は

八
千
万
人
以
上
の
人
口
が
増
加
し
て
い

る
と
い
う
事
実
は
、
人
口
問
題
は
ま

だ
、
解
決
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。

中
で
も
、
増
人
ロ
の
帥
％
が
途
上
国

内
の
増
加
だ
と
い
う
こ
と
も
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
途
上
国
だ
け
の
現

安
藤
氏
に
聞
く

聞
き
手
・
解
説
部
杉
下
恒
夫
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在
の
増
加
率
は
１
．
７
％
だ
が
、
優
等

生
の
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
比

べ
、
南
西
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
は
増

加
率
が
２
％
を
超
え
る
国
が
多
い
。
年

間
増
加
率
が
２
％
を
超
え
る
と
三
十
五

年
後
、
そ
の
国
の
人
口
は
二
倍
に
な
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ｌ
数
々
の
課
題
も
残
し
て
い
る

み
そ
う

が
、
〈
『
世
紀
後
半
の
地
球
は
未
曾
有
の

人
口
爆
発
に
何
と
か
耐
え
て
き
た
。
今

後
の
さ
ら
な
る
人
口
増
が
続
く
と
、
新

た
に
ど
の
よ
う
な
地
球
問
題
を
引
き
起

こ
す
の
か
。

安
藤
特
に
新
し
い
問
題
が
発
生
し

な
く
て
も
現
在
、
地
球
問
題
と
さ
れ
て

い
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
一
層
深
刻
な
状

況
に
な
る
こ
と
は
確
実
だ
。
例
え
ば
食

糧
供
給
だ
。
過
去
四
十
年
は
需
要
増
に

対
し
、
新
た
な
耕
地
の
開
墾
と
化
学
肥

料
、
農
薬
の
大
量
投
入
な
ど
で
し
の
い

で
き
た
が
も
う
地
球
上
に
耕
作
可
能
な

未
開
地
は
わ
ず
か
し
か
残
さ
れ
て
い
な

い
。
た
と
え
、
新
た
な
土
地
が
あ
っ
て

も
地
球
の
水
資
源
は
汚
染
も
進
み
、
も

う
限
界
に
き
て
い
る
。

人
ロ
が
増
え
続
け
る
こ
と
で
途
上
国

の
子
女
の
教
育
の
問
題
も
一
層
、
深
刻

な
も
の
に
な
る
。
人
ロ
問
題
の
解
決
に

は
教
育
の
普
及
が
欠
か
せ
な
い
要
因
だ

が
、
人
口
増
は
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
る
。
ま
た
、
環
境
の

悪
化
、
経
済
難
民
の
発
生
に
も
拍
車
を

か
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ｌ
途
上
園
の
経
済
闘
鶏
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
下

が
る
の
で
、
出
産
数
も
下
が
る
か
ら
、

人
口
対
策
に
は
経
済
開
発
が
効
果
的
と

い
う
意
見
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

安
藤
確
か
に
そ
う
し
た
意
見
を
証

明
す
る
デ
ー
タ
は
あ
る
。
ま
ん
ざ
ら
的

外
れ
の
意
見
で
は
な
い
が
、
開
発
が
先

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
人
口
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
国
の
経
済
開
発
の

基
礎
を
作
る
、
と
い
う
認
識
を
持
た
な

い
こ
と
に
は
、
真
の
開
発
は
実
現
し
な

い
。
人
口
問
題
は
空
気
と
同
じ
で
、
開

発
の
基
本
に
あ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は

だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
の
だ
が
、
十

年
、
二
十
年
と
い
う
長
い
単
位
の
問
題

な
の
で
多
く
の
国
が
今
、
す
ぐ
に
取
り

組
も
う
と
し
な
い
。
し
か
し
、
今
、
や

ら
な
い
と
将
来
大
変
な
負
担
を
背
負
う

こ
と
に
な
る
。

ｌ
世
界
人
口
の
急
増
を
止
め
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
な
の

か
。
ま
た
、
日
本
の
役
割
は
。

安
藤
広
い
意
味
で
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

’
九
八
年
「
世
界
人
口
白
書
一
を

ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
か
。

広
野
地
球
の
人
ロ
増
に
対
す
る
警

戒
感
は
消
え
て
い
な
い
が
、
以
前
の
白

書
に
比
べ
る
と
将
来
に
対
し
て
楽
観
視

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
の
権
利
）
を
基
礎
に
し
て
家
族

計
画
の
実
行
と
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
だ
。
特
に
途
上
国

け
い
も
つ

の
若
年
層
へ
の
啓
蒙
、
投
資
が
重
要
だ

と
思
う
。

先
進
国
は
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議
で

約
束
し
た
世
界
人
口
の
た
め
の
対
策

費
、
五
十
七
億
が
を
早
く
完
全
に
拠
出

し
て
も
ら
い
た
い
。
五
十
七
億
㎡
は
、

湾
岸
戦
争
の
戦
費
の
た
っ
た
三
日
分

だ
。
そ
れ
で
二
十
一
世
紀
の
地
球
問
題

が
解
決
に
向
け
て
前
進
す
る
の
だ
か
ら
、

決
し
て
無
駄
な
寄
金
で
は
な
い
は
ず
だ
。

日
本
に
は
、
成
功
し
た
戦
後
の
家
族

計
画
の
経
験
と
人
口
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
豊
富
な
人
材
の
提
供
、
そ
れ
に

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
２
％
ぐ

ら
い
は
人
口
問
題
に
費
や
す
政
策
の
転

換
を
望
む
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
八
）

氏
に
箸

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
決
し
て
悲

観
論
に
読
め
な
い
。

白
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
地
域
別
、

国
別
の
数
値
を
読
ん
で
い
て
地
域
、
国

に
よ
っ
て
人
口
増
加
率
な
ど
開
発
指
標

に
ず
い
ぶ
ん
バ
ラ
つ
き
が
出
て
き
た
こ

と
に
驚
い
て
い
る
。
途
上
国
の
中
で
も

後
発
開
発
途
上
国
（
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
の
人

口
増
加
率
が
相
変
わ
ら
ず
高
い
こ
と
が

心
配
だ
が
、
経
済
開
発
の
成
功
に
よ
っ

て
増
加
率
を
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た

途
上
国
を
高
く
評
価
し
て
い
る
白
書
で

も
あ
る
。

ｌ
｜
時
は
年
間
一
億
人
を
超
え
て

い
た
世
界
人
口
の
増
加
数
が
九
七
年
は

八
千
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
だ
十
分

で
は
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
世
界
人
口

増
加
が
鈍
化
し
て
き
た
原
因
は
何
だ
と

考
え
る
か
。

広
野
途
上
国
全
体
で
見
て
二
つ
の

要
因
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
女
性
の
教

育
水
準
の
向
上
、
二
つ
目
が
平
均
寿
命

の
伸
び
と
、
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
下

だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
基
礎

と
な
っ
た
の
は
経
済
開
発
の
成
功
だ
。

七
○
年
か
ら
九
五
年
の
年
平
均
人
口
増

加
率
と
九
五
年
か
ら
二
○
○
○
年
の
人

口
増
加
率
の
予
測
を
比
較
し
て
大
幅
に

下
が
っ
た
の
は
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン

８‘
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ド
ネ
シ
ア
な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
の
国
は

一
様
に
こ
の
間
に
経
済
開
発
に
成
功
し

た
国
だ
。
特
に
十
四
億
八
千
万
人
（
九

八
年
度
世
界
人
ロ
白
書
）
と
い
う
世
界

最
大
の
人
口
を
持
つ
中
国
と
、
十
三
億

三
千
万
人
（
同
）
の
イ
ン
ド
の
増
加
率

の
低
下
が
世
界
人
□
の
増
加
を
和
ら
げ
た

直
接
の
原
因
と
い
え
る
。

ｌ
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
な
ど
で
は
世
界
人
口
は
二
十
一
世

紀
半
ば
ま
で
は
増
え
、
百
億
人
に
近
づ

く
と
予
測
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
世

界
人
口
は
あ
と
四
十
億
人
増
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
地
球
は
こ
れ
以
上
の
人
間

の
増
加
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

広
野
今
後
、
半
世
紀
の
増
加
な
ら

地
球
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
と
い
う
方

に
太
鼓
判
を
押
し
た
い
。

そ
の
理
由
は
ま
ず
、
世
界
人
□
の
年

間
増
加
数
が
毎
年
、
下
が
る
こ
と
だ
。

こ
れ
か
ら
も
現
在
の
ペ
ー
ス
で
途
上
国

の
保
健
衛
生
の
改
善
な
ど
が
続
く
こ
と

に
よ
っ
て
家
族
計
画
推
進
の
ピ
ッ
チ
は

今
よ
り
上
が
る
。
二
十
一
世
紀
に
入
る

と
年
間
の
人
口
増
加
数
は
七
千
万
人
、

六
千
万
人
と
い
う
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん

減
少
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。
人
口
増
が
鈍
化
す
る
一
方
で
経
済

成
長
を
持
続
す
る
い
く
つ
か
の
国
が
あ

り
、
増
え
る
人
口
を
養
う
供
給
サ
イ
ド

の
主
要
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

過
去
の
歴
史
を
見
て
も
食
糧
は
需
要

が
増
え
れ
ば
供
給
量
も
必
ず
増
え
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
同
じ
で
需
要
が
増
え
て

原
油
価
格
が
上
が
り
、
採
算
が
と
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
の

新
油
田
の
開
発
が
可
能
に
な
る
。
天
然

ガ
ス
、
原
子
力
発
電
も
あ
り
、
心
配
な

い
。た
だ
、
水
質
と
土
壌
の
悪
化
、
そ
れ

に
大
気
汚
染
、
温
暖
化
な
ど
環
境
の
問

題
は
、
よ
ほ
ど
気
を
引
き
締
め
保
全
対

策
に
か
か
ら
な
い
と
、
地
球
が
人
間
の

生
活
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
心
配
が
あ

る
。ｌ
世
界
人
口
の
有
効
種
抑
止
策
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
日
本
な
ど
先

進
国
が
果
た
す
役
割
は
何
か
。

広
野
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
サ
ブ
・

サ
ハ
ラ
諸
国
な
ど
現
在
、
人
口
増
加
率

の
高
い
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
の
家
族
計
画
の

推
進
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
そ
の
た
め
、
先
進
国
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
と
も
協
力
し
て
こ
れ
ら
の
諸
国
の
経

済
開
発
を
助
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

近
年
の
途
上
国
の
人
口
増
加
率
を
低

七
日
明
ら
か
に
な
っ
た
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会
」
（
首
相

の
諮
問
機
関
）
の
最
終
答
申
は
、
新
し

い
農
業
基
本
法
で
国
産
の
農
産
物
を
中

心
に
「
総
合
的
食
料
安
全
保
障
」
を
目

指
す
一
方
、
農
産
物
の
価
格
に
市
場
原

理
を
一
段
と
導
入
す
る
よ
う
提
言
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
消
費
者
は
今
後
、

大
豆
、
砂
糖
、
加
工
原
料
乳
な
ど
の
価

格
低
下
を
期
待
で
き
そ
う
だ
。
し
か

し
、
市
場
原
理
の
風
圧
に
対
し
て
生
産

者
な
ど
の
懸
念
は
高
ま
っ
て
お
り
、
農

水
省
が
具
体
的
な
政
策
を
ま
と
め
る
過

程
で
、
消
費
者
に
不
利
に
な
る
よ
う
な

圧
力
が
生
産
者
側
か
ら
か
か
る
事
態
も

予
想
さ
れ
る
。
答
申
に
は
食
料
自
給
率

下
さ
せ
た
要
因
は
、
｜
次
的
に
は
途
上

国
自
身
の
努
力
に
あ
る
が
、
二
次
的
に

は
先
進
国
の
政
策
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
な
ど
を
通
し
た
国
際
協
調
の
成
果

と
言
っ
て
も
よ
い
。

日
本
は
今
後
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
途
上
国

の
経
済
開
発
を
続
け
て
い
く
べ
き
だ
。

図

「
自
給
率
」
妥
協
の
表
現

新
農
基
法
で
農
家
・
産
業
界
が
対
立

の
政
策
目
標
な
ど
”
玉
虫
色
〃
の
表
現

も
残
っ
て
い
る
。
最
終
答
申
の
焦
点
を

ま
と
め
た
。

（
川
戸
直
志
）

。
行
き
詰
ま
る
国
内
農
業

調
査
会
は
九
七
年
四
月
、
消
費
者
、

生
産
者
、
財
界
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
各
方

面
の
委
員
や
専
門
委
員
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。就
農
人
口
や
農
地
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
一
方
、
パ
ン
や
肉
類
が

普
及
し
て
消
費
者
の
コ
メ
離
れ
が
進

み
、
日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
）
は
九
六
年
で
⑫
％
と
、
先
進

国
で
最
低
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

し
か
も
、
輸
入
農
産
物
の
生
産
に
は
国

内
の
農
地
（
約
五
百
万
鯵
）
の
二
・
四

日
米
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
地
球
的

規
模
の
協
力
の
た
め
の
共
通
課
題
）
で

人
口
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と

や
、
今
秋
、
東
京
で
第
二
回
ア
フ
リ
カ

支
援
国
会
合
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
．
Ⅱ
）
を

開
催
す
る
の
は
歓
迎
し
た
い
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
六
）
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倍
に
当
た
る
千
二
百
万
鯵
が
必
要
で
、

「
国
民
が
現
在
の
豊
か
な
食
生
活
を
続

け
る
限
り
、
食
料
の
完
全
自
給
は
不
可

能
」
（
農
水
省
）
な
状
態
だ
。

行
き
詰
ま
る
日
本
農
業
の
活
力
を
ど

う
取
り
戻
し
、
国
民
に
安
定
し
た
食
料

を
供
給
し
て
い
く
か
。
最
終
答
申
に
は

危
機
意
識
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

。
”
玉
虫
色
“
の
目
標

農
業
を
活
性
化
す
る
た
め
市
場
原
理

を
一
段
と
導
入
す
る
と
い
う
点
で
、
調

'001……日本の食料自給率の推移……％
別
釦
扣
如
０

(飼料用含む､重量ベース）

95年1９６０６５７０７５８０８５ 9０

査
会
は
早
め
に
合
意
し
た
が
、
生
産
者

側
に
は
強
い
不
満
が
残
っ
た
。
そ
こ
で

燃
え
上
が
っ
た
の
が
「
食
料
自
給
率
」

の
位
置
付
け
を
巡
る
議
論
だ
っ
た
。

「
本
音
で
は
新
農
業
基
本
法
で
農
産

物
の
国
内
生
産
目
標
を
掲
げ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
生
産
者
と
、
食
料
自
給

率
の
低
下
に
不
安
を
感
じ
る
消
費
者
、

さ
ら
に
、
市
場
原
理
の
徹
底
し
た
導
入

を
求
め
る
産
業
界
と
の
間
で
対
立
が
続

い
た
。
結
局
、
調
査
界
は
食
料
自
給
率

を
「
国
民
参
加
型
の
生
産
・
消
費
に
つ

い
て
の
指
針
」
と
す
る
妥
協
を
図
っ
た

の
が
実
情
だ
。

し
か
し
、
食
料
自
給
率
は
、
消
費
者

の
食
べ
物
の
選
択
や
、
生
産
者
が
ど
こ

ま
で
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
か

な
ど
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
逆
に
言

え
ば
、
消
費
者
や
生
産
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
低
下
の
原
因
や
責
任
を
指
摘

で
き
る
”
玉
虫
色
“
の
数
字
だ
っ
た
。

■
国
民
チ
ェ
ッ
ク
が
カ
ギ

答
申
は
、
市
場
原
理
導
入
の
代
わ
り

に
、
不
作
時
の
収
入
保
険
や
共
済
制
度

の
充
実
、
あ
る
い
は
傾
斜
部
の
多
い
中

山
間
地
域
の
担
い
手
に
国
土
保
全
の
観

点
か
ら
直
接
所
得
補
償
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
よ
う
提
言

し
て
い
る
。
問
題
は
、
具
体
的
な
バ
ラ

敬
老
の
日
（
厄
日
）
を
前
に
厚
生
省

は
８
日
、
１
９
９
８
年
の
一
．
全
国
高
齢

者
名
簿
（
長
寿
番
付
ピ
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
１
０
０
歳
以
上

の
お
年
寄
り
が
昨
年
よ
り
１
６
６
７
人

増
え
、
初
め
て
１
万
人
を
上
回
り
１
万

１
５
８
人
と
な
っ
た
。
１
０
０
歳
以
上

の
お
年
寄
り
は
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ

れ
た
閉
年
に
は
１
５
３
人
だ
っ
た
が
、

皿
年
に
１
０
０
０
人
を
超
え
た
。
前
年

を
上
回
る
の
は
詔
年
連
続
で
、
弱
年
で

船
・
４
倍
に
な
っ
た
。
同
省
は
昨
年
に

は
１
万
人
突
破
を
朗
年
と
見
込
ん
で
い

た
が
、
予
想
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
長
寿

化
が
進
ん
で
い
る
。

ン
ス
の
取
り
方
だ
。
答
申
は
政
府
に
①

お
お
む
ね
三
’
五
年
間
の
施
策
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
っ
て
国
民
に
公
表
す
る
②
政

策
全
体
を
五
年
程
度
ご
と
に
点
検
・
評

価
し
た
上
で
必
要
な
ら
見
直
す
’
よ

う
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
農
水
省

の
高
木
勇
樹
事
務
次
官
は
七
日
、
新
農

業
基
本
法
の
制
定
に
伴
う
新
施
策
を
年

園

百
歳
以
上
一
万
人
突
破

予
想
よ
り
一
年
早
く
鍋
年
で
冊
・
４
倍

調
査
は
今
月
末
ま
で
に
１
０
０
歳
以

上
に
な
る
お
年
寄
り
を
、
今
月
１
日
付

で
集
計
し
た
。
女
性
が
８
３
４
６
人
と

全
体
の
配
・
２
％
を
占
め
、
男
性
は
１

８
１
２
人
だ
っ
た
。
ま
た
、
来
年
３
月

末
ま
で
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る
の
は
男

性
１
１
０
１
人
、
女
性
４
６
６
３
人
の

計
５
７
６
４
人
で
、
昨
年
よ
り
も
８
１

０
人
増
え
た
。

長
寿
日
本
一
は
、
１
８
８
４
（
明
治

Ⅳ
）
年
５
月
ｎ
日
生
ま
れ
で
１
１
４
歳

の
東
京
都
江
東
区
、
松
永
タ
セ
さ
ん
。

男
性
の
最
高
齢
は
全
体
で
５
位
の
１
１

１
歳
、
茨
城
県
金
砂
郷
町
、
石
崎
伝
蔵

さ
ん
。

内
に
ま
と
め
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。新
基
本
法
の
「
理
念
」
か
ら
逸
脱
し

た
政
策
を
長
続
き
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
国
民
の
チ
ェ
ッ
ク
が
カ
ギ
を
握
っ

て
い
る
。（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
八
）
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来
年
の
「
国
際
高
齢
者
年
」
を
自
分

た
ち
自
身
の
手
で
実
り
多
い
も
の
に
し

よ
う
と
、
高
齢
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
国
内
の
皿
の
民
間
団
体
が
来
月
１

日
、
情
報
交
換
・
連
携
強
化
の
た
め
の

共
同
組
織
を
発
足
さ
せ
る
。
高
齢
者
の

地
位
向
上
に
は
絶
好
の
機
会
と
し
て
、

政
府
の
対
応
を
た
だ
待
つ
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
か
ら
積
極
的
に
各
方
面

に
働
き
か
け
て
成
果
を
上
げ
た
い
と
い

》
フ
。旗
揚
げ
す
る
の
は
、
長
寿
社
会
文
化

人
口
、
万
人
当
た
り
の
１
０
０
歳
以

上
の
人
の
全
国
平
均
は
８
．
脆
人
（
前

年
６
．
市
人
）
で
、
都
道
府
県
別
で
は

沖
縄
県
の
羽
・
皿
人
が
ト
ッ
プ
。
次
い

で
高
知
県
塑
・
狛
人
、
鹿
児
島
県
旧
・
倒

人
、
島
根
県
旧
・
羽
人
、
熊
本
県
旧
・
朋

人
な
ど
の
順
だ
っ
た
。
上
位
ｎ
位
ま
で

は
沖
縄
、
四
国
、
九
州
、
中
国
が
占
め
る
。

｜
方
、
少
な
い
順
で
は
埼
玉
県
３
．

知
人
、
青
森
県
４
曲
人
、
千
葉
県
４
．

弱
人
で
、
西
日
本
に
長
寿
者
が
多
い
傾

図

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を
結
集

国
内
相
団
体
で
協
議
会
扣
月
発
足

協
会
（
東
京
）
、
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

（
同
）
な
ど
で
構
成
す
る
「
高
齢
者
年

Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
協
議
会
（
省
略
・
高
連

協
）
」
（
事
務
局
Ⅱ
長
寿
社
会
文
化
協
会

内
）
。
先
月
、
曰
に
準
備
会
を
発
足
、

「
国
際
高
齢
者
の
日
」
で
あ
る
ｎ
日
１

日
に
正
式
に
発
足
す
る
。

国
際
高
齢
者
は
、
国
連
が
兜
年
に
採

択
。
高
齢
者
の
自
立
、
参
加
、
ケ
ア
、

自
己
実
現
、
尊
厳
ｌ
を
盛
り
込
ん
だ

「
高
齢
者
の
た
め
の
国
連
原
則
」
を
具

体
化
さ
せ
る
た
め
、
「
す
べ
て
の
世
代

向
が
続
い
て
い
る
。

厚
生
省
老
人
福
祉
計
画
課
は
「
１
０

０
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
つ
い
て
、
昨

年
９
月
に
は
最
近
の
増
加
率
の
平
均
値

胆
％
を
も
と
に
計
算
し
、
１
万
人
突
破

を
朗
年
と
予
測
し
た
。
し
か
し
、
今
年

は
四
・
６
％
と
伸
び
率
が
高
か
っ
た
。

高
齢
者
の
死
亡
率
が
低
く
な
っ
た
か
ら

だ
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

【
渋
川
智
明
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
八
）

の
た
め
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を
統
一

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。
国
墜
局
齢
者

年
は
本
来
、
鉛
年
だ
が
、
広
く
関
心
を

盛
り
上
げ
る
た
め
国
連
の
要
請
で
「
国

際
高
齢
者
の
日
」
の
今
年
皿
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。欧
米
な
ど
卯
以
上
の
国
の
政
府
は
、

す
で
に
国
際
高
齢
者
年
担
当
部
局
を
設

け
国
際
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
い
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

で
は
政
府
の
担
当
部
局
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
。
国
際
高
齢
者
年
の
活
動
は

主
に
国
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
、
民

間
団
体
や
地
方
団
体
、
企
業
、
メ
デ
ィ

ア
な
ど
に
呼
び
か
け
て
推
進
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
対
応
も

い
ま
ひ
と
つ
。

高
連
協
の
ま
と
め
役
で
、
日
本
ウ
エ

ル
エ
ー
ジ
ン
グ
協
会
理
事
長
の
相
原
三

郎
さ
ん
は
「
国
際
高
齢
者
年
は
外
国
主

導
の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

高
齢
者
団
体
が
少
な
く
な
い
が
、
高
齢

者
の
地
位
向
上
に
は
絶
好
の
機
会
。
各

団
体
が
結
集
し
て
、
各
方
面
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
」
と
言
う
。

高
連
協
で
は
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
は
行

わ
ず
、
国
際
高
齢
者
年
関
連
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
、
情
報
の
拠

る
。
全
国
の
家
政
婦
紹
介
所
を
地
域

と
に
統
合
さ
せ
、
法
人
格
を
持
っ
た

負
会
社
な
ど
へ
の
転
換
を
促
す
。
同

に
紹
介
所
に
登
録
す
る
主
婦
な
ど
を

象
に
し
た
研
修
を
増
や
し
て
サ
ー
ピ

水
準
を
引
き
上
げ
る
。
運
営
基
礎
の

ス
を
担
う
人
材
の
確
保
対
策
を
進
衲

点
を
目
指
す
。
各
団
体
の
情
報
交
梅

密
接
に
す
る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
が

じ
時
期
に
集
中
し
た
り
同
じ
テ
ー
マ

集
会
が
相
次
い
だ
り
す
る
の
が
避
け

れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
つ
な
が
る

期
待
す
る
。

高
連
協
準
備
会
で
は
電
話
（
肥
．

４
６
１
．
０
８
３
９
）
や
ホ
ー
ム
ペ

ジ
（
ず
耳
官
へ
一
ヨ
ゴ
ョ
・
ミ
四
○
・
．
円
・
」
ご
）
一

国
際
高
齢
者
年
に
つ
い
て
の
問
い
合

せ
に
応
じ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
九
上

労
働
省
は
来
年
度
か
ら
介
護
サ
ー

屈互

介護サービス

人材確保
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厚
生
省
は
八
日
ま
で
に
、
痴
ほ
う
性

老
人
や
知
的
障
害
者
ら
の
金
銭
管
理
や

日
常
生
活
を
支
援
す
る
制
度
を
来
年
度

か
ら
創
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
各
地

の
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
が
中
心

と
な
っ
て
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門

家
を
「
生
活
支
援
員
」
と
し
て
派
遣
す

る
。
高
齢
者
ら
の
財
産
を
第
三
者
が
勝

手
に
処
分
す
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

化
を
後
押
し
し
、
特
に
在
宅
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
供
給
を
増
や
す
狙
い
。

全
国
に
千
百
あ
る
家
政
婦
紹
介
所
に

は
主
婦
な
ど
八
万
五
千
人
が
登
録
し
て

い
る
。
個
人
や
家
族
で
運
営
す
る
小
規

模
事
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
事
務
所
な

ど
を
構
え
て
法
人
格
を
持
つ
事
業
者
は

六
十
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

二
○
○
○
年
度
に
始
ま
る
公
的
介
護

保
険
で
は
都
道
府
県
知
事
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
事
業
者
を
指
定
す
る
が
、

こ
う
し
た
小
規
模
の
紹
介
所
は
指
定
か

ら
外
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
た
め
労
働
省
は
紹
介
所
の
統
合

図

痴
ほ
う
老
人
や
知
的
障
害
者

金
銭
管
理
や
生
活
支
援

絶
え
な
い
ほ
か
、
介
護
保
険
の
導
入
で

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
原
則
契
約
制
に
移
行

す
る
こ
と
か
ら
、
同
省
は
「
こ
う
し
た

人
た
ち
の
権
利
擁
護
と
生
活
の
自
立
を

支
援
す
る
体
制
作
り
を
進
め
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

同
制
度
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の

社
協
内
で
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を

持
っ
た
「
自
立
生
活
支
援
専
門
員
」

促
進
と
法
人
化
を
並
行
し
て
進
め
、
指

定
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
後
押
し

す
る
。
モ
デ
ル
事
業
費
と
し
て
二
億
五

千
万
円
を
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に

盛
り
込
ん
だ
。
支
援
対
象
は
全
国
で
十

地
域
程
度
と
す
る
。

統
合
促
進
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
講
習
を
増
や
し
、
介
護
の
知
識
や

技
能
を
修
得
し
て
も
ら
う
。
同
省
は

「
紹
介
所
の
機
能
強
化
で
、
在
宅
介
護

を
担
え
る
主
婦
な
ど
の
人
材
が
増
え

る
一
と
見
込
ん
で
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
九
）

（
仮
称
）
が
、
本
人
の
意

思
を
確
認
し
、
家
族
ら
と

調
整
し
た
う
え
で
支
援
計

画
を
作
り
、
本
人
が
社
協

と
契
約
を
結
ぶ
仕
組
み
。

実
際
に
支
援
を
行
う
の
は

社
協
か
ら
派
遣
さ
れ
る

「
生
活
支
援
員
」
（
仮

称
）
。
社
会
福
祉
士
な
ど

資
格
者
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
希
望
者
か
ら
も
今

後
育
成
し
て
い
く
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
本
人
が
直
接
市
町
村

の
社
協
に
相
談
す
る
ほ

か
、
民
生
委
員
ら
を
通
じ
て
相
談
を
持

ち
込
む
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
に
は
①
通
帳
、
権
利
証
、

な
ど
の
保
管
②
普
通
預
金
の
出
し
入
れ

③
生
活
必
需
品
の
買
い
物
１
１
な
ど
の

日
常
的
な
金
銭
管
理
の
ほ
か
、
適
切
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
た
め
の
支
援
や

安
否
に
気
を
配
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ

る
。
社
協
へ
の
相
談
や
支
援
計
画
策
定

に
か
か
る
費
用
は
無
料
だ
が
、
サ
ー
ビ

ス
代
は
原
則
利
用
者
が
負
担
す
る
。

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
利
用
者

の
意
思
確
認
が
問
題
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
都
道
府
県
の
社
協
内
に
弁
護

士
や
医
師
、
ソ
１
シ
ャ
ル
ワ
ー
ヵ
ー
ら

で
構
成
す
る
「
契
約
締
結
審
査
会
」
を

設
置
、
さ
ら
に
痴
ほ
う
性
老
人
や
知
的

障
害
者
の
関
係
団
体
メ
ン
バ
ー
を
含
む

第
三
者
機
関
「
運
営
監
視
委
員
会
」
を

設
け
、
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
針

だ
。同
省
は
七
月
末
に
「
社
協
が
行
う
日

常
生
活
支
援
事
業
に
関
す
る
検
討
会
」

（
座
長
・
野
田
愛
子
東
京
都
す
て
っ
ぷ

所
長
）
を
設
置
、
意
思
能
力
の
確
認
方

法
や
支
援
業
務
の
範
囲
、
ト
ラ
ブ
ル
発

生
時
の
損
害
補
償
範
囲
な
ど
の
検
討
を

始
め
た
。
検
討
会
で
は
、
不
動
産
売
買
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国
連
人
口
基
金
が
九
八
年
版
の
世
界

人
口
白
書
を
発
表
し
た
。
世
界
の
人
口

が
六
十
億
人
に
達
す
る
の
は
九
九
年
六

月
十
六
日
だ
と
い
う
。
八
七
年
に
五
十

億
人
に
な
っ
て
か
ら
、
わ
ず
か
十
二
年

で
あ
る
。
六
○
年
に
は
三
十
億
人
だ
っ

た
か
ら
、
ほ
ぼ
四
十
年
間
で
世
界
の
総

人
口
が
二
倍
に
な
る
。
お
そ
る
べ
き
ス

ピ
ー
ド
で
あ
る
。

六
○
年
ご
ろ
は
人
口
増
加
率
が
年
二

％
だ
っ
た
。
そ
れ
が
近
年
は
一
・
四
％

や
定
期
預
金
の
出
し
入
れ
な
ど
大
規
模

な
財
産
処
分
に
つ
い
て
は
、
「
福
祉
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
は
適
さ
な
い
」
と
の
意

見
も
出
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
痴
ほ
う
が
進
ん
で
本
人
の
意

思
確
認
が
難
し
く
な
る
場
合
は
、
契
約

時
に
痴
ほ
う
進
行
後
も
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
特
約
を
結
ぶ
こ
と
も
選
択
肢
の

一
つ
。
｜
方
、
法
務
省
が
現
行
の
禁
治

産
者
・
準
禁
治
産
者
制
度
を
見
直
し
て

導
入
予
定
の
「
成
年
後
見
制
度
」
と
連

携
し
、
後
見
人
が
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
結

Ⅲ

世
界
人
口

六
十
億
時
代
の
課
題

と
下
が
っ
て
き
た
。
発
展
途
上
国
の
家

庭
の
ほ
と
ん
ど
が
子
供
の
数
を
減
ら
す

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
、
こ
の
た
め
、

人
口
爆
発
は
終
わ
っ
た
と
の
見
方
も
一

部
に
出
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
世
界
人
口
は
依
然
、
年
間

八
千
万
人
以
上
も
増
え
て
い
る
。
白
書

は
総
人
口
は
「
少
な
く
と
も
二
十
一
世

紀
の
半
ば
ま
で
は
増
加
し
続
け
る
と
思

わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
増

加
人
口
の
九
割
以
上
を
貧
苦
に
あ
え
ぐ

ぶ
こ
と
も
検
討
課
題
に
上
が
っ
て
い

る
。同
省
は
、
生
活
支
援
員
の
育
成
方
法

な
ど
詳
細
を
詰
め
た
う
え
で
来
年
十
月

か
ら
実
施
し
た
い
方
針
で
、
「
介
護
保

険
導
入
で
、
今
後
は
本
人
が
利
用
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
契
約
す
る

時
代
に
な
る
た
め
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
支
援
が
不
可
欠
に
な
る
」
（
社
会
・
援

護
局
地
域
福
祉
課
）
と
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
九
）

発
展
途
上
国
が
占
め
て
い
る
。
人
口
増

問
題
の
深
刻
さ
は
基
本
的
に
は
変
わ
っ

て
い
な
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

白
書
は
例
年
、
女
性
の
地
位
と
能
力

の
向
上
や
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）
を

中
心
に
記
述
す
る
が
、
今
年
は
人
口
増

加
の
著
し
い
若
者
と
高
齢
者
の
両
方
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
。

十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
若
者

の
人
口
は
十
億
五
千
万
人
を
超
え
る
。

発
展
途
上
国
で
は
、
九
五
年
に
八
億
六

千
万
人
で
、
実
数
は
今
後
も
増
大
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
若
者
に
対
す
る
保

健
、
教
育
、
雇
用
な
ど
の
充
実
が
欠
か

せ
な
い
。

他
方
、
六
十
歳
以
上
の
世
界
人
口
は

五
億
八
千
万
人
に
の
ぼ
る
。
高
齢
人
口

増
の
七
七
％
発
展
途
上
国
が
占
め
て
い

る
と
い
う
。
し
か
し
、
途
上
国
も
小
家

族
化
し
て
き
て
い
る
の
で
、
家
族
に
よ

る
老
後
の
扶
養
は
次
第
に
期
待
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
が
健
康
に
暮

ら
し
、
生
産
的
な
役
割
を
果
た
す
に

は
、
社
会
的
な
支
援
や
経
済
的
な
支
援

が
必
要
な
の
は
確
か
で
あ
る
。

十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
労
働

年
齢
人
口
が
増
え
る
の
は
、
発
展
途
上

国
が
経
済
発
展
を
と
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
９
日
中
井
良
則
】

国
連
開
発
計
画
の
「
人
間
開
発
報
告

肥
年
版
」
で
各
国
の
政
治
や
経
済
に
女

性
が
ど
れ
ぐ
ら
い
参
加
し
て
い
る
か
を

示
す
一
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
卜
測
定
」
も
発
表
さ
れ
、
日
本
は
犯

位
と
過
去
５
年
間
で
最
低
だ
っ
た
。

日
本
は
女
性
の
国
会
議
員
が
全
体
の

８
％
、
管
理
職
９
％
、
専
門
・
技
術
職

姐
％
、
収
入
で
弧
％
と
社
会
へ
の
進
出

や
評
価
が
低
く
、
中
国
（
羽
位
）
や
メ

あ
る
。
こ
れ
を
白
書
は
「
人
口
ボ
ー
ナ

ス
」
と
呼
ぶ
。
日
本
の
高
度
経
済
成
長

時
代
は
そ
れ
を
生
か
し
た
成
功
例
だ

が
、
発
展
途
上
国
が
こ
の
「
人
口
ポ
ー

ナ
ス
ー
を
生
か
す
に
は
、
途
上
国
自
ら

が
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
を

整
備
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
先
進
諸
国

の
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
九
）

囮
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総
理
庁
が
十
四
日
発
表
し
た
「
高
齢

者
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
に
関
す
る
意

識
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
「
近
所
の

人
た
ち
と
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
」

と
い
う
高
齢
者
（
六
十
歳
以
上
）
の
割

合
は
五
年
間
の
前
回
調
査
に
比
べ
て
五

キ
シ
コ
（
師
位
）
よ
り
下
位
だ
っ
た
。

１
位
は
国
会
議
員
の
幻
％
、
専
門
・
技

術
職
の
“
％
を
女
性
が
占
め
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
っ
た
。

「
人
間
ら
し
い
生
活
度
」
を
測
定
す

６０歳以上の高齢者の仕事や家事以外
での主な過ごし方(98年､複数回答）

灘;議
園

親
し
い
近
所
づ
き
あ
い
減
る

Ｆ
Ｉ
Ｉ
意
欲
あ
る
が
と
け
込
め
ず

鱒 四
二
％
に
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
｜
方
で
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
割

合
は
五
年
前
に
比
べ
て
一
・
三
ポ
イ
ン

ト
増
の
四
七
・
九
％
で
、
意
欲
を
持
ち

つ
つ
も
地
域
社
会
に
う
ま
く
と
け
込
め

る
人
間
開
発
指
数
で
も
日
本
は
８
位

と
、
卵
年
の
１
位
か
ら
後
退
し
て
い

る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
十
）

な
い
高
齢
者
が
い
る
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

調
査
は
九
八
年
一
、
二

月
に
、
全
国
の
六
十
歳
以

上
の
男
女
三
千
人
を
対
象

に
面
接
方
式
で
実
施
し

た
。
有
効
回
答
率
は
七
六

・
八
％
。

近
所
づ
き
あ
い
の
程
度

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
親

し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
人
は
五
年
前

（
五
九
・
五
％
）
に
比
べ
て
減
り
、

前
々
回
調
査
の
十
年
前
（
六
四
・
四

％
）
に
比
べ
る
と
一
○
ポ
イ
ン
ト
以
上

の
大
幅
減
少
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
「
あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
」
は
四

○
・
七
％
と
五
年
前
に
比
べ
五
・
一
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
、
「
つ
き
あ
い
は
ほ
と
ん

ど
な
い
」
も
五
・
一
％
と
○
・
二
ポ
イ
ン

ト
増
え
た
。

親
し
い
友
人
や
仲
間
が
「
た
く
さ
ん

い
る
」
人
も
三
三
・
九
％
と
、
五
年
前

に
比
べ
四
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
っ
た
。

「
い
な
い
」
は
四
・
六
％
だ
っ
た
。

若
い
世
代
と
の
交
流
機
会
を
持
っ
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
「
よ
く
あ

る
」
「
た
ま
に
あ
る
」
の
合
計
が
五
一

・
二
％
と
五
年
前
よ
り
三
・
○
ポ
イ
ン
ト

減
少
。
逆
に
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
「
全

く
な
い
」
の
合
計
は
四
八
・
八
％
と
三
・

○
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。

仕
事
や
家
事
以
外
で
の
主
な
過
ご
し

方
（
複
数
回
答
）
と
し
て
は
、
「
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
見

聞
き
」
が
七
八
・
九
％
と
圧
倒
的
に
多

く
、
「
仲
間
と
集
ま
っ
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
」
は
二
四
・
七
％
、
「
地
域

や
社
会
の
た
め
の
活
動
」
は
八
・
九
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

一
方
、
地
域
活
動
に
「
参
加
し
た

い
」
と
望
ん
で
い
る
高
齢
者
は
四
七
・

九
％
と
半
数
近
く
に
及
ん
だ
。
理
由

（
複
数
回
答
）
は
「
生
活
に
充
実
感
を

持
ち
た
い
」
（
五
二
・
六
％
）
「
新
し
い

友
人
を
得
た
い
」
（
三
七
・
六
％
）
が

多
か
っ
た
。

今
後
参
加
し
た
い
活
動
（
複
数
回

答
）
で
は
在
宅
老
人
の
介
護
や
家
事
の

援
助
な
ど
の
「
福
祉
・
保
健
」
（
一
八
・

九
％
）
が
五
年
前
よ
り
五
・
六
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
た
一
方
、
「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
」
（
四
八
・
三
％
）
や
「
趣
味
」
（
四

○
・
七
％
）
は
と
も
に
三
’
五
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
た
。
総
務
庁
は
「
高
齢
者
同

士
で
支
え
合
う
指
向
が
高
ま
っ
て
い

る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
九
・
十
五
）

￣
蚤
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(万人
2000 総

務
庁
が
ｕ
日
付
で
ま
と
め
た
わ
が

国
の
人
口
推
計
値
に
よ
る
と
、
閉
歳
以

上
の
高
齢
者
は
２
０
４
９
万
人
と
な

」の秤Fｵ落躍圏

■懇顯
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世
紀
末
の
中
国
社
会
に
新
し
い
様
相

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
一
九
七
○

年
代
末
か
ら
本
格
化
し
た
人
口
抑
制
政

策
で
誕
生
し
た
一
人
っ
子
世
代
の
第
一

陣
が
結
婚
、
出
産
適
齢
期
を
迎
え
た
の

だ
。
そ
れ
に
伴
い
核
家
族
化
が
進
み
、

独
居
老
人
が
増
え
、
都
市
部
で
は
急
速

な
高
齢
化
現
象
が
見
ら
れ
る
。
｜
方
、

市
場
経
済
化
の
深
化
で
人
口
流
動
が
さ

ら
に
活
発
化
し
、
私
営
経
済
の
発
展
や

り
、
「
敬
老
の
日
」
（
厄
日
）
向
け
の

発
表
と
し
て
は
初
め
て
２
０
０
０
万
人

の
大
台
を
超
え
た
。
総
人
口
に
占
め
る

比
率
は
焔
・
２
％
と
ほ
ぼ
６
人
に
１

人
。
２
０
２
１
年
に
は
３
３
３
７
万
人

と
ピ
ー
ク
に
達
す
る
見
通
し
で
、
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
改
め

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
８
５
１
万
人

（
男
性
総
人
口
の
田
・
７
％
）
、
女
性
が

１
１
９
８
万
人
（
女
性
総
人
口
の
旧
・

６
％
）
で
女
性
が
男
性
よ
り
３
４
７
万

人
多
か
っ
た
。
女
性
は
鮨
歳
以
上
で
男

囮

急
速
に
高
齢
化

人
口
抑
制
策
加
年
で
転
機

中
国
の
六
十
歳
以
上
の
老
人
の
総
数

は
一
億
二
千
万
人
と
、
す
で
に
日
本
の

総
人
口
に
匹
敵
す
る
。
毎
年
三
％
の

ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
お
り
、
二
○
○
○

年
に
は
一
億
三
千
万
人
と
全
人
口
の
一

失
業
者
、
一
時
休
業
者
の
増
加
は
、
従

来
の
よ
う
な
行
政
手
段
に
よ
る
人
口
管

理
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

加
藤
干
洋
（
北
京
支
局
長
）

性
の
１
．
４
倍
、
布
歳
以
上
で
１
．
９

倍
、
妬
歳
以
上
で
２
．
４
倍
と
な
っ
て

お
り
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
女
性
の
比
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

開
歳
以
上
は
１
９
７
９
年
に
１
０
３

１
万
人
と
１
０
０
０
万
人
を
上
回
り
、

旭
年
後
の
別
年
に
は
１
５
５
８
万
人
と

１
５
０
０
万
人
を
超
え
た
。
２
０
０
０

万
人
を
超
え
た
の
は
７
年
後
の
今
年
２

月
だ
っ
た
。

【
高
塚
保
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
十
五
）

○
％
に
達
し
、
二
○
三
○
年
に
は
欧
州

の
総
人
口
を
上
回
り
そ
う
だ
。

と
く
に
沿
岸
部
の
都
市
で
の
高
齢
化

が
顕
著
で
、
高
齢
人
口
は
上
海
が
一
四

％
、
北
京
、
天
津
が
一
○
％
台
に
な
っ

て
い
る
。
日
本
な
ど
の
先
進
国
が
経
済

的
に
発
展
し
た
後
に
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
の
に
比
べ
、
中
国
は
発
展
途
上
段

階
で
そ
れ
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

急
速
な
老
齢
化
は
、
世
界
に
も
ま
れ

な
人
口
抑
制
政
策
が
も
た
ら
し
た
側
面

が
あ
る
。
都
市
部
で
は
少
子
化
の
進
行

で
、
家
庭
の
構
造
が
、
い
わ
ゆ
る
「
四

・
二
・
一
型
」
に
な
っ
て
き
た
。
一
人
っ

子
を
持
つ
夫
婦
二
人
が
四
人
の
両
親
を

養
う
と
い
う
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造

だ
。中
国
で
は
儒
教
の
影
響
で
「
子
供
を

た
く
さ
ん
産
み
育
て
て
老
後
に
備
え

る
一
と
か
一
子
供
は
親
の
老
後
の
面
倒

を
見
る
」
と
い
う
「
孝
」
の
倫
理
観
念

が
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
広

大
な
農
村
部
で
は
と
く
に
根
深
い
も
の

が
あ
る
。
だ
が
都
市
部
で
は
核
家
族
が

基
本
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
情
勢
で
社
会
養
老
保
険
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
全
般
的
な
社

会
保
障
制
度
の
整
備
は
立
ち
遅
れ
て
い

る
。
当
分
は
な
お
家
族
が
高
齢
者
扶
養
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を
担
う
と
い
う
伝
統
は
崩
せ
な
い
が
、

一
人
っ
子
世
代
が
、
は
た
し
て
重
い
負

担
を
支
え
き
れ
る
か
。
二
十
一
世
紀
の

大
き
な
課
題
だ
。

も
う
一
つ
、
従
来
の
人
口
管
理
政
策

に
難
し
い
問
題
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

こ
の
二
十
年
の
改
革
・
開
放
政
策
に
よ

る
市
場
経
済
化
の
深
化
で
あ
る
。

第
一
に
行
政
機
関
の
企
業
管
理
が
緩

和
さ
れ
、
従
業
員
に
対
す
る
計
画
出
産

管
理
も
お
ざ
な
り
に
な
る
傾
向
が
目
立

つ
。
国
営
企
業
改
革
に
伴
っ
て
出
現
し

た
一
千
万
人
を
超
え
る
下
崗
二
時
帰

休
）
労
働
者
の
出
産
管
理
も
十
分
で
き

て
い
な
い
。
市
場
経
済
で
は
金
と
モ
ノ

の
移
動
に
伴
い
、
人
も
働
き
場
所
を
変

え
る
が
、
そ
う
い
う
人
々
を
計
画
出
産

管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
込
む
の
は

き
わ
め
て
困
難
な
情
勢
で
あ
る
。

市
場
経
済
の
実
態
に
合
わ
せ
、
政
府

も
戸
籍
管
理
制
度
の
一
部
緩
和
の
方
針

を
打
ち
出
し
た
が
、
管
理
の
す
き
間
を

狙
っ
て
各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
二

人
目
、
三
人
目
の
子
供
を
つ
く
る
”
出

産
ゲ
リ
ラ
隊
〃
と
呼
ば
れ
る
家
族
の
存

在
も
珍
し
く
な
い
。

中
国
の
人
口
抑
制
政
策
は
、
二
組

の
夫
婦
が
一
人
の
子
を
育
て
る
こ
と
を

提
唱
す
る
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
語
ら

れ
て
き
た
。
だ
が
著
名
な
人
口
問
題
専

門
家
の
間
か
ら
も
、
【
一
人
っ
子
政
策

は
）
二
十
五
年
前
後
、
最
長
で
も
三
十

年
は
超
え
な
い
特
殊
政
策
だ
」
と
す
る

声
が
出
て
き
た
。
現
実
問
題
と
し
て
、

中
国
の
人
口
政
策
の
最
高
責
任
者
で

あ
る
張
維
慶
・
国
家
計
画
生
育
委
員
会

主
任
（
五
四
）
に
、
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
な
ど
を
聴
い
た
。

ｌ
人
口
抑
制
の
成
果
は
。

「
七
○
年
代
か
ら
手
が
け
、
出
生
数

を
三
億
人
余
減
ら
せ
た
。
米
、
豪
、
カ

ナ
ダ
三
カ
国
の
総
人
口
よ
り
多
い
数

だ
。
今
後
の
目
標
は
今
世
紀
末
で
十
三

億
人
以
内
、
二
○
一
○
年
で
十
四
億
人

以
内
に
止
め
、
二
十
一
世
紀
中
葉
で
十

六
億
人
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
予
測
し

て
い
る
」

’
二
人
っ
子
を
認
め
る
政
策
変
更

が
あ
っ
た
の
か
。

「
｜
人
っ
子
政
策
と
い
う
言
い
方
は

正
し
く
な
い
。
都
市
で
は
夫
婦
に
子
供

一
人
を
提
唱
し
て
き
た
。
困
難
が
あ
れ

ば
二
人
で
も
よ
い
。
農
村
は
第
一
子
が

女
児
で
あ
れ
ば
二
人
目
を
認
め
、
多
く

国
家
計
画
生
育
委
張
維
慶
主
任
に
聞
く

出
生
３
億
人
減
ら
せ
た
が
、
経
済
成
長
維
持
が
肝
心

一
人
っ
子
同
士
の
夫
婦
に
は
二
人
の
子

を
公
認
す
る
地
域
が
拡
大
し
て
お
り
、

政
策
は
曲
が
り
角
に
あ
る
の
は
間
違
い

な
い
。

が
最
低
二
人
だ
。
少
数
民
族
や
辺
境
の

貧
困
地
区
で
は
三
人
、
チ
ベ
ッ
ト
の
牧

畜
民
は
制
限
が
な
い
な
ど
多
様
だ
」

「
早
期
に
人
口
抑
制
に
取
り
組
ん
だ

上
海
で
は
一
人
っ
子
が
結
婚
、
出
産
年

齢
に
な
っ
た
が
、
一
人
っ
子
同
士
の
夫

婦
は
二
人
の
子
供
を
つ
く
れ
る
。
政
策

変
更
で
な
く
、
自
然
の
成
り
行
き
で
、

す
で
に
各
地
に
あ
る
政
策
だ
」

「
現
行
の
計
画
生
育
政
策
、
人
口
抑

制
の
目
標
、
そ
し
て
各
レ
ベ
ル
の
党
・

政
府
ト
ッ
プ
が
業
務
の
責
任
を
負
う
と

い
う
三
つ
の
点
を
変
え
な
い
の
が
、
今

後
の
基
本
方
針
だ
」

’
二
十
五
年
間
、
｜
世
代
限
り
の

政
策
だ
と
の
主
張
は
。

「
二
十
年
間
の
努
力
で
出
生
率
は
大

幅
に
下
が
り
、
女
性
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
二
前
後
に
な
っ
た
。
生
産
力
が
十

分
発
展
し
て
い
な
い
状
況
で
低
出
生
水

準
を
実
現
で
き
た
。
わ
が
国
の
政
策
は

安
定
し
て
連
続
性
が
あ
る
。
次
世
紀
に

も
経
済
水
準
、
生
活
水
準
の
発
展
を
見

な
が
ら
計
画
生
育
政
策
は
研
究
を
重

ね
、
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
－

１
急
速
な
高
齢
化
の
影
響
を
ど
う

考
え
る
か
。

「
今
世
紀
末
で
六
十
五
歳
以
上
人
口

が
九
千
万
人
。
こ
れ
は
中
国
経
済
の
発

展
、
人
民
の
生
活
、
医
療
保
険
水
準
、

社
会
保
障
の
改
善
で
平
均
寿
命
が
延
び

た
結
果
と
も
い
え
る
。
計
画
生
育
政
策

の
た
め
に
出
生
数
が
相
対
的
に
減
少

し
、
高
齢
化
の
速
度
が
加
速
さ
れ
た
側

面
も
あ
る
」

「
日
本
の
高
齢
化
社
会
対
策
の
成
功

し
た
経
験
に
も
学
び
た
い
が
、
国
情
の

違
い
も
あ
る
。
肝
心
な
の
は
、
高
齢
化

が
早
め
に
到
来
す
る
に
あ
た
り
、
わ
が

国
が
比
較
的
速
い
経
済
成
長
を
維
持
で

き
る
か
、
総
合
国
力
を
今
後
も
増
強
で

き
る
か
だ
。
敬
老
と
い
う
民
族
の
美
徳

を
大
事
に
し
、
社
会
と
家
庭
の
力
を
結

合
し
、
老
人
に
後
顧
の
憂
い
が
な
い
よ

う
に
し
た
い
」

ｌ
新
状
況
へ
の
対
処
は
。

「
下
崗
労
働
者
、
農
村
就
業
者
の
増

加
、
そ
れ
に
約
八
千
万
の
流
動
人
□

は
、
確
か
に
政
策
執
行
を
難
し
く
す
る

９２
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食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会

が
十
七
日
首
相
に
提
出
し
た
最
終
答
申

か
ら
は
、
現
行
農
業
基
本
法
の
下
で
食

糧
自
給
率
が
低
落
を
続
け
、
日
本
の
農

業
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
農
業
再
生
へ
向
け
た
強
い
意
志

が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
農
業
協
定
が
日
本
の
農

業
に
自
由
化
を
迫
り
、
是
非
は
と
も
か

く
農
業
の
将
来
展
望
を
描
き
に
く
く
し

て
い
る
の
に
、
答
申
の
中
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と

い
う
言
葉
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
。
答

申
は
ま
た
、
農
水
省
の
予
算
の
半
分
以

要
因
だ
。
流
動
人
口
は
流
入
地
で
の
管

理
が
基
本
だ
が
、
新
し
い
管
理
方
法
を

制
定
中
だ
。
都
市
部
で
は
区
役
所
、
出

張
所
、
町
内
会
を
核
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
、
流
動
人
口
だ
け
で
な
く
高
齢

者
、
婦
人
、
障
害
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
総
合
的
管
理
と
サ
ー
ビ
ス
の
方
式
を

と
る
」

《
１
９
９
７
年
中
国
人
口
動
態
》

年
間
の
出
生
数
２
０
３
８
万
人
、
出

函函

農
業
再
生
の
展
望
見
え
ず

基
本
問
題
調
査
会
答
申
「
自
由
化
」
対
策
棚
上
げ

上
を
占
め
、
む
だ
が
多
い
と
批
判
さ
れ

て
い
る
現
在
の
公
共
事
業
の
問
題
点
に

つ
い
て
わ
ず
か
五
行
の
記
述
し
か
な

い
。

（
高
谷
秀
男
）

新
し
い
基
本
法
の
検
討
は
そ
も
そ
も

一
九
九
四
年
十
月
、
首
相
を
本
部
長
と

す
る
政
府
の
緊
急
農
業
農
村
対
策
本
部

が
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意

対
策
の
一
環
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
を

決
め
て
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
調
査
会

の
木
村
尚
三
郎
会
長
は
答
申
後
の
記
者

会
見
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
触
れ
な
か
っ
た
理

由
を
「
（
次
期
協
定
交
渉
は
）
二
○
○

生
率
１
．
６
５
７
％
。
死
亡
数
８
０
１

万
人
、
死
亡
率
０
．
６
５
１
％
、
年
間

の
純
増
加
数
１
２
３
７
万
人
。
年
末
の

総
人
口
皿
億
３
６
２
６
万
人
。
う
ち
都

市
部
人
ロ
は
３
億
６
９
８
９
万
人
（
羽

・
９
％
）
、
農
村
人
口
は
８
億
６
６
３
７

万
人
（
ｎ
．
１
％
）
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
十
八
）

○
年
な
の
で
時
期
が
合
わ
な
い
。
ま

ず
、
自
分
自
身
が
ど
う
す
る
か
、
を

（
調
査
会
の
）
基
本
に
し
た
」
と
答
え

た
。日
本
の
食
糧
自
給
率
（
供
給
熱
量
基

準
）
Ⅱ
グ
ラ
フ
参
照
Ⅱ
は
、
現
行
の
基

本
法
が
施
行
さ
れ
た
一
九
六
○
年
代
半

ば
に
は
八
○
％
近
く
あ
っ
た
。
そ
れ
が

小
麦
、
大
豆
を
は
じ
め
と
し
た
輸
入
の

増
加
、
食
生
活
の
多
様
化
な
ど
に
よ

り
、
九
六
年
度
に
は
四
二
％
ま
で
落
ち

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
二
○
○
○
年
に
予

定
さ
れ
て
い
る
次
期
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定

交
渉
で
、
コ
メ
輸
入
の
関
税
化
が
決
ま

蕊繍豊営繕拳撞鶏歎苣鰯鵜繍繊

iJifllIllれ
ば
、
自
給
率
は
さ
ら
に
下
が
る
心
配

が
あ
る
。

答
申
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
つ
い
て
述
べ
る
代

わ
り
に
、
国
際
規
律
と
の
整
合
性
と
題

し
て
「
国
際
的
な
ル
ー
ル
の
形
成
に
当

た
っ
て
は
、
我
が
国
の
立
場
や
主
張
を

最
大
限
反
映
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る

だ
け
だ
。
調
査
会
の
裏
方
を
務
め
た
農

水
省
が
こ
れ
か
ら
農
業
交
渉
に
取
り
組

む
に
当
た
っ
て
、
自
ら
を
背
水
の
陣
に

追
い
つ
め
た
く
な
い
と
い
う
意
図
が
読

み
と
れ
る
。

「
農
地
総
量
」
が
最
終
答
申
で
消
え

た
の
も
農
水
省
の
姿
勢
を
表
し
て
い

1960年６５ 9０ 9５8５７５
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老
人
や
高
齢
者
な
ど
年
齢
で
線
引
き

を
す
る
呼
び
方
に
つ
い
て
、
中
年
男
女

の
７
割
が
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
民
間
グ
ル
ー
プ
の
調
査
で
わ
か
っ

た
。
８
割
以
上
が
「
高
齢
期
と
は
、
ｌ

布
歳
以
上
」
と
見
て
お
り
、
ミ
ド
ル
世

代
に
と
っ
て
”
老
い
〃
は
ま
だ
ま
だ
先

に
あ
る
よ
う
だ
。

調
査
し
た
の
は
「
オ
パ
ー
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
大
阪
」
。
今
年
５
１
６
月
、

関
東
と
関
西
の
蛆
ｌ
釦
歳
代
の
男
女
を

対
象
に
実
施
、
３
６
４
人
（
男
性
１
４

４
人
、
女
性
２
２
０
人
）
が
回
答
し

ろ
。
六
○
年
に
六
百
七
万
総
あ
っ
た
日

本
の
耕
地
面
積
は
九
六
年
に
五
百
万
粉

を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
会
見
の
な
か
で

木
村
会
長
は
「
積
極
的
に
消
し
た
つ
も

り
は
な
い
。
他
意
は
な
い
」
と
説
明
し

た
。
担
当
し
た
企
画
室
は
「
必
要
な
農

地
面
積
の
数
字
は
算
出
し
よ
う
が
な

い
」
と
言
い
わ
け
を
し
て
い
る
。

一
方
で
、
農
水
省
は
中
山
間
地
域
の

農
業
に
対
す
る
所
得
補
償
の
「
検
討
を

図

年
取
っ
て
も
「
老
人
」
と
呼
ば
な
い
で

㈹
～
加
歳
代
の
男
女
に
調
査

た
。高
齢
期
呼
称
に
つ
い
て
「
呼
ば
れ
た

く
な
い
」
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
の

は
、
老
人
（
稲
％
）
、
老
年
者
（
船

％
）
、
お
年
寄
り
（
田
％
）
の
順
。
割

に
人
気
が
高
か
っ
た
の
は
シ
ル
バ
ー

で
、
「
呼
ば
れ
た
い
」
「
ま
あ
ま
あ
呼
ば

れ
た
い
」
を
合
わ
せ
て
縄
％
。

し
か
し
、
「
年
齢
を
表
現
す
る
呼
び

方
は
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
答
え
た

人
は
、
「
ま
あ
ま
あ
」
を
合
わ
せ
る
と

的
％
で
最
も
支
持
が
多
か
っ
た
。

行
政
な
ど
で
は
開
歳
以
上
を
高
齢
者

行
っ
て
い
く
」
と
答
申
に
盛
り
込
み
、

自
身
の
事
業
の
拡
大
に
は
熱
心
だ
。

半
面
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
む
だ
が

多
い
農
業
公
共
事
業
を
大
胆
に
削
減
す

る
方
針
は
示
さ
ず
、
公
共
事
業
に
つ
い

て
「
社
会
経
済
情
報
の
変
化
を
踏
ま
え

た
事
業
の
再
評
価
と
必
要
な
見
直
し
を

行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
だ
け

だ
。（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
十
八
）

と
呼
び
、
鮨
ｌ
河
歳
を
前
期
高
齢
者
、

布
歳
以
上
を
後
期
高
齢
者
と
分
け
る
こ

と
も
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
「
高
齢
期

と
は
何
歳
く
ら
い
か
ら
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、
過
半
数
の
皿
％
が
「
而
歳

ご
ろ
か
ら
」
と
回
答
。
「
市
歳
ご
ろ
か

ら
」
（
型
％
）
、
「
帥
歳
ご
ろ
か
ら
」

（
９
％
）
と
続
く
。
行
政
と
同
様
「
髄

歳
ご
ろ
か
ら
」
と
、
考
え
て
い
る
人
は

皿
％
だ
っ
た
。

安
心
し
て
高
齢
期
を
過
ご
す
た
め
に

行
政
に
望
み
た
い
の
は
「
社
会
的
介
護

の
充
実
」
が
ね
％
と
最
多
。
「
保
健
医

療
の
充
実
」
（
別
％
）
、
「
介
護
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
（
妬
％
）
な
ど
、
福
祉
や

医
療
な
ど
の
社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
望
む
意
見
が
続
い
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
十
八
）

【
ジ
ュ
ネ
１
ブ
羽
日
福
原
直
樹
】
ア
ジ

ア
経
済
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
世
界
で

亜田圃

世界の決業巻

最悪10億人

ＩＬＯ報告

約
１
０
０
０
万
人
が
職
を
失
っ
た
…

…
。
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
が
羽

日
ま
で
に
ま
と
め
た
一
世
界
雇
用
報

告
」
で
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機
が
世
界
の

雇
用
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

報
告
に
よ
る
と
、
現
在
世
界
の
完
全

失
業
者
は
約
１
億
５
０
０
０
万
人
で
、

職
は
あ
る
も
の
の
生
活
に
十
分
な
給
料

を
得
て
い
な
か
っ
た
り
、
よ
り
長
い
労

働
時
間
を
求
め
て
い
る
「
不
完
全
雇
用

者
」
を
加
え
る
と
、
過
去
最
悪
の
皿
億

人
（
世
界
の
労
働
人
口
の
３
分
の
１
）

が
雇
用
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

報
告
は
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機
に
よ

り
、
年
末
ま
で
に
「
完
全
失
業
者
一

「
不
完
全
一
雇
用
者
」
の
数
が
数
百
万
人

増
加
す
る
と
予
測
。
特
に
ア
ジ
ア
で
は

一
雇
用
改
善
の
兆
し
は
な
く
、
タ
イ
で
失

業
者
が
今
年
末
に
６
％
（
約
２
０
０
万

人
）
に
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
９
～

皿
％
に
達
す
る
ほ
か
、
中
国
で
は
約
３

５
０
万
人
が
解
雇
さ
れ
る
と
い
う
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
二
十
五
）

"
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「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

－
・
時
代
の
嵐

山
崎
正
和
（
劇
作
家
二

ｒ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
：
‐
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
」

現
在
の
少
子
化
の
傾
向
か
『
ｂ
見
る

と
、
創
世
紀
半
ば
に
は
日
本
の
人
口
は

５
０
０
０
万
人
に
ま
で
減
る
か
も
し
れ

な
い
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
こ
う
し

た
推
計
に
は
仮
説
に
よ
っ
て
ず
れ
が
あ

る
し
、
５
０
０
０
万
人
は
や
や
極
端
だ

と
し
て
も
、
将
来
の
日
本
人
が
劇
的
な

減
少
を
見
せ
る
の
は
確
実
だ
ろ
う
。
し

か
も
も
っ
と
、
確
実
な
の
は
、
そ
の
と

き
の
日
本
が
恐
る
べ
き
高
齢
社
会
に

な
っ
て
い
て
、
人
ロ
構
成
は
悲
惨
な
逆

一
一
一
角
形
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
寡
民
小
国
」
と
い
う
美
し
い
言
葉

が
あ
る
が
、
こ
の
状
況
で
は
日
本
に
は

そ
う
い
う
幸
福
な
夢
は
あ
り
え
な
い
。

今
で
も
危
う
い
高
齢
者
福
祉
が
破
滅
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
国
家
の
安
全
保
障

も
生
産
基
盤
の
維
持
も
お
ぼ
つ
か
な
い

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
で
生
産
力
は
補
え
る
と
し
て
も
、
そ

恩
多
民
族
国
家
曰
本
へ
の
道

「
第
二
の
開
国
」
へ
の
備
え
を

れ
が
人
間
の
創
造
力
の
衰
弱
ま
で
救
え

る
と
は
思
え
な
い
。
お
り
か
ら
世
界
は

知
的
生
産
の
時
代
を
迎
え
て
い
て
、
ど

の
国
も
革
新
が
な
け
れ
ば
現
状
維
持
さ

え
難
し
い
。
科
学
技
術
か
ら
金
融
商
品
｝
」

の
開
発
ま
で
、
知
的
創
造
で
世
界
に
伍

し
て
行
く
た
め
に
は
、
若
い
世
代
の
活

力
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

他
方
、
少
な
く
と
も
将
来
的
年
は
、

ア
ジ
ア
を
含
む
世
界
に
は
有
能
な
余
剰

人
口
が
あ
り
、
日
本
の
物
心
両
面
の
生

産
基
盤
を
活
用
し
た
が
っ
て
い
る
、
と

い
う
事
態
に
変
わ
り
は
あ
る
ま
い
。
元

留
学
生
や
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
活
躍
を
見
れ
ば
、
彼
ら

が
と
き
に
日
本
人
以
上
に
、
日
本
の
社

会
資
源
を
活
用
す
る
能
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
私
の
身
近
に

も
、
日
本
人
よ
り
み
ご
と
な
日
本
語
で

本
を
書
き
、
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受

け
た
中
国
や
韓
国
の
学
者
が
少
な
く
な

い
。
日
本
を
救
い
、
日
本
の
財
産
を
人

類
の
未
来
に
役
立
て
る
た
め
に
、
こ
の

国
は
近
い
将
来
、
移
民
受
け
入
れ
の
問

題
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

振
り
返
れ
ば
、
近
代
の
欧
州
で
も
即

世
紀
の
米
国
で
も
、
文
化
的
な
創
造
力

の
強
い
国
に
は
つ
ね
に
外
国
人
の
活
躍

が
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
も
パ
リ
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
も
、
知
的
生
産
の
中
心
地
は
い

ず
れ
も
多
彩
な
国
際
都
市
で
あ
っ
た
。

広
範
な
ユ
ダ
ヤ
人
の
貢
献
は
周
知
の
事

実
だ
が
、
技
術
に
優
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の

新
教
徒
が
英
国
に
逃
れ
、
産
業
革
命
に

寄
与
し
た
こ
と
な
ど
も
忘
れ
が
た
い
逸

話
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、
日
本
の
歴
史
に

は
人
的
な
混
交
の
伝
統
が
乏
し
く
、
異

せ
っ
さ
た
く
ま

文
化
人
間
の
切
瑳
琢
磨
の
機
会
が
少
な

か
っ
た
。
生
物
と
同
じ
く
、
文
化
も
極

度
の
純
粋
培
養
の
も
と
で
は
活
力
を
失

う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
も
異
質

の
血
の
導
入
は
国
益
に
か
な
う
の
で
あ

る
。問
題
は
、
そ
う
し
た
創
造
的
な
人
材

の
移
入
と
、
た
ん
な
る
安
価
な
労
働
力

の
輸
入
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

目
先
の
利
益
か
ら
未
熟
練
労
働
者
を
利

用
し
、
不
景
気
が
来
る
と
追
い
返
す
と

い
う
過
去
の
慣
習
に
は
、
倫
理
的
に
疑

問
が
あ
る
。
逆
に
経
済
難
民
を
人
道
的

見
地
だ
け
か
ら
受
け
入
れ
、
無
原
則
に

福
祉
と
就
業
機
会
を
与
え
る
こ
と
も
、

現
実
的
で
は
な
い
。
国
家
に
と
っ
て
移

民
の
受
容
は
百
年
の
計
な
の
で
あ
っ

て
、
倫
理
的
な
配
慮
と
現
実
的
な
国
益

の
計
算
に
立
っ
て
、
主
体
的
、
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
で
あ
る
は

ず
な
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
れ
ま
で
日
本
は
も
ち
ろ
ん
諸

外
国
で
も
、
移
民
問
題
を
国
家
の
政
策

と
し
て
扱
う
意
識
も
、
そ
の
た
め
の
理

念
も
乏
し
か
っ
た
。
移
民
は
市
場
の
需

給
関
係
に
し
た
が
っ
て
流
動
し
、
国
家

は
そ
れ
を
追
認
す
る
か
、
場
当
た
り
的

に
制
限
す
る
の
が
一
般
の
態
度
で
あ
っ

た
。
も
し
国
家
が
政
策
を
立
て
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
人

種
的
、
民
族
的
な
文
化
伝
統
を
守
ろ
う

と
い
う
動
機
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
だ

が
こ
れ
は
、
し
ば
し
ば
市
場
原
理
と
対

立
し
て
破
ら
れ
る
う
え
、
民
族
差
別
の

観
点
か
ら
倫
理
的
な
非
難
を
浴
び
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
国
家
が
移
民
政
策
を
立
て

る
こ
と
は
、
要
す
る
に
移
民
の
質
を
選

別
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
が
難
し
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
二

国
の
理
想
的
な
国
民
像
も
わ
か
ら
な
い

の
に
、
新
し
く
国
民
に
な
る
に
ふ
さ
わ

し
い
人
物
像
を
選
べ
る
は
ず
は
な
い
。

創
造
的
な
人
材
が
ほ
し
い
の
は
や
ま
や
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ま
で
も
、
そ
れ
を
あ
ら
か
じ
め
判
定
す

る
科
学
的
方
法
も
存
在
し
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
家
が
新
し
い
国
民
を

受
け
入
れ
る
場
合
、
何
ら
か
の
基
準
で

人
材
を
選
別
し
、
一
定
の
方
針
に
従
っ

て
同
化
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
も
、
事

実
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
必
ず
し
も
国
家
が
民
族
的
な

共
同
体
で
あ
る
と
か
、
文
化
的
な
同
質

性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
が
な

い
。
純
粋
に
合
理
的
に
、
国
家
が
富
の

再
配
分
の
機
関
で
あ
り
、
市
場
が
生
み

だ
す
弱
者
の
救
済
手
段
だ
と
考
え
て

も
、
国
家
は
そ
の
た
め
に
一
定
の
閉
鎖

性
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
家
に
は

よ
い
時
も
悪
い
時
も
あ
る
が
、
人
が
そ

れ
に
乗
じ
て
国
籍
を
自
由
に
替
え
、
利

益
の
つ
ま
み
食
い
を
し
た
の
で
福
祉
は

な
り
た
た
な
い
。
国
民
の
最
低
限
の
資

格
は
国
境
の
な
か
に
定
住
し
、
参
入
離

脱
の
自
由
の
大
幅
な
制
限
を
認
め
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。

移
民
に
な
る
人
は
、
当
然
な
が
ら
生

活
上
の
利
益
を
求
め
、
も
と
の
祖
国
よ

り
も
よ
い
国
に
住
み
た
い
と
願
う
人
で

あ
ろ
う
。
だ
が
国
籍
の
取
得
は
一
般
の

契
約
機
関
と
は
異
な
り
、
条
件
が
予
想

と
違
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
破
棄

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
そ
の

た
と
え
ば
米
国
の
よ
う
に
国
籍
の
ま

え
に
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
」
を
与
え
、

準
国
民
と
し
て
そ
れ
な
り
の
権
利
を
認

合移でと条

め
る
や
り
方
も
あ
ろ
う
。
内
容
に
つ
い

て
は
検
討
が
必
要
だ
が
、
地
方
自
治
体

ま
に
工
夫
で
き
る

原
則
を
割
り
切
れ
ば
、
方
法
は
さ
ま
ざ

む
ろ
ん
こ
の
意
志
を
正
し
く
判
定
す
る

人を守 がをこす国け

国
民
以
上
の
不
満
と
希
望
を
抱
い
て
、

だ

そ
れ
で
も
定
住
を
選
び
。

る
。
一
時
的
な
出
稼
ぎ
で
は
な
く
、
こ

の
も
簡
単
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に

の
国
に
住
ん
で
家
族
を
育
て
、
法
を

っ
て
義
務
を
果
た
し
、
言
葉
と
慣
習

少
な
く
と
も
理
解
し
よ
う
と
努
め
る

に
は
、
国
民
に
な
る
資
格
が
あ
る
。

と
い
え
る
。

移
民
と
は
国
民
に
な
ろ
う
と
し
つ
づ

る
人
で
あ
り
、
本
来
の
国
民
以
上
に

民
的
で
あ
り
う
る
人
で
あ
る
。
だ
と

れ
ば
、
受
け
入
れ
る
国
家
と
し
て
は

の
持
続
的
な
意
志
を
評
価
し
、
そ
れ

判
定
基
準
に
国
籍
を
与
え
る
こ
と

、
も
っ
と
も
合
理
的
だ
と
考
え
ら
れ

件
と
は
国
の
風
俗
習
慣
の
全
体
の
こ

で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
細
部
ま

予
想
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

か

民
す
る
と
は
｝
」
の
賭
け
の
よ
う
な
不

理
を
認
め
、
幻
滅
に
耐
え
、
本
来
の

は
ず
で
あ
る
。

つ
け
る
こ
と

の
選
挙
権
と
被
選
挙
権
、
地
方
公
務
員

の
受
験
資
格
く
ら
い
は
認
め
て
も
よ

い
。
こ
の
程
度
の
権
利
を
与
え
た
う
え

で
、
移
民
が
国
民
候
補
と
し
て
社
会
で

ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、
定
住
の
意
志

を
身
を
も
っ
て
示
す
か
を
、
国
家
が
判

定
す
れ
ば
よ
い
。
最
終
決
定
は
法
務
省

が
行
う
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
非
政
府

組
織
に
推
選
権
を
与
え
、
と
も
に
住
む

国
民
が
受
け
入
れ
に
参
加
す
る
道
を
開

く
の
も
、
｜
案
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
の
準
備
を
し
た
う
え
で
な

ら
、
政
府
に
は
一
方
で
経
済
難
民
の
入

国
は
阻
止
し
、
他
方
で
留
学
生
や
職
業

訓
練
生
の
門
戸
を
広
く
す
る
と
い
う
政

策
が
許
さ
れ
る
。
難
民
が
貧
し
い
か
ら

差
別
す
る
の
で
は
な
く
、
留
学
生
や
訓

國
洪
繍
雛
纈
漸
繩
鮴
課

毎
年
枯
渇
す
る
黄
河
幹
轆
轤
憾
乗
率
碗
倒
鈩
榊
繩
》
》
鋤
町

い
ま
、
中
国
の
洪
水
の
話
が
盛
ん
に
す
る
。
樹
木
が
伐
採
さ
れ
る
と
、
河
川

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
さ
な
か
に
流
れ
込
む
雨
水
の
量
が
増
え
、
そ
の

に
水
不
足
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
難
し
場
に
た
ま
っ
て
地
下
に
浸
透
し
、
帯
水

い
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
は
決
し
て
相
互
層
を
潤
す
雨
水
は
減
少
す
る
。
か
く
し

練
生
に
は
日
本
で
学
び
た
い
と
い
う
関

心
が
あ
り
、
日
本
文
化
に
参
加
し
た
い

と
い
う
積
極
的
な
意
志
が
あ
る
と
推
定

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
帰
国
し

て
本
国
に
貢
献
す
る
の
が
本
来
だ
が
、

か
り
に
日
本
で
職
を
得
て
定
住
し
た
い

と
願
っ
て
も
、
今
後
は
そ
れ
も
よ
し
と

す
る
の
が
日
本
の
国
益
に
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

日
本
を
多
民
族
化
す
る
の
は
、
歴
史

に
か
つ
て
な
い
冒
険
で
あ
る
。
だ
が
第

二
の
開
国
は
た
ぶ
ん
不
可
避
な
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
今
か
ら
時
間
を

か
け
て
論
議
を
重
ね
て
お
く
べ
き
課
題

だ
と
い
え
よ
う
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
二
十
七
）
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すふお－らむこゆ

て
、
洪
水
の
増
加
と
、
帯
水
層
２
測
憾

量
の
減
少
と
地
下
水
面
の
低
下
は
、
し

ば
し
ば
並
ん
で
進
行
す
る
。
雨
期
に
洪

水
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
乾
期
に

お
け
る
水
不
足
も
深
刻
に
な
る
。

中
国
の
大
河
の
う
ち
で
最
も
北
に
あ

る
黄
河
が
、
中
国
三
千
年
の
長
い
歴
史

の
中
で
初
め
て
枯
渇
し
た
の
は
、
一
九

七
二
年
の
夏
の
こ
と
だ
っ
た
。
中
国
文

明
の
揺
り
か
ご
で
あ
る
黄
河
は
、
そ
れ

か
ら
十
二
年
間
に
わ
た
り
、
断
続
的
に

干
上
が
っ
た
。
そ
し
て
八
五
年
以
降
は

毎
年
必
ず
枯
渇
を
起
こ
し
、
そ
の
期
間

は
ど
ん
ど
ん
長
く
な
っ
て
い
っ
た
。
九

七
年
に
は
、
二
百
二
十
六
日
間
に
わ

た
っ
て
干
上
が
り
、
そ
の
水
は
海
に
到

達
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
中
国
の
水
不
足
の
発
生
状

況
を
知
る
上
で
、
目
に
見
え
る
最
も
象

徴
的
な
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、
枯
渇
し
て
い
る
の
は
黄
河
だ
け
で

は
な
い
。
も
っ
と
小
さ
い
川
で
は
、
長

江
（
揚
子
江
）
と
黄
河
の
中
間
に
あ
る

准
河
が
、
同
じ
九
七
年
に
、
九
十
日
間

に
わ
た
り
干
上
が
っ
た
。
か
つ
て
山
西

省
を
流
れ
る
主
要
河
川
だ
っ
た
沿
河

も
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
水
が
流
れ
て
い

な
い
。

中
国
の
平
地
の
地
下
水
位
は
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
場
所
で
低
下
し
つ
つ
あ

る
。
過
去
五
年
間
を
対
象
に
し
た
中
国

側
調
査
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中

国
の
穀
物
生
産
の
側
％
近
く
を
占
め
る

華
北
平
原
の
地
下
の
水
面
は
、
毎
年
一

・
五
枡
ず
つ
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

い
ま
地
下
水
面
が
低
下
し
つ
つ
あ
る

か
ん
が
い

場
所
で
は
、
明
日
に
も
潅
概
用
水
の
減

少
が
起
き
か
ね
な
い
。
地
下
の
帯
水
層

は
再
補
充
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
い
っ

た
ん
枯
渇
が
起
き
れ
ば
、
そ
の
後
の
く

み
上
げ
量
は
、
補
充
さ
れ
る
分
量
次
第

で
低
下
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え

ば
、
補
充
量
の
二
倍
の
水
を
帯
水
層
か

ら
く
み
上
げ
れ
ば
、
最
終
的
に
は
枯
渇

を
招
き
、
そ
の
後
の
く
み
上
げ
量
は
半

減
す
る
だ
ろ
う
。

水
が
乏
し
く
な
る
に
つ
れ
、
最
終
利

用
者
の
間
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
農
業
、
工
業
、
そ
し
て
都
市

の
一
一
一
部
門
で
あ
る
。
今
日
の
中
国
で

は
、
水
資
源
全
体
の
妬
％
が
潅
概
に
使

わ
れ
て
い
る
が
、
工
業
と
都
市
の
水
利

用
も
急
速
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

中
国
の
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、
都

市
住
民
の
水
の
消
費
量
は
上
昇
し
て
い

る
。
い
つ
も
村
の
共
同
井
戸
か
ら
水
を

く
ん
で
自
宅
に
運
ん
で
い
る
農
村
住
民

は
、
大
量
の
水
を
使
わ
な
い
。
だ
が
、

都
市
に
移
住
し
て
、
屋
内
水
道
を
備
え

シ
ャ
ワ
ー
や
水
洗
ト
イ
レ
の
完
備
し
た

高
層
ア
パ
ー
ト
に
住
め
ば
、
利
用
量
は

急
上
昇
す
る
。

水
争
い
の
中
で
、
農
業
は
採
算
性
の

面
で
分
が
悪
い
。
農
業
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
一
千
少
も
の
水
を
使
っ
て
、

一
少
の
小
麦
を
生
産
す
る
。
こ
れ
は
二

百
㎡
相
当
で
あ
る
。
工
業
な
ら
、
同
じ

量
の
水
を
使
っ
て
、
そ
の
七
十
倍
の
一

万
四
千
が
相
当
の
生
産
を
あ
げ
る
こ
と

も
で
き
る
。

目
標
が
経
済
拡
大
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
乏
し
い
水
資
源
は
工
業
に
回
る
こ

と
に
な
る
。
雇
用
創
出
の
観
点
か
ら
見

て
も
、
工
業
は
圧
倒
的
な
優
位
に
あ

る
。
毎
年
一
千
万
人
も
の
若
者
が
労
働

市
場
に
加
わ
る
国
で
は
、
雇
用
創
出
へ

の
圧
力
が
厳
し
い
。
雇
用
政
策
が
水
資

源
政
策
を
左
右
し
始
め
て
い
る
の
が
、

中
国
で
あ
る
。

食
糧
安
保
に
’
も
影
饗
皀

中
国
の
潅
概
用
水
の
供
給
量
を
減
少

さ
せ
る
も
の
は
、
世
界
の
食
糧
安
全
保

障
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は

お
か
な
い
。
中
国
は
世
界
最
大
の
穀
物

生
産
国
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
収

穫
量
の
刀
％
が
、
潅
概
さ
れ
た
農
地
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的

に
米
国
で
は
、
そ
の
割
合
は
応
％
に
過

ぎ
な
い
。

米
国
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
サ
ン

デ
ィ
ア
国
立
研
究
所
が
行
っ
た
、
中
国

の
各
河
川
流
域
の
水
資
源
収
支
予
測

は
、
主
要
河
川
の
流
域
で
膨
大
な
不
足

が
発
生
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
比
較
的
小
さ
な
海
河

流
域
に
は
、
北
京
と
天
津
を
含
め
九
千

五
百
万
人
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、

二
○
一
○
年
ま
で
に
二
百
億
少
の
不
足

が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
二
千
万
少
の
穀
物
生
産
に
足
る
水

量
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
予
測
が
ほ
ぼ
的

を
射
て
い
る
と
す
れ
ば
、
海
河
流
域
の

潅
概
農
業
の
大
半
は
二
○
一
○
年
ま
で

に
消
滅
す
る
。
事
実
上
す
べ
て
の
水
質

源
が
、
成
長
す
る
工
業
と
都
市
の
需
要

を
満
た
す
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

黄
河
流
域
も
ま
た
、
恐
る
べ
き
水
不

足
の
可
能
性
に
直
面
し
て
い
る
。
既
に

黄
河
に
は
、
毎
年
、
枯
渇
期
間
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
黄
河
が
流
れ
る
六
つ

の
省
は
そ
れ
ぞ
れ
、
将
来
の
取
水
量
の

増
加
を
計
画
し
て
い
る
。
黄
河
か
ら
の

大
規
模
な
支
流
を
建
設
中
の
都
市
の
中
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黄
河
下
流
域
の
工
場
群
は
、
河
川
流

量
の
変
動
に
よ
っ
て
操
業
を
阻
害
さ
れ

る
た
め
、
一
部
は
内
陸
部
に
移
転
し
つ

つ
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
安
定
し
た
水

供
給
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
内
陸

部
の
安
い
労
働
力
も
利
用
で
き
る
こ
と

を
見
込
ん
で
い
る
。

北
京
の
中
央
政
府
は
、
下
流
域
で
深

刻
な
水
不
足
が
生
じ
る
可
能
性
に
、
明

ら
か
に
気
が
付
い
て
い
る
。
だ
が
、
繁

栄
す
る
海
沿
い
の
省
と
、
貧
し
い
内
陸

部
の
省
の
間
に
は
大
き
な
所
得
格
差
が

あ
る
た
め
、
上
流
の
各
省
の
水
路
計
画

へ
の
介
入
を
避
け
て
い
る
。

北
京
政
府
は
、
内
陸
部
の
失
業
が
増

加
し
、
繁
栄
す
る
沿
海
部
の
諸
都
市
に

大
量
の
人
口
が
流
出
す
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
る
。
山
東
省
か
ら
大
量
の
黄
河
の

水
が
失
わ
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
、
と

考
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
せ
い
で
あ

る
。山
東
省
は
農
業
生
産
の
中
心
の
一
つ

に
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
首
都
フ

フ
ホ
ト
や
、
山
西
省
の
省
都
・
太
原
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
上
流

域
で
は
、
何
百
も
の
工
業
施
設
や
水
力

発
電
所
が
新
た
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

影
落
と
す
所
得
格
差

で
あ
り
、
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
五

分
の
一
と
、
小
麦
の
七
分
の
一
を
生
産

す
る
。
同
省
は
中
国
に
と
っ
て
、
米
国

の
カ
ン
ザ
ス
州
と
ア
イ
オ
ワ
州
を
合
わ

せ
た
よ
り
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
そ

の
潅
概
農
地
の
半
分
は
、
黄
河
か
ら
の

水
に
依
存
す
る
。

従
っ
て
問
題
は
、
事
実
上
、
上
流
域

で
工
業
に
よ
る
雇
用
を
創
出
す
る
か
、

あ
る
い
は
下
流
域
の
農
業
を
保
護
す
る

か
の
選
択
で
あ
る
。
中
国
は
、
前
者
を

選
び
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ

は
、
農
業
生
産
の
不
足
を
補
う
た
め
に

穀
物
を
輸
入
す
る
と
い
う
考
え
方
を
、

容
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

も
ち
ろ
ん
中
国
に
と
っ
て
、
水
資
源

の
利
用
効
率
の
向
上
は
、
明
ら
か
に
急

務
で
あ
る
。
潅
概
に
関
し
て
言
え
ば
、

耕
地
に
水
を
張
る
伝
統
的
な
や
り
方
か

ら
、
よ
り
効
率
の
高
い
方
式
に
変
え
、

穀
類
に
は
頭
上
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
採

用
し
、
付
加
価
値
の
高
い
果
実
や
野
菜

に
は
、
多
孔
性
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
滴
下

方
式
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変

化
を
う
ま
く
や
る
に
は
、
水
に
値
段
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
水
は

無
料
だ
っ
た
社
会
に
、
水
資
源
の
有
償

化
を
課
す
の
は
、
政
治
的
に
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。

工
業
で
も
、
水
資
源
の
利
用
に
は
巨

大
な
非
効
率
が
あ
る
。
鋼
鉄
一
少
を
生

産
す
る
の
に
、
日
本
や
米
国
、
ド
イ
ツ

で
は
、
ほ
ぼ
六
少
の
水
を
使
う
が
、
中

国
で
は
二
十
三
少
も
必
要
と
す
る
。
工

業
用
水
の
利
用
効
率
を
上
げ
る
に
は
、

生
産
方
式
の
近
代
化
の
た
め
の
多
額
の

投
資
が
必
要
と
な
る
。

水
資
源
の
供
給
問
題
で
「
壁
に
突
き

当
た
っ
た
」
国
は
、
中
国
が
最
初
で
は

な
い
。
も
っ
と
小
さ
な
中
東
諸
国
の
多

く
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
水
供
給
の

限
界
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
彼
ら
は
、

工
業
と
都
市
に
よ
る
水
需
要
の
増
加

を
、
農
業
の
潅
概
用
水
を
減
ら
す
こ
と

で
賄
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ヨ
ル
ダ

ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
国
々
は

い
ま
や
穀
物
の
、
％
か
ら
帥
％
を
輸
入

し
て
い
る
。
｜
少
の
穀
物
の
輸
入
は
、

事
実
上
、
千
少
の
水
の
輸
入
を
意
味
す

る
。
水
不
足
に
直
面
す
る
諸
国
に
と
っ

て
、
水
を
輸
入
す
る
最
も
効
率
的
な
方

法
は
、
穀
物
を
輸
入
す
る
こ
と
な
の

だ
。言
っ
て
み
れ
ば
、
大
き
な
国
で
最
初

に
水
資
源
の
「
壁
に
突
き
当
た
っ
た
」

の
が
、
中
国
で
あ
る
。
だ
が
、
あ
ま
り

に
も
国
が
大
き
い
た
め
、
小
さ
い
国
々

の
よ
う
に
穀
物
輸
入
を
通
じ
て
国
外
に

問
題
解
決
の
道
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
中
国
は
、
目
下
、
世
界
最
大
の

穀
物
消
費
国
で
あ
る
。
九
七
年
に
は
、

四
億
少
近
く
を
消
費
し
た
。
穀
物
輸
出

の
総
量
が
二
億
少
に
過
ぎ
な
い
世
界
の

中
で
、
途
方
も
な
い
量
で
あ
る
。

た
と
え
中
国
が
、
潅
概
や
工
業
、
都

市
に
よ
る
、
水
の
利
用
効
率
の
向
上
に

必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
講
じ
た
と
し

て
も
、
お
そ
ら
く
、
潅
概
用
水
の
大
き

な
減
少
を
回
避
す
る
の
に
十
分
で
は
あ

る
ま
い
。
中
国
は
、
水
不
足
が
経
済
再

編
を
促
す
、
最
初
の
国
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

農
業
に
関
す
る
大
き
な
決
定
を
考
え
る
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こゅ－すふぉ－らむ

時
に
は
、
水
の
利
用
効
率
の
よ
り
高
い

選
択
肢
を
、
常
に
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
中
で
も
、
石
炭

や
原
子
力
な
ど
は
「
水
集
約
的
」
な
も

の
で
あ
り
、
大
量
の
水
を
要
求
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
風
力
や
太
陽
光
は
水

を
必
要
と
し
な
い
。
幸
い
な
こ
と
に
、

中
国
は
十
分
な
風
力
資
源
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
風
力
だ
け
で
も
、
国
家
の
発
電

総
量
を
二
倍
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
最
新
の
流
体
力
学
を
応
用
し
た

「
ハ
イ
テ
ク
」
風
力
タ
ー
ビ
ン
に
よ
っ

て
、
風
力
発
電
の
コ
ス
ト
は
下
が
り
、

し
ば
し
ば
石
炭
を
も
下
回
る
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

同
じ
こ
と
が
、
食
事
に
つ
い
て
も
言

え
る
。
収
入
が
増
え
る
に
つ
れ
て
中
国

国
民
の
食
物
連
鎖
も
上
が
り
、
動
物
性

た
ん
ぱ
く
質
を
、
よ
り
多
く
消
費
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一
キ
ロ
の
豚
肉
を

生
産
す
る
に
は
、
四
キ
ロ
の
穀
物
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
｜
雫
ロ
の
鳥
肉

を
生
産
す
る
に
は
、
二
キ
ロ
足
ら
ず
し
か

い
ら
な
い
。
鳥
肉
は
豚
肉
に
比
べ
て
、

穀
物
消
費
効
率
が
二
倍
近
く
高
い
。
す

な
わ
ち
、
水
消
費
効
率
の
面
で
も
二
倍

近
い
。
こ
こ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
中
国

は
豚
肉
偏
重
を
改
め
、
鳥
肉
へ
の
依
存

度
を
大
き
く
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

状
況
が
最
も
改
善
さ
れ
た
と
し
て

も
、
こ
れ
か
ら
数
十
年
間
に
わ
た
り
、

中
国
の
水
需
要
は
上
昇
し
続
け
る
と
思

わ
れ
る
。
米
国
と
カ
ナ
ダ
の
現
住
人
口

を
合
わ
せ
た
よ
り
も
多
い
、
三
億
の
人
口

を
加
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

不
幸
な
こ
と
に
、
将
来
、
膨
大
な
穀

物
輸
入
の
増
大
の
必
要
性
に
直
面
し
て

い
る
国
は
、
中
国
だ
け
で
は
な
い
。
イ

ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
雨
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
も
同
じ

で
あ
る
。
必
要
な
穀
物
輸
入
量
が
何
少

で
あ
れ
、
そ
の
生
産
に
は
一
千
倍
の
水

が
必
要
と
な
る
。

米
山
‐
協
力
・
も
重
要
に

中
国
と
米
国
は
、
世
界
の
穀
物
生
産

国
の
、
第
一
位
と
第
二
位
で
あ
る
。
目

下
の
と
こ
ろ
中
国
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
四
億
少
近
く
を
消
費
す
る
、
世
界

最
大
の
消
費
国
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
米
国
の
消
費
量
は
二
億
四
千
万
少

で
あ
り
、
中
国
と
は
対
象
的
に
、
世
界

最
大
の
穀
物
輸
出
国
と
し
て
、
世
界
の

輸
出
総
量
の
半
分
近
く
を
供
給
し
て
い

る
。こ
の
状
況
か
ら
し
て
も
、
中
国
と
米

加
速
す
る
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
す

る
た
め
、
厚
生
年
金
を
中
心
と
し
た
公

的
年
金
の
改
革
議
論
が
ヤ
マ
場
を
迎
え

て
い
る
。
年
金
審
議
会
（
厚
相
の
諮
問

機
関
、
会
長
・
京
極
純
一
東
大
名
誉
教

授
）
は
、
厚
生
年
金
の
給
付
水
準
引
き

下
げ
な
ど
を
求
め
た
意
見
書
を
、
来
月

一
日
に
も
宮
下
厚
相
に
提
出
す
る
。
し

か
し
、
景
気
の
低
迷
が
続
く
中
で
年
金

受
給
者
の
生
活
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
給

付
水
準
引
き
下
げ
に
は
反
発
も
強
い
。

曲
が
り
角
に
立
つ
年
金
制
度
の
行
方
を

考
察
し
た
。

（
政
治
部
石
崎
浩
）

国
は
、
水
の
生
産
効
率
の
改
善
を
助
け

る
情
報
と
技
術
を
分
か
ち
合
う
た
め
、

よ
り
緊
密
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

ど
こ
か
の
時
点
で
、
水
不
足
と
食
糧
価

格
と
政
治
的
安
定
の
連
関
は
、
抜
き
差

し
な
ら
ぬ
も
の
と
な
る
。
世
界
の
穀
物

価
格
の
上
昇
が
、
第
三
世
界
の
国
々
の

都
市
の
、
政
治
的
不
安
定
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
そ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
に

塵廻

改
革
、
ゴ
ー
ル
見
え
ず

少
子
、
高
齢
化
ま
す
ま
す
加
速

・
誤
算

年
金
改
革
が
急
が
れ
て
い
る
の
は
少

子
・
高
齢
化
が
当
初
の
予
測
を
は
る
か

に
超
え
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
た
め

だ
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
し
て
い
る
厚

生
年
金
の
現
行
の
保
険
料
率
は
月
収
の

ロ
・
躯
％
（
労
使
で
半
分
ず
つ
負
担
）
。

九
四
年
の
前
回
の
年
金
改
革
の
際
、
厚

生
省
は
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
二

○
二
五
年
度
で
も
保
険
料
率
は
的
％
未

満
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
保
険
料
を

納
め
る
現
役
世
代
も
何
と
か
負
担
に
耐

え
ら
れ
る
と
見
て
い
た
。

は
、
米
中
双
方
の
利
益
が
か
か
っ
て
い

る
。レ
ス
タ
ー
。
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
Ⅱ
１
９

３
４
年
米
国
生
ま
れ
。
ラ
ト
ガ
ー
ズ
大

学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
卒
。
農

務
省
国
際
農
業
開
発
局
長
を
経
て
測

年
、
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
ワ
ー
ル

ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
創
設
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
二
十
八
）
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し
か
し
、
少
子
・
高
齢
化
の
速
度
は

当
時
の
予
測
以
上
で
、
最
新
の
試
算
で

は
保
険
料
率
を
弧
・
３
％
ま
で
引
き
上

げ
な
け
れ
ば
、
現
行
の
給
付
水
準
を
維

持
で
き
な
い
公
算
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。現
役
世
代
の
負
担
を
和
ら
げ
る
た

め
、
将
来
の
厚
生
年
金
の
給
付
総
額

を
、
現
在
見
込
ま
れ
て
い
る
額
よ
り
削

減
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
意
見

が
強
ま
っ
た
。
年
金
審
の
議
論
で
も
、

厚
生
年
金
に
つ
い
て
給
付
総
額
削
減
が

必
要
と
の
意
見
が
大
勢
だ
。
た
だ
、
ど

公的年金制度の仕組み(人数は97年３月末現在）

の
程
度
削
減
す
る
か
で
は
意
見
が
分
か

れ
て
お
り
、
意
見
書
で
は
具
体
的
な
削

減
幅
に
は
触
れ
な
い
見
通
し
だ
。

厚
生
省
と
し
て
は
、
有
識
者
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
二
○
二
五
年

度
の
給
付
総
額
を
現
在
の
見
込
み
額
よ

り
二
割
削
減
す
る
」
案
が
如
・
５
％
と

最
も
多
く
支
持
を
集
め
た
こ
と
な
ど
か

ら
「
二
割
削
減
」
を
目
指
す
方
針
だ
。

・
手
法

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

手
法
で
厚
生
年
金
の
給
付
総
額
を
削
減

す
る
の
か
。

年
金
審
と
し
て
は
、
①
受
給
者
個
々

へ
の
給
付
水
準
を
実
質
的
に
引
き
下
げ

る
②
賃
金
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
給
付
金

が
上
昇
す
る
制
度
を
廃
止
ま
た
は
凍
結

す
る
③
支
給
開
始
年
齢
を
引
き
上
げ
る

④
働
い
て
い
る
人
の
年
金
を
減
額
す
る

制
度
を
拡
大
す
る
－
と
い
う
四
つ
の
削

減
策
を
提
案
す
る
方
針
だ
。

〈
給
付
水
準
引
き
下
げ
〉

二
○
二
五
年
度
ま
で
に
、
厚
生
年
金

の
満
額
支
給
が
始
ま
る
六
十
五
歳
時
点

の
給
付
額
を
実
質
的
に
引
き
下
げ
る

案
。
引
き
下
げ
幅
と
し
て
厚
生
省
は
一

割
程
度
を
想
定
し
て
お
り
、
現
行
で
は

夫
婦
二
人
の
モ
デ
ル
世
帯
で
約
二
十
三

万
円
の
給
付
額
が
、
現
行
の
貨
幣
価
値

で
二
十
万
円
強
に
な
る
。

こ
の
給
付
水
準
で
も
衣
食
住
や
医
療

費
に
加
え
、
交
通
費
、
通
信
費
、
娯
楽

費
ま
で
賄
え
る
と
い
う
の
が
厚
生
省
の

見
解
だ
が
、
受
給
者
側
に
は
異
論
も
あ

り
そ
う
だ
。
た
だ
改
正
前
に
す
で
に
支

給
を
受
け
て
い
る
人
は
引
き
下
げ
対
象

に
な
ら
な
い
。

〈
賃
金
ス
ラ
イ
ド
廃
止
〉

現
行
の
厚
生
年
金
は
支
給
開
始
後
、

消
費
者
物
価
上
昇
に
応
じ
た
「
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
」
と
、
現
役
世
代
の
可
処
分

所
得
の
伸
び
に
応
じ
た
「
賃
金
ス
ラ
イ

ド
制
」
の
二
つ
に
よ
っ
て
給
付
額
が
上

が
る
仕
組
み
。
年
金
審
案
は
、
賃
金
ス

ラ
イ
ド
制
の
廃
止
・
凍
結
に
よ
り
、
年

齢
が
上
が
っ
て
も
給
付
額
が
あ
ま
り
伸

び
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

厚
生
省
は
「
高
齢
に
な
る
ほ
ど
生
活
費

が
減
少
し
て
い
る
」
と
指
摘
。
だ
が
、

今
後
は
現
役
世
代
の
所
得
が
あ
ま
り
伸

び
ず
、
賃
金
ス
ラ
イ
ド
制
を
廃
止
し
て

も
そ
れ
ほ
ど
の
削
減
効
果
は
な
い
と
の

見
方
も
あ
る
。

〈
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
〉

厚
生
年
金
は
、
現
役
時
代
に
納
め
た

保
険
料
に
応
じ
た
「
報
酬
比
例
部
分
」

（
モ
デ
ル
世
帯
で
約
十
万
円
）
と
、
こ

れ
と
関
係
な
く
一
定
額
が
支
払
わ
れ
る

「
定
額
部
分
」
（
同
約
十
三
万
円
）
の

二
階
建
て
か
ら
な
る
。

こ
の
う
ち
、
定
額
部
分
の
支
給
開
始

年
齢
は
二
○
○
一
年
度
か
ら
段
階
的
に

六
十
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。
報
酬
比
例
部
分
は
六
十

歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
年
金
審
は
こ
の
部
分
も
段
階
的

に
六
十
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
、
厚
生
年

金
全
体
の
支
給
開
始
年
齢
を
完
全
に
六

十
五
歳
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
す

る
方
針
だ
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
雇
用

情
勢
が
厳
し
い
折
、
六
十
歳
か
ら
の
支

給
を
あ
て
に
し
て
い
る
世
代
か
ら
の
反

発
が
当
然
、
予
想
さ
れ
る
。

〈
働
く
人
の
年
金
減
額
〉

現
在
は
「
在
職
老
齢
年
金
制
度
」
に

よ
っ
て
、
六
十
’
六
十
四
歳
で
就
労
し

て
い
る
人
へ
の
給
付
額
を
減
額
し
て
い

る
が
、
こ
れ
を
六
十
歳
代
後
半
に
も
拡

大
す
る
案
。
だ
が
、
高
齢
者
の
働
く
意

欲
に
水
を
差
し
か
ね
な
い
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。

・
思
惑

「
厚
生
省
の
官
僚
は
年
金
財
政
を
健

全
化
す
る
こ
と
し
か
頭
に
な
い
。
景
気

に
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
年
金
の
引
き
下

げ
な
ん
て
、
こ
の
時
期
に
国
会
で
通
る

と
思
っ
て
い
る
の
か
」

JOD

厚生年金
基金など

厚
生
年
金

共
済
年
金

基礎年金(国民年金）

自営業者など 霧鯵蕊Ｐ｡､＝■■

当部分

共
済
年
金

基礎年金(国民年金）

自営業者など 霧鯵蕊Ｐ｡､＝■■
1936万人 露露一一■



こゆ－すふぉ－らむ
自
民
党
幹
部
の
一
人
は
、
年
金
改
革

に
奔
走
す
る
厚
生
省
の
動
き
を
批
判
す

る
。年
金
審
で
も
、
連
〈
ロ
出
身
の
委
員
ら

は
「
最
初
か
ら
給
付
削
減
あ
り
き
は
お

か
し
い
」
「
報
酬
比
例
部
分
の
支
給
開

始
年
齢
は
引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
い
」

な
ど
と
主
張
し
て
い
る
。

年
金
審
の
意
見
書
に
沿
っ
た
法
案
が

来
年
の
次
期
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
れ

ば
、
連
合
の
支
援
を
受
け
る
民
主
党
は

反
対
に
回
る
可
能
性
が
高
い
。
自
民
党

と
し
て
は
参
院
で
大
き
く
過
半
数
割
れ

し
て
い
る
だ
け
に
、
法
案
成
立
ま
で
の

道
筋
が
描
け
な
い
と
い
う
事
情
が
あ

る
。
来
春
の
統
一

東
京
市
ケ
谷
曰
大
会
館

Ⅱ
月
４
曰
（
水
）
～
７
曰
（
土
）

国
際
生
命
倫
理
学
△
酉
世
界
会
議

地
方
選
を
控
え
、

野

社
会
経
済
生
産
性
本
部
（
亀
井
正
夫

会
長
）
は
二
十
九
日
、
日
米
欧
な
ど
主

党
か
ら
の
攻
撃
材
料
は
最
小
限
に
し
た

い
思
惑
も
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
た
め
自
民
党
で
は
年
金
審
の
意

見
書
を
受
け
て
十
月
中
旬
ご
ろ
に
公
表

さ
れ
る
厚
生
省
案
を
骨
抜
き
に
す
る

囮

労働生産性

日本は11位

生産性本部調べ

要
十
二
カ
国
を
対
象
と
し
た
九
六
年
の

労
働
生
産
性
国
際
比
較
を
発
表
し
た
。

日
本
は
前
年
に
比
べ
三
・
五
％
と
高
い

伸
び
を
示
し
た
が
、
生
産
性
水
準
は
三

年
連
続
で
十
一
位
に
と
ど
ま
っ
た
。
同

本
部
は
「
規
制
緩
和
な
ど
に
よ
る
生
産

性
向
上
が
不
可
欠
」
と
指
摘
し
て
い

る
。労
働
生
産
性
は
就
業
者
一
人
当
た
り

の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
算
出
し

か
、
改
革
を
先
送
り
す
べ
き
と
の
意
見

も
強
ま
っ
て
お
り
、
議
論
の
行
方
は
不

透
明
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
九
・
二
十
八
）

第４回国際生命倫理学会世界会議

（後援・文部省、厚生省、農林水産

省、科学技術庁、財団法人アジア人

口・開発協会他）が11月４日から７

日まで東京・市ケ谷の日本大学会館

で開催される。生命倫理学の世界大

会である同会議では、「環境と人口

の生命倫理」公開フォーラムも開催

される。

“生命としての人間をどのように

見るのか，，、また“人口が増加し食

料が欠乏した場合、人類にはいかな

る選択が可能なのか'，など、根源的

な面での人口問題と生命倫理問題に

は深い関わりがある。人口問題への

認識を深める同会議の論議が注目さ

れる。

量
■

示
し
た
。
日
本
は
九
六
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

高
い
伸
び
だ
っ
た
た
め
前
年
実
績
を
大

き
く
上
回
り
、
伸
び
率
で
は
二
位
だ
っ

た
。（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
九
・
三
十
）

－ではつも率べ年た

;i写薑桶鮒lE箭
主要国の労働生産性の水準と伸び率

０
０
０
０

５
０
５

１
１

生
産
性
の
水
準

ロ
ー
ー第４回国際生命倫理学会世界会議

事務局ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ３－２２３９－３２２０

ＦＡＸ（only）Ｏ3-5317-9217

鍵斡÷！
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２．東南アジア諸国等人1-1.開発基礎調在報告諜

一インドＨｉｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-India-

昭和58年度

１．中華人氏共和'五l人口家族計画基礎調住報告書

BasicSurveyonPopulationandFamilyPlanning

inthePeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作iﾉﾘ盃研究恨告名

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次維礎調査報告書

BasicSurvey(Ⅲ）onPopulationandFhmilyPlanning

inthePeople$sRepublicofChina

生育率和生iili水平矢系第二次中日合作凋査研究搬

告将（中国語版）

昭和59年度

１．アジア諸国の農村人ｕと農業開発に関する調査報告替

一インド同一

ReporlontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCount｢ｉｅｓ

－Ｉｎｄｉａ－ （英語版）

４．ネパール王国人口，家族計画雄礎調在

BasicSurveyReportonPopulationandFilmjIy

PlanningintheKingdomofNepaI（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

CrbanizationandDeveIopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸同等人口・開発基礎調査報告瞥

一タイ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDeve-

lopmentinSoutheastAsianCountries
-Thailand-

６．バンコクの人口都市化と生活環境、総社調斑

一データ網一

SurveyofUrbanization，LivingErlvironmentand

WiBlfareｉｎＢａｎｇｋｏｋ－Ｄａｔａ－

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitjonin」apanandRuralDeve

lopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

Urbamza[ionandPopulEltioninJapan（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SuweyofFertililyandLMngStandardsinChinese

RuralAreas-Data-AllthehousehoIdsoftwo

villagesinJillnProvincesu｢veyedbyqueslionnaires

（英語版）

失干中国衣村的人ＬＩ生育率与生活水平的i1M在梱告

一対干吉林省閲十村逃行全戸iHi談凋査的fili果一

＝雛ｊｌ・＃iil-（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸国の農村人1コと農業ＩｌＨ発に供Ｉする調査報告書

一インドネシア国一

RelPortontheSurveyofRuralPopuIationand

Ag｢iculturaIDevelopmentinAsianCountries

-Indonesia-（英語版）
５．スライド日本の農業、腱付開発と人口

―その軌跡一（ｕ本譜版）

AgrIcultuTal＆RuralDevelopmentand1Populatlｏｎ

ｉｎＪａｐａｎ（英語版）

日本衣並衣村的笈展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPe｢tanianMasyarakalDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

昭和60年度

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告諜

一インドネシア同一

ReportontheBasicSurveyofPopulalionand

DevelopmentinSoutheastAsianCountnes

-Indones1a-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．Ｈ本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmenImJapaｎ（英語版） １．アジア諸'五Iの農村人口と農業開発に関する調在報告書

一タイｌｒ１－

Ｒｅｐｏｒｔｏｎ［heSurveyofRuralPopulationand

Agricul[uralDevelopmentinAsianCountries

-Thajland-（英語版）

５．人口と開発関連銃;1.架

DemographicandSocioEconomiclndicalorson

PopulatjonandDevelopｍｅｎｔ（英語版）

１０３



６．スライド日本の産業開発と人口

_その原動力・電気一（日本語版）

lndustTialDeveIopmentandPopuIationinJapan

-TheprimeMove｢Elect｢icity- （英語版）

日本的存止友展与人ロ

ー其原助力一曳気－（中国語版）

PembangunanlndustTidankependudukandiJepang

-PenggerakUtama-TengaList｢ｉｋ－

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-China-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告瞥

一タイ国一

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinjapan（英語版） ７．ネパール王国人口家族計画第二次恭礎調盗

ComplementaryBasjcSurveyReportonPopulation

andFamilyPlanninginthekingdomofNepal５．アジアの人口転換と開発一総計集一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countries-OverviewandStatisticalTables-

（英語版）
昭和62年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

－中薙人民共和国一

ReportontheSurvevofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmenｔｉｎＡｓｌａｎＣｏｕｎｔｒｉｅｓ

－Ｃｈｉｎａ－（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinJapan-AsianExperi-

ence-（英語版）

日本的人口勺家庭（中国語版）

Penduduk＆KeIuargaJepang（インドネシア語版） ２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告香

一中華人民共和国一

ReportontheBasjcSurveyofPopulationand

DevelopmenLinSouLheastAsianCount｢iｓ

－Ｃｈｉｎａ－（英語版）

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

平成元年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告脅

一バングラデシュ国一

ReportontheSurveyofRuInlPopuIationand

AgriculturalDevelopment-Bangladesh-（英

語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一フィリピン国一

４．．日本の人口と農業開発

PopulationandAgriculturaIDeveIopmentinJapan

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調鎌報告響

一ネパール国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

Population，DevelopmentandEnvironmentinNepal

（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と経済発展（日本語版）

ＴｈｅＭｉｇ｢atoryMovementandEconomicDevelop‐

mentinjapan（英語版）

日本的人口移動与鼈済友展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonomi

DiJepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労動力流出に関する調査研究報告書

一マレーシア国一

４．日本の人口構造変動と開発一高齢化のアジア的視
占一
口bcq

StructuralChangeinPopulationandDevelopment

-Japan'sExpenenceinAging- （英語版） ７≦トルコ国人ロ家族計画基礎調森

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

AginginJapan-ChallengesandProspects-
（英語版）

近人高齢化社会的日本正面幅挑哉一道求具生命意Ｘ

的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

１．アジア諸国の展村人口と農業開発に関する調査報告書

一ネパール国一

ReportontheSurveyofRuraIPopulationand

AgriculturalDevelo1pmentinAsianCountries

-Nepal-（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告響
一中華人民共和国一

TantanganMasyarakatLanjutusiaJepang
（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationinJapan
-TrendsandPTospectｓｉｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５ヵ国の比鮫一

StrategicMeasuresfortheAgriculturalDeveIopment
-ComparativeStrudiesonFiveAsianCountrles-

（英語版）

（本作品は、1990年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で８K秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ

（英語版）

日本的区域汗友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepang
（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一フィリピン国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopment-Philippines-（英語版）
６．アジアの労働力移動

LaborMig｢ationinAsia（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一バングラデシュ_

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

１．アジア諸国の股村人口と農業開発に関する調迩報告諜

一マレーシア圃一

ReportontheSurveyofRuralPopulallonand

Agr1culturalDeveIopmenｔ－Malaysja-

（英語版）
３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告欝

一インドネシア同一

２．東南アジア諸国等人口・開発些礎調査報告普

一ベトナム国一

Repor［ｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｗｅｙｏｆＰｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄ

DevelopmentjnSoutheastAsianCounｔｒ１ｅｓ

－ＶｉｅｔＮａｍ－（英語版）

４．日本の人にI

Populatlon

Japan

･開発・環境一アジアの経験一

DevelopmentandEnvironmenlin

AsianExper1ence-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

Environment、PopulatjonandDevelopmemin
Japan（英語版）

日本的坏境・人口・升友（中日語版）

Lingkung畠mPendudukdanPembangunanJepang
（インドネシア諾版）

（本作品は、1991年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告ul：

－スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一（日本
語版）

LivingforTomor｢０Ｗ－IndustrialTransitlonand

PopulationinJapan-（英語版）

生活在明天一日本的芹並鋳換与人ロー（中国語版）

６．アジアの人口都市化一統計架一

ProspectsofUrbanjzatjoninAsia （英語版）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告醤
－スリランカ国一

ReportontheSuweyRuralPopulationand

AgriculturalDevelopment-Sri1anka-

（英語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktur

lndusL｢iDanPopulasiDiJepang-

(インドネシア譜版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書
一フィリピン国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsjanCountries

-Philippines-（英語版）

平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告瞥

一ベトナム国一
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ReporIontheSurveyofRuralPopulationand

AgricuIturalDevelopmeｎｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－

(英語版）

平成７年度

1．アジア諸同の発展段階別農業・農村開発雅礎調在報告

醤一パキスタン国一

ReportontheBagicSurveyonAgricul[uraIalldRural

I〕evelopmentbyProgressStageinAsianCount｢ies

-Pakistan-（英語収）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調通報告啓

一スリランカEl-

Repor［ontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsjanCountries
-SriLanka-（英語版）２．アジア諸国の都市化と開発基礎調森報告書

一ネパール同一

ReDorton[heSurveyofUrbanxzationandDeveIopment

inAsjanCounmes-Nepal-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調交研究

報告書一フィリピン同一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PopulationandSustainableDevelopment

（英語版）

３．アジア謝膣1の人間潰滅開発と労働ﾌﾞJに関する鋼代研究

報告書一インド国一

４．アジアにおける女性のエンハワーメン卜

Ｅｍｐｏｗｅ｢men［ｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ（英語HIH） ５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Impmvements

intheStatusofWomenthePoDulationofJapan-

（英語版）

女性的挑批一女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

Tan[anganKaumWanita-EmalIsipasiWanita

danPopulasiJepang-（インドネシア語版）

５．スライド

アジアを拓け一女･注たち－（日本語版）

ABrightoIGenderEquality-Empowｅｒｍｅｎｔｏｆ

ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－〈英語版）

ｊ､往目強之路一今日IIL洲女性一（L'１劃謡版j

HarpanCerahbagiPersamaan－KaumWanita

AsiaMcrambEIhJalan-（インドネシア識版）

平成８年度

１．アジア諸国の発腱段階別農業・農村開発雅礎祇在報告

替一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturaland

RuralDevelopnnentbyPICg｢essStageinAsian

Countries－LaoPeopIe,sDemoraticRepublic-

（英語版）

平成６年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一インド国一

ReportontheBasicSurveyonAg｢iculturalandRwal

DcvelopmentbyProgressStageinAsianCountrieｓ

－Ｉｎｄｉａ－（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイm-

ReportontheSurvevofUrbanizationandDevelopment

inAsianCountries-Thailand-（英語版）

２．アジア諸腫|の都市化と開発綱在報告普

一フィリピン国一

ReportontheSurveyofUrbamzationandDeveloD．

mentinAsiaI】Countries-Philippmes-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調盗研究

報告書一ベトナム国一

３．アジア識国の人間資瀬開発と労働力にl矧する鍋ilf研究

報告ｉｌトーラオス便1－ ４．アジアの女･性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women,sLaborParticipatlonandEconomicDevelop‐

ｍｅｎｔmAsLa-Strategytoward21Century-

（英語版）

４．２１Ⅲ:妃の人口・食縦戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStrategyfoｒ２１ｓｔｃｅｎｔｕｒｙ

－ＡｓｉａａｎｄＷｏｒｌｄ－（英語版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

KewHoTizonsfortheWomenofAsiａ（英語版）

正洲姐女的新厨礎（中国語版）

ＷａｎｉｔａＡｓｉａＫｍ……（インドネシア語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人口増加と食料

ChallengeimdDecisionIortheYear2025

-PopulationlncreaseandFoodinAsia・

（英語眼〉
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|(ﾘ済2()25年的炎lfli-1lliiiHI的人口墹怯和棋食一

(中国語版）

TekadlJntukTahun2025－PerlambahanPopulasi

danPangandiＡｓｉａ－（インドネシア譜服）1．「国際人ロ開発会鯛行動叶面要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行

動31.画の要旨。同文書関連の出版物としては本邦初｡）

平成９年度

１．アジア謝重lの発展段階別農業・農村|卿発基確iiM炎報告

ilI；－ラオス人民民主共和国一

Repo｢ｔ（)ntheBasicSuweyonAgriculIura1and

RurillDeveloI)mentbyProgressS1ageiIIAsian

Countries-LaoPeoDle'sDemograticRcpublic-

２．F国際人ロ開発職員会蟻』、国際人ロ開発繊員会蟻鬮事

録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人にI開発会議(lCPD)に先

駆けて開倣された国会議貝会議である国際人口開発議

貝会議の議事録。同会議には117カ国約300名の国会議

貝が参加した。会議宣言文はICPD総会でも発表された二

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された｡） ２．アシアグ)社会|)'１発と人lllllIH光

SociillDevell〕mentandHl】ｍａｎｌ)eve1opmen［

ｉｎＡｓｉａ

３．アジア術|量|の人iMj茂鯨'''１発と労l側力にⅢIする調従研究

報ｉｌｆｆｌ}：－マレーシア国一

４．水をめぐる２１世絶の危機

一アジア人I【を無点として－

Wale「CrisisintheTwentyFirstCen[urv

-ProslPectq〕fAsianPopula[iｏｎ愚ndDevelopment-

３．国運人ロ基金「世界人ロ・開発扱助の現状一日本の貢

献一Ｊ1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢献Ｍｊｉ蛾｡）

4．「国際人ロ・社会開発麟員会鍛｣、国際人ロ・社会開発

職員会醗(IMPPSD)鱗事録、1996年（和文）

（内容：．世界社会開発サミット（WSSD)にあわせ、１９９５

年３jlにデンマーク・コペンハーゲンで開雌された人

１コと社会開発に関する国会議員会議議事録｡）

５．スライド

水は９１zきている一人口と水賓源一

WaterisAljve-PopulalionandWとlter

Resources-（英語版）

水麸ｲｨ生命(１，－人'二1句水願狐一(['１幽搬HIX）

Ａｉ】・itul-Iidup-Pen(Iuk（ｉａｎＳｕｍｄｅｒＡｉｒ－

(ｲﾝﾄﾞﾈﾝｱ締版）

5．黒田俊夫箸了リソース・シリーズＩ国連人ロ会餓20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘー｣、1996年（和文）

（内容：国連主催の第一回人ロ会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人口分野における１１ｔ

界的大家である著者が、その推移を慨jilLL、分析した衝）

６．ToshioKurodaoResourceSeries200FromBucha‐

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula‐

tionConferences･''１Ｉｇｇｅ（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

７．了国際女性・人ロ・開発職員会騒』、国際女性・人ロ・

開発磯貝会餓OMPGPD)醗事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に東京で開倣された国際女性・人口・開発議貝

会議(IMPGPD)の議事録。同会議には第４回世界女性

会議に対する各国政府代表を中心とする国会議口が参

加した｡）

8．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびボートン・ズアン、グエン．

テイ・タン薯、『リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料｣、1997年（和文）

（内容：．世界食料サミットへの淋備として国迎食料農

業機関(FAO)が国連人口鎚金との共同研究された、「人

口附加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、
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1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た、人口と食糎安全保障に関するAFPPD（人口と開

発に関するアジア議同フォーラム）特別運営譲圓会で、

ベトナム国会社会委員会委貝長グエン・ティ・タン議

貝とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン．ズアン博士の共著論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

られている。地球は水の惑星といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総量は地球上の淡水資源

の0.000008％に過ぎない。この水の総量は、有史以来

変わっておらず、人口が増加する分だけ、一人当たり

使用できる水の量はどんどん減少しているのが現実だ

が、このことが十分に認識されていない。人口埴加を

支えている地球の限界が目の前に迫っていることに警

告を発している｡）（日本語版版権取得）

9．「国際食料安全保障・人ロ・開発鰻員会麟｣、国際食料

安全保障・人口・開発職員会麟(IMPFSPD)鰻事録、

1997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主催の世界食料サミット

（WFS)にあわせ､1996年1】)1にスイス･ジュネーブで開

催された国際食料安全保障・人口・開発議員会議

（IMPFSPD)の議事録。同会議の成果は、世界食料サミッ

トで公式に配布され、またＷＴＯルジェーロ事務局長

にも桜井新・会議議長から手渡された｡）

10．国運人ロ基金ｒ未来のための食料」1997年（和文）

（内容：国連人口基金出版物FoodfOrtheFutureの

日本語版。人口増加の抑制と食料確保を行うために、

女性の参加が不可欠であることをざまざな具体例から

解きほぐしている。）

11．国連食糧農業機構(FAO）アリソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣旨および世界食料サミット行動叶面』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文書の日本翻訳の

決定版として高い評価を受けた｡）

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国

際人ロ開発鰻員会鶴から５年一人ロと開発に関する国

会鱗員会麟宜官文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え、

この機会に人口と開発に関する国際議員会議、地域議

員会議の宣言文を巣成。今後の更なる発展のための資

料とした｡）

13.ｒリソース・シリーズ６PopulationPoIicyinAsia」

1998年（英文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に関するアジ

ア国会議貝会議」で呼びかけをおこない、各国の人口

政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。各

国の政策に責任を持つ国会議貝が関与している点で、

類例を見ない｡）

14．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSandra

Postel箸、WorldwatchPaperl32

DividingtheWaters：ＦｏｏｄSecurity，Ecosystem

Health,andtheNewPoIiticsofScarcityの邦訳。今後

人類社会に大きな制約を与えるのが、淡水資源の不足

である。増え続ける人口を支えるための農業生産もま

た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

1０８
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９
月
旧
日

９
月
８
日

～
９
日

９
月
２
日

８
月
姐
日

Ｉ

９
月
５
日

Ｚ
月
Ⅳ
日

７

１月
１３１１

日日

７
月
８
日

日
本
財
団
へ
の
助
成
金
及
び
補
助
金
申
請
に
伴
う
平
成
ｕ
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
を
承
認
。
新
理
事
長
に
中

「
世
界
人
ロ
デ
ー
」
（
日
本
大
学
会
館
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
主
催
、

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
協
力
）
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
楠
本
修
主
任
研

究
員
、
北
畑
晴
代
国
際
課
長
、
星
合
千
春
国
際
課
主
任
が
出

席
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
国
会
議
員
連
盟
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
代
表
団
８
名
が
来
日
。
中
山
太
郎
国
際
人
口
問
題
議
員

懇
談
会
会
長
、
桜
井
新
同
会
幹
事
長
ら
と
懇
談
。

ミ
ッ
ド
タ
ー
ム
レ
ビ
ュ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
ユ
エ
ン
・

ル
オ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
副
局
長
が
来
所
。

農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業

・
農
村
基
礎
調
査
」
調
査
団
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
に
派
遣
。

（
団
長
福
井
清
一
、
大
野
昭
彦
、
園
江
満
、
楠
本
修
）

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
総
会
を
参
議
院
会
館
で
開

催
。
阿
藤
誠
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
副
所
長
が

「
日
本
の
少
子
・
高
齢
化
」
に
つ
い
て
講
義
。
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
へ
の
議
員
派

遣
に
つ
い
て
説
明
。

「
皿
世
紀
人
類
は
生
き
残
れ
る
か
」
セ
ミ
ナ
ー
開
催
準
備
の

た
め
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が

新
潟
市
に
出
張
。

本
協
会
理
事
会
開
催
。

９

１月
２７２３

日日

山
太
郎
衆
議
院
議
員
、
理
事
に
清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員
、

三
好
正
也
経
団
連
参
与
が
就
任
。

「
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
＋
５
準
備
会
議
」
出
席
の
た
め
桜
井
新
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
楠
本
修
主
任
研
究
員

を
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
に
派
遣
。

、ごb；

１０９



◇
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
が
発
表
し
た
卵
「
世
界
人
ロ

白
書
」
に
よ
る
と
、
人
口
爆
発
の
勢
い
は
過
去
別
年
間
に
わ
た

る
努
力
に
よ
っ
て
、
確
実
に
弱
ま
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
年
間
に
八
千
万
人
も
の
純
増
が
あ
る

と
い
う
か
ら
油
断
は
禁
物
だ
。

◇
国
連
は
来
年
２
月
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
、
カ
イ
ロ
会
議
か

ら
５
年
を
経
た
時
点
で
の
成
果
や
障
害
に
な
っ
て
い
る
点
の
評

価
、
検
討
を
行
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
）
を
開
く

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ
議
長
、
桜
井
新
衆
院
議
員
）
が
世
界

各
地
域
の
議
連
に
呼
び
か
け
、
国
会
議
員
活
動
の
評
価
会
議
を

開
き
、
ハ
ー
グ
会
議
に
立
法
府
の
立
場
か
ら
の
”
提
言
“
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

◇
こ
の
と
こ
ろ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
元
気
だ
。
”
票
に
な
ら
な
い
、
カ

ネ
（
利
権
）
に
な
ら
な
い
〃
と
い
わ
れ
る
人
口
問
題
に
敢
然
と

取
組
む
一
部
日
本
国
国
会
議
員
の
姿
は
、
ま
さ
に
”
国
士
〃
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
。

こ
れ
ら
議
員
の
熱
意
と
行
動
力
は
、
世
界
の
国
会
議
員
を
揺

り
動
か
し
て
い
る
。
お
膝
元
の
ア
ジ
ア
に
は
世
界
一
の
議
連
が

で
き
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
ア
フ
リ
カ
、
中
東
地
域
に
も
旧

力
国
の
国
内
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
に
も
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
、
ア
メ
リ
カ
地
域
で
も
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
が
多
く
の

国
会
議
員
の
動
員
に
成
功
し
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
域
内
も
然
り
、

す
で
に
５
～
６
の
国
内
委
が
で
き
た
と
い
う
。

人
類
の
平
和
・
福
祉
の
根
源
で
あ
る
”
人
口
問
題
“
解
決
へ

の
こ
う
し
た
努
力
は
、
｜
部
の
”
国
士
〃
と
、
そ
れ
を
支
え
る

人
達
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
人
類
の
尊
い
安
全
保
障
へ
の
大
き
な

流
れ
を
作
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
（
Ｔ
・
Ｈ
）

御

苑

表紙の1写真説明

｢ペン婦人の丘」
カンボジア国は度重なる戦乱を終えてな

お、不安定さが残り、本格的な復興はこれか

らである。この国は大国の狭間で最も過酷な

選択を迫られ、苦境に追いやられた。２度の

選挙を経てカンボジアの政治体制は安定を目

ざしており、本格的な復興を果し人々の顔に

笑顔が戻る日の早いことを祈りたい。

この写真はカンボジアの首都プノンペンの

由来となった寺院である。プノンペンはメコ

ン河に向かい合うように流れるトンレサップ

河とバサック河の自然堤防上にある。かって

そこに住んでいた、ペン婦人が亡き夫を偲ん

で、寺を建てた場所が「ペン婦人の丘（プノ

ンペン）」と呼ばれ、それが土地の名前と

なった。現在、その場所は寺院となり、市民

の憩いの場所となっている。

手露｢Ｊ

ｉ二蕊
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日本航空

世界の街へご一緒に。
言
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／国際線予約･案内、

、函０，２０諾ご識1ノ
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（

ニツコーコクサイ

i国Ｉ５ＨＯ１ＺＯ－２ｓ一日９３１

／国内線予約･案内､

、西o1zO諾冒島研ノ(
二ツコーコクナィ
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霜諺番号をよくお確かめのうえ.おかけくだきり
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その急発進、
する必要がありますかＰ

の
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急発進l01Illで約17()cc､趣lⅡI速'()'''１で約llOcCの燃料を狼Hfしてしまいます。趣1１ IIOcCワ１
１

瀧進をlIli1lに１jなえば､その分､Ｃｌ()2などの仰ＩｌｊＩにつながりますもsりま

ｊｉ
［

･人ひとりにできること､エコ･ドライブ６と、

エコ゜ドライブのために.○つの心が１１ﾅ。

いま､地球環境を守るために､それぞれの立場での取り組みが求めらｵTていま筑

私たち自動車業界も､環境係全のために｢燃費の改善｣｢クリーンエネルギー車の開発･普及｣「リサイクルの促進｣など．

多くの課題に取り組んでいます｡そIﾉて､ドライバーのみなさん－人ひとりにできること､エゴ・ドライブ。

③発進は円滑に:急発進１０回で約１７０ccの燃料を浪費Ｃｅ安定走行を:急加速１０回で約110ccの燃料を浪費｡⑳身軽な運転を:１０kgの不要な

荷物をのせて50kｍ走ると約１５ccの燃料を浪費.②やさしいアクセル操作を:停車中にエンジンを空ぷかしすると１０回で約ＢＯｃｃの燃料を浪費。

ｅエンジンを切る習慣を:わずか5分間のアイドリングでも約６５ccの燃料を浪費｡⑤適正な空気圧で:空気圧0.5kg/cm2減のタイヤで５０kｍ走ると、

それだけで約150ccの燃料を浪費｡⑰計画的なドライブを:無計画に１０分走ると､約350ccの燃料を浪費｡⑬等速走行を:一般道路で40kｍ/h、

高速道路でＢＯＩ<ｍ/h程度の等速走行がエコドライズ燕上記の数値は.対象車穂2000CC乗用車(AT)の燃変＝117kｍ/』(１０．１５モード)が計算ベース(自士会調べ）

、〆

一人ひとりにできること｡エコドライズ
、 ‘

畿曰本自動車工業会

-L…｣～鬘:i蝿鍵職


